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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『世界』という言葉がいつ生まれたのか──識しる者は居ない。


　だがそれは人ヒ間トが鳥獣ケモノと決別した後である事は間ま違ちがいないだろう。


　言葉というものを単に情報伝達の道具として定義するならば、人間以外の生物にもそれは在ある。天敵の接近を告げる警告から、繁はん殖しよく期における愛情表現まで、声は勿もち論ろん、仕草や体色の変化によっても意思は疎そ通つうされる。


　雨や。風や。土や。雲や。火や。光や。影かげや。樹きや。水や。


　そういった具体的に世界を織おり成なす諸もろ々もろのものは、殊こと更さらに高い知性など無くしても認識出来る。感覚と直結した本能がそれらに反応するから──そこに在る事を理り屈くつではなく感覚として認め識る事が出来るからだ。認識を共有する為ために記号化された具体的事象を言葉と呼ぶのであれば、それを扱あつかうのに高い知性は必ずしも必要ではない。


　だが殆ほとんどの生物の認識はそこで止まる。


『世界』という概がい念ねんは人間にしか生じ得ない。


　具体的事象の総体──森しん羅ら万ばん象しようを統合して語る為の単語を、鳥や獣けものは必要としない。


　雨は雨。風は風。土は土。雲も火も光も影も樹も水も──全すべてはそれそのものであってそれ以上でもそれ以下でもない。それらはあくまでも雨と風と土と雲と火と光と影と樹と水が並列して存在しているというだけの事であり……それらをまとめて俯ふ瞰かんし、そこに何らかの名を付ける事で包ほう括かつ的に『全て』を理解しようとするのは人間だけだ。


　突とつ出しゆつした高い知性こそが『世界』という言葉を生み出すのである。


　だが…………そも『全て』とは如い何かなる意味か。


　人間は本当にその概念を正しく把は握あくしているだろうか。


　本来、何もかもを包括する単語として生み出された筈はずの『世界』という言葉は、完全に独立し完結した概念である。『世界』とはありとあらゆるものをその内に含ふくむ故に、改めて『果て』や『始まり』や『終わり』などという言葉を添そえて語る様なものではなかった筈なのだ。それは無限を意味する概念に改めて境界線を引こうとするかの様な、愚ぐ行こうとも言える。


　ましてや『世界』という言葉を語り、認識を操る人間にしてからが、その一部に過ぎない。


　人間の立場では純然たる客観性を確保する事が出来ない。完全な第三者として『世界』を定義する事など出来ないのだ。『世界』に『外側』を──『全て』の同義語に『例外』を認めてしまえば根本的な論理矛む盾じゆんを生じる。


　人間にしか得られぬ『世界』という言葉。


　だが同時にそれは人間である限り、完全には認識し得ない概念だ。


　故に、もしそれを可能とするならば──という憧どう憬けいを人間は仮想の存在に託たくした。


　論理矛盾を克こく服ふくし『世界』を定義する事が可能な超ちよう越えつ的人格。


　それが即すなわち──『神』である。


　だが人間の論理次元を超ちよう克こくするが、故に人間は神を実感として認識出来ない。二次元存在の視点では三次元存在を交こう叉さ平面上にしか──断片的にしか感知出来ないのと同じく。


　だが…………





　　　　●　　●　　●





　土ど砂しや降ぶりの雨が、割れ残った硝子ガラスを激しく叩たたいていた。


　陽ひの光は、渦うずを巻く分厚い暗雲に遮さえぎられて見えない。


　大地にこびりつく全てを洗い流そうとするかの様な、暴風と豪ごう雨うの中──時折閃ひらめく雷らい光こうが、わだかまる諸々の闇やみを切きり裂さき、白と黒のいびつな縞しま模も様ようをそこかしこに刻む。わずかに遅おくれて──ふと思い出したかの様に轟とどろく雷らい鳴めいが、澱よどんだ空気を震ふるわせた。


　ひどく荒あれた空模様である。


　まるで世界そのものが憤ふん怒ぬに震えているかの様な──威い嚇かくに満ちている。


　鳥も。獣も。虫も。如何なる生物も、この猛もう威いの前ではひたすら伏ふして耐たえるしかない。自らを含む世界そのものに、正面から抗あらがう事の出来る生き物など存在しない。


　しかし…………





「諸外国の動きは？」





〈聖アルベニス大聖堂〉。


　此こ処こは──かつてそう呼ばれていた宗教建築である。


　ホルスト教の七大聖堂の一つに数えられ、六世紀以上に渡わたって東部地域の信仰の要かなめと評されてきた大だい伽が藍らんだ。万を超こえる信者達を余よ裕ゆうを以もつて収容する事が出来る造りになっており、単に規模という意味では、アルマデウス帝てい国こく全土においても未だに屈くつ指しの巨きよ大だいさを誇ほこる建築物である。





「問題無い」





　だがその内観に解放感が在るかと問われれば、明らかに──否だ。


　むしろ、稲いな妻ずまが閃く度たびに床ゆかへと刻まれる巨大な縞模様は、まるでこの大規模宗教建築をまるで牢ろう獄ごくの様に見せていた。





「未いまだ人の世の法は我等の存在を認めていない」





　建こん立りゆうからおよそ六百と六十年……現代とは比ひ較かくにならぬ程ほどに大おお雑ざつ把ぱな建築技術しか存在しなかった当時、この巨大な空間を支える為に用いられた柱は、太く、そして多い。等とう間かん隔かくで建ち並ぶそれらは、期せずして独特の情景をそこに描えがき出している。ただ周りを見回すだけでも視線は何度も分断され、この広大な空間を真まっ直すぐに見通す事が出来る角度は著しく限られてくるのだ。


　まるで石の巨きよ木ぼくの森に佇たたずんでいるかの様な──奇き妙みような圧あつ迫ぱく感かん。


　それを荘そう厳ごんと評する者も居いるだろう。


　あるいはこの石柱の群れもまた、諸々の内装品と並び、信徒の胸中に敬けい虔けんな気持ちを呼び起こす為の『演出』だったのかもしれない。


　この大伽藍の中央に立てば、誰だれであろうとも、自分が如何に矮わい小しような存在であるかを感じずにはおれまい。個人の力では決して造りえぬ規模の大建築は、当然の様にある種の権けん威いを示し、眼めにした者に居住まいを正させる様な効果を持っている。





「あくまで我々は法律上『反政府主義的犯罪者テロリスト』に過ぎない。諸外国が迂う闊かつに手を出せば内ない政せい干かん渉しようとして国際問題になる。我々の最終目標を知しらぬ限り、他国が介かい入にゆうしてくる可能性は低い。その程度の国力はアルマデウス帝国にも在る」





　だが……この大聖堂の威い容ようが、信徒達に感かん慨がいを与あたえていたのは、もう遠い昔の事だ。


　かつては何千何万という信徒によって埋うめ尽つくされたこの聖域には、今や、がらんとした空くう虚きよが横たわるばかりである。


　幾いく重えにも列を成なしていた長なが椅い子すは残らず撤てつ去きよされ、祭さい壇だんも無ければ祭具の一つも残っていない。正規の手続きの末か否かはさておき、換かん金きん性のあるものは残らず持ち去られたのだろう。嵌はめ殺ころしの窓まど硝子ガラスは奇き跡せき的に幾いくつか残っているが……これらは持ち去る価値すら無いと判断されたからに違ちがいない。程度の差こそあれ、その全てには亀き裂れつが入っていて、いつ砕くだけ散ちってもおかしくはない状態だった。


　爆ばく心しん地ちからは離はなれているとはいえ、衝しよう撃げき波はが此こ処こまで届いた証しよう拠こだ。





「源流魔法使ルート・ソーサリアンの一部に敵対行動をとる者が居るという話だったけれど」


「〈龍ロン〉の御老体についてはプロフェット男だん爵しやくが対処済みと聞いているけどね」


「恥はずかしながら取とり逃にがしました」





　注意して見れば、壁かべにも柱にも、そして床や天てん井じようにも、無数に走る亀裂と──そして黒い染しみを見つける事が出来る筈だった。既すでに乾かん燥そうしきったそれの正体を血けつ痕こんと見み抜ぬくには、専門知識が必要になるだろうが。





「しかし源流魔法使は我等〈資格者クオリフアイア〉とは異なる。所しよ詮せんは我等の紛まがい物もの──能力の行使にも何かと制限を伴ともないます。しばらくは回復もままならない状態でしょう。また既に一度相対して彼の能力的限界については推測がついています。最早あの老人は我等にとって脅きよう威いには値しません」


「予断は危険だ」





　イゾルデ市。


　かつてアルマデウス帝国東部における交易の要所として栄えた街は──しかし〈イエルネフェルト事変〉において空くう爆ばくされ滅ほろんだ。被ひ害がい総額も死傷者数も概がい算さん以上の数字を出す努力は放ほう棄きされて久しく、比ひ較かく的てき早めに復興が始まったトリスタンに併へい合ごうされる形で行政地図の上からも抹まつ消しようされてしまった。





「単純な力という意味では確かに我等が優まさっているだろう。だが源流魔法使達には営々と蓄ちく積せきを続けてきた知識と技術が在る。侮あなどって掛かかるのは得策ではない」


「それは勿論。ただしわざわざ計画を中断したり順延したりする程のものではないという事です。予測の範はん囲い内と言いましょうか」





　勿論──そのイゾルデ市郊こう外がいに位置した〈聖アルベニス大聖堂〉も無関係では居られなかった。


　爆心地からは離れていた為に、倒とう壊かいこそ免まぬかれたものの、母体とも言うべきイゾルデ市そのものが壊かい滅めつ状態となった今、生き残った信徒達は他の地域へと散っていき、不信心な廃品回収業者達が運び出せるものを全て運び出し──そして建物だけが残ったのだ。


　かつて多くのホルスト教信者が集った聖域の……これは、末路。


　既に崇あがめる信徒も、祀まつる神官もおらず、街の滅めつ亡ぼうと同時に放棄された聖せい廟びようは、その頑がん健けんさ故に時間の流れに取り残され、朽くちる事も無く、未だ静かに存在を続けている。己の内に、在りし日の繁はん栄えいの残像と──そして今や、どうしようもなく持て余される空虚を抱かかえ込こんだままで。


　そこにはもう神は居ない。


　居るのは…………





「元より源流魔法使は我々よりも更さらに少数。そしてその多くは俗ぞく世せ不ふ干かん渉しようの立場を取っています。実質的に我々の敵はロン・コルグ師のみ。対処を誤らなければ致ち命めい的てきな結果にはなりますまい」


「ならば残る敵性勢力はこの国の官憲のみ」


「現状の我々が唯ゆい一いつ、人類に対して劣おとる点が在るとすれば──何よりもそれは物量」


「情報を俯瞰する立場の者さえ押さえておけば問題はないさ。末まつ端たんがいくら足あ搔がいても無む駄だだよ。組織なんてものは隣となりの同どう僚りようが何をしているかすら知らないのが普ふ通つうだからね」





　稲妻が閃くその瞬しゆん間かん。


　交叉する光と影かげの狭はざ間まに身を沈しずめる様にして佇む幾つもの人ひと影かげを見る事が出来る。


　壁かべ際ぎわに。柱脇わきに。あちらに一人。こちらに一人。顔を付き合わせるのでもなく。かといって顔を背けるのでもなく。ただ互たがいに偶ぐう然ぜん居合わせたかの様にそれぞれの位置にそれぞれの姿勢で立ちながら言葉だけを投げ合っている。


　その数およそ二十余り。


　大聖堂の広さを思えばそれはごく少数とも言えるが──


「勘かんの鋭するどい奴やつが気付いて動いたとしても、実際に動ける人間は、軍と警察を併あわせても精々が五百人って所かな？　各種諜ちよう報ほう機関。各種非公式戦部隊。いざ実働となるとこちらで押さえている連中から横よこ槍やりも入るだろうから──その十分の一位だろうね」


　嘲あざける様な声が言う。


「こちらも脅威の名には値しない」


「そう断じるのは早計じゃないかしら？」


「武器を持とうが徒党を組もうが──たかが人間が百人やそこら集まって何が出来る？　全く取るに足らないね。僕に言わせればプロフェット男爵の用意した『人形パペツト』も無用の長物にしか見えないよ」


「…………」


　肯こう定ていする声は無く。否定する声も無く。


　尚なおも続く豪雨と暴風の音が大聖堂の中に染み込んでくる。


　やがて──


「……状況は以上の通りです」


　何ど処こか愉たのしげな声が朗々と告げる。


「盟主の御裁可が在れば、計画はいつでも最終段階に入れます」


　同時に──わだかまる闇のあちらこちらで一いつ斉せいに気配が揺ゆれた。


　それぞれが勝手な姿勢で勝手な方向を向いていた者達が……予あらかじめ申し合わせていたかの様に、揃そろってある方向を振ふり向むいたのである。


「…………」


　大聖堂の奥──祭壇の上に設しつらえられた一いつ脚きやくの椅い子す。


　普通の椅子と異なり、背もたれが高く、肘ひじ掛かけも分厚い。単に座る為の家具というには過か剰じような程の造りは──使用者を包み込む様な構造と、やや大おお仰ぎように過ぎる形状は『玉座』と表する方がより正しい印象を伝えるだろう。


　そこに──


「盟主オッフェルトリウム。御決断を」


「…………」


　一人の女が座っていた。


　ひどく気け怠だるげな雰ふん囲い気きを全身に纏まとっている。


　単純な姿形から判断すれば、恐おそらく二は十た歳ち代前半といった所だろう。艶つややかで長い黒くろ髪かみと、切れ長の大きな双そう眸ぼうを備えている。目鼻立ちについて殊こと更さらに印象に残る特とく徴ちようは無いが、それは目立った破は綻たんや歪わい曲きよくも無い。単に美人か否かと問われれば──多くの者が悩なやんだ末、消去法的に前者だと答えるだろう。


　ただ……『若者』という言葉から来る闊かつ達たつな印象がこの女には皆かい無むだった。


　勿もち論ろんその白い貌かおには皺しわも無ければ染みも無い。だがそれでいて何処か枯かれ果てた老ろう婆ばを連想させるものがこの女には在った。全身から漂ただよい出てくるのは、生きる事そのものに飽あいたかの様な緩ゆるみきった気配であり……眠ねむたげに半ば閉じたその双眸は、何処に焦しよう点てんを合わす事も無く、無意味に視線を虚こ空くうへと放散させている。


　容姿は確かに整っている。


　だがそれだけだ。


　醜みにくいという印象は無く、美しいという印象も無い。


　この娘むすめには他者の感覚に対して積極的に訴うつたえるものが無い。


　存在感が薄うすい──と言い換かえても良いだろう。


　まるで路ろ傍ぼうに転がる石の様な。


　まるで野辺に生える草の様な。


　そんな……娘だった。


「……好きにしろ」


　娘は熱の無い口調でそう言った。


　目の前の者達はおろか、この世のありとあらゆるものに興味がないかの様にすら見える。あるいは今までの会話など、全く聞いていなかったのではないか……そんな疑念すら禁じ得ない態度だった。


「では──当初の予定通りに」


　何処か芝しば居い掛がかった声が朗々と宣言する。


　同時に──まるで機を合わせるかの様に、一ひと際きわ明るい稲いな光びかりが天地を繫つなぎ、何かが崩くずれ落ちるかの様な轟ごう音おんが響ひびき渡わたった。


　かなり近い。


　この建物の敷しき地ち内か──別べつ棟むねにでも落ちた可能性も在る。火災は勿論、降り続く雨に土砂が緩んでいる事を思えば、落らく雷らいがぎりぎりで保たれていた均きん衡こうを崩して連れん鎖さ的な大崩ほう壊かいに発展してもおかしくはない。元々老ろう朽きゆう化かが進んでいる建物なら尚なお更さらだ。


　だが……


「世界に一ひと度たび幕を下ろすと致いたしましょう」


　声には微み塵じんの不安も滲にじんではいなかった。


　剛ごう胆たんさで動どう揺ようを抑おさえ込んでいるのではない。何の緊きん張ちようも伴わぬ、ごく自然な声こわ音ねであり口調である。まるで豪ごう雨うや雷らい鳴めいなど──いや有象無象の区別無く、外での出来事など特に気に掛ける価値も無いとでも言うかの様に。


　そして……


「……好きにしろ」


　玉座の娘もまた──ただ気怠げにそう告げただけだった。
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　レイオット・スタインバーグには記き憶おくの欠落が在る。


　彼は自分の幼少時についての一切を覚えていない。


　自分が誰なのかが分からない。自分という存在が何ど処この誰から生まれたのかも分からない。そもそも何が原因で記き憶おく喪そう失しつを起こしたのかすら分からない。何もかも分からない事だらけで……自分が何を分からなくなっているのかすら分からなかった。


　拠よって立つべきものが何一つ無い。


　気が付けば雨の降る街をぼんやりと彷徨さまよっていた。それが彼の持つ最も旧ふるい想い出である。記憶に大きな空くう隙げきが生じて本能的な不安を覚えていたせいか……レイオットは当時の状況をやけに鮮せん明めいに覚えている。


　生温くて、やたらと気持ちの悪い雨。


　とぼとぼと、道を歩く瘦やせた野良犬。


　塗と装そうが剝はげて、錆さびの浮ういた道路標識。


　幾いく筋もの亀き裂れつが刻まれた、建物の壁かべ。


　その他……諸もろ々もろ。


　世界の全てがひどく余よ所そ余よ所そしく感じられたのを彼は覚えている。


　あるいは自分という人間はそれ以前には存在すらしていなくて──あの時初めてこの世界に生まれたのかもしれないと想う事が在る。それが幼よう稚ちな思考遊びにしか過ぎないのは分かっているが、記憶の全消失とは個人の喪そう失しつと──死と同義と考えるのならば、確かにレイオットはあの時に生まれ直したと考える事も出来るだろう。


　だからこそ。


　まるで孵ふ化かしたばかりの雛ひな鳥どりが、初めて見たものを親と思い込んで後をついて回る様に、レイオットは初めて出会った自分以外の存在──その男に何の疑いを抱いだく事も無くついていったのかもしれない。


　今にして想えば不用心極まり無い話だ。


　当時から孤こ児じを狩かっては売りさばく悪あく辣らつな業者は居た筈はずで……もし最初に出会った他人がその手の輩やからだったなら、始まったばかりの人生は、わずか数日で終しゆう了りようを余よ儀ぎなくされていたかもしれない。変態相手の性奴ど隷れいとして売られる位ならばまだマシだ。人身売買業者としては、まとめて売るよりも、臓器単位でバラ売りした方が儲もうかる場合も少なくないという話を聞いた事が在る。


　何はともあれ。


　レイオットは養父ドーベルン・スタインバーグと出会った。


　ドーベルンが何を想って記憶喪失の孤児を拾い──そしてわざわざ養おうと考えたのかは分からない。別に中ちゆう途と半はん端ぱな同情をした訳ではなかっただろう。ましてや自らの施ほどこした善行に酔よう様な男でもなかった。良くも悪くも飾かざらない男だったのだ。


　あるいは自らも天てん涯がい孤こ独どくであったドーベルンは……自分が獲かく得とくし蓄ちく積せきしてきた技術を誰かに引ひき継つがせて遺のこしたかったのかもしれない。


　それを身勝手とは言うまい。


　自らの存在した痕こん跡せきを残そうとするのは生物の本能だ。ましてドーベルンに拾われていなければ、記憶喪失の孤児など長生きできなかったろう事を思えば──延長されたレイオットの人生が、ドーベルンの所有に帰したとしても文句を言える筋合いではない。


　ドーベルンはレイオットに色々な事を教えた。


　それは……教育というより調教と呼んだ方が正しい様な内容だった。


　歩き方や息の仕方、寝ね転ころび方すら彼はレイオットに叩たたき込んだ。日常生活における如い何かなる動作も例外ではなかった。例えば……ただ立ち上がって座る、それだけの行こう為いにも『正しい』力の入れ方出し方が在るのだとドーベルンは言った。その方法に従って生活する事で、人体はより効率化され、身体からだに染みつく程に繰くり返かえす事で常に──本人が無意識の内にでも修練を続ける状態になるのだと。


　寝ても修練。起きても修練。立っても座っても修練。ただ話していてさえも修練。


　意識せずに生活の全てを『最適化』出来る様になったのはおよそ二年後の事だ。本来ならばもっと時間がかかる。これもまた記憶の無かった事が良い影えい響きようとして出たのだろう。過去の習慣に縛しばられる事無くレイオットは新しい生活に順応したのである。


　やがて基本が出来上がればすぐに応用に入る事になった。


　射しや撃げき。格かく闘とう。そして──魔ま法ほう。


　無論、魔法用拘こう束そく装そう甲こう服……モールドを持たなかったレイオットが実際に魔法を撃うつ事は無かった。だが読み書きと並行してドーベルンは魔法理論の基き礎そをレイオットに教えていったのだ。単に性に合っていたという事もあるだろうが──レイオットは自らの記憶の空白を埋うめようとするかの様に、それらを貪どん欲よくに吸収していった。


　気が付けば戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストとしての必要な能力は既すでに備わっていた。


　その事が──レイオット少年にはひたすら嬉うれしかった。


　これでドーベルンの手伝いが出来る。


　ドーベルンに喜んで貰もらえる。


　そう思ったからだ。


　しかし──





　　　　●　　●　　●





『異い形ぎよう』──という言葉が在ある。


　多くの場合にそれは『正常』から外はずれた『異常』な姿形の事を言う。


　異形とはあくまで『正常な形』との比ひ較かくの上にしか成り立たない概がい念ねんであって──それのみで成立する純然とした異形、などというものは存在しない。平均値や既き存そん概がい念ねんからどれだけ逸いつ脱だつしているかが、異形の異形たる基準なのだ。


　例えば鳩はとの翼つばさは異形ではない。


　例えば猫ねこの脚あしも異形ではない。


　だがもし猫の四し肢しが全て鳩の翼に置おき換わっていたとしたら──それは紛まぎれもなく異形だ。そこに必然が在ろうと無かろうと、見慣れぬが故に生じる違い和わ感かんや拒きよ否ひ感が異形を異形たらしめる。




[image: ]


　その意味において……確かにそれは異形だった。


　腕うでも。脚も。頭も。


　いずれも各部は見慣れた人間のものだ。


　白く細い手足はすらりと長く、肌はだには染しみ一つなく、美しいとさえ言える。


　顔もくっきりした目鼻立ちに優しげな微び笑しようを浮かべる美女のものだ。


　だが──


「ぎのぶぶへめてろぱてと」


　それが全て一枚の平面の表裏に生えているとなると……それはもう異形の語を以もつて語る以上に、端たん的てきな表現を人間は未だ知らない。


　胴どう体たいは一枚の板状を呈ていしている。そして地面と平行に存在するその下面には腕と脚が、その裏側の上面には頭が生えている。強いて人間の姿勢に喩たとえるなら四よつん這ばいに近いが、頭部がまるで戦車の砲ほう塔とうの如ごとく平面の真ん中で回転していては……人間どころか生物としての整合性すら疑わしい。


　その姿形に紛れもない狂きよう気きを顕あらわす悪夢の使徒。


　際限の無い災さい厄やくを撒まき散ちらす不条理の権化。


　不用意な魔法の行使によって、人間たる事を止めて異形の怪かい物ぶつに堕おちた者を──多くの人々は、法的に定められた『魔法中毒者ソーサリイ・アデイクト』という呼こ称しようではなく、古来から伝わる伝説になぞらえてこう呼ぶ。


　魔族メレヴエレント……と。


「るぷとぱめてそそにはみげあらかづとめりひげべぎぎ」


　意味不明の言葉を撒き散らしながら魔族が前に出る。


　上面の頭部から生えた長い髪かみが、まるで水中に在るかの様に浮き上がって揺ゆらぎ……そこから無数の光こう芒ぼうが漂ただよい出てくる。それらはふわふわと魔族の周囲を浮ふ遊ゆうしていたが、やがて──


「めげへえッ！」


　無む秩ちつ序じよに辺りに降り注ぎ爆ばく裂れつした。


　恐おそらくは球プ電ラ現ズ象マの一種だったのだろう。轟ごう音おんと熱風が辺あたりを席せつ巻けんし、その真ん中で魔族が、やはり意味不明の台詞せりふを垂れ流しながら笑っていた。


「はるぐすいいいみてねそぺとるぼがじきゅけとがらめ！」


　姿形も異形ならその内に在る精神も異形。


　これが魔族だ。


　無限に魔法を使いながら人間を手当たり次第に殺しまくる怪物。勿もち論ろん、説得や交こう渉しようは全くの無む駄だだ。魔族を相手に理を説く位ならば、虫を相手に因数分解を教え込む方が未まだ希望が在ると言えるだろう。


　だからこそ──殺さねばならない。


　疑問の要も無く。逡しゆん巡じゆんの要も無く。


　それはどうしようもない程に当然の結論。


　故に──


「──イグジスト」


「ほぐわーっ！」


　悲鳴とも怒ど号ごうとも判然としない叫さけびを放つ魔族の顔面に、爆裂の花が咲く。


　撃発音声を突とつ破ぱ口こうとして物理界面に顕けん現げんした強大な破は壊かい力が、魔族を直ちよく撃げきしたのである。


　魔族はその美しい顔を──部分だけで見れば紛れもなく美しかった顔の右半分を抉えぐられ、粉ふん砕さいされた肉と骨とが、血の糸を引きながらあちらこちらに散らばっていく。それだけでは爆ばく圧あつの全てを逃がす事が出来なかったのか──残った左半面からは眼球がこぼれ落ち、視神経の糸に吊つられてだらりと垂れ下がった。


「るぺぺぺぺぺぺぺ!?」


　攻こう撃げき魔ま法ほう。


　それは魔族を殺し得る数少ない手段の一つだ。


　切っても突ついても撃っても灼やいても、通常の攻こう撃げき手段ではこの無限に自己修復を続ける魔法の怪物を滅ほろぼしきる事は出来ない。脳の五割を破壊すれば魔族は死ぬとされているが、殆ほとんどの攻撃は、魔族の身を守る魔力圏ドメインが半ば自動的に弾はじいて防ぼう御ぎよしてしまう為ため、その脳に破壊力を届ける事そのものが難しい。


　魔族に有効な攻撃方法は、基本的に三つしか存在しない。


　一つは魔力圏ドメインの反応より、高速で相手の脳のう髄ずいに達する事が出来る超ちよう高こう速そく弾だんを用いた狙そ撃げき。


　一つは魔力圏の物理干かん渉しよう容量を上回る程の、破壊力を発揮し得る大型爆ばく弾だんによる爆ばく撃げき。


　さもなくば──魔力圏と同質の力を帯びている為にその防衛機能が働きにくい魔ま法ほう攻こう撃げき。


「ぱりがどれでもるてぴぼぽふどるるるるるるるるぉを!?」


　血の雫しずくがまるで蒸発するかの様にして空中に浮うかび上がり、掃そう除じ機きに吸引されているかの如く宙を飛んで魔族の肉体へと戻もどってゆく。破は砕さいされた肉片も骨片も空中で相そう互ごに癒ゆ着ちやくし合い、まるでひっくり返してぶちまけたパズルを元に戻すかの様に、嚙かみ合って顔面を復元してゆく──


「じょぶれもどふあせいうけどろ」


　脳の五割を破壊せねば魔族は殺せない。


　そしてこの生物としての整合性すら疑わしい化け物の場合──脳が必ずしも顔の後ろに在るとは限らない。この魔族も何ど処こか別の場所に脳を隠かくしているのだろう。


　この程度の事は今いま更さら驚おどろくに値しない。


　故に──慌あわても騒さわぎもせずにこう唱えるのみだ。


「イグジスト」


　再び炸さく裂れつする攻撃魔法。


　復元途と中ちゆうの頭部が今度こそ完全に吹き飛ばされ、よろめく様にして板状の胴体が大きく傾かたむく。ばたばたと慌ただしげに動く手足の為に、残った魔族の身体は何度も何度も跳はね飛んでいたが──


「イグジスト」


　更さらに駄だ目め押おしの攻撃を撃ち込む。


　完全に相手の死亡を確認するまでは気を抜くな──そう教えられた。必要なら相手を粉こな微み塵じんになるまで破壊しろとも教えられた。危険を感じたならいちいち斟しん酌しやくする前にまず動けとも教えられた。逡巡や躊ちゆう躇ちよは死に直結する。現場でいちいち考え込んでいては命が幾いくつ在っても足りない。


　繰り返し繰り返し呪じゆ文もんの様に叩き込まれたその内容は、半ば自我に溶け合っていて意識する事すら殆どない。


　だから半ば自動的に腕は動く。


　魔法増幅器スタッフの装桿ボルトを操作して無音詠唱ダムキヤスト。


　次の攻撃魔法の準備を整えて──それからようやく魔ま力りよく計を確認する。


　魔力値は急速に減少中。魔族にとって放散される魔力は体熱の様なものだ。それが一定値を割り込んでも尚なお、減少するという以上──魔族は明らかに死んでいる。


　だが──


「…………」


　構えは解かない。


　敵は未だいるかもしれないからだ。敵を単独だと思うなとも教えられた。与あたえられた条件を鵜う呑のみにするなとも教えられた。油断して構えを解いた相手など子供でも殺せる。


「……レイオット」


　レイオット・スタインバーグ。


　それは彼の名だった。


「────！」


　いつの間に。


　そう想ったが──驚おどろきに思考が乱れる事は無かった。


　反射的に振ふり返かえった視線の先、ごくごく近い距きよ離り、手を伸のばせば触ふれられる程の位置にそれは居た。


「レイオットォォ……」


　それは──人間が終しゆう焉えんする在り様だった。


　冗じよう談だんの様に残った顔の左半分や、そこに引っかかっている眼鏡めがねが、奇き怪かいな軟なん体たい動物と化して蠢うごめく顔の右半分と壮そう絶ぜつな対比を描えがいている。正常な半面と対比するからこそ、その異常な半面が際立って見える。混在し、隣りん接せつし、延々とせめぎ合い続ける正常と異常は、見る者を狂気に追い込む程の陰いん惨さんさが在った。


「レェィオォットォォォオオオオ……」


　魔ま法ほうに冒おかされ、人としての形すら保てなくなった──異形。


　これは人間が魔族に変態していく、その過程だった。


　もう後あと戻もどりは出来ない。


　殺すしかない──それが誰だれであろうとも。


「レ……オォッ………オオオ……」


　もうまともに彼の名を呼ぶ事も出来なくなったのは──口こう腔こう内に膨ふくれあがる幾つもの肉にく腫しゆに舌が押さえつけられてしまった為だろうか。喘あえぐ様に開いた唇くちびるから、ごぼりごぼりと触しよく手しゆの様な何かがこぼれ落ちてくる。


「レッ……オ…………ゥオオ……」


「イグジスト」


　レイオットはそう唱えた。


　撃発音声トリガー・ヴオイスと共に発現した魔法が、魔族になりかけの相手に炸裂する。


　助けを求める様に伸ばされた手が、レイオットの肩かたに掛かかって──しかし次の瞬しゆん間かんには、肘ひじから向こうは紅あかい霧きりとなって吹き飛んだ。


「…………ド……」


　彼の肩を摑つかんだ腕うでが……未練たらしく垂れ下がって揺れていた。


「ドーベルン──」


　見覚えの在る腕だった。


　その腕で頭を撫なでて貰もらった。


　その腕で抱だき上げて貰った。


　その腕で──


「ドーベルン……」


　何度呟つぶやいてみても彼は帰ってこない。


　死んだ。殺した。


「でも──」


　呟くレイオットの肩から腕がずるりと滑すべり──べちゃりと生々しい音を立てながら地面の上に落ちた。途と端たんにそれは何かの結合を解かれたかの様に、蠟ろうの様にゆるんで輪りん郭かくを無くし、鏡面の様に滑なめらかな地面の上を何処かへと流れていった。


「…………」


　仮面の下で呆ぼう然ぜんとする彼の表情とは裏腹に……首から下はまるで別の生き物の様に無音詠唱を行う。がちゃんと金属と金属の嚙み合う音と共にまた攻撃魔法が装そう塡てんされる。


　殺しの準備は完かん了りようする。


「俺……は……」


　ふと──視線を脇わきに逸そらす。


　まるで夜の湖面に立つかの如ごとく、滑らかで黒い平面が何処までも何処までも広がっている。光こう沢たくと透とう明めい感かんを伴ともなう滑らかなそこには、まるで鏡の様に彼の姿が若干傾いた形で映っていた。


　黒い『殻から』を帯びたいびつな人型が。


　旧時代の騎き士しの板金鎧よろいにも似た──しかしそこからありとあらゆる装そう飾しよく性を排はい除じよして必要とされる機能に特化した禁欲的ストイツクなその形状は、人間の輪郭とは似て非なるものであった。


　モールド。それは魔ま法ほう使つかい達の鎧。


　不用意に魔法を使用すれば、人間である事を辞めねばならないこの世界において、人間の尊厳を守る為の仕し掛かけ、人間を人間の形状のままに留め置く為の鋳い型がた。外なる脅きよう威いではなく内に潜ひそむ脅威を抑おさえ込む為の──拘モ束ー装ル甲ド。


　これもまた一つの異形だった。


「……レイオット」


　再び彼の名を呼ぶ声がする。


　機械的に彼の身体からだは反応して身構える。


　視線を戻した正面に──


「…………」


　一人の少女が立っている。


　小こ柄がらで華きや奢しやな女の子。


　彼女もまた……異形だった。


　もっとも単にその姿の輪郭を見る限りにおいては、人間としての要素に過か剰じようも欠落も歪わい曲きよくも無い。むしろよく整った──愛らしいとも言える顔立ちをしている。


　だが、だからこそ血の様に紅いその髪かみと、そして眉まゆの代わりにその額に埋うめ込まれた二つの紅い球面は──双そう眸ぼうの上に存在する何かは、彼女の顔を『人という存在から外れた異相』にしてしまう。見慣れているが故にこそ、わずかな差異にも違い和わ感かんを感じて異形という言葉で括くくってしまう。


「レイオット……」


　少女は呟く様にその名を呼んだ。


　その顔に表情は無い。


　およそ喜き怒ど哀あい楽らくの全てが壊かい滅めつして──ただただ透とう徹てつした無表情がそこに在る。それはまるで異教の神像の如く、超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きすら漂ただよわせていた。


「レイオット……」


　少女はまるで呪文の様に彼の名を繰くり返す。


　透とう明めいなその声に誘さそわれるかの様に彼は一歩少女に向けて踏ふみ出す。


　その時──





　ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!





　咆ほう哮こうが弾はじけた。


　少女の背後から巨きよ大だいな影かげが──まるで彼女自身の影が、二次元の存在たる事を辞めて起き上がってきたかの様に──膨れあがる。


　頭部が在って。胴どう体たいが在って。四し肢しが在って。おおよそ人型でありながらも、明らかに人としての形を、何よりも大きさを何倍も激しく逸いつ脱だつした……それもまた、異形だった。





　ほおおお！　ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!





　その巨大な全身は、甲こう殻かく類るいの様なごつごつとした黒い甲こう羅らに覆おおわれ、頭部からは紅く長い髪と──そしてねじくれた一対の角が生えている。四肢や胴体も、微び妙みようにその太さや長さが人間のそれに比べると狂くるっているのが見て取れて──動物というよりも、作り損なった人形の様な印象が在った。


　これは魔族だ。


　これも魔族だ。


　ならば──是ぜ非ひも無い。


　殺さねば。


「レイオット……」


　少女がまた彼の名を呼ぶ。


「お願いです」


　見れば怪かい物ぶつの足下で異形の少女が懇こん願がんしていた。


　ただ無表情に──しかしそれ故にこそ何ど処こまでも真しん摯しに。


「父様を殺さないで」


「…………」


　痙けい攣れんするかの様にレイオットの動きが鈍にぶる。


　だが駄だ目めだ。それだけは駄目なのだ。


　他に方法は無い。


　だから──躊ちゆう躇ちよするだけ無む駄だなのだ。逡しゆん巡じゆんしても無意味なのだ。過程がどうあれ結果は同じにしかなり様が無い。そんな都合の良い解決策などが在るのならそもそもドーベルンは死なずに済んだ。ドーベルンを殺さずに済んだ。


　故に──


「──イグジスト」


　そう唱える。


　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストにとってそれは抹まつ殺さつの宣言。


　その一言を以て虚きよ実じつを仕切る事象界面マテリアル・サイドを突とつ破ぱし、レイオットの殺意は物理現象として顕けん現げんする。強大な破は壊かい力は奔ほん流りゆうとなって押し寄せ、立ち尽つくす少女の頭上を越こえて、その背後に聳そびえる巨きよ人じんに激げき突とつした。


「…………」


　甲こう殻かくの巨人は──その圧あつ倒とう的てきな存在感に反して軽々と吹ふっ飛とんだ。


　壊こわれた人形の様に手足から力の抜ぬけきった姿勢で空中に投げ出され──そこで更さらにばらばらに散っていく。首がもげ、手足がもげ、更にはそれらも瞬しゆん時じに肉片となり、紅い霧にまでなって──跡あと形かたも無く消しよう滅めつした。


　あれ程の存在感を放っていた怪物が、文字通り何度か瞬またたく間まに消え去っている。


　同時に異形の少女の姿も無くなっていた。


　全てが──まるで幻まぼろしであったかの如くに。


　だが…………代わりに。


「レイオット・スタインバーグゥ……！」


　また呼ばれて振り返る。


　白はく髪はつを振ふり乱みだした隻せき眼がんの男が彼に向けて手を伸のばしていた。


「レイオット・スタインバーグゥウウウウ！」


　たった一つ残った目玉がぎょろりと──恨うらめしげに、妬ねたましげに、彼を睨にらみ付けていた。


　正気ではない。一見してそれが分かる。狂きよう気きに蝕むしばまれたが故の激しい歪わい曲きよくを見せる顔が、笑っているかの様に、怒おこっているかの様に、歯を剝むいて迫せまってくる。


　これもまた一つの異形だ。


　故に──


「どうしてお前が……お前だけがぁ……」


「イグジスト」


　そしてレイオットはただ唱えるのみ。


　壊して潰つぶして殺して滅ほろぼす──その為ためだけの言葉を。


　他に応じる方法を彼は知らない。


　まるで呪まじない。まさしく呪じゆ文もん。


　向けられたスタッフの尖せん端たんから破壊力の奔流が迸ほとばしり……隻眼の男を直ちよく撃げき。


　呆あつ気けない程にその姿は飛散して消える。


「…………」


　鋼の操作音と共に仕込まれる次の攻こう撃げき魔ま法ほう。


　次は──誰だれを殺すのか。


　正義も無く。覚かく悟ごも無く。執しゆう着ちやくも無く。


　ただ状じよう況きようにのみ反応して殺し続ける殺さつ戮りく機械。


　それがレイオット・スタインバーグだった。


「…………」


　地面にモールドを帯びたレイオットが映っている。


　斜ななめに歪ゆがんだその姿は──ひどくいびつで。


　あるいは今まで葬ほうむってきた者達よりも遥はるかに…………


「レイオット・スタインバーグ」


　何処かで誰かが彼の名を呼ぶ。


　振り返かえって──攻撃。


　撃うち込まれた破壊力が、蜘く蛛もの様な身体と少女の顔を持った怪物を粉ふん砕さいした。


「レイオット・スタインバーグ」


　また誰かが彼を呼ぶ。


　振り返って──攻撃。


　馬の胴体に人間の上半身を継ついだ様な異形のモールドを攻撃魔法が撃ち抜いた。


「レイオット・スタインバーグ」


　更に誰かが彼を呼ぶ。


　振り返って──攻撃。


『楽園を』と呟つぶやき続ける巨大な肉につ塊かいを魔ま法ほうの炎ほのおが焼き尽くした。


「レイオット・スタインバーグ」


「レイオット・スタインバーグ」


「レイオット・スタインバーグ」


　幾いくつもの異形が起き上がってきては彼に呼よび掛かける。


　何度も何度も果てしなく。


　そしてその度に彼の身体は彼自身の意志とは関係無く動いて的確に相手を葬っていく。


「イグジスト」


「イグジスト」


「イグジスト」


　唱える。唱え続ける。


　死と破壊を顕あらわすその言葉を。


　だが──


「何な故ぜお前は」「未だ生きている？」「恥はじ知しらずな」「恩知らずな」「お前は──」


　口々に異形が叫さけぶ。


　淡たん々たんとレイオットは応じる。


「イグジスト。イグジスト。イグジスト──」


　何度も何度も異形が責める。


　無数に起き上がる影が彼を指差す。


「償つぐないの積もりか」「足あ搔がきの積もりか」「無意味だ」「無駄だよ」「罪を重ねるだけ」「尚なお更さらに救われぬ」「殊こと更さらに赦ゆるされぬ」「お前は永遠に」「咎とが人びとのままだ──」


　…………


　詫わびる言葉も無く。


　悔くいる言葉も無く。


　許されたのはただ──一言。


「──イグジスト」


　殺す。殺す。殺す。


　殺して殺して殺して──そして殺す。


　永えい劫ごうに終わらぬ殺戮の連れん鎖さ。


　何処にも出口は無い。


　ぐるぐると同じ所を巡めぐるだけ。


　だが──





　　　　●　　●　　●





　眼を開けば……薄うす闇やみに染まる室内風景が見えた。


　ごく平へい凡ぼんな民家の佇たたずまいだ。


　落ち着いた雰ふん囲い気きの部屋である。家具はベッドも机も本棚も、木の地じ肌はだを活かしたものが多く──歳を経て自然に黒ずんだそれらが描き出す情景には、素そ朴ぼくな暖かみがあった。装そう飾しよく品の類は皆かい無むだが、部屋の内観そのものが一枚の絵の様に調和を保ってそこに在る。


　こうして見ると、スタインバーグ邸ていの居間なぞは、いかに無ぶ粋すいな空間かという事がよく分かる。部屋という『器』の中に、何の方針コンセプトも無く、最低限の家具を適当に並べただけの場所になっているのだ。決して散らかってはいないが……統一感が無いので、雑然としてとりとめもない空気が出来上がる。家主であるレイオットが家具や内装に無む頓とん着ちやくというか──ぞんざいな性格のせいで、今まで気にも留めなかったのだが。


「…………」


　ふと脇わきに視線を向けると、窓に映る男の顔が見えた。


　中ちゆう途と半はん端ぱに伸ばした黒くろ髪かみと──何処か物もの憂うげな黒眼を備えた顔には、疲ひ労ろうの影かげがこびりついている。元より何処か不景気な印象の強い容よう貌ぼうである事は自覚していたが、こうして寝ね起おきに見ると、ひどく無防備で……余計にうらぶれた雰囲気が強い。


「……ったく」


　呟いてレイオットは枕まくら脇わきに置いてあったサングラスを手に取った。


　シェリング邸の一室である。


　元々はシェリング夫妻の亡くなった長男の部屋だったそうで、長らく使っていなかった部屋だという話だが──埃ほこりっぽさや黴かび臭くささは全く感じられない。慌あわてて床ゆかを掃はいた位ではそういった匂においは取れないだろうから、長男が生きていた時のまま、定期的に掃そう除じをしていたのだろう。


　隻眼の戦術魔法士アルフレッド・スタインウェイの襲しゆう撃げきにより、自宅が半はん壊かいしてしまったレイオットに、部屋の提供を申し出たのは隣りん人じん、シェリング夫妻だった。


　正直──レイオットはこの提案に少々戸と惑まどった。


　確かにレイオットはシェリング夫妻とは顔かお馴な染じみだ。夫人のエレナに金を払って月に何度か自宅の掃除を頼たのんでいる。その意味では労使関係と言う事も出来る訳で、単に隣となりに住んでいるだけの関係ではないのだが──逆に言えばレイオットとシェリング夫妻の関係は、本来それ以上でもそれ以下でもない。


　むしろ無資格の戦術魔法士などという存在は、世間一いつ般ぱんから見れば無法者や破落戸ごろつきの同義語である。いや……レイオットの場合は幾つかの条件が重なって放置されているだけで、厳密に言えば立派な犯罪者である。いくら顔見知りでも、そんな輩やからを自分達の家に寝ね泊とまりさせるとなると──並なみ大たい抵ていの善意ではない。


　もっとも……シェリング邸には他にも一人、事実上の居候がいる事を思えば、単に夫妻には他人を家に招きたがる趣しゆ味み嗜し好こうの様なものが在るだけかもしれないが。決して大きな家ではないが、それでもシェリング夫妻にとって、二人だけで住むにはこの家は少々大きい──一人分の空くう隙げきを持て余す日も在るという事なのかもしれない。


　結局レイオットが根負けする様な形で、シェリング夫妻の厚意に甘える事になった。


　雑木林を挟はさんでそれなりに距きよ離りが在るとはいえ、隣家は隣家──その気になれば服だの使い慣れた日用品だのを気軽に自宅へ取りに戻もどる事も出来るし、そういう意味ではホテル住まいよりも融ゆう通ずうが利くからだ。


　それはさておき。


「久々だな…………」


　淡あわい闇やみの中でレイオットは溜ため息いきをつく様に呟いた。


　悪夢の類は数え切れない程に観てきた。


　だから今いま更さらそれで悲鳴を上げて跳はね起おきたりする程に、初う心ぶでもなければ繊せん細さいでもない。ただ、ここしばらくはあまりこの手の悪夢を観なくなっていたのも事実で──改めて見せつけられると、やはり気き疲づかれする。


　首筋に手を添そえてみるとじっとり汗あせばんだ感かん触しよくが在った。


「何を今更……か」


　無資格の戦術魔法士とは……つまるところ魔法を使う殺し屋だ。


　レイオットの場合、流りゆう儀ぎとして狩かる相手は魔族のみとはいえ──それすらも元をただせば人間だった者達だ。


　勿もち論ろん、魔族化した時点で哀あわれな魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト達は人権主体たる事を否定され、死亡が擬ぎ制せいされる。彼等はもう法的には死者であり、存在しない筈はずの者達だ。死者を更さらに殺す事は出来ない以上──彼等を殺しても殺人罪に問われる事は無い。


　だがそれは、あくまで法制度の上の事に過ぎない。


　その殺された魔族が、かつては人間であったという事実までが、無かった事になる訳ではないのだ。当然ながらその者には家族が居て、友人が居て、この世界に無数の繫つながりとしがらみを持っていた筈で──たとえそれが、どんなに悪人や無価値な人間に見えたとしても、その死を哀かなしむ人間は居て、同時に、それをもたらしたレイオットを恨うらむ人間もまた居て当然なのだ。


　仕方がない──その一言は何の慰なぐさめにもならない。


　かつてのレイオット自身がそうであった様に。


　レイオットが最初に殺したのは自分の養父であり師し匠しようだった男だ。


　ドーベルン・スタインバーグ。


　夢の中と異なり──実際には、魔族へと変態する途と中ちゆうの彼をレイオットは銃じゆうで射殺している。ドーベルンが完全に魔族になりきっていなかった事、超ちよう至し近きん距きよ離りであった事、そして使用された銃が大口径のマグナム弾だんを使用する高こう威い力りよくのものであった事から、ドーベルンは自己修復する間も無く死亡した。


　勿論、当時のレイオットはそこまで計算して銃を撃った訳ではない。躊ちゆう躇ちよとか逡しゆん巡じゆんとか葛かつ藤とうとか……そんな悠ゆう長ちようなものが入り込む余地など無い様な、圧あつ倒とう的てきな恐きよう怖ふに駆かられたが故の、殆ほとんど反射的な行動だった。


　前述の通りそれが罪に問われる事は無い。


　一度、魔族への変態が始まってしまえばもう止められない。


　ましてや元に戻すなど絶対に不可能だ。


　だからレイオットの行動はむしろ……端はたから見ればドーベルンを救ったとさえ言える。人間としての尊厳を完全に喪うしなってしまうその前に──狂きよう気きの怪かい物ぶつとして死と破は壊かいを振ふりまき始める前に、彼を死なせてやれたのだから。


　だが……理り屈くつではないのだ。


「……ドーベルン……」


　むしろ──死した事によってドーベルンはレイオットの中で絶対の存在として固定されてしまったとも言える。


　一種の神格化だ。存在しないものは汚よごれる事無く、むしろ記き憶おくの中で純化されてゆく。魔族への変態途中で射殺したといっても──完全に『堕おちた』ドーベルンをレイオットは見ていない。故に彼にとってのドーベルンはいつまでも優しい『父』であり頼もしい『師』でもあるままだ。その様に記憶の中で固定されてしまった。


　だからこそ許せなかった。


　そんな彼を殺してしまった自分がどうしても許せなかった。


「……俺は……」


　ドーベルンになら殺されても良かった筈なのだ。


　彼に拾って貰もらわなければレイオットなど──記憶を無くして彷徨さまよう孤こ児じなど、確実に野垂れ死んでいただろう。彼に拾ってもらった命である以上は、彼だけがそれを刈かり取とる権利を持っていた筈なのだ。殉じゆん教きよう者がむしろ安あん堵どの気持ちすら抱いだいて己の神に命を捧ささげる様に、他の誰だれでもなくドーベルンにならレイオットも納得して殺される事が出来ただろう。


　なのに殺した。


　瞬しゆん間かん的で本能的な恐怖に促うながされ──まるで怯おびえて暴れる動物の如ごとく、殆どそれと意識する事も無く銃を向けて引き金を引いた。


　葛藤も無く、躊躇も無く。


　ただもう獣けものじみた本能に従って彼はドーベルンを犠ぎ牲せいに生き延びた。生き延びてしまった。自分がその事実に気付いた時にはもう全てが終わっていたのだ。


　なんて浅ましいのか。


　なんて嫌いやらしいのか。


　自分という人間がたまらない位に汚きたなく思えた。


　恐怖に駆られて反射的に攻こう撃げきする──これではただの獣と変わらない。人間の尊厳など何処にも無いではないか。恐怖を克こく服ふくできるのが人間ではなかったか。大事なものの為ために死ねるのが人間ではなかったか。それこそが獣には出来ない人間の証ではなかったか。


　だから…………


「……レイオット」


「────!?」


　一いつ瞬しゆん──困こん惑わくする。


　夢が未だ続いているのかとも錯さつ覚かくしたからだ。


　現実においても変わらず淡たん々たんとした透とう明めいな声。


　それは──


「ああ……カペル」


　振り返かえった先にレイオットは紅い眼の少女を見た。


　その姿は悪夢の中のそれと寸すん分ぶん違たがわぬ──異形だ。


　染めでもしない限りは人間には在り得ないその血色の髪かみも。そして眉まゆの代わりに額に備わって、独特の曖あい昧まいな無表情を描き出している二つの球面も。


　違ちがいといえば──あのケルビーニの村で出会った頃ころと異なる点といえば、僅わずかに伸のびた背せ丈たけと、その髪の長さ位のものだろう。今の彼女は背中の半ばにまで届く様な長ちよう髪はつではなく、肩かた口ぐちで綺き麗れいに切りそろえられた髪かみ型がたをしていた。


　カペルテータ・フェルナンデス。


　かつてレイオットが両親を殺した少女。


　そして現在はレイオットの同居人であり助手だった。


「悪い……起こしちまったか……？」


　と──尋たずねるレイオットの口調には、台詞せりふと裏腹に詫わびる響ひびきは無い。


　これは挨あい拶さつの様なものだからだ。


　出会ってからもう五年以上になるが──気を失っている姿は見た事が在っても、この少女が普ふ通つうに眠っている姿をレイオットは見た事が無い。まさか睡すい眠みんを必要としない訳でも無かろうが、徹てつ底ていして自分の寝ね姿すがたをレイオットに見せようとしないのだ。


「……いえ」


　カペルテータは首を振った。


　彼女はレイオットのベッドの側そばに置いた椅い子すに座っている。


　彼女の背後、部屋の隅すみには簡易ベッドが一台置いてあった。『レイオットと同じ部屋で構わない』と主張するカペルテータの為に、シェリング夫妻が用意したものだが……この部屋に寝泊まりして既すでに半月、彼女がそれを使った形けい跡せきは未いまだに無い。昔は『横になって眠る』という習慣の無い国も在って──その国では椅子に座って眠るのが普通だと言われていたそうだが、まさかそれに倣ならっているという訳でもなかろう。


　当初は隙すきを窺うかがっているのかとも思った。


　だが違うらしい。文字通りに寝ね首くびを搔かく為の道具も機会も充分以上に在った筈なのだが、彼女がそうした行動に出た事は未だかつて一度も無い。


　ただ延々とレイオットの事を見続けるだけだ。


　それはある種の狂気すら感じさせる徹底ぶりで──カペルテータはそれをレイオットの間近で延々何年も続けてきた。気の弱い者なら精神の均きん衡こうを崩くずしかねない時間だ。


　まして薄うす暗くらがりで見るカペルテータの姿は、ひどく異様で、まるで四つ目の怪物が自分を見つめている様に錯覚してしまう事が在る。それを見み越こした上での、ひどく気の長い復ふく讐しゆう法と考える事も出来るが、肝かん心じんのレイオットが既に慣れきっていて、さして気にしていない事を思うと……これもまた見当外れなのだろう。


　何を考えているのか今一つ分からない。


　だがレイオットとしてはそれでも構わなかった。


　死に場所を探しているだけの人間にとって、この世のありとあらゆる事物は全て、さしたる意味を持たない。誰よりも身近に居るカペルテータの内心を、敢あえてレイオットが問い質たださなかったのは、つまりそれが理由だった。


「……カペル」


「はい」


　やはり変化に乏とぼしい透明な表情で、レイオットを見つめる半魔族ハーフ・ブルートの少女。


　その紅い双そう眸ぼうは感情に濁にごる事も無く──淡々と親の仇あだを映していた。


「お前は……」


　そこまで口にしてから──レイオットは言葉に詰つまった。


　何を言いたいのか。


　何が問いたいのか。


　自分でもよく分かっていない事に気付いたからだ。あるいは元より口にすべき事など何も無かったのかもしれない。柄がらにもないが……環境の変化で少し神経質になっているという事も考えられる。


　ただ……


（いつまで続くんだろうな）


　ふとそんな事を思う。


　以前には考えもしなかった事だ。


　レイオットにとって明日あしたという日は今日の続きでしかなく──それは醒さめない悪夢の延長という以上の意味を持っていなかった。いつ終わっても構わない人生において、むしろ淡々と終わりを求め続ける人生において、未来などという概がい念ねんは何ら具体性を帯びない。


　だがそれでも時間は流れ続ける。


　繰り返される日々の中で全ては変質を余よ儀ぎなくされる。


　例えば──


「…………そういえば」


　人差し指で頰ほおを搔きながらレイオットは言った。


「最近少し……背……伸びたか？」


「かもしれません」


　珍めずらしく曖昧な返事が返ってきた。


　衣装の類はエレナに金を渡わたして見み繕つくろって貰っているので、レイオットはカペルテータの服のサイズも知らない。あるいはカペルテータ自身も知らないのかもしれない。レイオットに関しては通帳の預金額まで知っている癖くせに、自分の事については妙みように無む頓とん着ちやくな所がこの少女には在る。


　そういえばレイオットはこの少女の正確な年ねん齢れいも知らない。


　発生時に魔力圏ドメインの影えい響きようを受けたＣコンジエネタル・Ｓソーサリイ・Ａアデイクトは、必ずしも普通人と同じ様な外見的成長をするとは限らないと言われている。何しろ受じゆ胎たいから出産までわずかに数分という事例も存在しているのだ。その時間の進み方が通常の人間と多少異なっていても不思議ではない。


「服のサイズを変えねばならない程ではないので、伸びたとしても数値としては小さいと思いますが」


「いや……まあそうなんだろうけどな」


　レイオットは肩かたを竦すくめる。


「お前も成長してるんだな」


「……はい。生き物としては当然の事です」


「体型はまるで変わらないけどな」


　苦笑して言うレイオット。


　彼としては悪夢から引きずる妙に重い空気を振り払はらう為の、他愛たわいない冗じよう談だんの積もりだった。肩かた慣ならしで独ひとり壁かべに向かって投球練習キヤツチボールをするのと似ている。元よりカペルテータの反応を期待しての事ではなく、むしろ彼女が相手だからこそ投げられる冗談であって──ネリンやフィリシスが相手では、変な方向にやり込められかねない。


　だから……


「不満ですか」


　とカペルテータが問うてきた時には一瞬、意味が分からなかった。


「私の体型が変わらないのが、レイオットは、不満ですか」


「──あ？」


　レイオットは瞬まばたきしながら傍かたわらの少女を眺ながめ──


「いや──別に」


　とりあえずそんな台詞を取り繕つくろう。


　カペルテータはやはり表情を変える事無く淡々とした口調で言った。


「そうですか」


「……カペル？」


「なんでしょう」


「あ…………いや。まあ」


　レイオットは咄とつ嗟さに頭の中で適当な言葉を探すが、どうにも見つからない。


　なのでとりあえず……


「すまん」


　何だかよく分からないが謝っておく事にした。


「謝罪の意味が分かりません」


「そういう気分なんだよ」


「そうですか」


　勿もち論ろんカペルテータに怒おこった様子は無い。


　だが──


「……なんだかな」


　時間は流れ続ける。


　繰り返される日々の中で全ては変質を余儀なくされる。


　それは恐おそらく誰だれにとっても同じ事だ──たとえその姿が昔日の残ざん影えいの中に佇たたずみ留とどまっているだけの様に見えたとしても。


「いつまで……か」


　自分だけが足を止めて周囲から取り残されているかの様な……妙な気まずさを覚えながらレイオットは短く溜ため息いきをついた。





　　　　●　　●　　●





　窓の外を見覚えの在る風景が流れていく。


　ナレア・シモンズは車の助手席からぼんやりとそれを眺めていた。


「…………」


　見ていて飽あきない景観である。


　油断が出来ないとも言えるだろう。


　歴史を感じさせる様な──長年の風雨に晒さらされ、くすんだ色合いを示す耐たい火か煉れん瓦がの外がい壁へきが延々と並んでいたかと思うと、大量の硝子ガラスを使い、輝かがやかんばかりの真新しさを誇こ示じする建物の群れが唐とう突とつに出現したりもする。


　良くも悪くも混こん沌とんとしている街並みだ。


　旧いか新しいかの二択で問われれば、旧い街という事になるのだろう。だが此こ処こに在るのは、歴史的な観光資源のせいで建物の改修一つにも細々と法律が絡からんで苦労する様な、古都の枯れた空気ではない。窓の外には現在進行形で激しく新しん陳ちん代たい謝しやを繰り返す大都市の姿が在った。


　トリスタン市。


　ナレアはわずか三ヶ月前にも一度此処を訪れている。


　だがその時には滞たい在ざい期間はわずかに一日、しかも諸々の用事に──主に受験関係の手続きだが──忙ぼう殺さつされて、ろくに周囲の風景を眺める暇も無かった。この街に住む姉とすら顔を合わせられなかったのだ。姉は公務員だが、一口に役人と言っても全てが定時に帰宅できる仕事ばかりではない。当時は姉の仕事が最も忙しい時期だった様で、結局、お互いに時間が合わず……姉の住むマンションに手紙だけを放り込んで帰りの列車に飛び乗る羽目になった。


　だから彼女の記き憶おくの中で、このトリスタン市について鮮せん明めいに残っているのは、むしろ一年前のものである。


　あの時は確か半月ばかり滞在した。


　そして、そのわずかな期間に実に色々な出来事が在った。


　この街に友人も何人か出来た。それまでの価値観が一変する──とまでは行かずとも、大きく修正を加える位には、衝しよう撃げき的な事件が彼女の身の回りでは幾いくつも起こった。


　十代の少女の体験としてはそれは、激しすぎるものでもあっただろう。一生消えぬ程の心理的外傷トラウマを負って、精神科に通い続ける羽目になっていても不思議ではなかった程に。


　絶望もしたし激げき怒どもした。爆ばく笑しようする事も在ったし呆ぼう然ぜんとする事も在った。


　だがそれでも……総じて振り返れば『楽しかった』という印象が強いのは──彼女自身の前向きな性格に加えて、それが確実に自分の、人間としての成長に役立っているのだという実感が在るからだろう。


　充じゆう実じつした日々だったのだ。


　だから再び──正確には三度この地を訪れる彼女の胸には、期待感が膨ふくらんで居た。


　今度は一過性の滞在ではなく長期──四年に及およぶ期間、この街に住む事になる。あるいは大学を出てからも地元に戻もどらないとすれば、それ以上だろうか。


　しかし……


「──うぇ？」


　思わず間ま抜ぬけな声が出た。


　見覚えの在る風景の一部が──唐突に終わっていたからだ。


「これって……」


　眼に入るのは──数え切れない程の瓦が礫れきと廃はい墟きよだ。


　崩くずれた建物。折れた標識。割れた路面。焼けた看板。壊こわれた車両。


　諸々の………破は壊かいの痕こん跡せき。


　それは滅めつ亡ぼうの風景だった。


　新旧入り混じるとはいえ、それなりに──入り混じるからこそ、ある種の自然な均きん衡こうを保って成り立っていたトリスタン市の景観が、いきなり切り取られ、そこに廃都の情景を塡はめ込まれたかの様な違い和わ感かんが在る。


　都市を生き物に喩たとえるならば──そこだけがまるで壊え死ししているかの様な異様さだ。


　恐らくは復旧工事の為ための作業員なのだろう、ちらほらと動き回る人の姿が見えるが……破壊の規模が大きすぎる為に、辺りに満ちる陰いん鬱うつな空気を払ふつ拭しよくする程のものではない。


　だが……


「ああ。そっちでもニュースになってたんじゃない？」


　車のハンドルを握にぎる姉の口調に悲ひ壮そうな響ひびきは無かった。


　良くも悪くもこの風景に慣れきってしまったのだろう。そういえば確かこの辺りは公的機関の建物が集中していて『役所通り』などと呼ばれていた筈はずで──姉の職場もこの辺りに在った筈だ。


　その証しよう拠こに──


「うちの支局の建物も半はん壊かいしちゃって。今はプーランク通り端はしの広場に仮設小屋建てて、幾つかの部署はそっちに移されてるの」


　あっけらかんとした口調で姉は言った。


　姉──ネリン・シモンズ。


　ナレアの自じ慢まんの姉にして労務省魔法管理局の二級監かん督とく官かん。


　そしてこの春からナレアの通う国立トリスタン大学の卒業生──つまりは先せん輩ぱいでもある。


　法学部政治学科を次席で卒業後、特とく殊しゆ上級国家公務員試験に合格、労務省魔法管理局の監督官として働いている──いわゆる才さい媛えんだ。書類の上で見れば全く非の打ち所の無い優等生エリートである。


　ところが実際に本人と会えば大たい抵ていが意外そうな表情を浮うかべる。


　やけに可か愛わいいらしいのだ。


　小こ柄がらで童顔──更さらに双そう眸ぼうもやや垂れ目気味で優しい印象が強く、才気走った所など微み塵じんも感じられない。また髪かみを長く伸のばしている事に加えて眼鏡めがねを掛かけているせいで、顔が若干大きめに見えるというか──頭身が少し縮んで見えるので、尚なお更さらに子供っぽい印象が強くなってしまうのだ。言うまでもなく、とっくに成人しているのだが、角度によっては未だ十代の女学生に見えるらしく……仕事で遅おそくなって夜中に歩いていると、警官に補導されそうになると、よく愚ぐ痴ちっていた。


　生き真ま面じ目めな姉としてはさぞかし屈くつ辱じよく的な体験だろう。


　もっとも容姿についてはナレアも他ひ人と事ごとではない。


　まだ実際年ねん齢れいとの落差ギヤツプは激しくないものの……うっかり可愛らしい服なんぞ着ていると、三つ四つは下の年齢に見られてしまう。彼女は姉と違ちがって髪を短めにしているが──元々癖くせが強い為に毛先が跳はねてしょうがない──童顔で小柄という点に関してはどうも、シモンズの血筋に共通の特とく徴ちようであるらしい。そういえば写真を見る限り、随ずい分ぶん昔に亡くなった父にもそういう傾けい向こうが在った様だ。


　それはさておき。


「〈鉄巨きよ人じん〉事件……」


　崩れ残った壁かべの一つにひどく特徴的な陥かん没ぼつが見えた。


　扇おうぎ状じように五つ並んだ細長い窪くぼみ。更にその下には大きな窪みが一つ。


　壁に刻まれた巨きよ大だいな──人間の何倍もある手形だ。


　ナレアは瓦礫の向こうに、トリスタンの街を睥へい睨げいする巨人の幻げん影えいを見た様な気がした。


「そう。あれの……痕あと」


　ナレアの呟つぶやきにネリンが頷うなずいた。


　およそ半月前。


　トリスタン市内で発生した……巨大な人型兵器による無差別破壊事件。


　その巨大人型兵器──通称〈鉄巨人〉はどうやら魔法機構を組み込んだ一種のモールドであったらしい。確かに魔法でも使わなければ十メルトルを越える様な巨きよ体たいを二足歩行させるなど到とう底てい不可能だが……その一方で実用性や法律上の問題から、その様な巨大魔法兵器は、未だかつて造られた記録は無い。


　一体誰が何を目的にそんな兵器を造ったのか。


　ガレージの奥で、人知れず手作りで造れる代しろ物ものではあるまい。


　勿論──便乗した犯行声明はあちこちの反政府組織から出されていたものの、『本物』と断じられるだけの決定的なものは無く、〈鉄巨人〉の中に乗っていた犯人が死亡したという事もあって、事実関係、背景事情も不明のまま、事件そのものの捜そう査さは半ば暗あん礁しように乗り上げているという。


　ここまでが警察の公式発表である。


　ただし──


「週刊誌じゃ政府の情報封ふう鎖さだって物もの凄すごく書き立ててたわよ」


「そうでしょうね」


　苦笑を浮かべるネリン。


　週刊誌の記事の通り──この〈鉄巨人〉事件に関しては政府の圧力によってかなり強引な情報封鎖が行われている。事件の規模に比して出てくる情報があまりにも少なすぎるのだ。結果として生まれた情報の不自然な空白が、逆に様々な憶おく測そくを呼び、妙みように焦こげ臭くさい噂うわさも広まっている様だった。


　曰いわく、あれは実は某ぼう国こく政府の新兵器の実験だった。


　曰く、その資料を独どく占せんしたいが為にアルマデウス政府は情報を制限している。


　曰く、〈鉄巨人〉に乗っていたのは、実は人間ではなく魔族だった。


　曰く…………


　その多くは根こん拠きよも曖あい昧まいな代物でしかない。


　だが〈鉄巨人〉が存在した事や、それが暴れてこれだけの被害が出た事は、間違いのない事実である。そして奇き襲しゆう同然のテロ行こう為いの結果だったとはいえ──〈鉄巨人〉がたった一体でトリスタンの行政機能をほぼ壊かい滅めつ状態に追いやった事もまた事実である。


　これは既存の兵器体系をも変えてしまいかねない様な、劇的な事件である。


　当然──興味を示す諸外国も多いだろう。


　特に軍備拡張を進めている近きん隣りん諸国の一つ──マノン共和国などは躍やつ起きになって情報を仕入れようとしているに違いない。マノン共和国は、国際法違い反はんの魔法兵器開発をしているとも噂されている国家だ。先の噂の『某国』にも勿もち論ろん、マノン共和国の名が筆頭に挙がっている。


　ならばアルマデウス帝てい国こくとしては事件についての報道管制を敷しかざるを得まい。噂はさておき、マノン共和国の軍備増強は事実であり──アルマデウス帝国としても頭の痛い外交上の問題だからだ。


「まあ色々と……とても報道できない様な……なんて言うか……刺激的に過ぎる部分も在ってね……」


「──ひょっとして」


　ふと思いついてナレアは運転席の姉を振り返った。


「姉さんも現場に居たの？」


「んー……」


　ハンドルを握りながら曖昧に唸うなるネリン。


　珍めずらしい反応だ。淡あわい困こん惑わくの色を浮かべた姉の横顔を束つかの間ま眺め──


「居たのね」


　ナレアは溜ため息いき混じりに言った。


「…………そうね」


　苦笑混じりにネリンは認めた。


「どうせスタインバーグさん絡がらみでしょう？」


「……そうね」


　ネリンの苦笑が深まる。


　ナレアが思うに──姉の美点の一つは、生真面目で自分に厳しい所だ。


　そして姉の欠点の一つは、自分の身に降り掛かる危険に対して少々鈍どん感かんな所だ。


　危険そのものに気付かないのではなく……自分に向いているものに限って、それを軽んじる様な所が在る。ナレアを含ふくめ他人の危険については敏びん感かんに察知して口うるさく注意してくるところを見ると、どうもこの危なっかしさは克こつ己き心しんの裏返しの様なものなのだろう。


「魔ま法ほう監かん督とく官かんが書類事務だけのお綺き麗れいな仕事だとは思ってないけどさ」


　ナレアは殊こと更さらに深々と溜め息をついて見せてから言った。


「あまり危険な事はしないでよ……っていうのは無理な相談？」


「別に狙ねらって危険な事をしている訳では、ないのだけれどね……」


　ネリンは言い訳がましい口調で言う。


　魔法を使わねば人間が魔族になる事は無い。少なくとも世間的にはそれが常識になっている。逆に言えば魔法監督官という仕事はどうしても──たとえ戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストを担当していなかったとしても──他の職業よりも魔族事件ケースＳＡに出で会くわす機会が増えるのだ。


「スタインバーグさんの担当をしているとどうしても……ね」


　レイオット・スタインバーグ。


　現在──ネリンが担当する唯ゆい一いつの戦術魔法士だ。


　ただし無資格。


　つまりは本来ならば魔法監督官であるネリンが真っ先に取とり締しまるべき犯罪者である。


　しかし彼は戦術魔法士として見た場合、帝国内でも屈くつ指しの実力と実績を誇ほこる存在である為、無理に逮たい捕ほするよりは見み逃のがして利用しよう、というのがトリスタンの魔法管理局の判断であり──その結果として事実上の野放し状態となっている。


　だが魔法管理局としても全く何もしない訳にはいかない。


　結局……レイオット・スタインバーグに関して、最低限必要な管理を行う為の『手た綱づな』として強引に付けられたのがネリンという訳だ。


　はっきり言ってこれは貧びん乏ぼうくじである。


　万が一、何か言い訳の出来ない様な問題が生じた場合──魔法管理局が無資格の戦術魔法士を半ば公認しているのだから、その可能性は低くない──若手の女性の監督官ならば、責任を被かぶせて解かい雇こするにも、言い含めて依い願がん退職させるにも、比較的簡単……と上層部が考えているのは、傍はた目めにも明らかだった。


　ナレアが気付く様な事に、当事者のネリンが気付いていない筈が無い。


　だが彼女は職務に怠たい惰だになる事も無く、上司を恨うらむ訳でもなく、持ち前の性格から真面目に──必要以上に真面目にレイオット・スタインバーグの担当官を務めている。何しろ五日と上げずに彼の家に行っては、正規の資格を取る様にと勧すすめているのだ。そしてこれはナレアがトリスタンに来ていた間も続けられていた。


「つくづく損な性格してるわよね」


「……え？　なに？」


　運転中の雑音に紛まぎれて、ナレアが漏もらした呟きはよく聞き取れなかったらしい。前を見ながら尋たずねてくる姉に『何でもない』と告げてからナレアは顔をしかめた。


「本当にもう……」


　ネリンはどうやらあの胡う散さん臭くささがそのまま服を着て歩いているかの様な戦術魔法士の事を気に入っているらしい。本人に言わせれば、それは男女の恋愛感情とは違っていて──むしろ手のかかる弟に対する姉の心境、といったものに近いのだそうだ。


　だが勿論、そんな細かい部分まで世間が理解してくれる筈はずも無い。


　故にネリンとレイオットの関係については、色々と下げ卑びた噂を取り沙ざ汰たする輩やからも多い様だが──本人はあまり気にした様子も無かった。


「実をいうとね」


　ネリンはふと思い出したかの様な口調で言った。


「スタインバーグさんの知り合いっていうか……好敵手ライバル？　違うな、商売敵がたき──かな。とにかくそんな感じの人だったのよ。その〈鉄巨人〉に乗ってたのは」


「え……？」


「最終的にその人を倒したのも、スタインバーグさんなの」


「…………」


　さすがにナレアは啞あ然ぜんとなった。


　帝国全土どころか、諸外国にも鳴り響く様な重大事件の当事者として、決着を付けたのが、実はあのレイオットだったとは。


　トリスタン市の存亡にも関わる様な事件であっただけに、駆り出された戦術魔法士は一人や二人でもないだろうし──その中にはレイオットなどよりも遥はるかに真っ当で、充じゆう分ぶんな実力を備えた『正統派』も居た筈だ。だからこそ事件に関わる事が在ったとしても、レイオットは精々が『脇わき役やく』程度の存在だと、ナレアは勝手に思い込んでいた。


「……あ。ひょっとしてそれも情報封鎖の理由の一つ？」


「そこまでは私も知らないけれど」


　政府としてはレイオットの様な無資格の戦術魔法士の存在を、堂々と報道させる訳にもいかないだろうし……報道機関としてもそんな人間を〈鉄巨人〉を倒した『英雄』として祭り上げる訳にもいくまい。ならば事件の最終的な顚てん末まつについては伏ふせざるを得ない訳で。


「まあ……でもね」


　ネリンは取り繕つくろうかの様に言った。


「スタインバーグさん絡みの仕事そのものは減ってきてるのよ」


「そうなの？」


　それは意外だった。


　以前この街を訪れた一年前は──確か魔族事件が増加の一いつ途とを辿たどっている最中だった。


〈黒本〉や〈シェル〉といった危険な違法品の氾はん濫らんによって魔族化する人間が後あとを絶たず、むしろ反政府組織などは、それを積極的に利用して自じ爆ばく的なテロリズムに走る程だった。実際に二度ばかりその現場に居合わせたナレアは、その事実を肌はだで知っている。


「でも……どうして」


　世情とは大きな岩の様なものだ。


　普ふ段だんは自ら安定して微び動どうだにしないが──一いつ旦たん動き出すと簡単には止められない。


　一度増加傾けい向こうに入った魔族事件ケースＳＡが、理由も無く減少傾向に入るとも思えなかった。


「魔族事件が減ってきた事と、戦術魔法士誘ゆう致ち政策のお陰かげで、戦術魔法士の数が増えたし。結果的に無資格の彼に頼たよるって事例が少なくなってきたの。警察の〈黒本〉や〈シェル〉の押収数も増え続けてるしね」


「ああ……成なる程ほど」


　あくまでレイオットの出番が在るのは、正規の戦術魔法士が居ない──別の事件で手て一いつ杯ぱいになっている場合に限る。


　確かに魔族は強大な力を持ってはいるが、その思考は支し離り滅めつ裂れつである為、きちんと装備と戦術を準備した戦術魔法士が負ける可能性は少ない。〈黒本〉や〈シェル〉を使っている連中の中から、レイオットの様な凄すご腕うででなければ対応出来ない高等級ハイクラスの魔族がいきなり出現する可能性は更さらに少ないだろう。


　ましてや魔族事件そのものが減っているなら、確かにレイオットを引っ張り出さねばならない様な、切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きように陥おちいる事も少なくなる筈だ。


「そういえば」


　ふと話題を変えてナレアは問うた。


　レイオットといえば──当然の如ごとく揃いセツトで思い出す人物がいる。


「カペルも元気？」


「まあ元気というか……変わりないわね」


「やっぱりあの調子？　むっつりっていうか──」


「あの調子よ」


　カペルテータ・フェルナンデス。


　レイオットの同居人の少女だが──彼女の場合は、体調が悪くても、気分が優れなくても、それを顔には出さないだろう。およそ表情として他者に訴うつたえかけるものが壊かい滅めつ的に少ないのだ。ぼんやりと透とう明めいな無表情がその白い貌に凝こごるのみで──ナレアも彼女の喜き怒ど哀あい楽らくというものを具体的に見た事は無い。


　だがそれが、彼女に感情が無いという事ではないと、ナレアは知っている。


　何度か一緒に行動してみて……あのＣＳＡの少女は、単に自分の中の感情を表に出すのがとことん下手なだけだという事を、おおよそだがナレアは理解していた。


「そういえば最近……面白い事を始めてね」


「面白い事？」


　ナレアは怪け訝げんの想いで眉まゆを顰ひそめた。


　カペルテータやレイオットと、姉の言う『面白い事』が今一つイメージとして嚙かみ合わなかったのである。真ま面じ目めな性格のネリンが『面白い』という以上、それは皮肉や厭世的アイロニカルな意味ではなかろうが──


「彼等が始めた訳じゃないっていうか……」


　わずかに首を傾かしげて言うネリン。


「ノーラが始めたのに付き合ってるだけなんだけども……」


「……ノーラ？　誰だれ？」


　聞き覚えの無い名前だ。


「シェリングさんの所に下宿している子なんだけどね。美術学生で」


「美術学生……」


　とりあえず『面白い事』と『レイオット・スタインバーグ』『カペルテータ・フェルナンデス』そして『美術学生』という言葉を頭の中で並べてみる。


　束の間考えてから──ナレアは言った。


「肖しよう像ぞう画がでも描えがいてるの？」


「近いわね」


　どうもその『面白い事』を思い出したのか──珍めずらしく喉のどの奥で抑おさえた笑いを意地悪げにくつくつと漏らしながらネリンは頷いた。


「まあ──行って見た方が早いわよ」


「行ってって……スタインバーグさんち？」


「あ。ううん──」


　ネリンは首を振ふった。


「今、スタインバーグさんの家は修しゆう繕ぜん中。──っていっても街があんな状態だから、業者も手があかなくて、放置されてるけどね。二人共、今はシェリングさんの所に泊とまってるわ」


「あ……そうなんだ」


　一年前にナレアがトリスタンに居た際も、一度、スタインバーグ邸ていは魔族によって破は壊かいされている。だがその時は確か……レイオット達は修繕が終わるまでホテル住まいだった筈である。


　他人との単純な関わり合いすら面めん倒どうくさがる様な彼が、他人の家に厄やつ介かいになるなど、ナレアにしてみれば想像もつかない事だった。何か劇的な心境の変化でも在ったのか──それともその美術学生とやらの要望なのか。


「荷物を置いたら、行って見る？」


　悪戯いたずらっぽくネリンは問う。


　提案というよりも彼女自身が行きたくてうずうずしている様にも見えた。


「何だったらサリヴァン君やクラプトン君も誘さそって」


　ネリンが挙げた名前は、共に一年前の滞たい在ざいで出来たナレアの友人達だ。


　彼等にも大学の合格を報告しておきたかったし──元はといえばレイオットやカペルテータの存在が彼等と知り合う切きっ掛かけを造ってくれた様なものだ。その意味では揃って会いに行くのも悪くない。


「そうね」


　ナレアは姉の提案に頷いた。





　　　　●　　●　　●





　胡散臭い。


　アンソニ・クル・ヴィスカントが受けた印象はその一語に尽つきた。


　相手は二人組の男達である。


　事前の予約どころか、連絡も無くいきなり押しかけてきたかと思うと──愛想の無い表情と口調で主人に取り次げの一点張り。名前を問えば答えはしたが、それ以上の事は一切口にしない。用件も。素性も。名前ですら本物かどうか疑わしい。


　確信は無いが……その態度からアンソニは彼等が特とく殊しゆな官かん吏りなのだと見当をつけた。


　市民と日常的に接する公務員はそれなりに対人交こう渉しようの技能が身についているものだ。笑顔の一つ、敬語の一つで、喧けん嘩か腰ごしで乗り込んできた相手が態度を軟なん化かさせる事だって珍しくない。仕事として接客してきた経験があれば、無意識の内にでも愛想の一つや二つは出る様になっているだろう。


　だがこの男達にそれは無い。微み塵じんも無い。


　まるで実用一点張りの工具──いや武器の様な雰ふん囲い気きだ。必要な機能さえ果たせればそれ以上の装そう飾しよくは必要無いと考えているのだろう。逆に言えば、それは自分達の表情や口調ですらも、機能性という視点からしか捉とらえていないという事だ。


　独特の価値観がまかり通る特殊な部署に長く居るのでもなければ、ここまで人間性をそぎ落とした様な物もの腰ごしにはなるまい。


　禁欲的ストイツクと言えば聞こえは良いが──凡ぼん人じんのアンソニから見ればあまり愉ゆ快かいな相手ではなかった。


　馬ば鹿かにされている訳ですらない。


　そんな無む駄だな行こう為いをする価値すら相手に認めていないのだ……この男達は。


　しかも──


「そんな……無茶な」


　彼等の切り出した話を聞いて──思わずアンソニはそんな言葉を漏もらしていた。


　二人組の片方がじろりと彼の方を一いち瞥べつする。


　頭を角かく刈がりにした──何ど処こか爬は虫ちゆう類るいを思わせる面相の男だった。


　年ねん齢れいは三十代半ばといった所か。


　アンソニの方を振り向いたその顔には何の表情も無い。予想外の雑音を耳にしたので、ただ生理的な反射行動としてそちらを向いて確認した、という程度の雰囲気だった。男にしてみればアンソニの声など、家具の軋きしみ程度の意味しかないのだろう。事実、気け圧おされた様な表情を浮かべるアンソニにはすぐに興味を失ったらしく、男はすぐに視線を正面に戻もどした。


　彼等が面会を求めてきた──ムーグ家令れい嬢じように。


「……ふふん？」


　彼女は愉しげに笑っていた。


　綺き麗れいな娘である。


　殊こと更さらに自らを飾かざり立てる様な事も無く──化け粧しようは最低限、衣装もシャツとジーンズという地味なもの、髪かみすら少年の様に短く整えられている──それなのに自然と滲にじみ出る様な美しさが在る。


　恐おそらくは女性以前、人間以前の、生物としての美しさなのだろう。


　均きん衡こうのとれた獣けものは美しい。


　無駄を排はいしているという意味では先の男達と同じなのだろうが──彼等の非生物的な程に堅かたい存在感とはむしろ真逆、しなやかでいて強きよう靭じんな、ある種の余裕を残しながらも綺麗に絞しぼり込まれたその姿は、いっそ清すが々すがしいとさえ言える。


　化粧や衣装が質素なのはむしろ当然。これ以上何を足してもまさしく蛇だ足そくにしかなるまい。彼女が最も美しく見えるのは──恐らく全ぜん裸らになった瞬しゆん間かんだろう。


　フィリシス・ムーグ。


　トリスタンでも屈くつ指しの財力を誇ほこるムーグ家の一人ひとり娘むすめ。


　だが──彼女にはもう一つ、もっと有名な肩かた書がきが備わっている。こちらはトリスタンどころかアルマデウス帝てい国こく中に知しれ渡わたったものだ。お陰かげで観光客達の間では時計塔とうなどと並んでムーグ邸まで巡じゆん遊ゆうコースに入っているのだとか。


「これはまた切羽詰まった感じですね？」


　眼前の二人を彼女はそう評した。


　アンソニにはとてもそうは見えないが──


「そう見えますか」


　そう応じたのはもう一人の訪問者である。


　マックス・キント。


　こちらの壮そう年ねん男性は確かそう名乗っていた。


　くっきりした目鼻立ちをしていて──かなりの美男子と言えるだろう。ややくすんだ色の金きん髪ぱつにはよく櫛くしが入っていて、清潔感がある。体格は大おお柄がらだが均整がとれていて、無骨さや筋肉質特有の暑苦しさは無い。
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　服装も一流ブランドのスーツで……それが第二の皮ひ膚ふの様に綺麗に着こなされている。


　恐らくは相当な洒落しやれ者ものなのだろう。


　主に会話をするのは、こちらの担当になっている様だった。


「余裕が在れば正規の手続きを踏ふむなり何なり出来たでしょう」


　フィリシスがそう評する。


「連絡も予約も無しにいきなりやってきて会わせろ──胡う散さん臭くさいのを承知でも、他に取れる方法が無かったって事でしょう？」


「…………」


　マックスは曖あい昧まいな笑顔を作って黙だまり込んだ。


　恐らくその通りなのだろう。


　彼はその装いを見れば判る通り、自分の容姿が他人に与える印象をそれなりに計算している。第一印象が良いだけでも、その後の交渉が円えん滑かつに進む場合が在るのだと知っている筈はずだった。


　その彼が不ぶ躾しつけを覚かく悟ごでいきなり乗り込んできた。


　それはつまり……印象操作の為の根回しをしている余裕が無かったという事だ。


「『細かな内容は言えません』」


　フィリシスが歌う様な口調で言った。


「『詳しい状況も言えません』」


「…………」


　マックスの眉み間けんに刻まれた皺しわがわずかに深まる。


「『そして依い頼らいが誰から出ているのかも言えません』」


　それはいずれも──最初にマックス自身が口にした台詞せりふだ。


　はっきり言って胡散臭いどころの話ではない。


『引き受けていただく前に言えるのは──極めて危険ですが、それ故に高い報ほう酬しゆうを保証出来るという点のみです。引き受けていただけるか否か。お話はまずそれを決めていただいてからです』──そう彼は続けた。


　はっきり言って無茶苦茶だ。


　だが高い報酬とそれに比例する危険度というのは、別に珍しい話ではない。


　それは戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストたるフィリシス・ムーグにとって日常的な仕事に過ぎなかった。


　魔法士にも分野別に色々な種類が存在するが……その中でも最も危険とされているのが戦術魔法士である。強大な魔法の力は確かに戦闘向きではあるが、モールドの破損率は当然ながら他の分野の魔法士よりも遥はるかに高い。そしてそれが致ち命めい的てきな部分に及んでいれば、死よりも忌いまわしい結果に繫つながるのだ。


「そもそも魔法管理局を通さない依頼は違い法ほうだって事を知らない訳でもないでしょう？」


「それは、無論」


　マックスは頷うなずいた。


「おっしゃる通り状況は差さし迫せまっています。正規の手続きを踏んでいる時間的な余裕は無く──またそれではあまりに危険でもあります」


「それは情報漏ろう洩えいの可能性って事？」


　至極当然といった口調でフィリシスが問う。


　はっとしてアンソニは二人の男達とフィリシスの間で視線を往復させた。


　そうだ。その可能性が高い。


　彼等が軍人であれ警官であれ……時間的な余裕という意味ならば、むしろ事情を話して根回しをしておいた方が最終的には早く済む。ムーグ邸への訪問など電話一本で済む事だ。それをしないというのは、手間を惜おしんだと言うより、その際に何処からか情報が漏れる事を恐れたのだろう。関わる人間が一人増えるだけで、情報漏洩の危険は等比級数的に跳はね上がっていくからだ。


　ならば……


「……御お嬢じよう様さま」


　アンソニは暗に『これ以上は何も聞かずに断ってください』という響ひびきを含ふくませてフィリシスの横顔に声を掛ける。


　機密保持という意味では、最終的に関係者の口を塞ふさいでしまうのが最も確実だ。場合によっては仕事が終わった途と端たんにこの男達がフィリシスの命を狙ねらう事だって在り得る。


　しかし──


「それも期限付き──です」


　マックスが言った。


「対応が遅れれば機密がどうのと言う様な状態ではなくなる。そこの執しつ事じ殿どのは事が終わった後での『口くち封ふうじ』を心配しておられる様だが、正直言って、我々には今そこまで気を回している余裕が無い」


「……ふうん」


　僅わずかに笑みを深めてフィリシスが頷く。


「何かと大変そうだ。公僕の辛つらい所だね」


「…………」


　やや砕くだけた口調に切り替えながら、さらりと織り込まれた単語に──しかし男達の表情は微塵も揺ゆらがなかった。


　ただマックスが静かな口調で尋たずねてきた。


「どうして我々が公務員だと？」


「大した推理じゃないよ。半分は印象頼たよりの当てずっぽう」


　とフィリシスは言った。


「半分。では残りの半分は？」


「歩き方と目の動かし方」


「…………」


　マックスの眉間に僅かな縦皺が刻まれる。


「貴方あなたは違うけど──」


　フィリシスはマックスに向けてそう言い──それから彼の相棒に視線を向けた。


「こっちは軍人さんだよね。うちにも元軍人が居るからさ。歩き方、そっくり」


「…………」


　男達は顔を見合わせる。


「仮に──我々が公僕だとして」


　マックスは言った。


「貴女は何処まで察しがついておられるのでしょうか？」


「ちょっと前にＡＴＡＳＡの方から『話がある』って連絡が来ていたのよね。結局〈鉄巨人〉事件のせいで、有う耶や無む耶やになったっていうか──それっきり連絡の続きが来なくなってしまったのだけど。多分それとも無関係じゃないんでしょう？」


「…………」


「それに公僕が──軍人や警官が身分を伏ふせて戦術魔法士に依頼に来る。となると──社会通念上公に出来ない様な、大変な情報がその依頼には絡からんでいるか、さもなくば仕事そのものが違法であるか。でも例えば──単純に施し設せつ破は壊かいとか暗殺とかの類なら、それこそ、お抱かかえの特とく殊しゆ部隊なり何なりに任せておいた方が、遥かに情報漏洩の危険も無いし、予算もかからない」


「……それで？」


　頷いてマックスが促うながす。


「ならば間ま違ちがいなく相手が魔ま法ほう絡がらみ」


　フィリシスはさらりと断言する。


　まるで明日あしたの天気を占うらなう様な、気楽な口調である。


「でも普ふ通つうの魔法士相手なら狙そ撃げきなり何なりでカタが着く。モールドの防ぼう弾だん性能も、さすがに大口径ライフルの直ちよく撃げきを防げる程じゃないしね。ましてや四六時中モールドを着けている訳でないから、暗殺する方法は幾いくらでも在る。となると──相手は魔族か、あるいはこのあいだの〈鉄巨人〉の様な、通常兵器では突とつ破ぱできない様な防ぼう御ぎよ力を備えた相手……しかも、単独個人ではなくて組織……そんな所？」


「なるほど」


　マックスは僅かに肩かたを竦すくめる。


「さすが──お美しいだけの方ではない様だ」


「お世辞を言う程度には余裕が出てきた？」


　からかう様にフィリシスが言う。


「これでもね。戦術魔法士っていう仕事は頭を使うの」


　指先で自分の額を叩たたいて見せながらフィリシスは笑った。


「限られた手数の中で最も適切な攻こう撃げき・防御を選んで確実に相手を葬ほうむる。ある種のカード・ゲームに近いね。行き当たりばったりや力押しなら、魔族の方が強い」


「なるほど、制限回数も無いでしょうしね」


　何かを確認するかの様に頷くマックス。


「そういう事」


　フィリシスは愉しげに笑う。


　その傍かたわらで──アンソニはひたすら不安と戦っていた。


　明らかにフィリシスはこの胡散臭い連中とのやり取りを面白がっている。彼女にある種の倒とう錯さく癖へきが──危険に自分から近付きたがる困った嗜し好こうが在るのは、既すでに彼も気付いていた。そもそもそういう性せい癖へきが無ければ、何不自由なく暮らせる財力を持ちながら、戦術魔法士などという危険な職業に就いてはいまい。


　彼女が、むしろ胡散臭くて焦こげ臭くさいからこそ、この男達の依頼を受けるのではないか──そんな気がしてアンソニは落ち着かないのである。


　そんな彼の心配を知ってか知らずにか……


「いいよ。引き受けましょう」


「ああ……」


　フィリシスがあっさりそう言ったのを聞いて──アンソニは顔を両手で覆おおった。


　基本的にフィリシスの判断にアンソニは口を挟はさめる立場に無い。主人の愚ぐ行こうを諫いさめるのは確かに執しつ事じの役目の一つではあるが、それがムーグ家令れい嬢じようのそれではなく、戦術魔法士フィリシス・ムーグのそれなのだとすれば、アンソニは専門外──ただの素人しろうとで口の挟める余地は無い。彼には本来の家令であるファーゴ・レスポールの様な軍務経験が無く、仕事に出る彼女に意見を言える様な知識も経験も無い。


「凄すごく面白そう」


「御嬢様──」


　それでも駄だ目めで元々、と表情を強張らせて声を掛けようとするアンソニを──しかしフィリシスは片手を挙げて制した。


「ヴィスカント」


「は──はい。御嬢様」


　背筋を伸ばすアンソニを振ふり返かえって、フィリシスは諭さとす様な口調で言った。


「これは半分以上、勘かんだけどね。多分この仕事──この国の命運が掛かってる」


「え……？」


「単なる組織犯罪程度の事件なら、軍人が出てくる筈はずが無いんだよ。それは規模の大小は在っても『戦争』なの。で……縄なわ張ばり意識の強い軍人や警官が、部外者にまで頼ろうとするって事は相当に切せつ羽ぱ詰つまった事態だって事」


「…………」


　アンソニは絶句する。


　戦争？　それもこのアルマデウス帝てい国こくの命運を左右する様な？


　そんなものに──御嬢様が参加すると？


　だが執事代行の嘆なげきを余よ所そに、当のフィリシスは──


「これに嚙かまないなんて──勿もつ体たいなくて、とても、とても」


　まるで舌なめずりでもしそうな表情と口調で言った。


「…………」


　最も早はやアンソニは呻うめき声ごえも出ない。


　対して──


「ご承しよう諾だく戴いただいたと判断してよろしいか？」


「うん。いいよ」


　改めて問うてくるマックスにあっさりとフィリシスは頷いて見せた。


「では具体的な話に入ります。ですが──その前に人ひと払ばらいを」


「人払い？」


「そちらの──」


　マックスの視線はアンソニに向いていた。


「使用人の方は、戦術魔法士の仕事とは関係在りますまい？」


「……だそうよ」


　苦笑してフィリシスがアンソニを振り返る。


「しかし御嬢様──」


　アンソニは食い下がる。


　彼はこのムーグ家本来の執事であるファーゴ・レスポールの様な従軍経験もなけば、突とつ出しゆつした知識や技能も無い。真ま面じ目めにコツコツやるだけが取とり柄えの人間だという事については、情けない位に自覚が在った。


　しかし──だからこそ。


　このフィリシスの危ない嗜好を諫める役は自分なのだと彼は心得ていた。普通の人間だからこそ、天才の危なっかしさがよく見えるものだ──と執事代行を任された際に、彼はファーゴ・レスポールから教えられていた。だからこそ天才を支えるのは凡ぼん人じんでなければならない……とも。


　分不相応と分かっていながらアンソニが執事代行を引き受けたのは、その言葉があったからこそである。だから無む駄だと分かっていても彼は苦言を呈ていするのだ。


「危険過ぎます、どうか、ご自愛を──」


「ごめんね。ありがとう」


　だが彼の言葉に覆い被かぶせる様にフィリシスは言った。


　柔やわらかい口調だが──有無を言わせぬ響きがそこには在った。


「心配してくれるのは嬉しいけれど。私はこういう性分なのよ」


「御お嬢じよう様さま……」


　途と方ほうに暮れた表情を浮かべるアンソニに──フィリシスはただ肩を竦めただけだった。





　　　　●　　●　　●





　細い指がそろりそろりと素す肌はだの上を這はってゆく。


　弄いらう様に。愛めでる様に。


　そっと、触ふれるか触れないかの区別も曖あい昧まいな皮ひ膚ふ感覚を、航こう跡せきの様に残しながら胸の上を滑すべってゆく指先。くすぐるかの様に優しい撫なで方は、感覚を鋭えい敏びん化させ、むしろ叩かれるよりも搔かかれるよりも遥はるかに鮮せん烈れつな刺し激げきを意識へと食い込ませてくる。


「…………ッ」


　レイオットは──思わず漏もれそうになる声を喉のどの奥で嚙み殺した。


　だが彼の反応などまるで知らぬげに、何度も何度も羽毛の様な感かん触しよくだけを残して少女の指が行き来する。抑おさえられた密ひそやかな息いき遣づかいの音だけが場にわだかまり──


「ちょ……ちょっと待て。待ってくれ」


　レイオットは喘あえぐ様に言った。


「…………」


　少女が不思議そうに顔を上げる。


「その……あれだ。休きゆう憩けいだ休憩。ちょっと休憩」


「休憩……ですか？」


　少女は首を傾かしげ──三つ編みに編まれた長い黒くろ髪かみが揺ゆれた。


　何な故ぜレイオットが自分の行こう為いを止めようとしているのかまるで分からない……といった様子である。しかもその間も彼女の指はまるで別の生き物の様に、止まる事も無くレイオットの裸はだかの胸を触さわり続けている。


　彼女の手元だけに注目すると濡ぬれ場ばにしか見えないのだが──


「お嬢さん」


　レイオットは少女の両りよう肩かたを摑つかんで自分の身体からだから引き剝はがすと──呻く様に言った。


「これは新あら手ての拷ごう問もんか何かか？」


「──え？」


　きょとんとした表情で少女は更さらに首を傾げた。


　分厚いレンズの奥で黒い眼が瞬まばたきを繰くり返している。


　顔の真ん中を横切る様にして掛けられた大きな眼鏡めがねのせいで、彼女の印象はその一点に集約されてしまいがちだ。


　黒髪。黒こく瞳とう。そしてやや濃こい肌はだの色。そういった諸々の──少女の容よう貌ぼうに関する素のままの特とく徴ちようが、全て眼鏡という器具が持つ印象の背後に追いやられてしまって目立たないのである。彼女が地味ながらも清せい楚そで整った顔立ちをしている事や、その黒髪が絹糸の様に細く艶つややかである事に、言われなければ気付かない者も多いだろう。


　ちなみに年ねん齢れいは一見すると十代半ばといった印象だが、実際にはもう二は十た歳ちの、専門学校生である。童顔というよりも、基本的な顔立ちがアルマデウス帝国人の標準と若干異なっていて、相対的に幼く見えてしまうのだ。


　彼女の名はノーラ・ヤナギサワという。


　レイオット達と同様、シェリング邸ていに宿泊している少女である。


　母はアルマデウス帝国人だが、父は東方国家ヤマガの人間という──いわゆる混ハ血ー児フだ。彼女の黒髪と黒瞳、独特の顔立ち、それにやや濃い肌の色はこの父譲ゆずりのものらしい。


　元々は家族揃そろってヤマガに住んでいたのだが、諸事情在ってアルマデウスに移住──実家は帝てい都とロンバーグに在るのだが、美術学生であるノーラは、このトリスタンに美術館や旧い建築物を見学に来て、そこでレイオット達と出会った。


　この際……ノーラは何やらレイオットとその同居人であるカペルテータを、妙みように気に入ってしまったらしい。それも創作意欲をぶつける対象として──だ。


　あろう事か、彼女は二人をモデルに立像を造ると言い出したのだ。


　若いといえども芸術家の卵。


　おっとりのんびりしたその物もの腰ごしとは裏腹に、ノーラの決意は固く……彼女はトリスタン市への滞たい在ざいを二ヶ月延ばす事に決めてしまった。専門学校の方は新学期前の長い休みであった事から問題はない様で──シェリング夫妻にも、彼女をしばらく下宿させる事に異論はない様だった。


　一方……元々羞しゆう恥ち心しんだの何だのが薄うすいカペルテータは断る理由も無いという事で早々に彼女の申し出を承しよう諾だくしてしまい、躊ちゆう躇ちよしていたレイオットも結局はノーラの熱意に負けて折れる事となった。ある魔族事件の現場で彼女に手助けを受けた『借り』を返していないと思い至ったからだ。


　先に了りよう承しようを得られたカペルテータの像からノーラは製作に入り、順調に作業を重ねて一度は完成目前の段階にまで達したのだが──運悪く先日の〈鉄巨人〉事件の際、スタインバーグ邸の半はん壊かいと共に失われてしまった。


　しかしノーラ自身は、その事をあまり気にしていなかった様で。


　気落ちする様子も無く、彼女は改めて製作現場をシェリング邸の車庫ガレージに移し、再び最初から像を造り始めた。ちなみに今度はカペルテータとレイオットの像を並行して製作している。


　レイオットが半はん裸らをノーラの前に晒さらしているのは、つまりそういった理由からである。


　ちなみに何かと道具を広げる事が多いので、意外とノーラの作業は場所を食う。そういう訳で車庫のシャッターは開かれたままになっており、作業中は、元々此こ処こに置かれていた車は外に追いやられていた。


「その……なんだ」


　げっそり疲つかれた様な表情を浮かべてレイオットは言った。


「くすぐったりする様な触り方はどうにかならんのか？」


「え？　……ああ！」


　数秒間、意味が分からないといった様子で眼を瞬かせてから──ようやく合点がいったとばかりに、ぽんと手を打ち合わせて頷うなずくノーラ。おっとりしているというより、まるで時間の流れ方が彼女だけ違う様な印象だ。


「えっと。どうにもなりません」


　彼女は呑のん気きな微び笑しようを浮かべて答えた。


「…………」


　レイオットの喉から唸うなる様な声が漏れる。


　だが彼女は、罪悪感など欠片かけらも無い穏おだやかな表情で言った。


「あまり強く触れると形が変わってしまいますし」


「というかそもそも触るのは──何というか」


　ノーラにその気はさらさら無かろうが、若い娘が裸の男の胸に延々と指を這わせているという図は相当に怪あやしい──もとい妖あやしい風情がある。他人に見られたら一体何と思われるやら。無論、不ふ穏おんな噂うわさが今いま更さら一つや二つ増えたところで、レイオットとしては気にもならないが……堅かた気ぎのノーラは困るのではないだろうか。


　もっともシェリング夫妻はノーラが何をしているのか知っているので、誤解の生じる余地は無い。車庫のシャッターは開け放されているものの、その向こうには車が横付けされているので、外から丸見えという状態にはなっていない。通りすがりの他人に見られるという可能性は無かろう。


　それこそ唐とう突とつに客人でもやってこない限り、事情を知らない人間がこの場を目もく撃げきする事も無かろうが──


「すいません。でもこれは私の流りゆう儀ぎですし……」


「…………」


　そう言われてはレイオットも二の句が継つげない。


　しかもノーラは恥はずかしがる様子も全く無かった。


　彼女にとっては本当にこれは創作活動の一いつ環かんでしかないのだろう。


　ノーラは──かつて盲もう目もくだった。


　視神経の一部に問題を抱かかえて生まれてきた彼女は、ずっと光を知らずに育った。もし生まれるのが半世紀遅おそければ、彼女はそのまま人生を終えていただろう。だが色々と問題を抱えながらも着実に進歩してきたアルマデウス帝てい国こくの魔ま法ほう医い療りよう技術は、彼女の視神経を傷つける事無く、そこに食い込んでいた腫しゆ瘍ようを取り去った。


　そして彼女は弱視状態ながらも視力を得る事になったのだ。


　だが……長年眼の見えない状態で暮らしてきた彼女は、視力を取り戻してからも、少々変わった『癖くせ』がついていた。


　彼女に限らず、ずっと目が見えずに生きてきた人間は、突とつ然ぜん、眼が見える様になった場合、特異な行動に出る事があるという。視覚情報を処理する事に脳が慣れていない為、『現実味』が薄くなってしまうのだ。結果、眼で改めて見たものを確認するかの様に──視覚を補完するかの様に、対象物に触ろうとしたり、匂においを嗅かごうとしたりする癖が出たりするという。そうしないと対象物の存在が実感として納得出来ないのだ。


　ノーラの場合もそれは同じである。


　基本的な造形は眼で見れば判る様なのだが……どうしても細かい、微び妙みような線を決める際には、対象物に触りたがるのだ。それも先程の様な羽毛フエザーの如ごとき触タりツ方チで。柔らかい対象はそうしないと形が変わってしまうというのが、その理由だ。


　理り屈くつとしては理解出来る。


　しかし実際に触られる側としてはたまったものではない。延々とくすぐられている様なものだ。こそばゆいというか何というか、黙だまっていようとしてもつい変な声が漏れそうになる。


「……ふと想ったがな」


「はい」


「あんたは見た瞬間に相手の姿形から、本質的な部分まで見抜くよな？」


　ノーラの生い立ちは……彼女に奇き妙みような能力を与えた。


　彼女は視力を取り戻した今も弱視状態である事から──細部を見る能力が弱い。


　だから普ふ段だんの彼女は他人を顔の造作で見分けている訳ではないのだ。代わりに彼女は相手の輪りん郭かくそのものを見る。相手の姿を俯ふ瞰かん的に見て、その立ち方、歩き方、動きの際に変化していく相手の『形』そのもので個人を判別する。


　それも恐おそろしい程の精度で──だ。


　彼女に言わせれば人間の性格や思考はその動きに全て顕あらわれるという。振ふり向むく際の首の角度、座る際の各関節の動く順番、何気なく本を手に取るその指先の動き、全てに内面を反映した『個性』が在るのだそうだ。


　だから彼女はそれを読む。


　精神と精神を直結する様な超ちよう常じよう能力ではなく──形状に対する洞どう察さつ力の極みが、彼女に他人の内面を見抜く力を与えたのだ。勿もち論ろんそれは大まかな感情や思考の流れを読むだけであって──他者が次の瞬間に取る行動を予測する事は出来るが、例えば脳に思おもい浮うかべた特定の単語を、そのまま言い当てるという様な事は出来ない。


「見抜くというか……まあ……大体分かりますけど」


　ほんの少し戸と惑まどう様な表情を浮かべて頷くノーラ。


　レイオット達からみれば、肉体という器の奥に隠かくされた精神を読むという意味で、まさしく『見抜く』としか表現し様の無いノーラの『眼』なのだが……彼女自身には林りん檎ごを見て紅いと感じたり、ボールを見て丸いと感じる様な、ただそれだけの能も力ので、『見抜く』という大おお仰ぎような表現に違い和わ感かんを感じているのだろう。


「じゃあ何でこんな調整が必要になるんだ？」


「それは写真と絵画の違いと同じですよ」


　とノーラは言った。


　若干得意げな表情になっているのは、それが自分の専門分野だからだろう。


「単に精密に、正確に、物体を描びよう写しやするだけなら、写真でいいんです。絵の存在価値がその正確さだけに在るのなら、絵は写真の出現と同時に滅ほろんでいた筈はずです」


「それは──まあそうだが」


「絵は、時には敢あえて細部を崩くずして、一部を強調したりする場合も在ります。勿論、彫ちよう刻こくも同じです。それらは『一いつ瞬しゆん』を切り取ったものの様に見えますが、時にはその対象の本質を過不足無く表現する為に、その一瞬の中に現在、過去、未来を内包する必要が在ります」


「…………」


　レイオットの表情が若干引ひき攣つる。


　話が、ひどくややこしい部分に入り込みそうになっているのを察したからだ。


　さすがにノーラもそれで自分の説明が素人しろうと向けでないと察したのだろう。少し首を傾かしげて考えてから──彼女は言った。


「そうですね、例えば、私も普通の写真を見せられただけでは、相手の考えまでは見えません。優ゆう秀しゆうな写真家の撮った写真はまた別ですけど」


「そういうものなのか？」


「はい。仕草とか、そういう動き──流れの中に浮かび上がるものもあるので」


「ああ……」


　つまり、同じ姿形でも、中身が変われば些さ細さいな仕草に違いが出る。


　ノーラが見ているのはそういう動的な『姿』なのだ。


　だが彫刻や絵画は、基本的に静止している。


　その静止している中に、動的なものを入れようとすれば──彼女が見たものを過不足無く取り込んで再現しようとするのならば、当然に、誇こ張ちようや単純化、あるいは描写の追加といった作業が必要になってくる。身体からだを伸のばしているだけの姿に、流線を沢たく山さん添そえれば、跳ちよう躍やくしている姿に見える様なものだ。


　一定の幅はばの時間を、一瞬の中に集約する作業。


　それ故に微び調ちよう整せいが必要なのだとノーラは言う。


　そしてその微調整というのに一番有効なのが、レイオットやカペルテータの肌はだに触さわって確かめる事であるらしいのだ。


「分かった──分かりました」


　溜ため息いきをつくレイオット。


　そんな彼を──


「…………」


　壁かべ際ぎわで椅い子すに座り肩かたからシーツを羽織った少女が見つめている。


　笑うでもなく恥ずかしがるでもなく──血の色の双そう眸ぼうで静かに。


　カペルテータである。


　彼女がレイオットを凝ぎよう視しするのは別にいつもの事だが──


「……カペルテータ君」


　軽く咳せき払ばらいしてレイオットは言った。


「はい」


「こっち見るな」


「どうしてですか」


　カペルテータは淡たん々たんとした口調で尋たずねてくる。


「別に頰ほおを染めて眼を逸そらすなんて常識的な反応は期待してないがな。もう少し齢とし相応の──恥じらいとか、そういうものを覚えた方がいいぞ」


「…………」


　カペルテータは僅わずかに首を傾げる。


　意味が分からない……という事なのだろう。


　彼女はしばし何事か考え込む様に視線を自分の膝ひざの辺りに注いでいたが──


「今、素す肌はだを晒さらしているのはレイオットであって私ではありません」


　だから自分が恥じらう必要は無いのだ……という事なのだろう。


　シーツの下はカペルテータも裸はだかだ。彼女の場合は下着すら着けていない。直接肌を晒す相手──ノーラが同性という事も在るが、元々その手の羞しゆう恥ち心しんは殆ほとんどない少女なのだ。同じ部屋にレイオットがいてもいなくてもまるでお構いなしである。シーツを羽織っているのもノーラが一応気を利きかせたからと──さすがにシャッターを開いたままの車庫の中は肌はだ寒ざむいからだ。


「いや。そういう事じゃなくてだな」


「どういう事ですか」


「年頃の娘が男の裸をじろじろ見ていると色々と変な勘かん違ちがいされるぞ」


「…………」


　紅い眼が不思議そうに瞬まばたきをする。


　そして彼女は滔とう々とうと淀よどみの無い口調で言った。


「自らの無防備な裸ら体たいを他者の眼に晒すという行こう為いが、羞恥心を刺し激げきするという心理は理解しています。しかし他者の裸体を見て羞恥心を覚えるという心理については、未だ理解出来ていません」


「いや……だから……」


「レイオットは恥ずかしいのですか」


　何をどうひねくるとそういう結論になるのかは全くの謎なぞだが──カペルテータはそんな事を言い出した。


「……は？　いや、だから」


「レイオットは私に裸を見られると恥ずかしいのですか」


「……何を言い出すかな。こいつは」


　溜め息混じりにレイオットは言った。


　何を今いま更さら──である。


　モールドを着用する際、二次セカンダリ・拘束術式レストリクト・図版パターンをいつもレイオットの肌の上に描えがいているのはカペルテータだ。その際には当然、レイオットは下着一枚の姿を彼女にさらしている訳で、別に露ろ出しゆつ度どという意味では今と大して変わりが無い。


「…………」


　二人のやり取りを聞いてノーラがのんびりと笑っている。


　そんな時──


「…………？」


　レイオットの視界の端はしで何かが動いた。


　勿論カペルテータでもノーラでもない。


　一瞬、レイオットはシェリング夫妻のどちらかが様子を見に来たのかとも思った。だが、ひょっこりと車の脇わきからのぞいた顔は……妻エレナのものでもなければ夫バリーのものでもなかった。


　全く予想外の人物がそこに居た。


「…………」


「…………」


　もっとも予想外だったのは相手も同じであったらしい。車の脇から車庫の中を覗のぞき込む姿勢のまま凍こおり付いて──微び動どうだにしない。


「…………」


「…………」


　絡からみ合う気まずい視線と視線。


　にわかに変わった空気を察してか、カペルテータもノーラも黙だまり込んだままレイオット達の方を見て微動だにしない。


　代わりに──





　……にあ。





　カペルテータの足下で、黒い塊かたまりがもぞりと動いた。


　飼かい猫ねこのシャロンである。


　その鳴き声が張はり詰つめていた──というか何というか──緊きん張ちようの糸を切った。


　そして……


「──へ、変態ッ!?」


「久しぶりの挨あい拶さつがそれか。ナレア・シモンズ」


　指をさしてそう叫さけんでくる少女にレイオットはうんざりした口調でそう応こたえた。


「というか──つくづく姉妹だな、あんたら」


　と……レイオットは言いながらナレアの背後に視線を飛ばす。


　そこには妹の後を追う様にしてひょっこりと顔を出したネリン・シモンズ魔ま法ほう監かん督とく官かんの姿が在った。ちなみに初めてこのノーラの作業場を目もく撃げきしたネリンも同じ様な反応を示したものだ。


「どうも」


　苦笑を浮かべてそう言ってくるネリン。この家の主婦エレナは彼女とも顔かお馴な染じみで、レイオットの担当官である事を知っているので、そのまま通してしまったのだろう。


　で……


「な──何やってんの!?」


　顔を真っ赤にしてナレアは喚わめく。


　まあ何の事情説明も無しに半はん裸らのレイオットと出で会くわせば当然の反応である。カペルテータやノーラの方がやはりおかしいのだ。


　それはさておき……


「何と言われてもな」


　言い知れぬ虚きよ脱だつ感に襲おそわれながらレイオットは言った。


「このお嬢じようさんの──」


　レイオットは視線でノーラを示して──『微調整』中に大きく動くと彼女から文句が出るからだ──言った。


「創作活動を手伝っている」


「…………」


　ナレアは何度か瞬きをして。


　ネリンを振ふり返かえる。姉は苦笑を浮かべて頷うなずいた。


　エレナも振り返る。同じく苦笑が返ってくる。


　最後にナレアはレイオットとカペルテータとノーラの順で視線を巡めぐらせて──


「それって──」


「ええ。モデルよ」


　ネリンが言った。


　言いながらも何かを堪たえる様に頰がぴくぴくと痙けい攣れんしていた。


「モデル……」


　喘あえぐ様に呟つぶやくナレア。


「レイオット・スタインバーグ戦術魔法士が……？」


「…………」


「服脱ぬいで？」


「…………」


「モデ…………………ッ」


　ナレアは顔を隠かくすかの様に口元を押さえて素早く俯うつむいた。


　そこでどうやら耐たい久きゆう限界に達したらしい。


　彼女は──


「ぶわはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは！」


　爆ばく笑しようした。


　レイオットを無ぶ遠えん慮りよに指差して、大声で──それだけではこみ上げる笑いの圧力を逃にがしきれないのか、彼女は自分の腹を左手で押さえ、右手では車のボンネットをばんばん叩たたきながら、身をよじって笑いまくった。


　どうやらこの状じよう況きよう……余ほ程ほど、びったりと彼女の笑いのツボに嵌はまったらしい。


「……いや。あのな」


「あはははははははははははははははははははははははは！」


「別に俺は──」


「あはははははははははははははははははははははははは！」


「…………」


　最早何を言おうがそれはナレアの笑いを長引かせるだけだと理解したレイオットは、顔をしかめたまま、彼女の衝しよう動どうが収まるのを待つ事にした。


　実をいえば先日初めてこの光景を目撃したネリンやフィリシスも、同じ様な反応を示していたのだ。その体験からして十分間も放置しておけばナレアの発作も収まるだろうとレイオットは検討をつけていた。


　だが……


「……うわ!?」


　更さらにネリンの背後から驚おどろきの声が漏もれる。


　どうやら客はシモンズ姉妹だけではない様だった。


　彼女等に続けて車の脇から顔を出したのは──二人の少年である。


　エリック・サリヴァン。


　フレッド・クラプトン。


　亜あ麻ま色いろの髪かみに翡ひ翠すい色の瞳ひとみをした、何ど処こか育ちの良さそうな雰ふん囲い気きの少年がエリック。目立った特とく徴ちようは無いのだが、その立たち居い振ふる舞まいに落ち着きと品が在る。




[image: ]


　そして黒髪黒瞳で、エリックとは対照的に素そ朴ぼくな雰囲気の──腕わん白ぱく坊ぼう主ずがそのまま大きくなったかの様な少年の方がフレッドである。


　共にレイオットは顔見知りだ。


　正直言って、レイオットはこの少年達と特に仲良くしたいとは思っている訳ではないのだが、どうもネリンは彼等と会わせる事でレイオットの更こう生せい効果の様なものを狙ねらっているらしく──正しい生活は真っ当な人間相手の正しい人間関係から、という事らしい──時折こうして二人を伴ともなって会いに来る。


　特にフレッドは何を勘かん違ちがいしたのか、レイオットを英えい雄ゆう視している様な所が在り──真っ直ぐな憧どう憬けいに満ちた眼で見つめられると、さすがのレイオットとしても普ふ段だんのだらけたままだと居い心ごこ地ちが悪いというか、居住まいを正さずにはおれない様な所が在る。その意味でネリンの思おも惑わくは当たっていると言えるだろう。レイオットに言わせれば大きなお世話も良い所なのだが。


　でもって今回も──


「凄ぇ──なんか凄ぇ」


　フレッドは何やらひたすら感心している様子だ。


　もっとも彼の視線が向いているのはレイオットでもカペルテータでもなく、作りかけの立像であったが。既すでに二人分の立像は大まかな造形が済んでおり、よく見れば、それが誰だれをモデルにしたものかは分かる。素人しろうと眼にはもう完成品と映ってもおかしくはあるまい。


　つまりはそれだけの優れた出来なのだ。


「話には聞いてましたけど。実物はさすがに凄すごいですね」


　とエリックも頷いている。


　ちなみに、彼等が顔を出すのがナレアより遅おくれたのは、ネリンの配はい慮りよだろう。


　恐おそらく先にカペルテータが素す肌はだを晒さらしているか否かを確認したのだ。元より同居人であるレイオットはさておき、さすがにカペルテータの素肌を十代の少年達に見せる訳にもいかないと考えたらしい。まあカペルテータは今もシーツの下は全ぜん裸らの筈はずだが、とりあえず素肌も見えなければ身体からだの線も出ていないので、問題無いと判断した様だった。


　とはいえ──


「……シモンズ監かん督とく官かん」


　レイオットは眼を細めて己の担当監督官を振り返った。


「俺をさらし者にして面白いか？」


「勿もち論ろん、面──いえ」


　咳せき払ばらいしてネリンは言った。


「ナレアが皆みんなに……特にカペルちゃんに会いたいと言ったので」


　そのナレアはといえば、未だに笑いの衝動が収まらず、車のボンネットを叩き続けている。『モデルだから、モデルだから、「ふんッ！」とか言ってこう、ポーズとかとったりして！』とか何とか言いながら身をよじる妹をちらりと一いち瞥べつしてから、ネリンは続けた。


「どうせなら──と」


「公私混同も激しいぞ」


　とレイオット。


　彼女がレイオットの所にやってくるのは、本来は職務上の必要性からである。その際に魔法監督官の職務とは基本的に関係の無い妹や、その友人達を連れてくるのはあまり感心できた事でもあるまい。少なくとも彼等を運ぶのに公用車を使っているのだろうから。


「まあそれはさておき」


　レイオットはナレアの方を見て言った。


「今此こ処こに居るって事は、大学は合格したのか？」


「はい。無事に」


　と頷くのは本人ではなくてネリンである。


「まあ一応『おめでとう』と言っておくべきなんだろうな」


「あははははははははは！」


　と──祝いを述べられるべき本人は尚なおもレイオットを指差して爆笑中。


「…………」


　天てん井じようを見上げて嘆たん息そくするレイオット。


　そんな彼に──


「あ、動かないでください」


　ノーラの指示が投げられる。


　彼女は既にレイオットに触れるのを終えていて、今度は作りかけの立像越しにレイオットを見つめている。その両手は小さなヘラやら何やら──まるで歯科技工士が使う様な金属製の道具を持って立像の形を整え続けていた。


「これでもまだ完成じゃないんだ……」


　フレッドが改めて作りかけの像を見て言った。


　前述の通り、それはもう素人眼には完成品と映っても不思議ではない位に、詳しよう細さいが作り込まれている。少なくともレイオットやカペルテータ本人を見知っている人間なら、この粘ねん土ど像が誰を象かたどったものかという事は瞬しゆん時じに理解出来るだろう。


　だがその隣となりで──


「誇こ張ちようが過ぎる様な気もするけどな」


　と評するのはエリックである。


　確かに──普ふ通つうの感性で見ればそれは、多分に誇張された像ではあった。


　先のノーラの言葉通り、それが芸術作品である場合、その優ゆう劣れつは単純な写実性を競うものではないが……しかしそれにしても印象の隔へだたりが大きい。


　それは特にカペルテータの方の像に顕けん著ちよだった。


　表情が在るのだ。


　笑顔や泣き顔といった分かり易いものではないが──それは普段のひどく透とう明めいな表情の彼女ではなく、幾いくつもの感情がせめぎ合っているかの様な、複雑な、しかし濃のう密みつな表情を浮うかべていた。


　カペルテータには感情が無い──訳ではない。


　それはレイオットやネリンは勿論、ナレアや、フレッド、エリックもおおよそ理解している。この少女は単に不器用というか、ある種の理性が強すぎて、自分の感情を素直に顕あらわす事が出来ないだけなのだと。


　だがそれでも……表情の乏とぼしさはカペルテータの特徴の一つだ。


　それ故のエリックの評であった訳だが。


「そうですか？」


　と──さして気分を害した様子も無く尋たずねてくるのは当の制作者であるノーラだ。


「あ……いえその。モノとしては凄すごくよく出来ているとは想おもうんですが──」


　さすがにノーラに尋ねられるとエリックも気まずいらしい。


　頰ほおを搔かきながら言葉を濁にごすが──


「今はそう見えるかもしれませんね」


　とノーラはのんびりした口調で言った。


「……『今は』？」


　眼を瞬まばたかせて尋ねるエリックに、ノーラはにっこり笑って頷うなずいた。


「完成してからもう一度評価がいただけると、嬉うれしいですね」


「はぁ……」


　曖あい昧まいに頷くエリック。


　どうやら制作途と中ちゆうでは全てが表現し切れていない為ために、見てもノーラの制作意図が分からないという事であるらしい。此処からちょっとやそっといじった位でそう劇的に印象が変わるとも思えないが──制作者本人がそう言うのなら、他人が口を差さし挟はさむ余地は無かろう。


　とはいえ……


「…………ふむ」


　エリックの評価は実の処、レイオットの感想でもあった。


　だが同時にレイオットはノーラの『眼』を知ち悉しつしている。彼女の能力で死地を脱だつする事が出来た経験も在る位だ。だからこそ彼女の造る像が、てんで的外れのものではないという事も分かっている。


　という事は……カペルテータの中には、こんなに濃密で複雑な感情が渦うずを巻いているという事なのだろうか。


　このＣＳＡの少女との付き合いは誰よりも長いレイオットだが、それでも今一つ彼女が何を考えているのか把は握あく出来ていない。当初は『自分に対して復ふく讐しゆうに来た』のだと勝手に決めてかかっていた所があるので、殊こと更さらに彼女の内心を理解しようと努めてこなかったという事も在るのだが。


「…………」


　レイオットは紅い髪の少女を見つめる。


　額に一対の異形の証を持つ少女は、だがやはり、いつもの如ごとく無表情にレイオットを見つめ返すのみだ。


　憎にくしみでも怒いかりでもないのだとしたら。


　こうも常にレイオットを見続ける意味は──何ど処こに在る？


「──今いま更さら、か」


　問うても答えが得られるとは限らない。


　尚も笑い続けているナレアの声を背中に聞きながらレイオットは長々と溜ため息いきをついた。





　　　　●　　●　　●





「これで五十人か」


　溜め息混じりの声が薄うす闇やみの中に響く。


　窓の無い小さな密室の中で、男達は小さな円卓を囲んでいた。


「まだ五十人だ」


　別の声が言った。


「帝てい国こく議会。労務省。防衛省。帝てい都と警。内務省。更には協力態勢に在る民間企業。最終的にどれだけの裏切者がこの国に潜ひそんでいるのかは想像もつかん。海軍のズーム幕ばく僚りよう長までが連中と繫つながっていたと聞いた時は、我が耳を疑ったよ。正直言って今この中に内通者が居ても私は驚おどろかないね」


「それだけ魅み力りよく的という事だろう」


　吐き捨てる様に誰かが言う。


「古来より不老不死は、人間として得られる全てを手に入れ尽くした権力者達が、最後に追い求めたものだからな」


「人間を辞めてでも──か」


「……裏切者の心理に関する分ぶん析せきは事が終わってからでも良かろう」


　ばさりと音を立てて紙束が男達の手元に配される。


「これが最新の情報だ。ズーム幕僚長やルブラン事務次官から得られた情報によって修正されている」


「これは……」


　男達の間に溜め息が漏もれる。


「今までの証言を裏付けるものだが……」


「やはりにわかには信じ難いな。まるで子供の妄もう想そうだ」


「だが連中には、これを現実化出来るだけの力が在る」


「彼等自身の力と、そして──尻尾しつぽを振ふって崇あがめ奉たてまつる者達の力か」


「例の〈鉄巨人〉も……だ」


　改めて別の紙束が円卓の上に置かれる。


　その一枚目には半月前──トリスタン市において撮さつ影えいされた〈鉄巨人〉の写真が添そえられていた。異様に細い手足と巨大な腹部を備えた異形の人型。たった一基ながらわずか一時間余りでトリスタン市の行政機能を停止させたその威い力りよくは──それまでの常識を覆くつがえす程のものだ。


　それ故に……


「マノン共和国の諜ちよう報ほう部隊が幾つか潜せん入にゆう中との情報も在る」


「〈資格者〉共だけでも厄やつ介かいだというのに……」


「あるいはそれを狙ねらってのトリスタンの事件という事か」


「まあ広告デモンストレーシヨンとしては確かに最高だったろう」


　魔ま法ほう兵器による軍備強化を進めていると噂うわさされるマノン共和国ならば、確かにこの〈鉄巨人〉についての詳細情報を欲しがるだろう。


　マノン共和国の諜報部については──元より〈シェル〉や〈黒本〉の流通に関しても、犯罪組織を介かいして干かん渉しようしていたとする情報も在る。だが〈鉄巨人〉以降はその動きが更に活発化しているというのだ。かの国にしてみればトリスタンは自国の各種財産に損害を与あたえる事無く、魔法兵器を実験できる好環かん境きようなのだろう。


　だが彼等すらも……実はアルマデウス国内の軍や警察を牽けん制せいする為に、利用されているのだとしたら。


「ともあれ……」


　更に円卓の上に一際大きな紙が広げられる。


　それは一枚の地図であった。


「〈資格者クオリフアイア〉達の本ほん拠きよについてはほぼ特定出来た」


　どうやらアルマデウス帝国東部地域を示したものらしい。


　断言を憚はばかるのは、そこには如い何かなる表示も無いからだ。本来それは必要最低限の情報しか載のっていない、文字通りの地図だった。地名や道路名や河川名も描えがき込まれていない。まるで単なる鳥ちよう瞰かん図ずの様な代物だ。


　だが今、代わりにその上には無数の文字が書き込まれている。


　いずれもペンで走り書きした様な筆記体で、幾つかの記号や略号が添えられているものも在る。もし知識の在る者が見れば、それが戦略・戦術検討用に編み出された──指揮官が戦せん況きようを把握する為に用いる、軍用のものだと分かるだろう。


「先にジルジャン議員から得られた情報を基に、陸軍の第七師団から偵てい察さつ部隊を二個分隊派は遣けんして確認した。一個分隊はそのまま二十四時間監かん視しに移行しているが──まず間ま違ちがいがない」


　指が示すのは地図のある部分だ。


　前述の通り地名など一切書き込まれていないが、元々アルマデウス帝国の地図を見慣れた者や、魔法関連の歴史に精通した者なら、その特とく徴ちよう的な地形を見てそれが何処なのかを悟さとる事も出来るだろう。


　旧イゾルデ市街。


　トリスタンから百キロばかり離はなれた──廃はい都とだ。


　ホルスト教七大聖堂の一つ〈聖アルベニス大聖堂〉で有名だった都市であり……観光地としても栄えていた街だ。だが〈イエルネフェルト事変〉の際に、大量の魔族が発生した事により、街は二日余りでほぼ壊かい滅めつ。最終的には市街中央部への燃料気化爆ばく弾だんの投下により、魔族達と共に一般市民も含ふくめて完全に『殺さつ菌きん』された。


　今では住む者も居ない、完全な廃はい墟きよばかりが並ぶ土地だ。


「例の〈影法師シルエツト〉以外にも十数人分、〈資格者〉らしき人ひと影かげが目もく撃げきされている」


　もっとも……近くには物流関連でよく使われる街道が走っていて、トリスタンから帝都ロンバーグに向かう運送会社のトラックが、この街のなれの果てをかすめる様に移動する姿はよく見られる。


　また……未だに瓦が礫れきの山から貴重品を掘り出して一いつ攫かく千せん金きんを狙う様な山師達が徒党を組んでこの廃街の中に入る事もままある様だった。


「近く──具体的には十日後に、〈資格者〉達が集まって何らかの会議を行う事になっているそうだ。これはズーム幕僚長からの情報だが」


「此こ処こを本拠と断じる根こん拠きよは？　ズーム幕僚長の証言以外に」


「一つは〈資格者〉達の『盟主』とされているオッフェルトリウムの姿が確認出来た事。偵察部隊からの報告では今以てオッフェルトリウムは此処から動いていない」


「他には？」


「此処に不自然な物資の流れがある」


　ペンが赤い線を街道の上に書き込んでいく。


「品目はどうなっている？」


「帝都に向けて売ばい却きやくされた鉄鋼資材だな。だが帝都でそれを受け取った記録が不自然だ。時間的にも運うん搬ぱんされた量としても、合わない。帳ちよう簿ぼ上は上う手まく誤ご魔ま化かされているが」


「途中で投とう棄きを指示されたか」


　そんな言葉と共にペン先で指されるのはやはりイゾルデ市である。


「ここには未だ大量の魔法機器が残っているという説も在るな」


「それを発はつ掘くつして流用する事も可能──か」


　集められた情報は互たがいに嚙かみ合わされて一つの事実を浮うかび上がらせてゆく。


　どれだけ丁てい寧ねいに隠いん蔽ぺい工作を重ねても……いや重ねるが故に、周辺情報を密にかき集めてゆけば不自然な空白が浮かび上がってくるものだ。組織的に集められた大量の情報は、直接的なものではなくても、結果として事実の輪りん郭かくを浮かび上がらせる。


　男達はそうした作業に慣れていた。


「理性在る魔族──か」


　一人が溜め息混じりに言った。


「だが情報戦については素人しろうとだな」


「これだけ大量の資材を動かして気付かれないとでも思ったか……？」


「あるいは人間というものを舐なめてかかっているのかもしれん」


「何にせよ……此処で決まりか」


　と指差されるのは街の中央部から大きく外れた位置に在る建物である。


〈聖アルベニス大聖堂〉。


　元々頑がん丈じようだった事に加え、中央部から外れている事、その近くに同じく旧く頑がん強きような建物が密集していた事も在り、奇き跡せき的にその元々の姿を留とどめている建物だ。


「奇き襲しゆう戦力の確保と編成はどうなっている？」


「現在──キント警視がトリスタンの魔法士にあたっているとの事だ。警察と陸軍からは狙そ撃げき手を中心にそれぞれ十五名と二十七名。他に輸送及および周辺作業支し援えんに陸軍から十二名、こちらは既すでに待機状態に入っている」


「心こころ許もとない数だな……」


　一国の命運を左右するかもしれないという意味では、心許ないどころか明らかに少なすぎる数である。


　しかし……


「現場で翻ほん心しんされてはどうしようもないのでな」


「…………」


　大臣や議員から司令官級の軍人にまで内通者が居た。


〈資格者〉達を名乗る者達の甘い囁ささやきは権力の頂点付近に居る者達ですらも、あっさりと転ばせるだけの魅力を持っていたという事である。ならばより下位の官かん吏りや公僕が、どれだけ裏切者と化しているのか──場合によっては自覚など無いままにそうした勢力に取り込まれている者達も居るだろう。


　何ど処こに敵が潜ひそんでいるか分からない。


　大部隊を揃そろえてみたら実は半分以上が敵だった──などという事態も在り得る。


　まして……


「現時点で確実と思われる人員を、更さらに周囲から隔かく離りしておくという意味ではこれが限界だろうな」


　今この時点で転んでいないからといって安心は出来ない。誘ゆう惑わくとは即すなわち伝染病の様なものである。作戦決行時まで外部から隔離しておく──あるいは監視下に置いておくという意味では、確かに五十四名というのは一つの限界だろう。


「魔法士達の選定に関しては？」


「過去の経歴その他から〈資格者〉との接せつ触しよくが無い、または在ったとしても〈資格者〉の甘言に耳を貸しそうにない性格・性せい癖へきの者を選んでいる。ヨーゼフ報告書レポートが参考になった」


「ヨーゼフ報告書？」


「秘匿名称コードネームだよ。正式名めい称しようは『魔法戦部隊の設立及び運営に関する試行案』──国際法無視の機密部隊を抱かかえようというのはマノン共和国だけではないという事だ。四年前の議会解散の際に、幕ばく僚りよう監かん部ぶも大おお幅はばに人員刷新され、時間切れで白紙に戻もどっているが……もしあのまま計画が進んでいれば、民間の魔法士なぞに頼たよる必要も無かったのだが」


　何処か自じ嘲ちようめいた声がそう語る。


「ともあれ……これで作戦の大おお枠わくは決まったか」


「決行は問題の会議に合わせ、十日後を想定している」


「早過ぎないか？　対魔族狙撃ライフルの習熟訓練にも──」


「ルブラン事務次官の証言から逆算するに連中は今月中に『計画』を実行する可能性が高い。十日後でも遅おそすぎる位だ。またこの機会を逃のがしては、〈結社〉の連中がいつ集まるのか分からない」


「各自──引き続き情報収拾を」


　まとめる様に誰かが言った。


「通信を行う場合は暗号回線Ｂ─11を使用する事。優先度は７」


「了解した」


　男達は揃って頷うなずいた。





　　　　●　　●　　●





　濃こさを増す夕ゆう闇やみの中──テールランプが遠ざかっていく。


　シェリング邸ていを辞して走り去るネリンの公用車をひとしきり見送ってから、レイオットは肩かた凝こりをほぐすかの様に左右の肩かたを交こう互ごに回した。ついでに首も左右に振ふってみると、みりみりと肉と筋が軋きしむ様な音が頭ず蓋がいの中に響ひびく。


「あー……」


　長々とレイオットは溜ため息いきをついた。


　少年少女の相手は非常に疲つかれる。


　エリックはさておき──レイオットに真まっ直すぐ尊敬の眼まな差ざしを向けてくるフレッドや、ここぞとばかりにレイオットをからかおうとするナレアにいちいち応対していると、それだけで気力がごっそりと消しよう耗もうする感じだった。


　彼等に拒きよ否ひ感かんや嫌けん悪お感かんを覚えてる訳ではない。


　だが基本的に物事を肯こう定てい的てきに捕とらえるその積極性──別の言い方をすれば、最後の一線で世界の善意と公正を信じて疑わぬ、少年少女特有の明るさは、レイオットの様な人間にとって非常に眩まぶしい。眩しすぎて──まるでじりじりと灼やかれている様な感覚すら味わう事になってしまう。


　自分があの位の年齢の頃は何をしていただろうか。


　記き憶おくとしては残っているものの、それはまるで他ひ人と事ごとの様に現実味が薄うすい。


　そんな事を考えていると……公用車の後ろ姿は完全に夕闇の中に溶とけて見えなくなった。


　これだけ距離が開けば問題無かろう。


　そう判断して──


「……待たせたな」


　レイオットは振り返ってそう告げた。


　シェリング邸の側に在る雑木林──そこに隠れる様にして一台の車が停車している事にレイオットは気付いていた。


　いや。それが単なる車ならレイオットもさして気にしなかっただろう。


　だがそれが軍用車で──ローバル社製多目的高機動車両〈ガーディアン〉──しかも過去に見覚えの在る車となると、目的がレイオットだという位の想像はつく。少なくともノーラやシェリング夫妻とＡＴＡＳＡに直接的な繫つながりが在るとも思えない。


〈ガーディアン〉は半時間程前にシェリング邸の側そばに来ておきながら、以後、獲え物ものの様子を窺うかがってうずくまる肉食獣の様に、ひっそりとそこに停まったままになっていた。中で人ひと影かげが動くのは見えたが、それ以外には何の動きも示していない。監かん視し用よう途とに使うにはあまりに目立つ車体である事を思えば、恐おそらくネリンが──公用車番号の車が立ち去るのを待っていたのだろう。


　レイオットが声を掛けた時、二人の男がそれぞれ左右の扉とびらを開いて〈ガーディアン〉から降りようとしている所だった。


「…………」


　サングラスを中指で引き下げて──上うわ目め遣づかいにレイオットはその片方に視線を注ぐ。


　見覚えの在る顔だ。


　それも──


「……よお」


　レイオットは微び苦く笑しようを浮かべて言った。


「久しぶりだな。ミスター〈ジャベリン〉」


「覚えていたか」


　男は微笑を浮かべるでもなく淡たん々たんとそう応じてきた。


　マックス・キント警視。


　帝都警察ＣＰの特とく殊しゆ部隊──対魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト攻こう撃げき部隊ＡＴＡＳＡの第四教導団〈ジャベリン〉に所属する警官だ。以前、密造モールド〈シェル〉がトリスタン市内で大量にばらまかれた際、この男は最新型の対魔族狙そ撃げき銃じゆう〈サンダーボルト〉を持ち込んで実戦試験を行っていた。


　その際にネリンやレイオットとも面識が在る。


　とはいえ……決して良い印象の在る相手ではない。


　一見すると、その装いは清潔感溢あふれる高級官吏といった印象だが……元々選民意識の強い帝都警察、特に対魔族戦せん闘とうを主に担当するＡＴＡＳＡの人間ともなれば、普ふ通つうの警官とは明らかに感覚が異なる。


　端たん的てきに言えば目的の為に手段を選ばない強引さを持っているのだ。あるいは目的が手段を正当化するという考え方とも言える。作戦遂すい行こうの為ならばあっさりと社会通念を──もっと端的に言えば世間一般の常識や道徳を脇わきに除のけられる人間という意味である。


　それは一歩間違えばテロリストの理り屈くつだが──同じ暴力を道具に仕事をこなす者として、合理性のみで方法論をつきつめると同じ様な性格を帯びざるを得ないのかもしれない。


　ともあれ……


「忘れて貰もらえると想う方が不思議だな」


　レイオットは笑いながら言った。


「少し目め端はしの利く人間なら、あんたがこの街で何をしてたのか位は想像がつく」


「…………」


　マックスはわずかに眉まゆを上げただけだった。


　鉄面皮とはこの事だ。


　カペルテータの無表情と違ってこちらは意志の力で感情の表出を徹てつ底てい的てきに抑おさえ込んでいるのだろう。元々内面を隠すための無表情なので、何を考えているのかは前後の行動から察するしかない。


「しかしよく俺の居場所が分かったな」


　スタインバーグ邸が半はん壊かいした為に、彼とカペルテータがシェリング邸に泊まっているという事は、ごく狭せまい範はん囲いの関係者しか知らない。ネリンと、モールド・エンジニアのジャック・ローランドと、そして同じ戦術魔法士のフィリシス・ムーグ位の筈はずだ。


「フィリシス・ムーグに尋たずねた」


「……なるほど」


　つまり先にフィリシスの所にこの二人は出向いているらしい。


　となると──レイオットの所に来た用件も絞しぼられてくる。


「実をいえばトリスタン市には半月ばかり前に来ていた。丁度──〈鉄巨人〉事件の起きたその日にな。勿もち論ろんこれは偶ぐう然ぜんだが」


「……ほう？」


　レイオットはサングラスの下で眼を細めてマックスを眺ながめる。


「だがこちらの事情で少々足止めを食ってしまった。本来ならばもっと早く君の所にも来る予定だったのだが」


「で──何の用だ？」


　レイオットはもう一人に視線を向けながら言う。


　あくまで勘かんだが、こちらは軍人だろう。マックスとは、身に帯びている空気の質が若干違う。むしろレイオットの経験上、こちらの男の雰ふん囲い気きはムーグ家の執しつ事じに──元陸軍特殊部隊に所属していたというファーゴ・レスポールに近い。


　軍人と警察官。


　両者は同じ公僕という言葉で括くくる事が出来るが──その性質は著しく異なり、場合によっては管かん轄かつという名の縄なわ張ばり争いで火花を散らす事もしばしば起こり得る。そもそも基本的な考え方が違う故に、あまり両者の折り合いは良くない。


　なのにそんな両者が揃って行動しているとなると……


「まさか旧交を温めに来たなんて言わないでくれよ？」


「仕事の依い頼らいだ」


「…………」


　予想できた言葉だが、それでもレイオットは言葉に詰まった。


　戦術魔法士無しで魔族を駆く逐ちくする──それが警察組織たるＡＴＡＳＡの、ひいてはマックスの目標であり理想であった筈だ。そして既すでにサンダーボルトという一つの完成形を得た今、彼等がレイオットの様な戦術魔法士に依頼を持ち込む理由が無い。何らかの理由で戦術魔法士を必要とする事となっても、レイオット以外にもっと扱あつかいやすい戦術魔法士は何人もいるだろうから、わざわざ帝都警の特殊部隊が、トリスタンまで出向いてきて依頼を持ち込む必要は無い筈だ。


「国家の存亡に関わる事件が起こりつつある」


「なんだ。急なインフレでも起こるのか？」


　レイオットの軽口には取り合わず、マックスは二メルトルの距離にまで近付くとそこで脚あしを止める。もう一人の男も同様だった。


「優ゆう秀しゆうで、口の堅かたい──機密を漏もらさない戦術魔法士が複数必要だ」


「なるほど？」


　苦笑を浮かべるレイオット。


　無資格の戦術魔法士というと、破落戸同然の存在として一般には認知される訳だが──その一方で、無資格、つまりは国家制度の公的保護を受けられないからこそ、ある種の信用を重んじる傾向が強い。


　ほいほいと職業上得た秘密を漏らすようでは、仕事が無くなるどころか、関係者に暗殺されかねないからだ。いくら戦闘用の魔法を扱える戦術魔法士といえど、四六時中戦闘状態に在る訳ではなく、モールドを着ていなければただの人間だ。夜道を、あるいは寝ね込こみを襲おそわれれば殺されざるを得ない。


「資格の有る無しを問わず、優秀な戦術魔法士を片かたっ端ぱしから挙げて行くと、必ず早い段階でお前の名前が出てくる。故に依頼先として、リストに加えてきたのだが」


「……光栄な事だな」


　肩を竦すくめるレイオット。


「勿論──依頼内容を詳しよう細さいに話せば機密に抵てい触しよくする。故に先に引き受けるか否かを聞きたい。拘こう束そく期間はおよそ十日前後。報ほう酬しゆうは八十万ドルク。必要経費別。先に提示できる判断材料は以上だ」


「随ずい分ぶんと無茶を言うな……あんたらも」


　内容も告げずに引き受けるか否かを問うなど、正気の沙さ汰たではない。


　普通の戦術魔法士ならば引き受けたりはすまい。


　逆に言えばレイオットにまでその話が回ってきたのは、彼ならば引き受けるという判断が在ったからだろう。


　そしてそれは基本的に間違っていない。


　レイオット・スタインバーグの今までの実績を──引き受けた仕事の資料を揃えて検討すれば、彼がどの様な戦い方をしてきたかを知る事が出来る。自分の命をまるで省みない様な直接的で荒あらっぽいやり方が彼の流りゆう儀ぎなのだ……と。


「場所も言えない。相手も言えない。状じよう況きようも言えない。背景も言えない。言えない尽くしになってるのは情報流出を恐れての事か？」


「その通りだ」


　マックスはあっさりと認めた。


「実の処──これは君の元に依頼に来るのが遅れた事にも関係する」


「……ふむ？」


「今回の件については帝都警の──いやＡＴＡＳＡ内部ですらごく一部の人間しか知らない。ＡＴＡＳＡの内部にすら内通者が発見されたからな」


「……内通者」


　その単語を改めて呟つぶやいてみるレイオット。


　それはつまり──その内通者からの情報を受け取る相手、もっと端的に言えば『敵』が居るという事だ。そして通常、魔族は人間からの情報を受け取らない。狂きよう気きの怪かい物ぶつはそもそも情報など欲しないのだから内通する意味が無いし、内通者に支払うべき対価も持ち合わせてはいない。


　ならば相手は人間か。


　もしくは…………


「全て処理したと思ったのだが。〈鉄巨人〉事件の情報分ぶん析せきに絡からんで、関係者の中から更さらに二名の内通者が見つかったという報告を受けた。この二名についても処理は終わっているが──これ以上の情報流出は致ち命めい的てきだ」


「だろうな」


　マックス達が誰だれと戦うにしろ、情報が相手側に筒つつ抜ぬけでは勝算は皆かい無むに近い。


　もっとも……レイオットはマックス達が想定している『敵』について既に大体の見当がついていた。


　人間が相手ならばわざわざ魔法士を雇やとったりはすまい。たとえ敵それが戦術魔法士であってもだ。遠えん距きよ離りから狙そ撃げきするなり、油断している所で車で轢ひくなり、いくらでもやり様はあるし、それはむしろマックス達の方が専門家だろう。


　となると相手は魔族か──少なくともそれに類する者だ。


　マックス達には対魔族狙撃銃〈サンダーボルト〉が在るが、超ちよう高こう速そくの弾だん速そくと高い精度を確保する為に〈サンダーボルト〉はやたら重くてかさばる代しろ物ものにならざるを得ない。とても近距離や屋内で魔族と戦える武器ではないのだ。そうした状況で確実に魔族を葬ほうむれるのは、やはり戦術魔法士の使う攻こう撃げき魔ま法ほうのみである。


　そして──


（内通する者が居るという事は……）


　少なくとも、相手は内通者からもたらされた情報を理解して活用する、理性と知性を備えているという事だ。


（……〈完全体パーフエクタント〉……いや〈資格者クオリフアイア〉か）


　どうやらマックス達もあの理性在る魔族の存在について気付いているらしい。


　確かに立場上は一民間人に過ぎないレイオットでもその存在を知っている位だ──諜ちよう報ほう組織やそれに類する国家機関が、〈資格者〉や源流魔法使ルート・ソーサリアン達について何らかの情報を持っていたとしても別に不思議ではない。情報の収集と分析は結局の所、人海戦術に負う処が大きいからだ。


　だが──


（あまりにも難敵だな……）


　魔族に対して戦術魔法士の優位性が在るとすれば、それは、確固たる戦術によって無む駄だを排はいして戦えるという点だ。本来ならば魔法の使用制限が無い上に、無限に自己修復が利く魔族の方が圧あつ倒とう的てきに有利なのに、戦術魔法士達が互ご角かくかそれ以上に戦えるのは、こうした優位性故の事である。


　だが相手が〈資格者〉となると──


（場合によっては呪文書式を使ってくる可能性もある）


　魔族の魔法は基本的に散さん漫まんだ。


　これは魔族が本能的に、あるいは感覚的に魔法を行使しているからで、物理現象に転化する際にはあまりにも無ロ駄スが多い。これは魔族の攻撃精度にも顕あらわれている。魔族は大規模破は壊かいは得意だが、狙撃の様な精密攻撃は殆ほとんど出来ない。


　対して魔法士は呪文書式によって魔法回路を整理し効率化する事で、魔族よりも少ない魔力量で同等かそれ以上の効果を発揮し得る。魔法攻撃の精度に関してならば魔法士の方が何倍も上だ。


　だが〈資格者クオリフアイア〉が呪文書式を使ってくれば、この優位性もまた消える。


「──返答は？」


　マックスが促うながしてくる。


　彼等としても切せつ羽ぱ詰つまっているのだろう。


　まともに考えれば組織化された〈資格者〉達と戦うのは自殺行こう為いだ。機密作戦という以上は国家の物量的な支し援えんも限られてくる。戦力は幾いくらあっても足らない反面、作戦に関かん与よする人間が増えれば増える程に情報漏ろう洩えいの危険が増えるからだ。


　節を曲げて戦術魔法士に依頼を持ち込んでいる事からも、彼等の窮きゆう状じようは分かる。


「…………」


　受けるべきか否か。


　死と隣り合わせの危険な仕事は、むしろレイオットにとって歓かん迎げいすべき事であった筈はずだ。


　ネリン達と知り合ってからは、積極的に死に場所を探す様な事は無くなったものの、彼は未だに自分の存在に──生きているという事に理由を見つけられないでいた。


　自分が許せない。自分を愛せない。


　だからいつ死んでも構わない。


　罰ばつせられる事の無かった罪人にとって、死は唯ゆい一いつの贖しよく罪ざいであり救済にすら成り得る──筈だった。取り返しのつかない過ちを自ら責め続ける、そんな無意味で無価値な人生に幕を引く事の出来る、絶対確実な方法だった。


　しかし……


「……スタインバーグさん？」


　ふと──場ば違ちがいな程に呑のん気きな声が彼を呼んだ。


　レイオットとカペルテータ、そしてマックス達の視線がシェリング邸ていの玄げん関かんに集中する。


「あの……」


　戸と惑まどう様な表情を浮かべてそこに居るのはノーラだった。白いエプロンをしている所を見ると、どうやらエレナを手伝って夕食の用意をしていたらしい。


「……どうかなさいました？　えっと──」


　彼女は眼鏡めがねの奥で眼を瞬しばたたかせながらマックスとその連れを眺ながめた。


「お客様……ですか？」


「ああ。まあな」


　レイオットは帳とばりのごとく全てを覆おおう夕ゆう闇やみの暗さに感謝した。


　さもなくばノーラの眼はレイオットやマックスの内心を読み取っていた事だろう。具体的な単語や数字までは無理としても、レイオット達が極めて危険な話をしているのだという事位は気付いてもおかしくない。


「昔の知り合いだ」


「…………」


　マックスとその連れが顔を見合わせる。


　ＣＳＡであるカペルテータはさておき、ノーラは全くの部外者──堅かた気ぎの一般人だと分かったのだろう。ここでこれ以上の会話を続けるのは機密保持の為ためにも良くないと判断したらしく、彼等は揃って〈ガーディアン〉の方へと歩き出した。


「明日あしたもう一度答えを聞きに来る」


　マックスの背中からそんな台詞せりふが漂ただよってくる。


「それまでに決めておいてくれ」


「……ああ。悪いな」


　レイオットはそう応じる。


　本来ならば即答する事も出来た筈だった。


　だが何故かレイオットは躊ちゆう躇ちよした。


　それは──


「…………」


　ふとレイオットは傍かたわらの少女に視線を向ける。


　カペルテータはやはり黙もく然ぜんとレイオットの姿を見つめているだけだ。


　側に居ながら何も望まず。付き従いつつ何も求めず。彼女がしてきた事は、ただ傍らでレイオットを見つめる事と──彼を魔族との戦場に導く事だけ。


　ならばこのＣＳＡの少女は今の話をどう受け止めたのか。


「さて──どうするかな」


「…………」


　カペルテータは黙もくして答えない。


　紅い双そう眸ぼうは、ただ冷れい徹てつなまでの透明さでレイオットを見つめるだけだった。





　　　　●　　●　　●





　トリスタン市の地図には、何度かの街区整理によって出来た『空白』が在る。


　勿もち論ろん……本当にそこには何も無い更さら地ちの状態という訳ではなく、あくまで行政上無視し得る廃はい墟きよが在るだけという意味だ。


　トリスタン市は〈イエルネフェルト事変〉後、比ひ較かく的てき早くに復興を遂とげた街ではあるが……それだけに土地の所有者だの、隣りん地ちとの境界だのが曖あい昧まいな部分も多い。更には場当たり的に建物を建てて発展してきたという経けい緯いが在る為、上水道や下水道、送電線や電話線といった諸々の設備が、きちんと整備されていない区画も多い。


　当然これらの未整備部分は、犯罪の温おん床しようや、騒そう動どうの原因に成り得る。


　故に──市は改めて造成した区画に丸ごと旧い街区を移動させるという方法で、環かん境きよう整備を進めてきた。基本的には旧街区と新街区の面積をほぼ同じものとし、位置関係も出来るだけ旧街区のものを新街区のそれに反映させる様にする事で、住民の不満を抑おさえ込んできたのだ。


　だが……それでもこの強引な都市整備のやり方に反発する者達は、当然に居る。


　長年住んできた土地に愛着が在る、新しい街区が気に入らない、あるいは元々市民権が無いので新しい街区に行き場が無い等……理由は様々だが、行政庁の勧かん告こくを無視して元の土地に留まり続ける者も居た。


　決して数は多くない。だがこの空白地帯は完全に無人という訳ではない。


　また通常の街区と隔かく離りされている訳でもないので、住民の行き来は自由だ。


　だが……他の街区の人間は用も無いのにこうした場所にはあまり脚あしを踏み入れない。行政地図の上でそこが白紙になっているという事は──つまり官憲の庇ひ護ごも届きにくい場所だという事である。こうした区域には警察署が無い。さすがに通報が在れば警官は駆かけつけてくるものの、他の街区に比べるとどうしても対応が半歩遅れてしまう。


　無法地帯の半歩手前といった印象だった。


　故に──


「…………」


　その老人は、この街区には相応ふさわしくない印象が在った。


　インバネス・コートに山やま高たか帽ぼう──若干古風だが、こざっぱりした衣装を着た人物である。左目には単眼鏡をはめ、首元はアスコット・タイで整えている。上品な──いかにも一昔前の貴族紳しん士しが好んだ格好だ。


　年老いても装いに気を遣つかう洒落しやれ者ものなのだろう。


　老人は崩くずれかけたビルの脇わきに片かた膝ひざをついていた。


　彼の前の地面には……小さな半はん透とう明めいの石板が生えている。


　ひどく慎つつましい、成人男性の掌てのひらよりも僅わずかに大きい程度の代しろ物ものだ。近くを通り掛かっても気付かない人間の方が多いだろう──ましてや、そこに人名が刻まれているなどと気付く者はまず居まいし、わざわざその石板の物質組成を調べて驚きよう愕がくする者は皆かい無むだろう。


　それは……金剛石ダイアモンドで出来ていた。


　宝石で出来た、それは墓ぼ碑ひなのだった。


　勿論──魔法を使えば人工的に金剛石を造る事は不可能ではない。だがわざわざ墓碑に用いた上でこんな道みち端ばたに置くとなると、第三者には酔すい狂きようどころか全くの無意味な行為にしか見えまい。


「せめて風雪に負けぬ頑がん強きような墓を──と想ったのだが」


　老人は自じ嘲ちようめいた口調で言った。


「やはり自己満足に過ぎんな。許してくれ」


　墓碑にはただ『トム』とだけ刻まれている。


　姓せいを聞いていなかったと老人が気付いたのは──その名前の人物が死んだ後の事だ。


　勿論、遺体を埋めるのも、墓碑を建てるのも、生きている者の自己満足に過ぎない。死は全てを手遅れにしてしまう。今いま更さら何をしても死者は還かえってこない。その人間が積み重ねてきた記き憶おくや経験は跡あと形かたも無く揮発し、全てが無意味の海に沈しずむ。


　その残ざん酷こくな現実から眼を逸そらせたくて、人は弔とむらいの儀ぎ式しきを行うのだ。


　そして人たる事を遥はるかな昔に辞めた者も──また。


「本当に……私も精進が足らんな。ダニエルが見れば何と言うやら」


　呟つぶやく様に言って老人は立ち上がり、懐ふところから一枚の古ぼけた写真を取り出した。


　四角い紙片の中に四人の人間が写っている。


　経年劣れつ化かの為にやや色いろ褪あせ、端はしはすり切れてはいるが──恐おそらくは大切に保管されてきたものなのだろう──小さな紙片の上に切り取られた在りし日の情景は、霞かすむ事もぼやける事も無く、はっきりと遺されていた。


　一人は老人自身だ。


　今と寸すん分ぶん違たがわぬ姿がそこに在る。


　インバネス・コートも。杖つえも。山高帽も。単眼鏡も。


　そして──彼自身の顔も。


　写真が色褪せ、すり切れる程の歳月の経過──それが老人の姿には微み塵じんも窺うかがえない。時間から、変わりゆく世界から、彼だけが取り残され、同じ場所に佇たたずんでいるかの様に。


　一人は長身の青年だ。


　巨きよ漢かんという程ではないが、肩かた幅はばも広く、四角い顔立ちの為か、やたらに屈くつ強きような印象が在る。その一方で鼻先に引っかけた四角いレンズの眼鏡や、その奥の鋭するどい双眸が、理知的な雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。


　一人は穏おだやかで利発そうな少年だ。


　恐らくは貧しい環境で育ったのだろう。着ているものは粗そ末まつで、手足も──恐らくは骨から細い。最も各種栄養を必要とする成長期に、満足に食べてこなかったからだろう。だがそれでもその顔に浮かぶ柔らかな笑顔は、青年が、心根までは貧しくなっていない証あかしであった。


　最後の一人は若い娘だ。


　まるで腕わん白ぱく坊ぼう主ずの様な──何やら闊かつ達たつな印象が強い。年とし頃ごろの女性の色いろ艶つやという意味では少々物足りなさを感じるだろうが、開けっぴろげな笑顔は、周囲の空気まで明るくするかの様な活力を滲にじませていた。


　裏を返せばそこには『一九二九／八／七　ユモレスク』の文字が走り書きされている。


　それはもう二度と還らぬ日々の記録。


　此こ処こに写っている四人の内……二人は既すでに亡ない。


　青年の名はドーベルン・スタインバーグ。


　少年の名はダニエル・レジエーロ。


　彼等は共に死んだ。


　人間として捨てきれぬものに引きずられて──己の業ごうに殺された。


　捨てねばならなかった。捨て続けて捨てきらねばならなかった。


　だが──


「──コルグ老」


　ふと声が掛かる。


　振ふり返かえる事無くゆっくりと立ち上がる老人──源流魔法使ロン・コルグの背後に、一人の青年が立っていた。


　取り立てて特とく徴ちようのある顔立ちではない。


　長身瘦そう軀くで、少し猫ねこ背ぜ気味、何ど処こか茫ぼう洋ようとした雰囲気は日向ひなたでのんびりと育った植物の様だった。ひたすらのんびりとした風情で、その容姿を見る限り、攻こう撃げき性の類は皆無……それどころか覇は気きだの気き概がいだのといったものがまるっきり欠けつ如じよしている様にも見える。日当たりの良い場所に放っておけば、いつまでもいつまでも、飽あきる事無くそこで日向ぼっこを続けていそうな印象が在った。


「それは……？」


「ああ」


　一いつ瞬しゆん──写真を持つ手が躊躇を示して揺ゆれる。


　ポケットにしまい込もうとしたそれを、しかし彼は再び顔の前にかざして言った。


「私の弟子達だよ」


「……弟子」


　青年が呟く様に言った。


「才能はそれぞれ差が在ったがね。それでも私を追おい越こしていける程の才を持った者ばかりだった筈はずなのだが」


「……そうはならなかった？」


「二人は死んだ」
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　素そっ気けなくロンは告げた。


「この眼鏡めがねの青年は」


　骨張った指先がドーベルンを指す。


「君も知るレイオット・スタインバーグの師し匠しようだ」


「……これは奇き縁えんですね」


　言葉とは裏腹に青年の口調には特に驚おどろいた様子も無い。


　わずかに振り返って横目で青年を一いち瞥べつし──ロンは付け加えた。


「魔族化して射殺された」


「それはそれは」


　応じる声にもやはり感かん慨がいは無い。


　まるで罪も無い世間話をしているかの様だった。


　だがそれを責める筋合いは在るまい。元より人並みな感情など持ち合わせていないからこそ、この青年は今此処に居る。絶望しきった人間にとって森しん羅ら万ばん象しようは等しく無価値だ。明日あしたの天気から国家の存亡まで……全く差が無い。差を見いだせない。


「この少年は」


　ロンは恥はずかしげに笑う写真の少年に視線を移す。


「カペルテータ・フェルナンデスの父親だ」


「……更さらに奇縁ですね」


　と青年が笑う。


　だがその笑顔は完全に空っぽだ。愉たのしいから、面白いから、嬉うれしいから笑うのではない。前後の状況から判断し、笑いを浮かべるべき状況だと判断したからこそ、その表情を選せん択たくして浮かべているだけである。まるで──機械の様に。


「別に誰かが仕組んだ訳でもないのだろうが──時に運命はこういう皮肉な結果を用意する。どれだけ力があろうと、不老不死だろうと、抗あらがえないものもある」


「いつになく弱気ですね」


「私はいつも弱気さ」


　ロンは肩かたを竦すくめた。


「今や弟子達は全て私の元を去り、それでも夢を諦あきらめきれずに足あ搔がいているだけの、哀あわれな爺じいさ、私は」


　言いながらロンは今度こそ写真を懐に戻もどそうとした。


　だが──


「……その娘さんは？」


　青年が問う。


　一瞬──


「…………」


　ロンの表情が歪ゆがんだのに青年は果たして気付いたかどうか。


　だがロンは考え込むかの様に眼を閉じて──言った。


「彼女は──去ったよ」


　懐なつかしむ様な。


　あるいは……妬ねたみ嫉そねみ羨うらやむ様な。


　他者には名状し難い遥かな感慨を込めて、源流魔法使ルート・ソーサリアンの老人は言った。


「事象の彼方かなたにな」


「…………」


「それよりも──ギブスン」


　ここでようやくロンは青年に向き直って言った。


　ギルバート・ギブスン。


　通つう称しよう──ＧＧ。


　元救命魔法士Ｒ・Ｓであり……現在はロン・コルグの相方といった立場の存在だ。もっともこれは半ば付き合いというか、成り行きに近い形でそうなっているだけの事である。ＧＧにはロンに従わなければならない理由は無い。他にする事も無いので彼と行動を共にしているだけの事だ。


「何か変化は？」


「これといっては。ただ──嵐あらしの前の静けさと言った印象でしょうか。〈結社〉の動きも見られなくなってきました」


「……何か仕し掛かけるとすれば、その前にまずなりを潜ひそめるか」


　歩き出しながらロンが言う。


　その半歩後ろに付き従いながらＧＧが補う様に言った。


「水面下では色々動いているのかもしれませんが、さて──我々は戦せん闘とうの玄プ人ロでもなければ諜ちよう報ほうの玄人でもありませんからね」


「あるいは政府機関の方が色々と情報を仕入れているかもしれんな」


「恐らくは」


　言ってから──ＧＧは首を傾かしげた。


「コルグ老」


「なんだね」


「そもそもの疑問なのですが……貴方あなたは何を望んでおられるのですか？」


「…………」


　ロンが歩みを止める。


　それに合わせてＧＧもまた彼の半歩後ろで立ち止まった。


「源流魔法使ルート・ソーサリアン達の間に伝わっていたという、例の魔ま剣けんをレイオット・スタインバーグに託たくされたのは、彼の方が戦闘に特化した魔法を使う分、有効に使えるから──なのは分かりますが」


「その通りだ」


「貴方は『結社』の者達を抹まつ殺さつしたいのですか？」


「…………結果としては」


　ロンは短く溜ため息いきをついた。


「そういう事になろうな」


「それはどうして？」


　ＧＧは静かに問うた。


　糾きゆう弾だんする激しさも詰きつ問もんする鋭するどさも無い。ただ不思議に思ったから尋たずねる──その程度の口調であった。


「言った筈だ。我等は俗ぞく世せに関わってはならんのだ。ましてや──俗世を支配するなど」


「それは源流魔法使としての言葉ですよね」


　ＧＧは確認するかの様にゆっくりと言った。


「そうだ」


「『ありとあらゆる俗ぞく事じへの執しゆう着ちやくを捨てた所にのみ絶対と自由の地平が開ける』──それが源流魔法使達の教えだと貴方はおっしゃった。才能の在る者が、絶え間ない錬れん磨まによって、自由自在に魔法を使える境地──それが目標だと」


「……そうだ」


「ですがその一方で、私や『結社』の者達の様に、生まれついてのその『資格』を持ち合わせている者も居る」


「…………」


　ロンは言葉に詰つまった。


　それは源流魔法使達が抱かかえる矛む盾じゆんではあったのだ。


　自分達のしている事は徒労なのではないかと──才能の無い者が才能の在る者の真ま似ね事ごとをし続けているだけではないのかと。


「より自由に。より自然に。修行や修練など経ずに当然の如ごとくに『理性在る魔族』として完成する者達。彼等は──私も含ふくめて──より貴方達よりも才能が在った、という事なのでは？」


　ＧＧの口調に得意がる様子もロンを嘲あざける様子も無い。


　彼にそんな感情はそもそも存在しない。彼はただただ不思議に思っているだけだ。


　しかし──


「何が言いたい」


「貴方の原動力が嫉しつ妬となのだとしたら、それは貴方の為ためにならないのではないか、と」


　ＧＧはさらりとそんな事を言った。


　ロンは──


「嫉妬……嫉妬か。あるいは羨せん望ぼうか」


　その言葉を舌の上で転がす。


「それならば、未まだ、良かったのだがな」


「……コルグ老？」


　怪け訝げんそうにＧＧが首を傾げる。


　ロンは晴れ上がる晩冬の空を見上げながら呟つぶやく様に言った。


「彼等はむしろ私を映す鏡の様なものだ。私は本物を知っている。故に彼等もまたなり損ないなのだという事を──嫌いやでも理解せざる得ない」


「本物……」


「勿もち論ろん、君も、そして私もだ」


「…………」


　ＧＧは無言。


　言葉に詰まったというよりも続きを促うながしているのだろう。ロンも蒼そう穹きゆうに視線を注いだまま何ど処こか疲つかれた様な口調で続けた。


「結局──彼等は俗世への執着を捨てきれない。いや、むしろ俗ぞく物ぶつも極まった思考形態になっている。『俗ぞく』のしがらみを切り捨てきれなかったのだよ」


「彼等すら不完全だと？」


「私は〈結社〉の連中を見ていられない。それは恐おそらく──ほんのわずかな考え方の違ちがいが在れば、私もああなっていたと分かるからだ。私自身の過ちを見せつけられ続けている様で──ひどく辛つらい。私は本物を知っていたからこそ、彼等もまた不完全だと理解しているだけの事だよ」


「…………」


「本当に切り捨てきってしまう事がどういう事か。私は知っている」


　再び彼は懐ふところから写真を取り出して言った。


「だから迷っている。迷い続けて──未いまだに答えが出ない」


「コルグ老──」


「……あるいは」


　ロンはふと手にした写真に視線を落とす。


「彼女なら答えを知っているのかも──な」


　色いろ褪あせた写真の片かた隅すみ。


　そこで──ロンの弟子であった娘むすめが、今も変わらぬ闊かつ達たつな笑みを浮うかべていた。





　　　　●　　●　　●





　見覚えの在る道に出たところで、エリックとフレッドは揃そろって車から降りた。


　官公庁舎の集中するワーウィック通り──その端はしをかすめる様な位置である。


　少し歩けばすぐにプーランク通りの繁はん華か街がいに入る。そこを更さらに真っ直ぐ突つっ切きって抜ぬければ、二人の家の在る西地区の住宅街だ。歩いても半時間とかからない。


「ありがとうございました」


「本当にここでいいの？」


　揃って一礼する二人に運転席からネリンが尋ねてくる。


　歩いて半時間なら車で五分の距きよ離りだ。彼女にしてみれば回り道という程の事もない。


「いえ。ちょっと買い物もしたいですし」


「あ……そうか。そうね。ごめんなさい」


　やや表情を曇くもらせてネリンは言った。


　サリヴァン家の買い物は全てエリックが行っているのだという事を、彼女も思い出したのだろう。医療魔法士Ｍ・Ｓだった父親が魔族化して以来、有形無形の嫌がらせを受けた彼の母親と妹は、極度の人間恐きよう怖ふ症しように陥おちいっている。エリック以外は外に出る事すらままならない為、食料や医薬品を始めとする諸々の生活必ひつ需じゆ品ひんは通つう信しん販はん売ばいで手に入れるか──さもなくば彼が買いにでるしかないのだ。


「大だい丈じよう夫ぶです」


　エリックはそう言って笑顔を取とり繕つくろって見せた。


　ネリンには本当に感謝しているのだ。単に参考書だの何だのを貸してくれたというだけではない。彼がサリヴァン家でただ一人、精神科医の世話にならずに済んでいるのは──人間に絶望せずに済んだのは、この真ま面じ目めな魔ま法ほう監かん督とく官かんの存在に拠よる所が大きい。そんな彼女に配はい慮りよの足りなさを謝られては、エリックとしても立たつ瀬せが無かった。


「ではまた。今日は楽しかったです」


「俺もです。ありがとうございました」


　改めて一礼してからエリックとフレッドは揃って歩き出した。


　既すでに陽は落ちて、通りの左右ではぽつぽつと街灯が点り始めている。石いし畳だたみの路面に少年二人の影かげが長々と落ちていた。


「……なあ」


　ふと何か思いついた様に声を掛かけてくるフレッド。


「シモンズ監かん督とく官って歳とし幾いくつだっけ？」


「……いや、知らないけど」


　とエリック。


　彼女の場合──見た目では全く年ねん齢れいが分からないというか、時には歳下に見えてしまう事さえ在る。もっとも大学を出て公務員試験に受かっている事を思えばエリック達の様に二は十た歳ち以下という事は在り得ない訳だが。


「でもまあ二十四か五はいってるんじゃないか？」


「歳の差は六か七って事か。まあ無理な数字じゃないな」


「……何の話だよ？」


　半眼で友人を見るエリック。


　フレッドは笑いながら──珍めずらしくからかう様な口調で言った。


「好きなんだろ？」


「…………」


　顔をしかめてエリックは沈ちん黙もくする。


　慌あわてて否定すればむしろ逆効果だと思ったからだ。彼は頭の中で幾つかの反論を組み立ててから──それを破は棄き。敢あえて今まで温存していた手札をきる事にした。


「良かったな」


「うん？　なにが？」


「春からはいつでも会える」


「…………」


　今度はフレッドが沈黙する番だった。


　実をいえば確証は無かったが──赤面している所を見ると、当たりだったらしい。


　分かり易やすい奴やつである。もっともそんなフレッドに見み透すかされている様では、エリックもあまり偉えらそうな事は言えない訳だが。


　少し気まずい空気を間に挟はさみ、少年二人は無言でプーランク通りを歩いていく。


　やがて……


「しかし中々進まないな」


　頃ころ合あいを見計らってフレッドが話題の転てん換かんを試みてきた。


「復興っつーか補修っつーか」


「ああ……あれか」


　立ち止まってエリックは背後を振り返った。


　その眼が見み据すえる先には──その半ばを大きく抉えぐられたビルが、痛々しい中身をさらけ出して宵よい闇やみの中に佇たたずんでいた。


〈鉄巨人〉事件で破は壊かいされたワーウィック通りの庁舎だ。


　完全な廃はい墟きよばかりが続く景観ならばともかく、視線を巡めぐらせると突然、視界の中に飛び込んでくる大破壊の痕こん跡せきは、見る者にある種の悪お寒かんを覚えさせる。


　日常の脆もろさと──実は、死も破は滅めつも決して物語や風聞の中だけのものではないという事を思い知らされるのだ。勿論、エリックもフレッドも死を意識する様な場面に何度か出会っている。そういう意味では彼等は日常が脆いものだと知っている、達観した学生と言えるだろう。


　だがそれでも……この光景にはある種の感かん慨がいを覚えずにはおれない。


　彼等が生まれた時から、大きく変わる事の無かったトリスタンの中心地、役所通りの景観が大きく破壊されている光景は、『滅ほろびぬものなど何も無い』『明日あしたには何が滅んでいるか分からない』という無言の威い嚇かくを辺りに撒まき散ちらしている様にすら見えたのだ。


　これもまた新しん陳ちん代たい謝しやの一つとも言えるが──それにしては凄せい惨さんに過ぎる。


　実際、行政機能の何割かは麻ま痺ひしたままで、復旧の目め途どもついていない所が多い。破壊された時刻が夜だった為、公務員の大半は無事だったが──それでも書類や設備が無ければ役所の機能はその殆ほとんどが停止する。


　都市を生き物に喩たとえるならば、間ま違ちがいなく行政機関は脳か心臓に相当する。


　それが半ば機能停止──仮死状態になっている訳だ。トリスタンは今、表面的には平へい穏おんだが、その実、恐ろしく不安定な状態とも言える。


　とりあえず市内で暴動が起きていないのは、過去の経験から市警察が厳重に眼を光らせているからである。『黒騎士』事件で暴動寸前を経験しているトリスタン市警は、今回の『鉄巨人事件』の以前から、市内巡回パトロールの強化や、非番の警官を含めた連絡網の整備を続けていたのである。


　現在、警察機能は本署ではなく第一分署が担当している。


　対ＳＡ狙そ撃げき隊ＳＳＳもこの第一分署に置かれているという事で、元々分署としては異常な程に規模が大きかった為、辛かろうじて本署の機能を代行できている状態だ。


「しかし思った以上に街は静かだよな」


　とフレッドも立ち止まってワーウィック通りを振り返る。


「そうか？」


「〈黒騎士〉事件の時とかは──えらくぎすぎすしてたっていうか」


「ああ。それは」


　苦笑を浮かべてエリックは言った。


「当然だろう。被害は大きかったとはいえ、もう元げん凶きようそのものは取り除かれてるし。〈黒騎士〉みたいにそもそも『何処に居るか分からない得体の知れない怪物』でもなかった訳だしな」


「あんだけでかけりゃ……なぁ」


　とフレッドは破は壊かい跡あとのある部分に眼を向ける。


　そこには巨大な……恐おそろしく巨大な『足あし跡あと』が残っていた。


　あの鉄巨人のものだ。


　破壊された〈鉄巨人〉本体は、早々に帝てい国こく陸軍が解体して回収した様だが、この『足跡』まではどうにもならなかったのだろう。


　元々、特とく殊しゆな魔ま法ほう力りき場ばを帯びていたらしい〈鉄巨人〉は、その巨体に比して殆ど足跡を残していなかったが、此こ処こで戦術魔法士達と戦った際、その巨体を維い持じする為の魔法力場を解除され、その重量の全てを自らの脚あしで支える事となり──結果として数歩分、その足跡を路面に刻んでいたのだ。場所によっては手形らしきものも残っているとエリックは聞いた事が在る。


「そういえばあの〈鉄巨人〉には色々妙みような噂うわさが出てるな」


「みたいだな」


　再び歩き出しながらエリックはポケットから買い物品目の一覧を取り出して眺ながめる。


「魔族が乗ってたとか、某ぼう国こくの秘密兵器だとか……」


　エリックに言わせれば馬ば鹿か馬ば鹿かしいものが殆どだ。


　魔族に兵器を使う様な知ち恵えが在るとも思えないし、もし本当に秘密兵器だというのなら先の事件は立派な宣戦布告な訳で、とっくにアルマデウス帝国は戦争状態になっている筈はずである。まさか戦争する気も無いのに秘密兵器を持ち出して他国の街中で暴れ回らせたりはすまい。


「もうちょっと現実味リアリテイが欲しいね」


　苦笑して言うエリック。


「──さて。とりあえずは食料品からかな」


「俺も居るんだから、大量に買い込んでおいたらどうだ？　常備野菜とか幾らあってもいいだろ」


「まあそうだな……」


　一覧をポケットに戻もどしてフレッドの提案に頷うなずく。


　そこで──


「…………？」


　エリックは再び立ち止まった。


「どうした？」


　数歩先に行ってから──やはり立ち止まってフレッドが振り返ってくる。


「いや……今……ちょっと」


　エリックは眉まゆを顰ひそめて呟つぶやく様に言った。


　彼が見ているのは丁度、二人の脇わきを通り過ぎ、工事現場の一つに停まった大型トラックであった。何やら大きな作業機械を積んでいる様で、二重に掛けられた幌ほろが、ごつごつと角張った輪りん郭かくを示していた。


　それそのものは別に珍しい光景ではない。


　大型トラックも作業機械も、今のワーウィック通りとその周辺では、それこそ数え切れない程に見かける。トリスタンの建設業者だけでは足りないらしく、車体登録票ナンバー・プレートに他の都市を示す略号を刻まれたトラックの類も、あちこちに停まっていた。


「なんだよ？」


　フレッドが怪け訝げんそうに尋たずねてくる。


「あれ……あの機械」


「土木機械か何かだろ？　エア・ハンマーとか」


「……まあそうかもしれないけど」


　エリックは眼を細める。


「魔法機器だぞ。あれ」


　少年達の脇を通り過ぎるその瞬しゆん間かん、掛かけられた幌の端はしが翻ひるがえって──どうやら固定用の縄なわが一本、解けていたらしい──その下に在る機械の一部をさらけ出したのだ。


　勿もち論ろん、何の知識も無い人間には、それは気になる程のものでもなかったろう。


　だが幸か不幸か──エリックには魔法関連の知識が在った。生き真ま面じ目めなエリックは、単に魔法士になる為の勉強のみならず、周辺機器、つまりは魔法機材の事についても知識を溜ため込んでいる。『ただ目先の必要な知識だけでなく、俯ふ瞰かん的に魔法技術全体を見み渡わたさなければ見えてこないものもある』というのが彼の主張だ。


　何にせよ……彼はそれ故に気付いたのだ。


　あのトラックに載のせられていたのが魔法機材であるという事に。


　だが──


「別に工事現場で魔法機材使う事もあるだろ？」


　とフレッドは特に不ふ審しんがる様子も無い。


　彼の言う通り──工事現場で魔法士が活かつ躍やくする事は意外に多い。大型の土木機械が入れない場所では、工業魔法士が作業をする事も多い。特に入り組んだ場所での瓦が礫れきの撤てつ去きよなどは、彼等でなければバケツリレーの様な人海戦術に頼るしか無く──効率が悪すぎる。魔法士ならば魔法一つで、安全に、短時間で、確実にそれをこなしてしまう。


　しかし……


「もうその段階は済んでたと思うんだが」


　エリックは呟く。


　ついこの間とはいえ──既すでに事件から半月余り。行方ゆくえ不明者の捜そう索さくをするにしても、建物を修復するにしても、まず最初にすべきは瓦礫の撤去である以上、それらの作業は粗あら方かた終了している筈だ。


　今は殆どの現場で、通常機器を使った作業に移行している。魔法士に支払われる人件費や、魔法機材の賃貸費用を考えると、必ずしも魔法を使う方が安いとも限らない。何でもかんでも魔法士にやらせる様な業者はすぐに経営難に陥おちいってしまうだろう。


　それに……


　あの『鉄巨人』が巨大な異形モールドであった事は、もう市民の間にも知しれ渡わたっている。『黒騎士』事件と相まって、全体的にトリスタン市では魔法や魔法士を敬遠する傾けい向こうが強まってきていた。どうしても必要な場合はさておき、他の方法で代用が利く作業に、魔法を積極的に使う業者は少ない筈だ。


「今、殊こと更さらに魔法機器を運び込む……なんか変な気がするんだが」


「そうか？　たまたま魔法でないと処理しにくい何かが出てきただけかもしれないだろ」


「まあそういう可能性もあるか……」


　フレッドの言う事ももっともである。


　どうも神経質になっているらしい。


　元々──色々と人間というものについて懐かい疑ぎ的にならざるを得ない現場を見てきたエリックは、何事をも疑って掛かるというか、常に最悪の事態を想像する様な癖くせがついている。


　考えすぎと言われれば、その通りかもしれない。


　だが──


「…………」


　再び歩き出しながら、しかし何故かエリックは妙な胸むな騒さわぎを忘れ去る事が出来なかった。





　　　　●　　●　　●





　宵よい闇やみの中を奇き妙みような物体が音も無く移動してゆく。


　灰色基調の奇妙な模様を帯びた塊かたまり。


　廃はい墟きよと廃墟の狭はざ間まをそろそろと進むその姿は、ひどく視認しにくい。周囲に溶け込む効果も在るが──何よりもその配色は『視覚的な印象に残らない様に』計算されたものだ。


　色しき彩さいだけではない。少し離はなれて見れば、その塊の中身が人間であると見み抜ぬくのは至難の業になるだろう。敢あえて幾いくつもの布片を付ける事で『人としての形』を崩くずしているのだ。あくまで人間を捜さがしている眼にとって、これはどうしても見落としがちになる。


　隠密用偽装服ギリスーツである。


　偵てい察さつ兵へいや狙そ撃げき兵へいなどが着用する特とく殊しゆ戦せん闘とう服の一種だ。


　数は三。


　彼等は建物の陰かげから陰へと縫ぬう様に移動してゆく。


　ちらりちらりと服の下からのぞく武装はいずれも自動小銃──それも銃じゆう床しようを折りたためる空挺兵パラトルーパー仕様。


　分隊支援火器ＳＡＷ──軽機関銃や、携帯迫撃砲グレネードランチヤーといったかさばる大型火器を装備した者は居ない。代わりに一人がどうやら大型の通信機を背負っている様だった。背中の部分が他の者と違ちがって四角く盛り上がっている。


　偵リ察ー部コ隊ンだ。


「……よし」


　一人が建物の壁かべに張り付く様にして停止。周囲に、他に動くものが無いのを確認してから素早く建物の中に侵しん入にゆうし──最上階へと移動。合図を待って他の二人も最上階へと移動すると、そこで彼等は偽装服の下から幾つかの装備を取り出した。


　双そう眼がん鏡きようと写真機だ。


　どちらも三さん脚きやくに固定して窓に据すえ付つけられる。共にやたら大きなレンズフードが取り付けられているのはレンズの反射を抑おさえる為ためだ。高倍率の大口径レンズはどうしても光を跳はね返して目立つ事が多いからである。


「設置完かん了りよう。対象捕ほ捉そく」


「二班に連れん絡らく」


　彼等はこの一ヶ月余り、ある対象を見張っていた。


　三班制で交こう替たいし、その都度位置を変え、悟さとられないように移動には細心の注意を払はらいながら二十四時間監かん視しを継けい続ぞくしてきたのだ。


　対象はその間、建物からは一歩も出ていない。


　いや、それどころか──


「二班移動準備開始。異状なし」


「…………しかし」


　兵士の一人が懐ふところから取り出した樹じゆ脂し製の管を咥くわえながら言った。


　管は腰こしの水すい筒とうに繫つながっている。これが在ればわざわざ水筒を手に持たなくても水分補給出来るという寸法だ。その分、銃じゆうや他の装備から手を離す時間が少なくて済む。


「嫌いやになるな。覗のぞき甲が斐いのねえ奴やつだ」


「まさか人形が置いてある訳じゃないだろうな」


「それはない。たまに動くからな」


　兵士の声にはうんざりした響ひびきが在った。


「正直、あれが人間じゃないって話──最初は半信半疑だったがな」


「飯も食わなきゃ糞くそにもいかねえ。どうなってんだ」


　兵士達は抑えた声でそんな会話を交わす。


　彼等が双眼鏡で見張り続けている対象──それは一人の女だった。


　高倍率レンズの向こうに、何ど処こか物もの憂うげな表情を浮うかべたまま、玉座の如ごとき大型の椅い子すに座する娘むすめの姿が映っている。上官から兵士達が命じられたのは、その娘と娘の周辺に現れる者達の、監かん視し及および記録だ。


　対象はいずれも人間に見えるが、上官によると彼等は魔族メレヴエレントなのだという。


　人間の姿をした魔族──最初に聞かされた時には、上官の正気を疑った彼等であったが、こうも異常な姿を見せつけられては信じざるを得まい。監視が始まって一ヶ月以上の時間、娘は食事をする事も無ければ、生理現象の為に席を立つ場面すら目もく撃げきされていないのだ。


「確かに化け物だな」


「なんて言ったかな。あいつの名前」


　兵士の一人が呟く様に言う。


「オッフェルトリウム……だったか？」


　さすがの兵士達も、この変化に乏とぼしい任務に退たい屈くつを覚え始めていた。


　無論、監視任務は元より退屈なものだが──この監視対象はあまりに人にん間げん離ばなれしている。銅像の二十四時間監視を命じられている様なものだ。たまに動いてもそれがさして意味の在るものには見えない。髪かみを搔かき上げたり。少し左右を見回したり。仲間らしき人ひと影かげがやってきた時は唇くちびるを動かして喋しやべりもする様だが──それ以外は本当に動きらしい動きも見せない。


　対象が異形の怪物であるならば、兵士達もまだ緊きん張ちよう感かんを維い持じする事も出来たろう。だが、相手が平凡な人間の娘の姿をしている事も、彼等の倦けん怠たい感を助長する結果となっていた。


「〈資格者クオリフアイア〉……か」


　監視対象とその仲間は自分達をそう呼こ称しようしているという。


「何を考えてるんだかな……」


「そもそもこいつら、こんな廃墟で何やってんだか」


「少しよう佐さは『陰いん謀ぼう』なんて言ってたけどな……」


　普ふ段だんならば滅めつ多たに叩たたかない無む駄だ口ぐちも増える。


「それを考えるのは俺達の仕事じゃねえだろ」


　彼等の領分はあくまで『眼』たる事。


　情報の分ぶん析せきとそれに基づく対応の決定は『頭』たる上官達の仕事である。


　兵士達は溜ため息いきをつきながらも延々と双眼鏡を覗き続けた。





　　　　●　　●　　●





　水すい滴てきを帯びた陶とう器きと陶器が触ふれ合って涼すずやかな音を立てる。


「あ……ごめんなさい」


「──いえ」


　カペルテータは洗い終わった皿を振ふって水を切ると、乾かん燥そう台の上に並べていく。


　正確かつ最小限の動作の連続は、彼女の首から下をまるで専用の機械の様にすら見せていた。恐おそらく彼女だけで台所に立っていれば、陶器同士が接せつ触しよくして鳴る事も無かっただろう。先の音はたまたま隣となりで同じく洗い物をしていたノーラの手にあったカップとぶつかった結果である。


　ノーラも決して手際が悪い訳ではない。むしろ良い方だと言えるだろう。


　彼女によれば眼が見えなかった頃からむしろ率先して家事を手伝っていたという。家の中という限られた空間内ならば盲もう目もくでも習熟によって健常者と同じ生活が出来る。それを理解してからは、彼女は仕事を持つ母の代わりに炊すい事じも洗せん濯たくもこなしてきたそうだ。


　とはいえカペルテータの動きと比べるとどうしても見み劣おとりしてしまう。


　カペルテータのそれにはまるで『遊び』というものが無いのだ。皿を振って水滴を落とすその仕草だけを見ても、最適な角度、最適な速度、最適な回数で作業を終える。良く言えば効率的だが悪く言えば──人間の仕草とは思えない程に余裕が無い。結果として予想外の要素が混入すると、途と端たんに動きが阻そ害がいされる。例えばそれが今回であればノーラの存在だったという事だ。


「いつも思うんだけど。すごいね」


「そうですか」


　褒ほめ言こと葉ばにもカペルテータの表情は揺らがない。


　やはり首から下が素早く動いて洗い物をこなしてゆく。


　この数日間──シェリング邸ていの夕食後、食器を洗うのはノーラとカペルテータの仕事になっていた。シェリング夫妻が求めた訳ではないが、ノーラが『せめてこれくらいは』と始めた洗い物に、カペルテータも加わった形だ。


　ちなみにレイオットはバリーに誘さそわれて居間で戦チ戯エ盤スをしている。レイオットはこの手の遊びにあまり強い方ではないので、すぐに負けてしまい、今は二戦目の為に駒こまを並べ直している最中だった。


「…………」


　カウンター型のキッチンからは、作業をしながらでも居間を見通す事が出来る。


　カペルテータの両眼は洗い物の最中にもレイオットの方を向いたままだ。


　その執しつ拗ようさはまるで義務の様──というよりは何かを見落とす事に不安を抱いだいている様にすら見える。


「……カペルさん」


「はい」


「余計なお世話かもしれないけど……そろそろ答えを出した方がいいと思う」


「…………」


　カペルテータの動きが止まった。


　彼女はそのまましばらくレイオットの方を見つめていたが──ふと何かを想いだして我に返ったかの様に、傍かたわらに立つノーラを振り返った。


「私、カペルさんの気持ち、分かる……と思う」


　断言をしなかったのは彼女なりにカペルテータに気を遣つかったという事だろう。


　だが……考えてみれば一切の曖あい昧まいさを持たないカペルテータの動きは、ノーラの眼からすれば硝子ガラス容器と同じだ。その内側に封ふうじ込こめてある心も、ノーラには手に取る様に──いや痛い位によく分かるのかもしれない。


「…………」


　カペルテータは瞬まばたきしながらノーラを見つめる。


　一切の誤ご魔ま化かしを許さぬ透とう徹てつした視線に一いつ瞬しゆん気圧されながら……しかしノーラは言った。


「答えを出す事を怖こわがってる。そんな風に見える」


「……そうですか」


　さして興味も無さそうな声でカペルテータは応じる。


　だがノーラは構わず続けた。


「でも本当はとっくに答えは出ていて。ううん……最初から答えは決まっていて。なのにそれを受け入れて良いのかどうか分からなくて。ずっとそのまま来て……それが当たり前になってしまって。だから……そこから抜ぬけ出せなくて」


　まるで何かを朗読する様にノーラが言う。


　彼女の眼にはまさしくカペルテータの心がそう見えているのだろう。


「前にも言いました」


　カペルテータは言った。


「私は狂くるっています」


　だからノーラの読みは間ま違ちがっているという事か。


　だが──


「狂ってないよ」


　ノーラは優しく笑って言った。


「物もの凄すごく不器用なだけ」


「…………」


　不器用。


　それは一見すればカペルテータには最も不似合いな台詞せりふであるかもしれない。むしろ大たい抵ていの技能をすぐに修得して使いこなす彼女は、器用すぎる印象の方が強い。


　しかし……


「多分そのままじゃきっといつまでも答えは出ない。出せない」


「それは──」


　ひどく珍めずらしい事だった。


　カペルテータが言葉に詰つまるなどという事は。


「でも駄だ目めだよ。それじゃ駄目だよ。なんて言うか──それは哀かなしいよ」


「哀しい……？」


　意味不明の言葉を突然突き付けられたかの様にカペルテータは首を傾かしげる。


　ノーラはカップを置いて一歩カペルテータの方に近付くと、彼女の紅あかい瞳ひとみを覗き込む様にして言った。


「このままじゃ二人共……何処にも行けないよ」


「…………」


「歩けるのに。道も在るのに。二人共お互たがいの手を繫つないだまま、どっちも一歩を踏み出せないから、お互いの重しになってるよ。背中を押せるのは、二人共、お互いだけなのに」


「お互いの……」


　カペルテータは呟つぶやいて──それからレイオットの方を再び振り返る。


「私……が？」


「ごめんね」


　ノーラは洗い物を再開しながら言った。


「お節せつ介かいだとは思ったんだけど……でも」


「…………」


「私──ね」


　ノーラは自分の手元を見ながら呟く様に続ける。


「実は眼の手術をする時に──凄すごく怖かった」


「怖い……？」


　カペルテータはノーラに視線を戻す。


　かつて盲目だった少女はこっくりと頷うなずいて見せた。


「生まれた時からずっと眼が見えなかったから。ずっとずっと暗くら闇やみの中に居て、それに慣れてしまっていたから。なんだか──そこから出て行きなさいって言われたみたいで」


「…………」


「おかしいでしょ？」


「いえ──」


　カペルテータは首を振った。


「おかしくないと……思います」


　慣れてしまって。それが当たり前になって。


　だから事の是ぜ非ひに関わらずそこから抜け出せなくなって。


　人間は環境に負ける。


　順応すると言えば聞こえは良いが……それが良くない事だと分かっていても自分を慰なぐさめる為に言い訳をする。環境に寄より添そう余りに、自分自身を説得し騙だます事さえする。


　このままでいいのだと。


　無理に変わってしまう必要は無いのだと。


　むしろ無理に変化を望めば、より悪化してしまう可能性だってあるのだと。


　だが──


「だからって立ち止まってたら何処にも行けない」


　ずっと暗闇の中に佇たたずんでいるだけ。


「何も変わらない。何も始まらないし──何も終わらない」


　時間は過ぎてゆくのに。


　何もかも変わっていくのに。


　なのに自分はそれに背を向けて──永遠の昨日に立ち止まって。


「それは、想い出を大事にするとか、昨日を忘れないとか、そういうのとは違うと思う。歩いていくから振り返れるし──振り返ってから気付く事だって沢たく山さんあると思う」


「…………どうして」


　カペルテータは呟く様に言った。


「今そんな話をするのですか」


　ノーラの眼ならば、出会った時に殆ほとんどの事は見み抜ぬいていた筈はずだ。


　事実──彼女は初めて出会った際、別れ際に『早く答えが見つかるといいですね』とカペルテータに告げている。その時の彼女はこんなにも熱心にカペルテータを説得しようとしていなかった。


　あの時は行きずりの他人だったから──という事もあるだろう。


　しかし……


「一つはあの人の事があったから」


　ノーラは言った。


「あの──〈鉄巨人〉に乗っていた人を見てしまったから」


　永遠の昨日に佇んだまま、世界を憎む事しか出来なかった男。


　何かのきっかけさえ在れば──ほんの一歩でも踏み出す事が出来たなら、あるいは違う未来が在ったのかもしれないのに。誰かに愛され、誰かを愛して、自分も含めた世界を許せたのかもしれないのに。


　でもそうはならなかった。


　過去に縛しばられたままあの男は結局、自じ滅めつした。


　そして──


「もう一つはスタインバーグさんの様子が少しいつもと違うから。スタインバーグさんはきっと……」


　一瞬、口ごもるノーラ。


　自分の眼めが視みたものについて戸と惑まどっているかの様だった。


「迷ってるから。色々な──ものに」


「…………」


　カペルテータはもう一度レイオットの方を振ふり返る。


　彼はハリーと戦戯盤を挟はさんで顔をしかめている。どうやら早々に追い詰められている様だった。戦戯盤の勝敗は最初の一手で大半が決するとも言われているが、この分では洗い物が終わる前に本日二度目の投とう了りようをしているかもしれない。


「色々すぎて私にも全ては分からないけれど。でも迷いながら焦あせってる。時間が無いかもって考えてる。あまり自覚は無いかもしれないけれど……」


　あるいはそれは──余人には意味不明の評であったろう。


　ノーラとて自分の見たもの全てをきちんと言語化出来る訳ではない。それは彼女の持つ異様な観察力とはまた別の技能だ。複雑に入り組んだ感情は──たとえ自分のものであっても言葉にするのは難しい。


　しかし……


「そう──ですか」


　カペルテータはそれ以上尋たずねる事も無かった。


　ノーラの曖昧な表現でも彼女の中に響ひびいて理解出来るものが在ったのか。


　それとも──


「…………」


　カペルテータは皿の一枚を手に執とると機械の如ごとき正確さで洗い物の作業を再開した。
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　技術の進歩とは、試し行こう錯さく誤ごの積み重ねに他ならない。


　それはつまり、幾いくつもの失敗の上にたった一つの成功を拾う様な、限りなく徒労に近い行こう為いを、諦あきらめず、延々と地道に繰くり返かえしていくという事だ。一朝一夕せきに飛ひ躍やくする技術などまず在あり得ないし──在ったとしても、それはひどく不安定なものにならざるを得ない。大量の失敗によって均ならされた足場の上にこそ、技術の塔とうはそびえる事が出来る。充じゆう分ぶんな試行錯誤を経ていない技術革新は、しばしば予想外の状じよう況きように出会うと対応しきれなくなるのだ。


　事実、最さい新しん鋭えいの技術の駆く使しを謳うたって日々生み出される無数の商品の内──十年後にまで残って定番化するのはごくわずかだ。一いつ般ぱん家庭で使用される日用雑貨から、軍や警察で使用する武器や兵器の類たぐいまで、それは同じである。


　技術が一歩──いや半歩前進しただけでも、その度たびに様々な問題が内外から出てくる。


　むしろ技術開発においては、その半歩の段階でどれだけ問題点を予あらかじめ剝むき出だしにしておけるか──つまりはどれだけ上手く行かずに躓つまずいたかという事の方が重要になってくる。無む駄だと思われる失敗の蓄ちく積せきこそ、技術の円熟を助ける苗床足り得るのだ。


　そしてそれにはどうしても一定の時間が必要になってくる。


　その意味で……魔法工学というものは未まだ円熟には程遠い。


「たった二十五年だからね」


　とジャック・ローランドは言った。


　確かに〈聖セント・シューマンの実験シユーマン・エクスペリメント〉以降……魔法技術は爆ばく発はつ的てきな勢いで人の世に広がっていった。『夢の新技術』はありとあらゆる分野に応用され……明らかに無意味とも思われる場面でも魔法を使う事が検討された。


　魔法関連の産業は急速に成長し、肥大化した自らを支える為には、ただ需じゆ要ようを満たすだけでは足りなくなり──結果、わざわざ新たな魔法の需要を創出して消費を促うながすという行為にまで出る様になった。供給側が需要を御ぎよするという本ほん末まつ転てん倒とうの末期状態に達するのに、魔法産業の場合はわずか二十五年だったという事だ。


　無数の魔法機器が開発され、魔法書式が記述され、確かにそれは他の普通の技術に比べれば何倍も濃のう密みつなものであったろう。本のページを捲めくるのに使う魔法書式が大おお真ま面じ目めに検討されていたという記録が今も残っている。普通に思いつく程度の分野には応用され尽つくした結果である。


　だがそれでもわずか二十五年だ。


　人類が数千年分営々と積み上げてきた歴史に比べれば一いつ瞬しゆんと言っても過言ではない。


　そもそも技術とは世情が変われば求められる形も変わる。


　例えば道路が整備されていなければ、高性能のスポーツ・カーなど存在する余地も在るまい。あるいは水道が整備されていなければ、小型で手軽な家庭用浄じよう水すい器きなども求められる事は無い。けだし技術とはそれ自体で──単独で存在し進化し得るものではなく、外部からの刺し激げき要因無しでは、そもそも進歩も発展もし得ない。


　長い年月の間に移り変わる幾つもの世相を経て、ようやく技術は円熟し完成する。


　その意味では魔法はわずかに二十五年──一つの世相しか経ていない。


　故に……歴史的な錬れん磨まを経ていないままに、進化を急激に制限されざるを得なかったその技術は、あちらこちらに発展の余地を残したまま、停てい滞たいしてきたのだ。


　ましてやその後、幾いく重えにも掛かけられた法的拘こう束そくの中で、極めて限られた方向にのみ発展してきたモールド関連の技術は、〈イエルネフェルト事変〉の以前に比べると、殆ほとんど停とまっているに等しい進歩しか経ていない。


　故に──


「俺が造ってなくてもいつかは誰かが造っただろうね。今まででも思いついた奴やつは居いるだろうし。造る機会が無かっただけでさ」


　黒染めブルイング──酸化皮ひ膜まく処理で錆さび止どめされた金属フレームを平手で叩たたきながらジャックは楽しげに言った。


　ジャック・ローランド。


　天才と呼ばれるモールド・エンジニア、ルイーゼ・ローランドの孫であり──彼女の才能をそのまま受うけ継ついだかの様に天才的な機械工である。国家資格こそ持っていないが、彼はモールド・エンジニアの平均水準を大きく上回る知識と、それに裏打ちされた技能を備えている。所有者が無資格である故に、正規の工こう房ぼうに持ち込めないレイオットのモールドやその周辺機器の整備を行っているのが彼であった。


　もっともそんな彼の身上を先に知ってから本人に会うと、多くの者が意外そうな表情を浮うかべる。恐おそらく『無資格』という言葉から『無法者』を……誰だれ彼かれ構わず威い嚇かくして回る様なチンピラ然とした印象を最初に抱いだいてしまうのだろう。


　柔やわらかな金きん髪ぱつ、鳶とび色いろの大きな瞳ひとみ、きめ細かく白い肌はだに、細い顎あごと──少女の様な華きや奢しやで綺き麗れいな顔立ちはそんな先入観を大きく裏切る。レンチどころかスプーンやフォークよりも重い物を持った事が無さそうな繊せん細さいさがその容姿には在った。


　しかも着ているものといえば油に汚よごれた作業服ばかりで──これが全く似合っていない。


　着慣れたが故の自然さは在るものの、何ど処こか違い和わ感かんが拭ぬぐいきれないのだ。そもそも特定の容姿とは根本的に嚙かみ合わない格好というものが在る。ジャックに関して言えばそれが作業服なのだった。これに関しては彼自身も自覚が在るらしく『お陰かげで、やたら舐なめられるんだよなあ』と愚ぐ痴ちをこぼしていた。どうもそのちぐはぐさから、初対面の相手にはよく技術を疑われるらしい。容姿でボルトを締しめる訳でもなかろうが、説得力というものに人間はどうしても惑まどわされてしまうのだろう。


　それはさておき……


「どうしてもモールドって『服』のイメージがあるけどね。魔法工学的に言えばむしろ魔法士の方こそモールドの一部……部品でしかない」


　ジャックは改めてレンチを片手に各部の点検を始める。


「魔法を制せい御ぎよする為の最も重要な部品」


「身も蓋ふたも無いな」


　と──ジャックの作業を眺ながめながら苦笑するのはレイオットである。


　勿もち論ろん、彼の傍かたわらにはいつもの如く影かげの様に寄より添そうカペルテータの姿も在った。


　此こ処こはジャックの『巣』──ＪＲ総合機器研究所の中である。


　かつてはやたらと機械部品やらガラクタやらが散乱して、見るからに混こん沌とんとした様相を呈ていしていたこの建物だが、最近はよく顔を出す姉あね弟で子しの影えい響きようか、割と整理整せい頓とんが行き届いている印象が強い。改めて持ち込まれた棚たなに部品の類は悉ことごとく整理され、大型の機材や資材も壁かべ際ぎわに追いやられ、床ゆかには螺ね子じ一本落ちていない。ジャックが愛用する作業台がまるで孤こ島とうの様にぽつんと中央に残っている状態だった。


　当初はジャックも口うるさく干かん渉しようしてくる姉弟子に辟へき易えきとしていた様だが、最近はもう慣れてしまった様にも見える。


　まあレイオットにしても、モールド・キャリアをこの研究所内に入れる際に、余計なものを轢ひいてしまわないかと気を遣つかう必要が無くなったので、どちらかというとこの変化に関しては肯こう定てい的てきである。


　それに──


「でも事実さ。そういう意味ではタクティカル・モールドなんかより、据すえ置おき型のメディカル・モールドや、ファクトリー・モールドの方が理に叶かなってる」


　予あらかじめ整理されていなければ、とてもこの様な真ま似ねは──複数の大型機材を並べて整備する事など出来なかったろう。


　ジャックの前には五台の機械装置が整列していた。


　細部に若干の違ちがいは在るが基本は同じものだ。馬ば蹄てい形けいの金属フレームに沿う様にして、大型のサスペンション、小型のエンジンが配置されている。構造材としては鋼鉄特有の重厚感を持ちながら──馬蹄形フレームの内側にはぽっかりと何かを収めるかの様な空くう虚きよが確保されている為に、むしろ見た目には妙みように軽そうな印象が在った。


〈ホイール・マニア[image: ]〉。


　ジャックはその機械装置をそう呼んでいた。


「あくまで魔法を効率的に、精度高く、安全に、行使する為にはどうしても安定器も大型になるし、集束増幅器スタツフも同じ。結果的に重くてでかくなる。でもそれでは戦せん闘とうに使えないからってんで、色々犠ぎ牲せいにして、タクティカル・モールドってのは造られてる訳ね」


　言ってジャックが振り返る先には、整備の終わったレイオットのモールド──〈スフォルテンド〉が移送用架台に収まったまま置かれている。中身の無いままにその拘束装甲を展開したモールドは、まるで腑ふ分わけされた遺体の様にも見えた。


「まあどこまで行っても戦闘の基本は歩兵だしね。けど、だからって全てを一つの装備でこなそうとするのは賢かしこいやり方じゃない。一番役に立たないのは実際には汎はん用よう機さ。万能なんてのは戯たわ言ごとだ」


　言いながらジャックは〈ホイール・マニア[image: ]〉を順番に整備してゆく。


　レイオットの眼には何をどうしているのかさっぱり分からないが──


「と──言ったらエヴァ姉に怒ど鳴なられた」


「……だろうな」


　苦笑するレイオット。


　エヴァ姉というのは前述の姉弟子の事である。


　エヴァ・イーミュン。ジャックの祖母ルイーゼが経営するローランド工房を執とり仕切る才さい媛えんで、一時期ジャックとは仲が悪かった様だが、最近は和解できた様で、頻ひん繁ぱんにこのＪＲ総合機器研究所にも顔を出しているらしい。


「それはさておき」


　ジャックは一歩離はなれて、その〈ホイール・マニア[image: ]〉の仕上がり具合を眼で確認しながら話を続けた。


「まああの〈アセンブラ〉ですら、実際には万能機じゃない。〈アセンブラ〉の汎用性はモジュール構造による部品交こう換かんによって確保されてるから、全く同一の〈アセンブラ〉で色々なモールドに対応する訳じゃない」


「ああ……そうみたいだな」


　レイオットは頷うなずく。


　汎用量産型モールド〈アセンブラ〉。


　これはエヴァが開発を進めている次世代のモールドである。


　基本、魔法士個人に合わせて個別製造カスタムメイドが基本であるモールドだが、部品を共通規格のモジュール化する事により、生産性を上げ、より安価に、より部品供給を安定させようというのが〈アセンブラ〉の設計方針コンセプトだ。使い捨てとまではいかずとも、均一な品質の予備部品を確保出来るなら、その方が一台のモールドを修理しながら使うよりも安全性は上がる。


　そしてその為には大量生産が必ひつ須すであり──商売として大量生産した品をさばこうとするならば、戦術魔法士Ｔ・Ｓ、医療魔法士Ｍ・Ｓ、工業魔法士Ｉ・Ｓと、分野を問わず使えるものにしなければ、とてもではないが需要を確保出来ない。


　故に〈アセンブラ〉は汎用型として設計されているのである。


　とはいえ、ジャックの言う様に、求められる方向性が違うモールドを、全て一種類のモールドで賄まかなうという事は、あまりに効率が悪い。トラックとスポーツカーとバスを一台で済まそうとする様なものだ。


　故に〈アセンブラ〉は部品を交換する事で様々な分野のモールドに特化させる方法を採った。これもジャックの言う通り、基礎部分から全て特定の分野に特化したモールドに比べると、性能は劣おとる。先の車の例で言えば、ボルトやビス一つから『早く走る』事に特化して造られた車と、トラックやバスの様な車とエンジンやシャーシを共用する車では、明らかに前者の方が早く走れるというのと同じ理り屈くつだ。


「で──だ。俺の場合はこれを、『追加装備』って事で補う発想な訳ね」


「追加装備っていうにはでかいけどな」


　レイオットは〈ホイール・マニア[image: ]〉を眺めながら言った。


　それはモールド専用の高速移動装置である。


　元々モールドは重い。


　当たり前だが、これは容易たやすく装着者を疲ひ弊へいさせる。


　戦術魔法士の多くは体力に恵めぐまれているという事と、そもそもモールドを着ての魔ま法ほう戦せん闘とうが長時間に及およぶ事は稀まれな為、その重さが致ち命めい的てきな問題になる事例は少なかった。またバイクやバギーを用いる戦術魔法士も居て、そうした問題点を補っている場合も在る。


　だが──バイクやバギーはあくまで移動手段に特化した装置だ。


　例えばバイクやバギーを運転しながらスタッフの操作をするのは──不可能とまでは言わずとも極めて難しい。それはつまり操作系統の違う二つの装置を同時に扱あつかうという事だからだ。人間の手は二本在っても脳は一つしかない。元々別々の作業を同時に行う様には出来ていないのだ。


　そこでジャックは考えた。


　操作系統を一本に統一すれば良い──と。


　その一つの答えがこの〈ホイール・マニア〉だ。


　馬ば蹄てい型のフレームに、エンジンとサスペンションを吊つり下さげ、上には武器とスタッフを固マ定ウ装ン備トする架台を付け、更さらにはそれらの操作をワイヤーやチェーンによって手元の操そう縦じゆう桿かんに一元化する。


　勿論、手先でスタッフや武器を相手に振り向ける、といった細かい作業は固定されたために出来なくなるが、その代わりに運動性に優れた〈ホイール・マニア〉は、小さな操縦桿とペダル操作の動きで身体からだ全体を振り向ける事が出来る。


　また……元々走行性能を追つい究きゆうした追加装備である事から、車体そのものは小さく、一いつ般ぱん的な民家では苦しい場所もあるが、公共性の高い建物の屋内──役所や大型店てん舗ぽ、劇場、その他──では支障なく移動できる。


　エンジン出力そのものはそう大きくないが、車体が軽い為に、速度はかなり出る。ましてやＮＯＳ──ナイトロジェン・オキサイド・システムを搭とう載さいしている為に、回数や時間に制限は在るが、爆ばく発はつ的てきな加速を得る事も出来る。


　確かにこれは戦術魔法士にとっては便利な装備だ。


　そして何処にも突とつ飛ぴな技術や発想は無い。


　あくまで既存技術の組み合わせで造り出された代しろ物ものだ。


　確かにジャックが造らなかったとしても、いつか誰かが造っていたかもしれない。


　とはいえ……


「まあ設計思想は分かるが。俺が聞いてるのは」


　レイオットは鼻筋に沿ってずり落ちかけているサングラスの上から、並べられた五台のホイール・マニアを眺めた。


「なんでそれが五台も在るかって事なんだが」


　勿論、その内の一台はレイオット用なのだろう。


　だが予備だとしても四台も必要あるまいし──何よりわざわざ組み立てておく必要など無い筈はずだ。


「前に言わなかった？」


　ジャックはここでようやくレイオットを振り返って言った。


「軍から発注が来てるって」


「ああ──ＦＡＶだっけか？」


　先遣攻撃隊用フアースト・アタツク・車両ヴイークル……その軽量さを活かし、小型の高速輸送機で最前線にいち早く投入される車両の事だ。本隊が到着する前の露つゆ払はらいから、強行偵てい察さつ用よう途とまで使い方は様々である。


「まあバギーよりは小さいが。空間容積としちゃバイクと変わらないだろ」


「バイクと違って操縦と射しや撃げきが同時にこなせるからね」


　とジャックはフレームの上の操縦桿を手ての甲こうで弾はじいてみせる。


　ワイヤーや歯車といった部品で繫つながれた装置が、それに連動して痙けい攣れんする様に動いた。


「まあそれに──フィリシスにも一台、頼まれてたからさ」


「あいつの好きそうな代物ではあるよな」


　とレイオット。


「まあそういう訳でさ。元々部品一式、予備に用意していたんだけどね……正直、〈ライトニング・ボルト〉や〈リバース・ペット〉の発注も一緒に来るとは思ってなかったよ」


「……なんだって？」


　さすがにレイオットは眉まゆを顰ひそめて言った。


〈ライトニング・ボルト〉は帝都警察Ｃ・ＰのＡＴＡＳＡや市警のＳＳＳが使用している対魔族用狙そ撃げきライフル〈サンダー・ボルト〉を、ジャックが複製・改良したものだ。


　そして更に〈ライトニング・ボルト〉をより小型化し、取り回し易くしたものが〈リバース・ペット〉である。勿もち論ろん小型化の弊へい害がいは威い力りよくと初速に顕あらわれており、〈サンダー・ボルト〉や〈ライトニング・ボルト〉の様な一いち撃げき必殺の威力は無い。だが通常火器と違って下級位階の魔族メレヴエレントには一定の効果が在るという事はレイオットが使用して確認している。


　とはいえ……それらはあくまでジャックが試作したものだ。


　公に知られている訳ではない。現場でレイオットが使っているので、見た事の在る人間はそれなりに居るのだろうが、それが誰によって造られているのかを知っている人間は極めて限られる。


「軍から──か？」


「ああ。最初の発注の部署とは違ちがうみたいだけどね。とにかく手持ちの部品を全部使って可能な限りに多くの〈ホイール・マニア〉と〈ライトニング・ボルト〉、それに〈リバース・ペット〉を組み上げて全部寄よ越こせってさ。それも出来るだけ早く。弾たまの方はどっか別の所に頼むみたいだけれど」


「…………」


　強引極まり無い発注だ。


「元々〈ライトニング・ボルト〉は俺が勝手に複製したもんだしね……そこを突つかれると断れなくてさ」


　ジャックは肩かたを竦すくめた。


「……なるほどな」


「うん？　どうした、レイ？」


「いや──別に」


　レイオットは曖あい昧まいに首を振ってみせる。


　恐おそらく発注してきたのはマックス達だろう。


　だが──


（〈ホイール・マニア〉はまあ魔法士に使わせるとして、〈ライトニング・ボルト〉は別に必要無いんじゃないのか？　連中が本家本元な訳だしな）


　マックスは〈サンダー・ボルト〉の開発元──ＡＴＡＳＡの所属だ。


　トリスタン市警の対魔族狙撃部隊ＳＳＳですら、主要装備の〈サンダー・ボルト〉はＡＴＡＳＡから供給されている状態である。そのＡＴＡＳＡのマックス・キントが、わざわざジャックに模造品を発注するという事は……


（元々少数生産で今回の作戦には足りない？　いや──ＳＳＳ以外にも〈サンダー・ボルト〉は各地の対魔族戦部隊に供給されている筈だ。それなりの生産体制も整っていると考えるべきだろう。となると……）


　在っても持ち出せない可能性。


　例えばＡＴＡＳＡの上層部に直接的──あるいは間接的に〈資格者クオリフアイア〉達と繫がっている者が多数存在した場合、マックス達ですら自由に装備を持ち出す事は出来まい。マックスはそうした内通者は処分した様な事を言っていたが……


（〈資格者〉……確かに甘い餌えさには違いないんだろうな）


　脳の五割を破は壊かいされない限りに死なない身体。


　拘束度デユラビツトなどというつまらない制限の無い魔法。


　それは確かに魅み力りよく的なのだろう。


　だが曲がりなりにも組織の上層部に君臨する様な者達が──現実の社会で幾いくつもの軋あつ轢れきに削けずられつつも、のし上がってきた筈の者達が、そんな一般常識からすれば絵空事にしか思えない様な誘さそいを受けるものだろうか。


（いや。そういう連中だから……か）


　がむしゃらに求めて、求めて求め続けた結果として多くのものを手にしてきた者達は、求める事それ自体に中毒を起こすのかもしれない。常に何か新しいものを、より多くのものを、手に入れ続ける事が生きる目的そのものになっているのだとしたら……確かにある種の究極である〈資格者クオリフアイア〉への誘いは魅力的だろう。


（だがあくまで〈資格者〉は世界の表おもて舞ぶ台たいには立てない……）


　どうあってもそれは魔族の変種でしかない以上──圧あつ倒とう的てき多数の人間からすれば許容し難い怪物だ。まして無制限の魔法や不死身という『差』は、万民平等を謳うたい、その上に法や道徳を組み立てている現代社会において、大前提を覆くつがえしてしまう。


　では無数の『協力者』を確保してきた彼等の目的は、陰かげから表社会を支配する事か？


　それとも──


「──何かまた魔法管理局を通さずに仕事を受けたんですか？」


　呆あきれた様にそう問うてくる声がレイオットの思考を中断させた。


「玄げん関かん。開いたままですよ」


　振り向いたレイオットとジャックの視線が向かう先で、労務省魔法管理局二級監督官であるネリン・シモンズが腰こしに手を当てて立っていた。


「呼よび鈴りん押しても鳴らないし……」


「ああ。また壊こわれたかな」


　と平然と笑うジャック。


　この若い機械工は、精密計測器を使わず、手先の感覚だけで百分の一ミリメルトルの誤差も無い部品を削り出したりする癖くせに、造りが単純な機械に対しては、極めて大おお雑ざつ把ぱな扱いをする事が多い。玄関の電気式呼び鈴がしょっちゅう壊れるのも、その為だ。


「またってのは何の事だい？」


　とりあえずレイオットはとぼけて見せた。


　基本的に魔法士は魔法管理局を通さなければ仕事を受けてはならない決まりになっている。勿論、非常時の緊急避難の様な形でモールドを装着し魔法を撃つ事は合法だが──それとて後日詳細について魔法監督官に報告する義務が生じてくる。


　つまりはレイオットの暫ざん定てい的担当官であるところのネリンは、レイオットの仕事について全て知ち悉しつしている事になっている──建前の上では。


「たまにモールド・キャリアごと居なくなってるでしょう？」


　とネリンはレイオットに向けて歩み寄りながら言った。


「単に買い物とか旅行とか……俺はモールド・キャリアしか車持ってないし、いちいちモールドを積み降ろしするのも面めん倒どうだしな」


「……まあそういう事にしておきますけど！」


　顔をしかめてネリンは言った。


　元々堅かた物ぶつの見本の様な彼女が、この程度で引き下がるのは──何を言っても無む駄だだと半ば諦あきらめ掛かかっている事もあるが、何よりレイオットが対魔族戦専門の戦術魔法士だと理解しているからだ。


　レイオットが『裏』の仕事をする場合、大たい抵ていは雇やとい主ぬしの側に何らかの事情が在って、公に出来ず、魔法管理局を通さない違い法ほうな依い頼らいを発注する訳だが──事が魔族絡がらみである場合、細かな事情の是ぜ非ひはさておき、可能な限りに確実に、迅じん速そくに、魔族を駆く除じよする必要が在る。放っておけば魔族は成長限界にまで強大化して、何十人何百人、あるいは何千人の人間を殺す。


　だからこそネリンもレイオットがモールドを装着して仕事に出る事そのものには、あまり口うるさく文句を言わなくなっている。もっとも正規の資格を取れと口うるさく言ってくるのは相変わらずであるが。


「何だかフィリシスも色々準備しているみたいですけど……」


「フィリシスがなんだって？」


　とりあえずレイオットはとぼけてみせた。


　勿論ジャックも心得たもので、余計な事は言わず作業に専念する振りをして顔を伏せていた。カペルテータに至っては元より表情の変化を読まれる心配もあるまい。


「何だか装備を調えているみたいで。そういえば〈鉄巨人〉事件の時にＡＴＡＳＡの人と会う予定があるとか何とか言ってましたけど──」


「ＡＴＡＳＡね」


　レイオットは浮かびかける苦笑を抑おさえ込んだ。


「一体何が起こるんです？」


「何で俺に聞くんだ、あんたは」


　レイオットはあくまでとぼける事にしていた。


　事情を知ればこの生き真ま面じ目めでお節せつ介かいな魔法監督官は間ま違ちがいなく介かい入にゆうしようとするだろう。


　だが機密保持に関して神経質になっているマックス達からすれば、魔法管理局の人間など邪じや魔まなだけだ。何かと余裕の無い状況では口くち封ふうじに殺されかねない。


「元々機材の充実は俺達の様な仕事では当たり前だと思うがね」


「そうですね」


　ネリンは頷うなずいた。


「〈ホイール・マニア〉をこんなに幾つも並べて整備している様子を見なかったなら、私もそれで納得していたかもしれませんけど」


「…………」


　視界の隅すみでジャックが『あちゃあ』と片手で顔を覆おおうのが見えた。


「これじゃまるで……」


「まるで？」


　促うながすレイオット。


　だがネリンは──その続きを口にする事無く黙だまり込んだ。


　恐らく彼女は『戦争に行くみたい』と続ける積もりだったのだろう。


「…………」


　しばらく彼女は何事か考えている様子だったが……


「……スタインバーグさん。ちょっと、いいですか」


「うん？」


　ネリンにコートの襟えりを摑つかまれ──そのままレイオットはジャックやカペルテータから少し離はなれた位置にまで引きずって行かれる。壁かべ際ぎわで充じゆう分ぶんに距きよ離りをとった事を確認すると、彼女はレイオットの耳に口を寄せて囁ささやく様に言った。


「ＧＧについてなんですが」


「…………」


　ＧＧ。ギルバート・ギブスン。


　かつてネリンが担当していた救命魔法士Ｒ・Ｓであり、レイオットと共に落らく盤ばん事故の現場に出向いた際、行方ゆくえ不明になっている人物だ。


　もっともレイオットは、既すでにモールドの拘束度デユラビツト数を使い果たした状態で彼が魔法を撃ったのを見た。故に行方不明と言っても可能性はそう多くない。


　恐らくは魔族化する間も無く落盤に押おし潰つぶされて死んだか、地下水流で溺おぼれて死んだか、いずれにしても生きてはいまい。生きていれば魔族メレヴエレントとして暴れている筈はずだから、行方不明などという事にはなるまい。


　レイオットはそう判断していたのだが──


「なんだ。奴やつが生きていてひょっこり顔でも出してきたか？」


「……御ご存ぞん知じだったんですか!?」


　レイオットの軽口に──しかしネリンは大真面目に応じてきた。


「待て。俺のは冗じよう談だん…………ＧＧが？　本当に？」


「はい。顔は変わっていましたけど、喋しやべり方とかは同じで……カマをかけてみたら、認めました」


「…………」


　確かにＧＧには独特の物もの腰ごしが備わっていた。


　飄ひよう々ひようとした──と評すると聞こえは良いが、悪く言えば自分自身を含ふくめて全てを突つき放はなして見ているかの様な雰ふん囲い気きを持った男である。一見するとあまり特とく徴ちようの無い人物だが、何度か顔を合わせていると、彼の特異性は肌はだで感じられる様になった。


「ただ──」


　ネリンが表情を曇くもらせて言う。


「彼が言うには。彼は魔族だそうです」


「──〈資格者クオリフアイア〉か」


「え……？」


「いや。何でもない」


　誤ご魔ま化かすレイオット。


　それこそ彼が〈資格者〉を──〈完全体パーフエクタント〉である魔族を知ったのは、ネリンの知らない違法な仕事を請うけ負おった際の事である。後に〈資格者〉という呼こ称しようを知る事になったメイスン兄妹きようだいとの会話にしても、この堅物の監督官に話してしまうのは何かと問題が多い。


「魔族だって？　しかし──顔は変わってたっていったが、あくまでも人間の姿で会いに来たんだろう？　それだったら人間だって事じゃないのか？」


「彼が言うには」


　ネリンは明らかに躊ちゆう躇ちよを含んだ口調で言った。


「理性を失わず、魔法の力で自分の姿を保てる魔族がごく稀まれに居るとか。で──自分もそうなのだと」


「…………」


　まさしく〈完全体〉──〈資格者〉だ。呼称は違ちがえど実質的には同じ存在だ。恐おそらくロン・コルグの様に一定段階に達した源流魔法使ルート・ソーサリアンも同様だろう。


「彼とは異なる、そういう『理性在る魔族』の集団が何か陰いん謀ぼうを企たくらんでいると」


「陰謀……ね」


　ＧＧが〈完全体〉だったとして──本来ならば何の益も無い忠告を、敢あえてネリンにしに来るという事は、メイスン兄妹に手を貸していた〈資格者〉達の仲間になった訳ではない様だった。


（あるいは源流魔法使達と合流しているのか？）


　自分が死のうが世界が滅ほろびようが気にしない様な奴だった。


　徹てつ底てい的てきな絶望の人。


　その性格が変わっていなければ、わざわざネリンの所に忠告に来るのは、単なる親切心ではなく、何らかの対立構造に彼自身が巻き込まれている結果ではないか。


　となれば──恐らく『結社』の者達と対立し得るのは、レイオットが知る限り、源流魔法使のロン・コルグ位のものだろう。勿もち論ろん、レイオットが知らぬ別の勢力が存在している可能性は否定出来ないが。


「彼が私に接せつ触しよくしてきたのは結構前なんですけど──ずっと私も迷っていたというか、混乱していて」


「まあ奴の一件もあったしな」


　アルフレッド・スタインウェイの引き起こした『鉄巨人』事件の事である。


「それもありますけど」


　ネリンは眼を伏せて言った。


「最初は、何ど処こまでそんな突とつ拍ぴよう子しも無い話を信じて良いのか分からなくて。彼は『スタインバーグさんにもよろしく言っておいてくれ』なんて言ってましたけど、私としては……なんて言うか……」


　そこで溶とけて消える様に声が萎しぼんでいく。


　彼女にしてみればＧＧが生きていたという事を喜びたい反面で、いきなり常識をひっくり返される様な事を言われて混乱しているのだろう。ＧＧとしては為人ひととなりを知っている信用出来る相手という事でネリンを選んだのかもしれないが……彼女一人で出来る事などそう多くはない。


　下へ手たをすれば正気を疑われる様な内容だから相談する相手も限定される。


　その辺りの事まではＧＧも考えていなかったのかもしれない。


（無責任な奴だな）


　などと思うものの……ＧＧの性格を考えれば、ちょっとした思いつき以上の意味はないのかもしれない。万事に興味を持てず、自分を含めて世界に絶望しきっていたあの男にとって、全ての行動はその場の思いつきで充分なのだろう。


「まあ気持ちは分からんでもないが」


　これは誤魔化しではなく本心だ。


　いきなり〈資格者〉だの何だのの話を突き付けられれば混乱しない方がおかしい。


「むしろよく今言う気になったな」


「それが……なんて言うか……微び妙みように、最近、何か、こう……自分の眼の届かない所で何かが動いている様な気がして。落ち着かないって言うか。何か出来ることはしておかないといけないかなって……何が出来る訳でもないんですけど」


　曖あい昧まいに言葉を濁にごしながら言うネリン。


　彼女としても、もどかしいのだろう。


　現状──はっきりと何か脅きよう威いを感じる様な出来事は無い。


　むしろ『鉄巨人』事件以降は、比ひ較かく的てき世間の様相は穏おだやかだ。勿論、役所通りが半はん壊かいした結果として、ある種の世情不安は広がっているが、それとて日常生活における不満が噴ふん出しゆつしている程度の事で──大規模な事件や凶きよう悪あくな事件には繫つながっていない。精々、普ふ段だんの犯罪発生件数に、小さな傷害事件や窃せつ盗とう事件といった小規模犯罪が何割か増えた程度の印象しかない。


　だが勘かんの鋭するどい人間は気づくだろう。


　魔族事件は減っている。日常は特に滞とどこおりなく進んでいく。


　なのに後頭部からのしかかるこの危機感は──一体何なのか、と。


　何処かの国には『嵐あらしの前の静けさ』という諺ことわざが在るとレイオットは聞いた事が在る。来るべき災さい厄やくの大きさを強調するかの様に、予め存在する平へい穏おん。元々は鋭えい敏びんな感覚で嵐の到とう来らいを察知した動物や虫が、鳴なりを潜ひそめる事から生じる不自然な静せい寂じやくを意味する訳だが──


（もし……）


　今までの魔族事件の増加や、不ふ穏おんな社会情勢そのものが、〈資格者〉達によって操作されたものだったとしたら。〈シェル〉。〈黒本〉。〈黒騎士〉。果てはアルフレッドの〈鉄巨人〉まで……全てが事前に打たれた何らかの布石なのだとしたら。


　この平穏は……まさしく嵐の前の静けさだ。


　計画が最終段階に入って世間を搔かき乱す必要が無くなった──いやむしろ余計な事をして計画の遂すい行こうに邪魔な要素が混入するのを防ぐ為、一切の干かん渉しようを止めたとも考えられる。


「スタインバーグさん？」


　ネリンが気き遣づかわしげに彼の名を呼んでくる。


　考えている事が幾いくらか表情に出ていたのかもしれない。


「何か知って……？」


「いや」


　レイオットは首を振ふった。


「妙みような空気は俺も感じていたが。それ以上は何も」


　この台詞せりふは噓うそではない。


　実際、未だレイオットはマックス達から確定的な事は何も聞いていないのだ。知り得る全てを──推測も含めて──語った訳でも無いが。


「そう……ですか」


　恐らくはフィリシスにも似たような事を問うて、似たような回答を返されたのだろう。ネリンは気落ちしたかの様に項うな垂だれた。





　　　　●　　●　　●





　フレッド・クラプトンは苦学生である。


　彼は一年の時に一度留年しているが──これも成績が悪いというよりも単純に出席日数が足りなかったからだ。勿論、成績が良ければ教師達も考こう慮りよはしてくれただろうが……彼には学校の勉強に割く時間が圧あつ倒とう的てきに不足していた。


　全てアルバイトの為である。


　フレッドの実家は、父親が料理人で母親が主婦という平へい凡ぼんな家庭である。


　生活水準も以前は平均的なものであったが──ある魔族事件ケースＳＡに巻き込まれて店が全ぜん壊かいしてからは、家計は苦しくなる一方だった。幸いにして避ひ難なん誘ゆう導どうが上手くいっていた為に客にも従業員にも被ひ害がい者しやは出なかったが、父の店は両りよう隣どなりの店てん舗ぽと共に跡あと形かたも無く破は壊かいされてしまったのだ。勿論、保険は掛かけていたが、適用は火災と地じ震しんのみに限ると契けい約やく書しよに書かれていた。


　頑がん固こな父は料理の腕うでそのものは良いのだが、人付き合いが苦手で愛想が悪く──誰かに雇やとわれて働くのには向いていない。何とか再就職しても職場の人間と揉もめる事が多く、店を解ク職ビになる度に、賃金は見習い並に落ち込むので、もう一度店を開く為の資金を貯める事もままならない状態だった。


　高校の授業料ですら用意するのに苦労する程だ。


　そういう訳で、フレッドはせめて自分の学費は自分で賄まかなおうとアルバイトをしている。


　高校の校則ではアルバイトは禁止されている上、アルバイト先が深夜営業まで行うバーともなると、未成年のフレッドが働いている事は何かと問題を生じる。故に彼のアルバイトは両親を含ふくむ身近なごく数人しか知らなかった。


「……なのに」


　フレッドは顔をしかめて言った。


「なんで君が此こ処こに居るんだよ」


「エリック君に聞いたから」


　カウンターに両りよう肘ひじをついて笑顔でそう答えるのは栗くり色いろの髪かみの少女だった。


　ナレアである。


　彼女は実に楽しそうに仕事着姿のフレッドを眺ながめている。シャツに黒のベストに蝶ちようネクタイ。典型的なバーテンダー・スタイルである。元々身長が高いので、そういう格好をしているとフレッドの姿はひどく大人びて見えた。


　ちなみにナレアの隣となりには左の掌てのひらで顔を覆おおって項垂れているエリックの姿も在った。


「エリック──」


「……悪い」


　恨うらみがましい視線を友人に向けられ呻うめく様に言うエリック。


　その隣で──


「折角だから一いつ緒しよにご飯食べようって誘さそったんだけどさ」


　ナレアは少し膨ふくれっ面つらをして見せながら言った。


「『フレッドの奴やつは今夜は空いてないんだ』って言うから」


「どうしてだって問とい詰つめられて……」


　言ってエリックは溜ため息いきをつく。


　彼の律りち儀ぎで口の堅かたい所を知っているからこそフレッドは自分の『仕事』の事を彼に話したのだ。だがその彼が折れるという事は、ナレアの問い詰め方が相当に激しかったのか、さもなくば──


「……うん？」


　手招きするエリックに向けてカウンター越ごしに身を乗り出すフレッド。


　彼の耳に口を寄せてエリックは囁ささやいた。


「『ひょっとして彼女？』とか聞かれてさ」


「あー…………」


　呻くフレッド。


「否定しない方が良かったか？」


「…………」


　顔をしかめてフレッドは黙だまり込む。


　そんな少年達二人をどう見たのか──


「別にいいでしょ？　友達の頑がん張ばってる姿見たかっただけ。仕事の邪じや魔まはしないから」


　とナレア。


　更さらに彼女は少し首を傾かしげて付け加えた。


「フレッド、それ、格好いいよ」


「そ……そう？」


　まんざらでもなさそうな笑顔を浮うかべるフレッドを眺めながら、エリックが小さく『やれやれ』と溜め息をつく。ナレアは大きく頷うなずきながら自信たっぷりといった口調で続けた。


「うん。凄すごくよく似合ってる。バーテンダーが天職なんじゃない？」


「それはちょっと……」


　苦笑するフレッド。


　ナレアに褒ほめられるのは嬉うれしいが──レイオットに憧あこがれ彼と同じ戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストを目指すフレッドとしては、無む邪じや気きに『バーテンダーが天職』などと言われると、複雑な気持ちにならざるを得ない訳で。


「……分かったよ。お客さんはお客さんだしね。御注文は？」


　降参、といった感じで両手を軽く掲かかげてからフレッドは尋たずねる。


　ナレアは彼の肩かた越ごしにその背後を見み遣やる。そこには色とりどりのラベルを貼はられた酒瓶びんが所ところ狭せましと並べられていた。


　このバーの最大の特長は帝てい都とロンバーグから取り寄せた、高級羅ら紗しや使用のビリヤード台だが、勿もち論ろん、酒類の充じゆう実じつにも力が入っている。手て頃ごろなものから、一瓶で車一台が買える様な高級酒まで、一通り何でも飲める。


　とはいえ──


「お勧すすめのカクテルとかは？」


「ナレア・シモンズさん？」


　無邪気な笑顔で尋ねてくるナレアにフレッドは困り果てた表情で言った。


「なに？」


「君……幾つだったっけ？」


「女性に歳としを尋ねるのは不ぶ躾しつけにあたるって学校で習わなかった？」


　余よ裕ゆう含ぶくみの笑顔で応じるナレア。


　その隣でやっぱりエリックが溜め息をつきながら掌で顔を覆っている。


「いやまあ……いいけど」


　と友人と同じく溜め息をつくフレッド。


　まあアルマデウス帝てい国こくにおいて飲酒が許可されるのは十八からだ。一年留年しているフレッドはもう問題無い訳だが、エリックとナレアに関しては境界線上というか──かなり怪あやしい。


　元々姉と同様に生き真ま面じ目めな所のあるナレアだが、見るからに頑がん固こ一いつ徹てつな感じの姉に比べると多少はさばけた所が在る。もっとも酒に興きよう味み津しん々しんというのはやはり姉に似ているのかもしれない。確かネリンはああ見えても結構酒好きなのだと聞いた事がある。


　何にしても……此こ処こでカウンター越しに飲ませる飲ませないで押し問答をしたところで、誰にも益は無かろう。


「エリック。お前はどうする？」


「…………姫ひめ様におつきあい致いたしますよ」


　エリックは諦あきらめきった口調でそう言った。


　そんな時──


「ちょっと……セイモアさん？」


　バーの奥、テーブル席の脇わきで、フレッドとは別のバーテンダー──というより、あっちが本職でフレッドはあくまでアルバイトの見習いに過ぎない訳だが──が、客に声を掛けている様子が見えた。


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


「ああ？　お前が心配してんのは俺の身体からだか？　それとも財布か？」


　そう尋ねる客はもう既すでにろれつが回っていない。


　年ねん齢れいは三十前後といった所か。


　テーブルに並んでいる酒は、どれもが高級酒で──その一方で客が着ている服は、酒とはまるで釣り合わぬ、薄うす汚よごれた安物のスーツである。


　酔っぱらい方からも分かるが、明らかに飲み慣れていない酒を飲んでいる風だ。


　この店にはちょくちょく顔を出す馴な染じみの客で、フレッドもその顔には見覚えが在る。もっともその客について知っているのはセイモアという名前と、いつも安物の酒をちびりちびりとなめる様に飲んでいるという事位だったが。


　明らかにいつもとは羽は振ぶりが違ちがう。


　何か臨時収入でも入って、気が大きくなっているのだろうか。


「両方ですよ」


　中年のバーテンダーは呆あきれた様子で言った。


「特に財布の方ですがね」


「はっ正直でよろしい！　じゃあ先に払はらってやるよ、おら！」


　客は懐ふところから札入れを取り出すと、無造作に中の札を全て取り出してバーテンに押しつける。見て驚おどろく程の大金ではないが、恐おそらく二千ドルク──フレッドのアルバイト代二ヶ月分くらいにはなる金額である。


　少なくとも普通の人間なら、札入れに入れて歩く金額ではない。


「随ずい分ぶんと羽振り良いですね。宝くじでもあてましたか？　それとも馬？　でもセイモアさん、借金あったでしょうに？　そっちに充あてなくていいんですか」


　バーの店員としては、随分と良心的な言葉である。


　本来ならば客の借金など、自分の店のツケでもない限り気にする筋合いも無い。


　だが──


「ばっかやろぉう」


　客は見るからに上じよう機き嫌げんといった様子で言った。


「そんなものはもうすぐチャラになるんだよ！」


「チャラ？」


「もうすぐ世界は変わるんだよ！　がらっと変わっちまって、借金だの何だのケチくせー話は全部消えるんだ！」


　セイモアと呼ばれた客は言ってげらげらと笑った。


「…………」


　バーテンダーは呆れた顔をしてフレッドの方を振ふり返かえる。


『駄だ目めだこれは』とでも言いたそうな感じだった。


「だから有あり金がねはたいての豪ごう遊ゆうって訳だ。はは！」


　グラスを高々と掲げながら笑うセイモア。


「上品なお店なのに台無し」


　とナレアが顔をしかめて言う。


「まあ、お酒はね。自制できる程度って意外に分かりにくいから仕方ないよ」


　と気楽に笑ってみせるフレッド。


　まあセイモアの酔い方はあまり褒められたものではないが、この位は眉まゆをひそめる程のものでもない。酒を飲む理由は人それぞれだが、日頃の鬱うつ憤ぷんを洗い流す為に飲んでいる者も少なくないし──そういう場合は、どうしても品の無い酔い方になりがちだ。それを責めるのは酷こくというものだろう。


「という訳で」


　フレッドはほんの少しブランデーを垂らしたグラスに、なみなみとジュースを注いで二人の前に置いた。


「君達もまずはこの辺から」
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　電動工具の金属音が響ひびく。


　ぼんやりとその耳障りな異音を聞きながらレイオットは天てん井じようを眺ながめていた。


　ネリンは既にこの場を辞した後である。諸々の事について納得しきった訳でも無かろうが……彼女とて四六時中レイオットにかまけている訳にもいくまい。


「──レイ」


「……ん？」


　ふと思い出したかの様に声を掛けてくるジャックに、レイオットは頭上へと視線を放散させたまま気け怠だるげに応じた。


「俺には細かい事はよく分からないけどさ」


　金属の甲かん高だかい唸うなりが停まる。


　視線だけを動かして見るとジャックは研けん磨ま用の電動工具を作業机の上に置いて小型のレンチに持ち替かえた所だった。とりあえず整備作業は実質的に終了──後は細部の確認だけという事らしい。


「何か悩んでる？」


「いつも悩んでるさ」


　レイオットは溜ため息いきの様に台詞せりふを吐はき出した。


「今晩の献こん立だてから外交問題まで、なべて、この世は悩ましい事だらけだ」


「お陰かげで退屈せずに済む？」


「かもな」


　微び苦く笑しようを浮かべるレイオット。


「本当に……そうかもな」


　以前は周りなど気にもしなかった。


　世界はおしなべて意味が無く……レイオットにとって興味の対象外だった。


　記き憶おくを失った孤こ児じにとって世界はひどく遠いもので。


　世界と彼を繫つなぎ得るのはただ一人──手を差さし伸のべてくれた養親のドーベルンだけで。


　だがその彼を殺してしまったレイオットにとって、世界はひどくよそよそしく思えて。


　どうすればこの息苦しい場所から逃にげる事が出来るのか──どうすれば罪を償つぐなって悲劇の舞ぶ台たいから降りる事が出来るのかばかりを考えていた。


　しかし……


「浅ましい話さ」


　気が付けば世界は刺し激げきに満ちて。


　いつの間にか全てはすぐ側に在る様な気がして。


　未練とか。愛着とか。惜せき別べつとか。


　意味は分かっても実感などまるで出来なかった諸々のものが、ひどく身近に思えてきて。


（そんな事は……罪人には許されないってのにな）


　諸々の知己の顔が脳裏を過よぎる。


　ネリン。ジャック。ナレア。ブライアン。シェリル。エレナ。バリー。フレッド。エリック。ルイーゼ。エヴァ。トマス。ヴィクハルト……


　レイオットにとっての世界。


　もし本当に罪を償う事が出来るなら。


　それはきっと──


「──レイ」


　またジャックが声を掛けてくる。


　彼はレイオットに背中を向けて〈ホイール・マニア[image: ]〉の仕上がり具合を確認しながら、むしろ気軽な口調で尋たずねてきた。


「死ぬ気じゃないよな？」


「…………」


　レイオットは咄とつ嗟さに出で掛かけた言葉を呑のみ込んで沈ちん黙もくした。


　否定の言葉を反射的に口にしようとしていた自分に驚いたのだ。


　半ば無意識に生きたいと思っている自分に。


　生きる為の言い訳を──理由を探している自分に。


「死にたいとは、もう思ってない」


　束つかの間まだが自分の中で言葉を探して──レイオットは言った。


　視界の端はしに紅あかいものが揺れる。


　視線だけを動かしてそちらを見ると……カペルテータと眼が合った。


「…………」


　勿もち論ろん、彼女はレイオットとジャックの会話に口を挟はさんでくる様な事は無い。


　ただレイオットを見つめ、傍ぼう観かん者として会話を聞いているだけだ。


　だが──


「俺は……本当に……どうしたいんだろうな」


「俺に聞かれてもね」


　と苦笑気味のジャックの声が背中越ごしに聞こえてくる。


　カペルテータはただただ無言。


　レイオットは、再び天井の端に付いた染みに向けて無意味に視線を送りながら言った。


「どうやったら……精算出来るんだろうな」


　裁いてくれる者の居ない罪を。


　この背中にのしかかる──見えない重荷。


　かつては死ぬ事がその最も確実な精算方法なのだと思っていた。


　だがそれは甘えなのだとも言われた。


　逃げているだけ──なのだと。


　ではどうすれば良い？


　延々と足あ搔がき続けるだけで終わりが来るのか？


　来るとすればその終わりはどんな形で来るのだろうか？


「本当に俺は──」


　分からない。


　何か一つ……重要なパズルのピースが足りなくて完成しないかの様な曖あい昧まいさ。形の無い感情がただただ無意味に漂ただよっているだけの不安感。


　たった一つでいい。


　自分は今此こ処こに居て良いのだと──生きていて良いのだと結論づける為の根こん拠きよ。彼の背負う罪を精算する為の何か。それが在れば……あるいはそこからレイオットは改めて納得のいく形で立ち直る事が出来るのかもしれない。


　けれど今は……


「まあ俺としては生きて帰ってきてくれないとね。困るよ」


「便利な実験動物が居なくなるか」


「うん」


　と平然とした口調で肯こう定ていするジャックに苦笑するレイオット。


　その時──


「……レイオット」


　カペルテータの声。


　何かを促うながす響きに気付いて彼はカペルテータを、そして彼女の肩かた越ごしにＪＲ総合機器研究所の入り口を見み遣やる。


　そこに──一つの人影が在った。


　マックス・キント。


「答えを聞きに来た」


　ＡＴＡＳＡの狙そ撃げき手は──むしろ罪人に刑けいを宣告するかの様な口調でそう言った。
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　泥でい酔すいしたその客──セイモアと時を同じくしてバーを出たのは全くの偶ぐう然ぜんだった。


　普段なら週末に限りフレッドは明け方まで働く事になっている。だが気を利きかせてくれた店主が『今日は早めにあがれ』とフレッドに命じてきた。そしてバーテンダーの衣装から普段着に着替えたフレッドが、店の前で待っていたナレア達と合流した時──たまたまセイモアがよたよたと出てきたのだ。


　更さらに言えば、セイモアが歩いていく方向がフレッド達の向かう方向と同じだったのも単に偶然である。勿論──仕事着を脱ぬいだ後のフレッドが、店を出た後の客の動向まで気にする必要は無い。ましてやフレッドは二は十た歳ち前で相手は三十前後の立派な大人である。


　だが……


「危なっかしいな」


　と──セイモアの後ろ姿を見ながらフレッドはそう呟つぶやいた。


　確かに右へ三歩、左へ四歩と、つんのめる様になりながらも持ち直し、また反対方向につんのめる様になりながら持ち直し──を繰くり返かえしている様子は、傍はた目めから見ていても不安感が募つのる。歩いているのは車道脇わきなのですぐ側を車が走っているし……轢ひかれないまでも、転んで建物の壁かべや地面で頭部を強打すれば、それだけで生命に関わる様な大おお怪け我がになるからだ。


　勿論本人にそんな危機感は無い様子で──酒のせいで体温が上がっているのか、ジャケットを脱いで左ひだり肩かたに引っかけ、上じよう機き嫌げんで鼻歌まで歌っていたりする。


「一応うちの常連さんだしねえ」


　と──言い訳をする様に微苦笑を浮かべて、ナレア達に告げるフレッド。


「やっぱりちょっと待ってて。せめてちゃんと帰れるかどうかだけ確認してくるよ」


　彼はそう言い残して小走りにセイモアに駆かけ寄よっていく。


　そんな彼の背中を眺めながら──


「お人好しね」


「君もそう思う？」


　ナレアの評に苦笑してエリックが言う。


　彼に〈正義の味方ホワイトハツト〉という綽あだ名なを付けたのはエリックだ。フレッドの愚ぐ直ちよくさに対して若干の皮肉が混じっているのは事実だが──勿論それだけの理由から一番の友人をそう呼んでいる訳ではない。


「でもまあ……あいつは根性据すわってるから」


「根性の据わったお人好し？」


　面白そうに言うナレアにエリックは頷うなずいて見せた。


「綺き麗れい事言うだけの奴やつ等らとは違ちがうよ」


　表面的に善人を装うだけの奴等は嫌いやという程に見てきた。


　この不条理や不公平が当然とばかりにまかり通る世の中に在って、フレッドの様に真っ直ぐ生きるのは難しい。時には幼よう稚ちにも見えるフレッドの行動は──しかし徹てつ底ていしているが故にエリックの様な者には眩まぶしく見えるのだった。エリックが絶望の淵ふちに沈しずむのを止めたのがネリンであるならば、希望というものの存在を忘れずにいられるのは間違いなくフレッドのお陰だ。


「…………」


　ナレアが眼を瞬しばたたかせながらエリックの横顔を覗のぞき込む。


「な──なに？」


「なんだか凄すごく大人びた感じした。今」


「……一応、苦労してるからね」


　と肩かたを竦すくめるエリック。


　そんな彼等の視線の先で……〈正義の味方〉の綽あだ名なを冠かんされた少年は前を行く泥酔客の肩に手を伸のばしていた。


「セイモ──」


　呼よび掛かける声と指先が空を切った。


「……？」


　立ち止まって眼を瞬かせるフレッド。


　セイモアの姿が……消えていた。


「あ……いや。そうか」


　違う。すぐ脇の路地に入ったのだ。


　動きが唐とう突とつだったから消えた様に見えただけだろう。


　しかし──


「…………」


　ふと眉まゆを顰ひそめるフレッド。


　おかしい。ふらふらと真っ直ぐ歩くのも覚束ない様な足取りだったセイモアが、そんな、一いつ瞬しゆんで姿を消したかに見える様な、素早い動きが可能だろうか。


　滑すべって転んだのではないか。


　そんな不安感を覚えてフレッドはセイモアの姿が消えた路地へと駆け込んだ。


　路地と言っても建物と建物の隙すき間まが道状に存在するというだけで、幅はばとしては人が一人辛かろうじて通れるかどうか、といった程度の場所でしかない。しかも左右のビルの配水管やら、ゴミ箱やらが出ている為ために、非常に動きにくそうな場所だ。


　なのに……


「──え？」


　セイモアの姿が無い。


　おかしい。在り得ない。


　滑って転んだ勢いで素早く路地に入った──位の事は在り得ても、この狭せまい路地を、あの状態のセイモアが素早く抜ぬけられる筈はずが無い。路地の反対側の端までおよそ八メルトル。奇き跡せき的に配水管やゴミ箱に引っかからなかったとしても、物音も立てず、三秒に満たない時間で抜けられる距きよ離りでもない。


　一体セイモアは何ど処こに行ったのか。


　反射的に頭上を振ふり仰あおいだのは殆ほとんど勘かんだ。


　だが──


「…………！」


　フレッドの眼がセイモアの姿を見つける事は無かった。


　だが──代わりにセイモアのジャケットが、十数メルトル以上の上の、ビルの縁ふちに引っかかっているのを彼は発見した。


「なんだ……!?」


　セイモアが跳ちよう躍やくした？


　在り得ない。人間が飛べる高さではない。たとえ何らかの道具──縄なわや梯はし子ごが在ったとしても、一瞬で屋上まで到とう達たつしてそれらを回収してしまうのは不可能だ。


　では──まさか。


「魔族？　でも……」


　訳が分からない事を何でも魔族のせいにするのも早計に過ぎるだろう。


　確かに魔族ならば何らかの魔法なり、己の身体を伸ばすなりして、ビルの屋上からセイモアを釣り上げる事も出来るだろうが──


「…………」


　数歩下がってフレッドはセイモアのジャケットが引っかかっているビルを眺ながめる。


　店てん舗ぽやら事務所やらが幾いくつも入った雑居ビルだ。この辺りでは特に珍めずらしい建物ではない。窓に未だ幾つか灯りが点っているところを見れば、出入り口が閉め切られているという事も無かろう。屋上に限って言えば非常階段からでも上れる筈だ。


「……よし」


　フレッドは自分に言い聞かせる様に呟いて──駆けだした。
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　詳くわしい話は車の中で──という事になった。


　関係者以外の耳に入るのを避さけるという意味では確かに走る車の中は理想的だ。通りすがる者も居なければ、聞き耳を立てる者も居ない。盗とう聴ちよう器きの類も発見し易いし──たとえ仕し掛かけられているのに気付かなかったとしても、地下道を移動したり、高速で移動する事によって盗聴側の電波受信を妨ぼう害がいできる。


　ＪＲ総合機器研究所を出た〈ガーディアン〉は再開発予定区域を悠ゆう然ぜんと──まるで回遊する大型魚の様に巡じゆん回かいしていた。


「まずは引き受けてくれた事に礼を言う」


　運転を連れの角かく刈がりの男に任せ──後部座席にレイオットと並んで座りながらマックスは言った。勿もち論ろんその言葉を真に受ける程レイオットも無む邪じや気きではない。五分も相対していれば分かる。この男は大おお真ま面じ目めな顔で博愛精神を説きながら、眉一つ動かさずに乳幼児を射殺出来る──そういう類たぐいの人間だ。残ざん忍にんなのではない。冷れい酷こくなのでもない。ただ異常な程に目的意識が強いのだ。自分の人間性を瞬しゆん間かん的に圧殺出来る程に。


　ある意味で羨うらやましいとさえレイオットは思う。


「さて。先ず最初に話しておくべきなのはある特異な魔族の存在についてだ」


　マックスは前方を向いたまま言った。


「一いつ般ぱんには知られていないが、魔族には極めて特とく殊しゆなタイプが存在する」


「……特殊？」


「男爵バロネージ級から魔王ルシフエル級までの、単純な魔ま力りよく量を基準にした等級ではなく、その位階構造ヒエラルキーの外側に居る存在だ」


　多くの人間が聞けば、首を傾かしげるか、眉を顰めるだろう話だ。


　そんな話は確かに一般には知られていない。


　しかし──


「彼等は人間と同様の姿形を保ち、人間と同様の理性的思考能力を保ち、しかし魔族と同等の魔法行使能力を持つ。モールドも無く、拘束度デユラビツト数に回数制限を受ける訳でもなく、まるで当然の様に──呼吸するかの様に魔法を使う」


　そこまで言ってマックスはレイオットの反応を窺うかがう様に言葉を切った。


　恐おそらくあまりに非常識な内容である為に、レイオットが内容を理解する為の時間を多めにとったという事なのだろう。あるいは彼は『そんな馬ば鹿かな』という言葉が返ってくるのを期待していたのかもしれない。


　だが……


「それはあれか」


　レイオットは醒さめた口調で言った。


「〈資格者クオリフアイア〉とか言う連中の事か」


「…………」


　一瞬だが言葉に詰つまるマックス。


「知っているのか」


　だが続く彼の台詞せりふには一切の驚きよう愕がくや動どう揺ようが含ふくまれていなかった。


　つくづく自制心に長けた男である。


「たまたま──な。〈黒騎士〉事件の犯人がそんな呼び方をしていた。理性が在り、人間の形を保ったままの魔族。別の奴やつは〈完全体パーフエクタント〉と呼んでいたが中身は同じだろう」


〈黒騎士〉……ミュリエナ・メイスン。


　特殊な人馬一体型モールド〈アルカトラ〉を駆く使しし、トリスタンの夜を恐きよう怖ふに陥おとしいれた彼女は、〈アルカトラ〉の実験データを提供する先を──自分を『理性在る魔族』にしてくれる何者かの存在をほのめかしていた。


　レイオットが〈資格者クオリフアイア〉という言葉を知ったのもその時だ。


　そして──確かミュリエナはその何者かを『あの方達』と複数形で呼んでいた。


　つまりそれは〈資格者〉達の集団が存在するという事だ。


　思えば以前、〈スタグナント〉を使ってレイオットとアルフレッドの戦いに介かい入にゆうしてきた〈影法師シルエツト〉──ロミリオ・ポロ・プロフェット男爵も〈資格者〉だと考えれば何かと辻つじ褄つまが合う。〈スタグナント〉は拘束度デユラビツト数の消費が激しすぎて今のモールドを使った魔法士達には現実的でないとされている魔法だ。だが〈資格者〉であればそんな事は関係が無い。


「何人か……会った事もある」


「呆あきれたものだ」


　マックスが呟つぶやく様に言った。


「よく落ち着いて居られるな」


「どういう意味だ？」


「相手は理性が在ろうと無かろうと魔族だ。それが人間社会に人間の振りをして紛まぎれ込んでいる。これが恐怖以外の何だというのか」


「…………」


　レイオットは言葉に詰まった。


　確かにマックスの言う事には一理ある。


〈資格者〉達は魔法の力を好き放題に使える。しかもその存在は社会通念上は認識されていない──存在しないも同然だ。それはつまり、各種権利の庇ひ護ごを受けられないと同時に、義務の拘束も発生しないという事である。


　法は定義出来ていない存在を裁く事が出来ない。


　同時に法律上存在しない者が犯す犯罪の被ひ害がい者しやは──法の庇護を受けられない。


　これは法治国家の弱点だ。


　ならば当然に人々はどう反応するか……


「自警団だの何だのが出てきて『狩かり』が始まるか」


　レイオットは脇わき腹ばらをさすりながら呟いた。


　以前──彼は〈憂ゆう国こく騎き士し団〉を名乗る自警団に撃うたれた事が在る。他者を攻こう撃げきする事で自分の不安を払ふつ拭しよくしようとする人間達は、徒党を組んで『生いけ贄にえ』を求めるのが常だ。


　つまり──


「そう。恐怖に駆かられた市民が隣りん人じんを殺して回る悪夢が発生する」


　マックスは当然の計算結果を読み上げるかの様に言った。


　隣人は魔法を行使する化け物かもしれない。


　隣人は人間のふりをした怪かい物ぶつかもしれない。


　その気になれば好きなように自分を嬲なぶり殺しに出来る存在が、何食わぬ顔をして隣となりに住んでいるかもしれない。それが事実と分かった時には多分手て遅おくれだ。ならば常に隣人の挙動に眼を光らせて、おかしな事をすれば即そく座ざに殺しておくのが一番安心だ──


「『黒騎士』事件の際にもこのトリスタンでは似たような事が起こった様だが……もし〈資格者〉の存在が明るみに出れば、その比ではない規模で恐きよう慌こうが発生する」


　マックスの口調は──まるでそれが既き定ていの事実であるかの様だった。


「国家どころか世界規模で……だ」


　確かに『黒騎士』事件とは規模が違ちがう。


　あくまで『黒騎士』事件の混乱と恐慌は、噂うわさに端たんを発し、事実関係が曖あい昧まいなままに広がっていった。故に未だ理性的に振る舞まう人々も多かった。その存在がマスコミによって確認された後も、速やかに黒騎士が倒たおされた事で、恐慌状態は即座に終息に向かった。


　だが……〈資格者〉の場合は違う。


　そもそも人々が拠よって立っていた大前提さえ覆くつがえる。


　まして〈資格者〉は何人存在するのかすら分からない。『黒騎士』の様に一人倒して終わりという訳ではなく、更さらには増える可能性だって在る。


　人間は万ばん物ぶつの霊れい長ちようという肩かた書がきを放ほう棄きし、より上位に君臨する怪物に怯おびえて暮らさねばならなくなるのだ。


　いや。それどころか──


「またこの〈資格者〉達自体も危険だ」


　マックスは眼を細くして──虚こ空くうに憎にくむべき敵の姿を見いだしているかの様に言った。


「理性が在るという事が社会にとって無害だという根こん拠きよにはならない。それならこの世に犯罪など存在しないからな。むしろ理性が在る分だけ、単に勢いで暴れ回るだけの魔族よりもずっと悪質になり得るとも言えるだろう」


「……まあそうなんだろうな」


　物もの憂うげにレイオットは言った。


　どんな理由が在ろうと──あの〈アルカトラ〉に搭とう載さいされていたシステムは、レイオットでなくても到とう底てい、許容できまい。人間を魔ま法ほうを使う為ための消しよう耗もう品ひん──生贄として使い潰つぶす代物の研究を〈資格者〉達は支し援えんしていた。まさかそれで世界平和を目論んでいる訳でもあるまい。万が一そうであったとしても、その『平和』とは恐らく多くの人々の使う辞書に書かれたそれとは、全く別の意味を持っている筈はずだ。


「現に……」


　マックスは言った。


「〈資格者〉達の集団──仮に〈結社〉と呼こ称しようされているが、この〈結社〉が近々、アルマデウス帝てい国こくにおいて武装革命を起こす計画を進めている。いわば国家の乗っ取りだな」


「…………」


　レイオットはとりあえず天てん井じようを仰あおいでから──正面被ひ弾だん面積を考こう慮りよして設計された軍用車両のそれは、ひどく低くて、鼻を擦こすりそうになって気が滅め入いっただけだったが──それからマックスを振ふり返かえって言った。


「新作映画か何かの話か？」


「だったら良かったのだがな」


　レイオットの軽口に──しかしマックスは声を荒あららげる訳でもなく淡たん々たんと答えてきた。


「残念ながら〈結社〉に協力していた帝国議会の議員、各省庁の上級官かん吏り、軍の将校に警察幹部、そういった者達の尋じん問もん結果から得られた事実だ」


「尋問……ね」


　内乱罪やそれに類する国家転てん覆ぷく行こう為いは何ど処この国でも基本的に死し刑けいである。尋問されたからといって素直に答える者など居まい。恐らくは秘密裏に拷ごう問もんされ──処分された人間も居るだろう。


「情けない話だが」


　マックスの声に苛いら立だちの様なものが混じる。


「連中に尻尾しつぽを振る者は何処にでもいる。それも少なからず」


　議会にも。軍隊にも。警察にも。


　まさしく獅し子し身中の虫──それが圧あつ倒とう的てき多数ではないとしても、国家という生物にとってそれは、己の重要臓器を食くい荒あらす恐ろしい寄生虫だ。


　更に──


「先日の〈鉄巨人〉は恐らく諸外国へのデモンストレーションも兼ねた実験だろう。確かにあの様な兵器が大量投入されれば帝てい都とでも危ない。ＡＴＡＳＡも対魔族戦用の装備と経験は在るが……相手が魔法兵器や〈資格者〉となるとそうもいかない」


「帝都ごと吹ふっ飛とばす訳にもいかんか」


　皮肉混じりでレイオットが言う。


　ＡＴＡＳＡは爆ばく弾だんで魔族を街ごと吹き飛ばすという強引な戦術を過去に何度か取っているが、さすがに帝国議会議事堂や各種省庁本舎の集中する帝都の真ん中に大型爆弾を投下する訳にもいくまい。それは『患かん部ぶだから』と自分の頭を切り落とす様なものだ。


「しかし〈資格者〉がどうして〈鉄巨人〉なんざ必要とするんだ？」


　あれはあくまでモールドだ。


　既存のものとは明らかに規模も威い力りよくも違うが──基本は人間が人間のまま魔法を使う為の装置である。既すでに人間を止めてしまっている〈資格者〉達に必要な装備ではない。


「〈資格者〉の──〈結社〉の最大の弱点は数だ」


　マックスは言った。


「〈結社〉を構成する〈資格者〉は二十名程度しか存在しない」


「〈鉄巨人〉はそれを補う為のものか……手足の様に」


「多分な。勿もち論ろん、単にモールドを密造して大量に魔法士を使うだけでも良かったのだろうが……人数が増えれば増えるだけ秘密結社としての管理は困難になる。あくまで『革命』に必要とされる戦力を少数に集約したかったのだろう。実際……協力者を大量に抱かかえていたお陰かげで、情報が漏ろう洩えいする事になった。そしてその結果として我々の様な人間が〈結社〉対策として動く事になった」


　もっともマックス達も、決して力押しが出来る程の多数派という訳ではない様だった。


　そもそも〈結社〉の協力者がどれだけどこに潜ひそんでいるのかも分からない。自分が〈結社〉に協力していると知らずに動いている者も居るだろう。こうなっては軍や警察を丸ごと動かすのは難しい。


「今回の作戦は、情報漏洩の危険性が在る為、大量の物資や人員を動員出来ない。また正面からの魔ま法ほう戦せん闘とうとなれば、さすがに我々には経験が不足している」


　確かにＡＴＡＳＡや軍隊の対魔族戦せん闘とうは、銃じゆうにしろ爆弾にしろ、離はなれた場所からの一方的な攻撃だ。だがこれは相手が知能も怪あやしい様な魔族だからであって、徒党を組み、場合によっては戦略や戦術を練ってくる相手には単純過ぎて通用しまい。少なくともその方法だけで相手を全ぜん滅めつさせ得ると考えるのは脳天気に過ぎる。


　故に彼等は口が堅かたく、この異様な状じよう況きよう下かでも構わず作戦に従事できる戦術魔法士を捜さがしたという事だろう。


「我々は〈結社〉の本ほん拠きよを叩たたく」


　マックスはクリップボードに留めた地図と数枚の写真を渡わたしてきた。


「九日後に〈結社〉の〈資格者〉達が此こ処こに集まる予定になっているらしい。恐おそらくは武装蜂ほう起き計画の最終的な調整なのだろう。そこでまとめて〈資格者〉達を──〈結社〉の主要構成員を排はい除じよしてしまえば後は大した問題ではない。その後で人類の裏切り者はゆっくりとあぶり出して行けば良い」


「だがそれは根本的な解決にはなってないんじゃないか？」


　とレイオット。


〈結社〉の存在そのものと、〈資格者〉の発生に因果関係は無い。


〈結社〉を殲せん滅めつしようと、〈資格者〉はこれからも生まれてくるだろう。


「それでも時間が稼かせげる」


　マックスは平然と言った。


「それが三年か。五年か。十年か。百年かは分からないが。今のままでは確実にアルマデウス帝国は終わる。魔族共が支配する魔ま界かいになってしまう」


「…………」


　レイオットは溜ため息いきをついた。


（何かと妙みような連中に縁えんがあるとは思ってたが……）


　思い返せば、明らかに〈資格者〉らしき連中の影かげが、ちらついている事件は幾いくつも在った。レイオットが気付いていないだけで、実際にはもっと多かったのかもしれない。


〈影法師シルエツト〉──ロミリオ・ポロ・プロフェット男だん爵しやく。


　いや……立場は違う様だが、源流魔法使ルート・ソーサリアンロン・コルグも関係者なのだとすれば、そこから更に、カペルテータの父ダニエル・レジエーロや、レイオットの養父ドーベルン・スタインバーグにまで遡さかのぼって関係が在ったという事になる。


　やはり……知らず知らずの内に巻き込まれていたのだ。


　望んでの事ではないとはいえ、今いま更さら、無関係だと主張しても意味がなかろう。


「明後日あさつてまでにマクダウェル空軍基地に装備一式持参で来て貰もらいたい。作戦の実行期日や詳しよう細さいな内容はそこで説明する。また一度空軍基地に入れば情報漏洩防止の意味も込めて、作戦終しゆう了りよう後まで基地外に出る事も、基地外と連れん絡らくを取る事も禁じる。身辺整理はこの一両日中にしておいてくれ」


　それはつまり命いのち懸がけ──というよりも生きて帰れぬ可能性が高い仕事だという事か。


　だが……


「戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストに言う事じゃないな」


　皮肉げに笑うレイオット。


　仕事に出る度に命どころか人間としての尊厳すらも危機にさらすのが戦術魔法士である。


　親しい知己や家族との別れなどは、初めて現場に立つ前に済ませておく者も多い。


「まあ貯金の寄付先でも考えておくさ」


　言ってレイオットは肩かたを竦すくめた。





　　　　●　　●　　●





　空気が重い。


　ジャックは無意味に手元のレンチを弄いじり回しながら──眼だけを動かして傍かたわらに座っている少女を一いち瞥べつした。


　紅い瞳ひとみのＣＳＡの少女はただ黙もく然ぜんと木箱の上に腰こし掛かけている。


　相変わらずその横顔からは彼女が何を考えているのか全く読み取れない。いつもの様にレイオットの側に居ようとした彼女は──しかし彼を連れに来た相手の要望でこのＪＲ総合機器研究所に残された。その事で『置いて行かれた』と気落ちする様な性格ではないとも思うが……ぽつんと作業場の片かた隅すみに座っている少女の姿は、ひどく寂さみしげに見えた。


「…………」


　妙に気まずい感じだ。


　ジャックはとりあえず間を持たせようと作業場の片隅に置いてある冷蔵庫に歩み寄る。


　どうせ茶ちや菓が子しなどという気の利いたものは入っていないが、飲み物位は何とかなるのではないかと考えて──


「ローランドさん」


「うおっ!?」


　いきなり背後から声を掛かけられてジャックは思わず驚おどろきの声を漏もらした。


「……カ……カペ……ちゃん？」


　振り返ればそこにカペルテータが立っていた。


　別に何をしているでもない。


　ただ手を伸のばせば触ふれられる様な距きよ離りでジャックを眺ながめているだけである。


　だが──気分任せの意味のない行動もしない少女だ。わざわざ木箱から降りてジャックの背後に立ったという事は、何か彼に用が在るという事だろう。


「教えていただきたい事があります」


「な……なんでしょう」


　思わず居住まいを正して応じるジャック。


　いつものカペルテータではないとこの時点でようやく彼は気付いた。何というか、この感情が死し滅めつしたかの様な少女から、奇き妙みような気き迫はくの様なものが感じられるのは気のせいだろうか──


「モールドの調整について」


「え……？」


　全く予想外の言葉にジャックはきょとんと眼を瞬しばたたかせた。





　　　　●　　●　　●





「困るのですよ」


　芝しば居いがかった仕草で溜め息をついて見せながら〈影法師シルエツト〉は言った。


　五階建ての雑居ビルの屋上──中央部での事である。


　元々トリスタンには六階構造以上の建物が少ない為ため、周囲を見回してみても近くにこの屋上を見下ろすべき場所は無く、周囲から見上げても中央部に視線が届く事は無い。


　それはつまり……ここで何が行われても目もく撃げき者はまず居ないという意味にもなる。


　壁かべも天てん井じようも無いが、ここはある種の密室に等しい。


「調子に乗ってべらべらと余計な事を喋しやべられては」


「え？　あ──ああ？」


　ロミリオ・ポロ・プロフェット男爵の前には混乱状態の男が一人居た。


　セイモアである。


　相当量の酒を飲んだ事で殆ほとんど前後不覚の状態に陥おちいっていた筈はずだが──その表情は引き攣り、半ば素面しらふに戻もどっている。当然と言えば当然だろう。道を歩いていたら、いきなり一いつ瞬しゆんでビルの屋上にまで連れ去られたのだから。


　そんな真ま似ね、魔法でも使わないことには──


「…………！」


　セイモアは自らが思い至った結論に愕がく然ぜんとして震ふるえた。


「ええ。そうですよ」


　鷹おう揚ような仕草でロミリオは頷うなずいてみせる。


「貴方あなたの雇やとい主ぬしの、更さらに雇い主です」


「…………ま……まさか」


「何ど処こまで彼から聞いているのか知りませんが……困ったものです。勿論、彼には責任をとって口をつぐんで貰いましたよ。永遠に」


　ロミリオは尻しり餅もちをついたままのセイモアに向けて腰こしを屈かがめ、その顔を覗のぞき込む様にして笑った。


「やはり情報管理というものは難しいものです。こればかりは魔法でどうにかなるものでもありませんしねえ。どうも我々は人間を止めて久しいので、貴方達の細かな感情の機き微びも捉とらえにくくなっていましてね。こんな大事な事を、お酒に酔よって、誰だれが聞いているかも分からない場所で喋りまくるとは思ってもみませんでしたよ」


「ま……まぞ……く……！」


「そうそう」


　ロミリオは笑みを深めて頷く。


「思いついたら口にするその軽さがどうにも──ね」


　同時に──異音。


　未だ経験した事の無い奇妙な感覚にセイモアは眼を瞬かせ、そして己の身体からだに視線を降ろしてその理由を知った。


「ひ……あ!?」


　無い。膝ひざから下が無い。


　いや、それどころか──消えていく！


　次第に、まるで砂の像が波に洗われて崩くずれていくかの様に、膝が、太ふと股ももが、文字通りに粉こな微み塵じんとなって消しよう滅めつしていくのだ。


　痛みは無い。


　ただ感覚が溶とけて消えて──無くなっていく恐きよう怖ふ。


「あ……ああああ!?」


「駄だ目め駄だ目め。静かにしてください」


　にっこり笑ってロミリオは己の唇くちびるに人差し指を当ててみせる。


　それだけで、セイモアは声が出せなくなった。


「まあ作業は殆ど終わっていますからね。貴方達の代わりも他の所から回して貰えば予定はさして遅おくれずに済むでしょう。では──さようなら」


　ロミリオは気き障ざな仕草で一礼する。


　その間にもセイモアの『消失』は続き、腰から下の、胸から下の感覚が消えていく。恐らく心臓が消滅したせいか、急速に貧血状態となって暗くなっていく世界の中で、セイモアはそれでも悲鳴をあげようとして──しかしその意識すら、次の瞬しゆん間かんには溶けて消えていた。


「さて……」


　ロミリオはかつてセイモアだった砂さ塵じんが、屋上を撫なでて過ぎる風に飛散したのを確認すると、まるで散歩に出るかの様な軽い仕草で歩き出した。
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「…………」


　恨うらみがましい眼で見られた。


　口を塞ふさぐ手の感かん触しよくが気持ち悪いのだろう。汗あせばんでいるから仕方がない。


　あるいは暴れないように抱だき締しめているからか。


　正直、フレッドとしても、承しよう諾だくも得ずに女の子を後ろから抱だき竦すくめた上で、その顔に触れるのは大だい胆たんに過ぎる行こう為いだと思うが……今は外す訳にはいかない。外したら──そしてもし迂う闊かつな声を漏らしてしまったら、自分達が此こ処こに居る事が、あの怪かい人じんにばれる。


「…………」


　傍らのエリックが、そっと非常階段から身を起こし、様子を窺うかがう。


　彼はしばらく厳しい表情で屋上を眺めていたが──


「──大だい丈じよう夫ぶだ」


　そう言って短く溜ため息いきをついた。


「もう何処かに行ったみたいだ」


　フレッドも止めていた呼吸を再会しながら──ナレアの口元を押さえていた手を外す。


　ぷはっ、とまずは短く息を吐はいてから、ナレアは大きく息を吸い込むと、顔を真っ赤にしてフレッドの方を睨にらみ据すえる。怒ど鳴なってくるかとも思ったが、さすがに状況を察してくれたのか、それは無かった。


　代わりに──


「なに？　何なの、あれ？」


　声を抑おさえつつも、フレッドの襟えり首くびを摑つかまんばかりの勢いで尋たずねてくる。


　だがフレッドにも答えられる筈が無い。


　実の処、魔法の関かん与よまでは予測していたが、まさかあんな──


「モールドも無しに魔法使ってたわよ!?」


「使ってたね」


　呻うめく様に言うフレッド。


　正直言って信じ難い光景だ。モールド無くして魔法を使えば人間は魔族になってしまう。それはもうどうしようもない事実の筈だった。さもなければ魔法士達は、わざわざあんな窮きゆう屈くつな拘モ束ー装ル甲ドを纏まとって現場になど出るまい。


「ランパル真教の教祖が、モールド無しに魔法使うとか言われてたけど──」


「あれはペテンだったろ」


　フレッドの台詞せりふをエリックが遮さえぎった。


「台の下に魔法士が隠かくれてたんだ。そいつが魔族化して大騒ぎになった事件あったろ」


「……じゃあ……なに？」


　ナレアは表情を引ひき攣つらせて問うた。


「あいつは何なの？　あれもペテン？　それとも──」


「ペテンである可能性は低いな」


　俯うつむいて自分の目撃した光景を回想しながらエリックは言った。


「誰も観客の居ない所でペテンを仕し掛かけても意味がない」


「それは──そうだな」


　フレッドは頷く。


　此処にフレッド達が居る事に、あの眼鏡めがねの優やさ男おとこは気づいていない様だった。だからこそ今、彼等は生きているのだ。もし気付かれていたら、セイモアもろとも、文字通りに『消されて』いただろう。


　逆に言えば、あれは誰に見せる積もりも無い行為だったという事だ。


　魔法を装っても全く意味が無い。


　つまり──


「でも、でもモールドも無くて──人間、だったわよ!?」


　ナレアはただただ混乱していた。


　無理も無かろう。フレッドもエリックもまず最初に自分の正気を疑った。だが三人揃そろって幻げん覚かくを見るという事もあるまい。


「だとすると魔族……？」


「あれが？」


　フレッドの言葉にナレアが疑わしげな表情を浮うかべる。


　しかし──


「いや……待て」


　エリックは眉み間けんに縦たて皺じわを刻んで呻く様に言った。


「程度差──なのだとしたら」


「え……？」


「魔族にも程度差が在る……僕が前に見た魔族は、人間だった頃の記憶も残していたし、辛かろうじてだけど会話も……意い思し疎そ通つうも出来た。それに身体は変形していたけど、顔は、そのままだった……」


「おい、エリック」


　フレッドが気き遣づかわしげな声を掛かけてくる。


　ファネット・ダウランド。


　かつて魔族化した少女。


　彼女の存在が、エリックの中で消えぬ傷になっている事をフレッドは知っている。無論、それによってねじ曲がってしまうエリックではないが、だからといって──その傷の痛みを忘れた訳でもないだろう。


「よせよ、思い出さなくていい」


「いや……そうだ」


　黙だまってろとばかりにフレッドに片手を掲かかげて彼の言葉を制してから──エリックは自分の思考を口に出して整理していく。喋しやべるという行為に加えて、耳からそれを聞き直す事で、自分の中の曖あい昧まいな思考に形を与えるのだ。


「魔族は自分の意志に従って自分の肉体を再構築出来る。ならば人間に『変装』する事だって……もしもう少し、ダウランド先輩の時よりも、理性が残ったまま魔族になった奴やつが居たとしたら……」


「それがアレだっていうの？」


　ナレアは何度も屋上を振ふり返かえりながら言った。


　無論、そこにはもう誰の姿も無い。


　ただ鉄てつ柵さくの端はしに引っかかったセイモアのジャケットが、未練げに揺れているだけ──


「…………」


　エリックは不意に非常階段を上りきると、屋上に飛び出し、落下防止用の鉄柵に向けて駆かけ寄よる。固定金具の所に引っかかっていたジャケットは、大きく袖そでの部分が裂さけて既すでにボロ布の様相を呈ていしていたが──


「ひょっとしたら」


　エリックは慌あわただしい手つきで上着の内ポケットを探る。


　同じ様に屋上に出てきたフレッドが彼の肩かたに手を掛けて言った。


「おい、エリック。何やってんだ、そんな──」


「……あった」


　エリックが取り出したものを見て、フレッドが顔をしかめる。


　それは財布だった。


「よせよ、お前らしくない──」


「違ちがうよ。別に泥どろ棒ぼうがしたい訳じゃない」


　エリックは言いながら二人の友人を見回した。


「財布に詰つめるものは？　金以外に」


「領収書」


「身分証」


　ナレアとフレッドが殆ほとんど同時に答えて顔を見合わせる。


　それぞれ性格をよく表した解答であるが──


「そうだよ。身分証だ。領収書も」


「おい。まさか──」


　眼を丸くするフレッドにエリックは頷うなずいて言った。


「その気になればこんなに雄ゆう弁べんな手て掛がかりは、他に無いよ」
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　夜風に晒さらされた破は砕さい孔こうで、からからと何かが音を立てている。


　大きくその身を抉えぐり取られたスタインバーグ邸ていは、月光の下に骸むくろをさらす巨きよ大だいな獣けものの様にも見えた。修しゆう繕ぜんはトリスタンの業者に依い頼らいしてもう二週間以上になるが、未だに何も手を付けられないまま、攻こう撃げきを受けた当時の状態で、全てがそこに在った。


　元より失って惜おしいものなど、レイオットには殆どない。


　強しいて言えばドーベルンから受うけ継ついだモールド位のものだろうが……辛うじて破は壊かいを免まぬかれたそれは今、同じく一部小破で済んだモールド・キャリアに積まれている。


「改めて見ると酷ひどいな」


　苦笑して呟つぶやきながらレイオットは居間に入る。


　その半ばは吹ふっ飛とんでいてもう見みる影かげも無ない。


　カペルテータが使っていたタイプライターも粉々になってしまった様だった。


「また──新しいのを買わないとな」


　レイオットは自分の後ろを影の様についてくる少女を振り返った。


　立ちこめる薄うす闇やみの中で紅い眼がレイオットを真まっ直すぐ見つめている。


　カペルテータは小さく頭を振って言った。


「もう必要ありません」


「そうなのか？　随ずい分ぶんと熱心に日記を付けていた様に見えたけどな」


　レイオットは苦笑しながら言う。


　だが──


「あれは日記ではありません」


「そうなのか？」


「はい」


　こっくりとカペルテータは頷く。


「あれは単なる記録です」


「……記録？」


　ひっくり返っていたソファを脚あしで蹴けり戻もどして、その上に腰こしを下ろしながら、レイオットは改めてカペルテータを眺ながめた。


　紅い眼の少女はやはりそこに居る。


　レイオットの側そばに居て彼を──彼だけを見つめている。


「貴方あなたの……記録です」


「…………」


　レイオットは眉まゆを顰ひそめて黙り込む。


　彼の沈ちん黙もくをどう受け止めているのか……カペルテータは普段の彼女からは信じられない程に滔とう々とうと言葉を続けて言った。


「私が『答え』を見つける為に蓄ちく積せきしていた記録の、一部です。単に私自身の記憶の中に蓄積しておくだけでも良かったのですが、文章化する事によってより客観性を確保出来ると考えました」


「訳がわからん。何を言ってるんだ──お前は」


「…………」


　カペルテータはそれ以上は答えない。


　答えても無む駄だだと思っているのか。あるいはもう少し自分で考えろという意味か。


　レイオットは溜ため息いきをついてソファに身を沈しずめる。曲がったスプリングがぎしぎしと耳障りな音を立てた。


　しばし二人は黙ってお互たがいを眺めていた。


　座ってカペルテータを見上げるレイオットと。


　立ってレイオットを見下ろすカペルテータと。


　熱無き月の光の下で相対する彼等から──世界中の何もかもが無ぶ粋すいな邪じや魔まをしないようにと遠ざかっているかの様だった。


　やがて──


「──カペル」


　レイオットはふと思い出したかの様な口調で言った。


「はい」


「お前は残れ」


「…………どうしてですか？」


　わずかに眉をひそめ、首を傾かしげるカペルテータ。


　それが彼女の怪け訝げんの表情なのだろう。


　思えばこの少女のこんな仕草を見るのは……ケルビーニの村で出会ったあの時以来かもしれない。両親の死後、常に何かの確信の様なものを抱いだいてこの少女はレイオットの後に付いてきていた。問いかけは全て確認に過ぎず、この少女は本気で物事に疑問を抱いている様にはとても見えなかった。


　だからだろう。


　今のカペルテータは──まるでレイオットが知るＣＳＡの少女とはまるで別人に見えた。


「さすがに今度の仕事にお前を連れて行く余裕は無いし、あの〈ジャベリン〉の男も許さないだろう。今回の仕事は『狩り』じゃない。戦争だ。猟りよう場ばの『外』は無い。お前はシェリングさんの所に残れ」


　有無を言わせぬ口調でレイオットは言う。


「むしろ今までがおかしかったんだ。シェリングさんとシモンズ監かん督とく官にお前の事は頼んでいくから心配はいらない」


「どうしてレイオットは……」


　カペルテータは一いつ瞬しゆん──言葉を止めた。


　まるで何かを躊ちゆう躇ちよするかの様に。


　だが──


「どうして戦いに行くのですか」


　死ぬかもしれないのに。


　世界なんて本当はどうでも良い筈はずだったのに。何がどうなろうと誰がどうなろうと知った事ではなかった筈なのに。


　何を今いま更さら──


「理由なんか無い」


「噓うそです」


　間かん髪はつ入れぬ否定の言葉。


　驚くレイオットを静かに見下ろしながらカペルテータは続けた。


「貴方は理由も無く戦える人ではありません」


「…………」


　何を根こん拠きよにした断言なのか。


　いや。それこそが『記録』から出された結論なのか。


　誤ご魔ま化かす為の言葉をしばらくレイオットは頭の中で探っていたが──生あい憎にくと適当なものは見つからなかった。黙だまっているという選せん択たく肢しも無いではなかったが、それで今のカペルテータが納得するとも思えない。


　何かの区切りが来たのだ。


　何となくレイオットはそう悟さとっていた。


「……格好悪い話だけどな……」


　呟く様にレイオットは言う。


　言葉を探り。自分の中に問とい掛かけて。


「いつの間にか俺は……自分で思っていた以上に世界に関わってたみたいでな」


「…………」


「気が付けば……沢たく山さんの人間に借りを作ってた……」


　ネリンや。フィリシスや。ジャックや。エレナや。その他──諸もろ々もろ。


　独りでひっそり生きてきた積もりでも、色々な人間に世話になった。望まずに焼かれた世話も多いとはいえ、それらの借りを踏ふみ倒たおすのはやはり気が進まない。


　そもそも最初に彼は大きな借りを踏み倒してしまった。


　ドーベルン・スタインバーグ。


　ならば……せめて。


「その借りをな。返せるならまあ──良い死に方が出来そうだって思った」


「死ぬ気ですか」


「進んで死ぬ気は無い」


　レイオットは微び苦く笑しようを浮うかべる。


「だがまあ……今のこの世の中を……いや、世界なんて大それたものじゃなくてな、単に俺の周りに居た奴やつ等らが暮らしてきた、この、『今』を壊こわさせない為に死ぬのなら、それは、俺にとっちゃ上等な終わり方かとは思う」


　だから死の危険の高い仕事でも受けた。


　自分が終わる為ではなく。


　誰かを終わらせない為に。


　それは恐おそらく状じよう況きように流されるまま戦ってきた、レイオット・スタインバーグにとっての初めての──覚かく悟ご。


「……レイオット」


「なんだ」


「ずっと考えていました。ずっと」


　いつもの通りの無表情な声。


　抑よく揚ように乏とぼしいそれが──しかし何故か夜風に向けて朗々と歌うかの様にレイオットの耳には聞こえた。


「……何を」


　心の何ど処こかで戸と惑まどう気持ちが在る。


　聞いてしまえば恐らくもう引き返せない。


　レイオットは気付いていた──これが、カペルテータが初めて語る、彼女がレイオットの側に居る意味なのだと。


「私の──感情。気持ち。そういう、もの」


　カペルテータは真っ直ぐレイオットを見つめて言った。


「…………」


「私の両親を殺した貴方を、私は、普通ならば憎にくむべきでした」


　父は魔族。母は狂きよう人じんで──やはり魔族になって。


　だから戦術魔法士であるレイオットは彼等を殺して当然で。


　だから彼等の子であるカペルテータはレイオットを憎んで当然で。


　負の感情の連れん鎖さはそうやって何処までも続いて──それが本当に当たり前の事だから。レイオットは彼女が自分の前に再び顕あらわれた時、自分を殺しに来たのだと理解した。


　だが……カペルテータは『違ちがう』といった。


　自分は復ふく讐しゆう者ではないと。


　では──何の為に？


「憎むべき……だったんです」


　呟つぶやく様に繰くり返かえすカペルテータ。


「けれど」


　カペルテータは一歩、ソファに座ったままのレイオットに近付いて言った。


「私は……あなたを自然に憎む事が出来ませんでした」


「…………」


　返すべき言葉は幾いくつもある。


　だが言えた義理ではない。


　何かの責任を取るつもりも無いままに、彼女に優しくしてしまったのもレイオットなら、同じくその責任を取るあても無いままに、彼女の両親を奪うばい去ったのもレイオットだ。


　それはカペルテータにとって初めての……唯ゆい一いつ無二の経験であったろう。


　まるで烙らく印いんの如ごとく、彼女の心の中に刻まれる程の。


「……そうか」


　長い時間の末に彼が言えたのはその一言だけだった。


「私はどうしてもレイオット・スタインバーグを憎めない。憎むべきなのに。理り屈くつではそれが当然である筈なのに。貴方あなたに……優しくして貰もらった記き憶おくが、私の中で憎ぞう悪おと嚙かみ合わずに残ってしまう」


　カペルテータは続ける。


　位置的には彼女の視線の方が僅わずかに高い。哀あわれな罪人を小さな断罪者はわずかに見下ろしながら、静かに弾だん劾がいの言葉を繫つないでいった。


「私の心は壊れています」


　カペルテータははっきりとそう告げた。


「私は、狂くるっています」


「いや、お前は──」


「人間らしい感情を自然に得る事が出来ない」


　まるで他ひ人と事ごとの様な口調。


　だが──


「だから私は観察し、検討し、客観的に判断する事にしました」


「……何を？」


「愛情か。憎悪か。侮ぶ蔑べつか。私は貴方をどう想うべきなのか」


「…………」


　それはレイオットだからこそ気付いた変化だろう。


　ずっとずっとカペルテータを側に置いてきた彼だからこそ……彼女の口調にほんのわずかながら熱が加わっているのが分かった。淡たん々たんとした態度は相変わらずの様にも見えるが、今、確実に堰せきを切ったかの様に彼女の中から言葉が溢あふれてくるのだ。


　それは彼女が何年もの間、胸に秘めてきたものだった。


　誰にも見せず。誰にも告げず。


　密ひそやかに密やかにその小さな胸の奥に守り続けてきた真実だった。


　だからこそそれは──一度迸ほとばしれば止められない。


　恐らくは彼女自身にも。


「私は、許しても良いのか。許してしかるべき人間なのか。レイオット・スタインバーグ。私は貴方を憎むべきなのか、それとも──」


　一瞬の間。


　初めて明確に彼女が見せる逡しゆん巡じゆん。


　紅い眼が戸惑うかの様に瞬しばたたいて、そして──


「愛しても良いのか」


「お前──」


　それを迂う遠えんとは言うまい。


　感情の壊れたカペルテータには、ただ、誰かを憎み、あるいは好きになるという行こう為いすら、それが「正しい」と理解出来る理由付けと手続きが必要なのだ。


　そしてそんな風に彼女をしてしまったのは……レイオットだ。


　罪人はただ粛しゆく々しゆくと判決を受け入れるのみである。


　だからレイオットは静かに問うた。


「──結論は？」


「…………」


　カペルテータは答えずレイオットに歩み寄ると、彼のシャツの襟えりに手を掛けた。


　丁てい寧ねいな手つきでカペルテータはレイオットのシャツのボタンを外していく。


　やがて彼女はレイオットの胸をはだけさせて夜気に晒さらした。


「…………」


　カペルテータは自分の人差し指を口元に持っていくと、その尖せん端たんに歯を立てた。


　白く細い指先に紅あかい珠たまがゆっくりと盛り上がる。


　彼女は血の滲にじむ指先を──そっとレイオットの左胸に這はわせた。


　心臓の上。


　そこに──


「レイオット」


　紅く濡ぬれた文字が記されていく。


　未だかつて一度も書かれた事の無い──言葉。





『我はI我がpledge心臓にmy賭けてheart誓約toす、be人backとしてto汝がyou元にas還らんa事をhuman』





「カペル。お前──」


「レイオット」


　一文を書き終えてカペルテータは言った。


「私の所に帰ってきてください。生きて。人間として。魔族でも死体でもなく」


「…………だが」


　レイオットは長年連つれ添そったその少女を見て──言った。


「俺はお前の親を殺した」


「はい」


「俺は自分の育ての親も殺した。それだけじゃない。どうして良いのか分からず足あ搔がく中で……それ以上に沢たく山さんの命を奪ってきた」


「はい」


「そんな俺が──」


「許します」


　断ちきる様に。終わらせる様に。


　カペルテータははっきりとそう宣言した。


「私が……許します」


　カペルテータの紅い眼がレイオットを映している。


　ずっとずっと彼を見続けてきた血色の──大きな瞳ひとみが。


「他の誰だれが許さなくても私が許します。世界中が許さなくても私が許します。あなたをずっと見てきた……私が」


　そう。確かにその通りだろう。




[image: ]


　レイオットに──哀れなこの罪人に許しを与あたえてやる事が出来る者がこの世に居るとすれば、それは今は亡きドーベルンでもなく、ダニエルでもなく、コーネリアでもなく、ネリンやエリックですらなく。


　自分自身の心さえ押おし潰つぶして、何年も何年も彼の傍かたわらで彼を傍ぼう観かんし続けた、この少女こそが、唯一の権利者だった。


「俺は──」


　喘あえぐ様に言うレイオット。


　罪に塗まみれ続け、それと共に在る事に慣れた罪人にとって、それは未知の恐きよう怖ふだ。


　しかし──


「だから死なないでください。生きて帰ってきてください。レイオット。お願いです」


　裁く者ではなく。責める者でもなく。


　ただ……許す者。それこそが唯一、罪人を自由にする。


　それだけの事。


　だがレイオットもカペルテータも、こんなにも簡単で当たり前の結論に達するのに、何と遠回りをしてきた事か。


「……は」


　レイオットは困こん惑わくした。


　笑うべきか。泣くべきか。


　よく分からない。


　どうして良いのか分からない。どうしたいのかも分からない。まるで唐とう突とつに陽の下に連れ出された投とう獄ごく者の様に、彼はひたすらまごついて──


「レイオット」


　そんな彼の頰ほおに白い手が添えられる。


　指先で促うながされ導かれるままに顔を挙げるレイオット。


　そんな彼に──


「あなたが……好きです」


　異形の乙おと女めは初めての戸と惑まどいを唇くちびるに秘めて、そっと口キ吻スをした。
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　まるで──異教の神しん殿でんを連想する光景だった。


　元々そこは廃はい棄きされた倉庫に過ぎない。


　実用性のみを求められて建てられたが故に、その質しつ実じつ剛ごう健けんさから今も尚なお、こうして壁かべも天てん井じようも欠ける事無く存在しているが……装そう飾しよく性の類は当然に皆かい無む、光を嫌きらう薬品類等を保管する可能性を考こう慮りよして、窓すらも必要最小限の数と大きさしか設けられていない。


　本来ならば殺風景なだけの場所だ。


　だが……


「これが──」


　誰かが喘あえぐ様に言った。


　倉庫の中央部にそびえるその巨きよ大だいな影かげの群れを見ての事だ。


　全長六メルトル余り。


　その数──およそ三十。


　強いて既存のものに近い輪りん郭かくを求めるならば──それは人型をしていた。


　ただし実際にこんな形状の人間は居まい。生物として見た場合……明らかに全体の均衡バランスが崩くずれている。逆さ円えん錐すいの胴どう体たいに骨の様な手足。指は基本的にモノをつかめればそれ以上は求めないという事なのだろう、全部で三本しか無い。


　頭部は胴体に埋うめ込まれているかの様に小さな球体状のものが備わっている。単なる孔あなの様な、黒い闇やみをその奥に湛たたえた眼がん窩かが二つ、そこに穿うがたれていた。


　何ど処こか骸がい骨こつを想わせる異形である。


　視点を変えてみると背中には何やら背はい囊のうの様な形状の装置が取り付けられているのが見えるだろう。そこには六つばかり金属の円えん筒とうが搭とう載さいされていた。


　勿もち論ろん、これは生物ではない。


　鋼鉄の装そう甲こうを剝むき出だしにした機械だ。


　だが一体これは何の為ための絡から繰くりなのか。


　トリスタンの住民ならば、巨大な人型という事から、半月ばかり前に街を襲おそった〈鉄巨きよ人じん〉を想像するかもしれない。細部の形状は勿論、大きさもそれとは異なっているが──それでも尚その姿には、共通する何かが在る様にも見えた。


　何か……見る者の胸に名状し難い不安を生じさせる様な。


　人間の姿形を冒ぼう瀆とくしているかの様な──


「かつて〈シェル〉という密造モールドが流通した事が在ったが」


　居並ぶ巨人の足下で一人の男が朗々とした口調で言った。


　装いには気を遣つかう性格なのだろう。丁寧に撫なで付つけた髪かみ。糊のりの利いた枯かれ葉は色のスーツ。曇くもり一つ無い銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね。腕うでに巻いた自動巻の高級時計。身に帯びる諸々の要素が、余よ裕ゆう含ぶくみの表情を帯びるその端たん正せいな顔と相まって、洒落しやれ者ものの雰ふん囲い気きを醸かもし出している。


　男は──悠ゆう然ぜんと周りを見回す。


　涼すずしげな目許から、ねっとりと艶なまめかしいとも言える視線を送り出すその姿は、彼に倒とう錯さく的な気品を──斜しや陽よう直前の、熟れきった時代の貴族を想わせる風情を加味していた。姿は実に絵になるが、決して明るい配色は似合うまい。この男に相応ふさわしいのは、黄昏たそがれや古書を想わせる気怠い色しき彩さいだった。


「ある意味でこれも密造モールドの一種だ」


　男の名は──ロミリオ・ポロ・プロフェット男だん爵しやく。


　少なくとも彼自身はそう名乗る事が多い。


　もっともアルマデウス帝てい国こくの──いや世界中の貴族名めい鑑かんを紐ひも解といてみたところで、該がい当とうする人物名を見つけ出す事は出来まいが。


　まるで人の世の実相などとは別の所に棲せい息そくする幻げん想そうの如ごとくに。


　その意味で彼にはむしろ綽あだ名なの方が相応ふさわしいともいえる。


「だが完成度、機能、そしてそこから当然の如く導き出される──威い力りよく」


　実体無き影──〈影法師シルエツト〉の方が。


「その点においては雲うん泥でいの差さ、別物、別次元の存在と言っていい」


「…………」


　言葉にならないざわめきが、居並ぶ者達の間から漏もれる。


「〈シェル〉。〈黒騎士〉。そして〈鉄巨人〉。それらの先行試作品から得られた資料を基に、完成した究極的な魔ま法ほう工学兵器」


　ロミリオはまるで歌劇歌手の如く芝しば居いがかった仕草で右手を大きく横に振り出し──背後の巨人達を示した。


「それがこれ──〈ポストルード〉」


　誰かは気付いたかもしれない。


　それが音楽用語であるという事に。


　歌劇や組曲において本編の前に演奏される曲を『前奏曲プレリユード』と呼び、この語は転じて物事の前兆や予兆を示す意味にも使われる。


　その対義語として存在するのが『後奏曲』だ。


　教会等で礼拝後──信徒達が退場する際に演奏される事が多いという。


　それは即すなわちしめくくりの曲。


　全ての終わりを告げる為の旋せん律りつだ。


　その言葉を名に冠かんされた鋼鉄の巨人達。


　ロミリオの言葉をそのままに捉とらえれば──最強の魔法兵器。


　それは一体何を終わらせる為に造られたのか。


「諸君──」


　ゆっくりと意味深に首を巡めぐらせながらロミリオは言った。


「奮起したまえよ。諸君は選ばれたのだから──新時代を切り開くための尖せん兵ぺいに」


「…………！」


　居並ぶ者達は──〈ポストルード〉と同じ数の男達はその表情に緊きん張ちようと興奮を漲みなぎらせて頷うなずいた。既すでにその顔には不安も恐怖も逡しゆん巡じゆんも無い。恐おそろしい程に純じゆん粋すいな──疑うという事を捨て去った狂きよう信しん者の顔を彼等はしていた。


「創造は破は壊かいの後にのみ訪れる。旧ふるきもの全てを駆く逐ちくした後、我等の新世界を築くための自由な地平が得られるだろう」


　ロミリオは念を押す様に頷いた。


「さあ──聖戦だ」


　両手を羽ばたく様に広げるロミリオ。


　男達は一いつ斉せいに──〈ポストルード〉に向けて駆かけ寄よった。





　　　　●　　●　　●





　マクダウェル空軍基地。


　トリスタン郊こう外がいに位置するこの空軍施し設せつは、いわゆる補給基地の意味合いが強く、アルマデウス帝国空軍の拠きよ点てんとしては比ひ較かく的てき小規模な部類に属する。戦せん闘とう部隊は常じよう駐ちゆうしておらず、ここから離り着ちやく陸りくする航空機は、警けい戒かい機や偵てい察さつ機、輸送機といった非武装のものが圧あつ倒とう的てきに多い。最前線たる事を期待される基地ではなく、用地や外交的な問題から、どうしても生じてしまう主要基地と主要基地の間を埋めるためのものだった。


　だが──


「珍めずらしいな」


　滑かつ走そう路ろの点検中だった整備員が不思議そうに言った。


「ＡＣ─66じゃないか」


　整備員の眼は滑走路の端はしで今しも飛び立とうとエンジンを温めている大型の輸送機に向けられていた。ＡＣ─66〈フライホエール〉。汎はん用よう性が高く性能的均衡バランスがとれているという事で傑けつ作さく機の一つに数えられる機体だ。装備を変へん更こうして対地攻こう撃げきや爆ばく撃げきなどに使われる派生型も数多く生み出された。


　もっとも既に軍用機としては一世代前の旧式に属する為、初期生産の機体から順次退役、民間への払はらい下さげなどが進んでいる。


　今滑走路の端で暖気運転アイドリングしている機体も、民間への払い下げの為に移送されている途と中ちゆうなのか、あるいは解体予定のものなのか──所属部隊や機体番号の記き載さいが全て剝はがされている。


「最近あまり見なくなったな」


「何処かの民間企き業ぎようが実験に使うとかって話だけどな」


　同どう僚りようも手を止めて〈フライホエール〉を眺ながめながら言った。


「ほら。一週間程前から色々第六格納庫に運び込まれてたろ。あれも実験用の機材だって話だぜ」


「ああ……」


　整備員は頷いた。


　第六格納庫とは──格納庫とは名ばかりで整備機能もほとんどない様な施設である。基地の人間の多くは『物置』と呼ぶ事も多い。そういえば半月ばかり前に急に第六格納庫を使用するとの事で、中に置かれていた予備資材の運び出しに整備員達も駆り出された。


　ただ……


「民間企業って──どっかの兵器開発とか軍ぐん需じゆ系の所なのか？」


「さあな。どうしてだ？」


「いや……第六格納庫に出入りしてる連中がな……」


　どう見ても企業の研究員というよりは兵隊といった風な面構えの連中が多すぎた。


　無論、軍需系の企業が意見役オブザーバーとして退役軍人を雇やとう事はごく当たり前に行われているが……施設整備員達の立ち入りまで禁止するのは、企業秘密を守る為と言ってもやや行き過ぎの感がある。


「あんまり余計な詮せん索さくはしないほうがいいんじゃないか？」


　同僚がからかう様に言ってくる。


「この間もほら……副指令が更こう迭てつされたばっかだろ？」


「そうだな」


　資材を民間企業に横流ししていたとかで、マクダウェル空軍基地の副指令が更迭されたのはつい一ヶ月前の事である。それも相当にまずい一件であったのか──引ひき継つぎその他が行われる間も無く、ある日突とつ然ぜん、副指令が居なくなり、後から書類が送られて来るという唐とう突とつぶりに、基地はしばらく混乱状態にあった。一部の者は『副指令は責任をとる為に事故死させられたのだ』などと噂うわさしていた位である。


「お偉えらいさんが甘い汁しるを吸おうが首を切られようが俺達末まつ端たんには関係ねえよな」


「そういう事」


　整備員とその同僚は、苦笑を交し合うと再び作業に戻もどった。
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　耳を聾ろうする様な轟ごう音おんが不意にその調子を変化させた。


　陸上移動状態タキシングモードから脱だつした機体が急速に出力を上じよう昇しようさせ、それに伴ともなってエンジンの咆ほう哮こうが甲かん高だかさを帯びてゆくのだ。耳障りどころか機内での会話にも困る様な音の氾はん濫らんである。元より内装など必要最小限の軍用機──防音性も防ぼう振しん性も本当に申し訳程度のものだ。


「…………」


　補強用構造材が半ば剝むき出だしになっている機内……壁かべ際ぎわに並べられた座席の一つに座りながら、レイオットはサングラスの下の眼を細めて、目の前に置かれた諸々の機材を眺めていた。


　四台のモールド移送用架台。


　そして四台の〈ホイール・マニア[image: ]〉。


　二台の全地形対応車バギーカー型ＦＡＶ。


　そして──架台に固定された大量の銃じゆう火か器き。


　弾だん薬やく類も架台の横に積み上げられている。通常の銃じゆう弾だんは元より、迫はく撃げき砲ほう弾だんや、対装そう甲こう用機き関かん砲ほう弾だん等々。不ふ揃ぞろいの弾薬箱には、聞いた事も無い様な地名や略号が記されているものも在る。かき集められるだけの武装をかき集めて積み込んだ──といった様相であった。


　だがこの輸送機の最大の武器は……銃じゆう砲ほうの類ではない。


　それは機体尾び部ぶに設けられたカーゴ・ハッチの側に置かれていた。


　一見すれば単なるドラム缶かんの親しん戚せきの様にも見える。


　だが『危険ＤＡＮＧＥＲ！』と殊こと更さらに大きく書かれた紅い文字の下には『ＦＡＥＢ』の文字がやや慎つつましげに記されていた。


　燃料Fuel-Air　気化Explosive　爆弾Bomb。


　通つう称しよう──サーモバリック爆弾。恐らくアルマデウス帝てい国こく軍が持つ兵器の中では最大規模の殺傷力を持つ代物である。


「素敵な道行きだ」


　苦笑を浮うかべて呟つぶやくレイオット。


　ちなみに機体中央部分を挟はさんで彼の正面──反対側の内ない壁へきには、周囲の人間を威い圧あつするかの様な人ひと影かげが二つ並んで座っている。


　都市迷めい彩さいに彩さい色しきされたモールド、大小二体。


　いや──モールドを既に装着した状態の戦術魔法士だ。


　マックスからはコンコーネ兄妹きようだいと紹しよう介かいされている。


　レイオットも名前だけは聞いた事がある有名な戦術魔法士だ。もっとも会うのは今回が初めてだし、そもそも会う機会が在るとも考えていなかったが。


　見るからに大おお柄がらな……二メルトルにも達するモールドの方が兄のブランカン、小こ柄がらで細身のモールドの方が妹のリリテシアなのだろう。元々顔を見せない戦術魔法士だと言われているが、さすがにここまで徹てつ底ていしているとは思ってもみなかった。


　どうもこの二人、普段からＡＴＡＳＡに雇われているらしく、今回の作戦に戦術魔法士を雇う事を提唱したのも彼等であるらしい。もっとも彼等自身は紹介された時も小さく会え釈しやくしてきただけで、声など一言も発していないのだが。


「愉ゆ快かいな道連れもいるしな」


　とレイオット。


　そんな彼に──


「ところでさ」


　隣りん席せきに座っている人物が声を掛けてくる。


　フィリシスである。


　さすがに轟ごう音おん塗まみれのこの機内でも、隣となりに居る人間となら何とか普通の会話が出来る。これが反対側の内壁に設けられた席──コンコーネ兄妹やマックス達が座っている──ともなると、怒ど鳴なり合わねばまるで声が届かないが。


「気になってたんだけどさ」


「何がだ？」


「カペちゃんは連れてこなかったんだね」


「……ああ」


　レイオットは──束の間、浮かべるべき表情に悩んでから、とりあえず微び苦く笑しようをしてみせる事にした。


「ふぅん？」


　首を傾かしげながらフィリシスはレイオットの顔を覗のぞき込む。


　何か面白いものを見つけた猫ねこの様な──妙みように鋭するどく意味深な目付きである。


「……なんだ？」


「別に。そういうレイを見るのは久しぶり……いや、初めてかなって」


「どういう俺だ？」


「…………ん……」


　フィリシスは、束の間、眉み間けんに皺しわを寄せて考えていたが──


「うーん……なんて言うのかな。男の顔してるよ」


「多分、褒ほめてくれてるんだろうけどな。むしろ今までどう見られてたんだ、俺は」


「──少年」


　こちらは即そく答とうだった。


「何ど処こか子供っぽかった」


「…………」


　皮肉な笑みでそれを流そうとして──しかしレイオットは出来なかった。


　確かに自分は、あの時から少年のままだったのかもしれない。


　身体からだは成長し、彷徨さまよい、そしてトリスタンに流れ着いても……ドーベルンを撃うち殺ころしてしまったあの時から、心はあの場所、あの日に留まったままだったのかもしれない。カペルテータについて『彼女の時間は停まっている』などと評した事もあるが、何の事はない、彼自身が、過去の記き憶おくの中に佇たたずんだままだったのだ。


「そこが面白かったんだけどねえ」


「…………」


　答えに詰つまり、曖あい昧まいに笑ってみせるレイオット。


　その時──


「全員、ヘッドセットを付けろ！」


　対面の席に座っていたマックスが叫さけぶ。


　さすがに慣れているのか、即そく座ざに軍人達が座席近くの壁かべに引っかけられていた機内通話用のヘッドセットを頭に被かぶり、警官、そして戦術魔法士達がこれに続く。


　前述の通り、機内では肉声で会話をする場合には、内容が周囲の雑音に潰つぶされて聞きき間ま違ちがいが生じる場合が在る為──そして別室の操縦席に座っている操縦士や副操縦士にも会話内容が聞こえる様にと、機内通話用のヘッドセットが各席に設けられているのだ。


『既すでに一度説明してあると思うが、改めて作戦の最終確認を行う』


　ざらざらと雑音を薄うすく被かぶった声が告げてくる。


『大まかには単純なものだ。先ず燃料気化爆弾投下による先制攻こう撃げき。これにより敵兵力の半数を殲せん滅めつできると期待する』


「……期待、ね」


　苦笑を浮かべて呟くレイオット。


　判断する──ではない分だけ遥はるかにマシと言える。さすがにＡＴＡＳＡの人間は対魔族戦の心構えができている様だ。


『その後、本機は旋せん回かいして目標地点上空に到とう達たつ次第、降下を開始。降下に際して、戦術魔法士は兵士の指示に従う事』


　これはごく当然の話だ。


　戦術魔法士の多くはこんな空挺部隊パラフオースめいた行こう為いの経験がない。


　また機密作戦である事から、そして時間的猶ゆう予よも無かった事から、降下訓練を行う事も出来なかった。この為、戦術魔法士やその装備類を降下させる際には、必ず空挺経験者である兵士が随ずい行こうする事になっている。


　戦術魔法士二名に対し、兵士が四名、警官が二名、で一つの攻撃部隊を形成するという事になっている。基本的には軍事行動の形式である為に、兵士──空挺隊員達が先導し、〈サンダーボルト〉を使い慣れているＡＴＡＳＡの警官達が支し援えん狙そ撃げき、そして直接打撃戦力に戦術魔法士を充あてる、という布ふ陣じんだ。


『爆ばく破はの余熱で路面のアスファルトが溶とけている可能性が高い。各員、降下地点は敢あえて建物の屋根を選ぶ事。ＦＡＶ等は資材降下用の鋼板プレートを用いるので平地に降下させる。目標はイゾルデ市東北部の〈聖アルベニス大聖堂〉。第一班は東側ラモー通り、第二班は南側テレマン通りから索さく敵てきしつつ移動──』


　ここでマックスは言葉を切って一同を見回す。


『その際、動くものは全て破壊しろ』


『……………』


　警官達が顔を見合わせる。


　彼等とて『敵』の事については聞いているのだろうが──


『それが女子供、老人、怪け我が人、いや、犬いぬ猫ねこに見えてもだ。当とう該がい地域には人間は居ない』


『キント隊長──よろしいですか』


　警官の一人が片手を挙げて発言する。


『なんだ』


『イゾルデには、浮ふ浪ろう者しやや、長ちよう距きよ離り輸送業者が入り込む事があると──』


『そんな者は居ない』


　マックスは断言した。


『…………』


　言葉に詰まる警官。


　つまり『居ない事になっている』という意味なのだろう。たとえ居たとして──その者達を〈資格者〉と誤認して射殺した場合でも、問題とはならない、問題にしない、という事だ。機密作戦である事に加えて、浮浪者などは書類上、存在しない者達である事が多いし、運送業者にしても、事故なり何なり、誤ご魔ま化かす方法は幾いくらでもあるだろう。


　いや──それ以前に……


『事前に燃料気化爆弾を投下しているのだぞ』


『…………』


　通常の爆弾と異なり、燃料気化爆弾は爆ばく発はつによる飛散させる破片で対象を殺傷するのではない。超高温の熱風と圧力によって対象を殺す兵器だ。言ってみれば超大規模な煮しや沸ふつ消毒である。たまたまイゾルデに入り込んだ浮浪者や輸送業者が居たとしても……部隊が降下する際にはほぼ例外なく死んでいるだろう。


『繰くり返かえす』


　マックスは言った。


『当該地域に人間は居ない！　この場に居る者だけが味方だと思え。他は全て敵だ。疑う暇ひまが在れば殺せ。その事について諸君が責任を問われる事は一切無い！』


「……有あり難がたい話だね」


　苦笑してヘッドセットのマイクを指先で押さえながらフィリシスが言う。


『たとえその相手が、諸君の親兄弟、恋人、親友の姿をしていてもだ！』


『……それは、相手には……その、変身能力が在るという事ですか？』


　困こん惑わくの表情で先の警官が尋たずねる。


　実のところ……この四日間、攻撃部隊の構成員達は機材の習熟訓練と簡単な戦術連れん携けい訓練を施ほどこされているだけで、細かな背景事情については殆ほとんど説明されていない。未だ〈資格者〉について詳くわしい情報を持たない者も多い様だった。


『その可能性が在る。我々の相手は、無制限の魔法的能力を持ち、その能力によって自らの姿を人間のそれに固定している連中だ。確認されてはいないが、その気になれば自らの姿形を別のものに変える事も可能な筈はずである』


『では──』


　別の警官が手を挙げて言った。


『この場に居る誰かに、姿を変えている場合は──』


『その為の打ち合わせだ』


　マックスは斬きって捨てる様に言った。


『予めお互たがいに移動経路を知っている。基本的に、最終地点である〈聖アルベニス大聖堂〉まで第一班、第二班の移動経路が重なる事は無い。つまり、途と中ちゆうで出で会くわす事があればそれは偽にせ物ものだ。射殺しろ』


「…………おいおい」


　レイオットが呆あきれた様に呟つぶやく。


　確かに理に叶かなってはいるが──


『勿もち論ろん、無線通信機で互いの位置は確認出来る。だが、それ以前に、魔法を無制限に使える〈資格者〉達に対して、我々が確実に勝利するには、先制攻撃しか無い。故にまず一いつ瞬しゆんでも早く引き金を引く事を考えろ』


『…………』


　やはり警官達が顔を見合わせる。


　兵士達に動どう揺ようが薄いのは、そもそも警官達とは質の違ちがう人材だからだ。警官はあくまで対象の殺傷よりも目標の達成を──人質救出であったり、犯人逮たい捕ほであったり──優先するが、兵士は大たい抵ていの場合に、その目標の達成と対象の殺傷は同義だ。


　今回の様な殲滅・掃そう討とう戦の状じよう況きように対する精神的な心構えが未だ出来ているのだろう。


　対して警官達は未だ『街の中の常識』に囚とらわれている所が在る様だった。無理も無い話だが。むしろ完全に割り切っている様子のマックスの方が異常といえば異常なのだ。


『我々が今から向かうのは戦場だ。相手は街角に潜ひそむ犯罪者でもない。怪かい物ぶつだ。その事を心して任務に望んで欲しい』


　マックスは言った。


『万が一──』


　兵士の一人が手を挙げて問う。


『〈資格者〉側から投降者が出た場合は？』


『殺せ』


　これも簡潔にマックスは言い切った。


『我々には魔族を確実に捕ほ縛ばくする技能も装備も無い。投降を装って近付き、しかる後に我々を皆みな殺ごろしにする、という事も考えられる。よって捕ほ虜りよをとる必要は無い』


『…………』


　兵士達も気付いたのだろう。


　これは戦争ですらない。


　単なる──本当に純然たる殲滅だ。


　まるで殺さつ菌きんするが如ごとくに問答無用。


　だが問題は……彼等の相手が、一方的に殺されてくれる様な、菌きんや微び生せい物ぶつでもなければ無力な草食動物でもないという事だ。先制攻撃としての有利性を失えば、間違いなく反はん撃げきを受けてこの部隊は全ぜん滅めつするだろう。


『他に質問は？』


　マックスが一同を見回す。


　だがもう手を挙げる者は一人もいなかった。


『では爆ばく弾だん投下まで後、二十五分だ。各員、配布した書類上にてもう一度作戦詳しよう細さいを確認の上、これを焼しよう却きやく破は棄きして、待機』
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　コンクリートの上に赤黒い斑まだら模様が描えがかれていた。


　元よりこのイゾルデの街では血けつ痕こんなど珍めずらしいものではない。燃料気化爆弾の投下によって魔族が処理されるまでに、街の住人の九割が死亡していたと言われている。さすがに九割という数字は爆ばく撃げきを正当化する為の虚きよ偽ぎだと主張する者も居るが、万単位での殺さつ戮りくが行われていたのは間違いない。


　とはいえ……それは遥はるか以前〈イエルネフェルト事変〉の頃の話である。


　真新しい血痕は今の──建前上、無人化したイゾルデにおいては珍しい。


　それが戦せん闘とう服を着た軍人から搾しぼり出されたものならば尚なお更さらに──だ。


「こちら三班。異常なし」


　淡たん々たんとした声が無線機に告げる。


　まるで目の前の死体など見えていないかの様に。


　いや──実際に見えてなどいないのだろう。壁かべ際ぎわに寝ねかされたその兵士は──兵士の成れの果ては、焦しよう点てんの合わない虚うつろな双そう眸ぼうを天てん井じように向けているだけだ。


　事実──


「…………これはまた」


　不意に間近に沸わいた人ひと影かげが、呆れた様子で見下ろしてきても、兵士に反応は無い。


　若い娘むすめだ。


　少なくとも見た目には──だが。


　黒くろ髪かみをやや短めに整えており、強い眼光を秘めた双眸や、すっきりとした鼻筋、すらりと長い手足と相まって、闊かつ達たつな印象が強い。着ているものもジーンズにシャツ、その上からざっくばらんな感じにジャケットを羽織っている。


　だが見た目通りの──それだけの人間ではないのだろう。


「惨むごいことを」


　言葉とは裏腹に──声はまるで天気の話をするかの様に平然たる調子だった。


　中身が剝むき出だしになった兵士の頭部を見ても眉まゆ一つ動かさない。


「まあ大脳生理学は確かにあの子の専門だったけど……」


　兵士の頭部は額から頭頂にかけて大きく切り開かれていた。


　皮ひ膚ふを切り取られ、頭ず蓋がい骨こつを切り取られ、空気中に剝き出しになったくも膜まくを通して灰色の脳のう細さい胞ぼうが透すけて見える。そして見るからに柔やわらかそうなその神経細さい胞ぼうの塊かたまりには──何か奇き妙みような物体が食い込んでいた。


　大まかな形はブラシの様である。


　平たい本体から何本もの針状突とつ起きが生えていて──それがくも膜を貫かん通つうし、前頭葉の脳細胞に直接食い込んでいるのだ。しかもその先せん端たんはわずかながら振しん動どうしている様で、くも膜の中に混入した気き泡ほうが小さく震ふるえているのが見えた。


「これは……もう駄だ目めね」


　わずかに屈かがみ込んで兵士の頭部を眺ながめながら娘は言った。


「ごめんね。私もこっちじゃできる事が限られちゃってるのよ」


　そして彼女は右手を伸のばして兵士に向ける。


　そして──


「……ここここちちちちららさんぱぱぱぱぱいじょいじょいいいいいいななななな」


　がくがくと兵士が白目を剝いて震える。


　次の瞬しゆん間かん、その輪りん郭かくが緩ゆるんだかと思うと、兵士の姿はあっけなく崩くずれ去った。


　一人の人間を構成していたとは信じがたい程の、わずかな粉末が床ゆかの上にわだかまる。もしこの場に戦術魔法士が居れば、兵士の体に生じた現象は攻こう撃げき魔ま法ほう〈ドライ・キル〉と同じものだと気づいただろう。急速に対象の水分を奪うばってその肉体を粉末状にまで分解してしまう効果を持つ。元々は〈イエルネフェルト事変〉以前に暗殺用として記述開発されたもので──地味だが必殺の魔法の一つである。


　鈍にぶい音を立てて兵士の頭部に括くくり付けられていた通信機のマイクが転げ落ちた。


　そして──


『〈ホーネット・ワン〉より〈ドラゴンフライ〉各班へ。〈ホーネット・ワン〉より〈ドラゴンフライ〉各班へ。予定通り〇九一五に作戦区域に到とう着ちやくする。可か及きゆう的てき速すみやかに作戦区域より撤てつ収しゆうせよ。繰くり返かえす。〈ホーネット・ワン〉より〈ドラゴンフライ〉各班へ──』


　通信機の本体からそんな声が聞こえてくる。


「……なるほど」


　娘は頷うなずくと、尚なおも退たい避ひを命じる通信機に背を向けて歩き出す。


「さて……どうしよっかな」


　呟く娘の表情は……緊きん張ちよう感かんの欠片かけらも無い様な、ひどく呑のん気きなものだった。
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「建築関係？」


　ナレアが眼を瞬しばたたかせて聞き返した。


「そう。建築会社の現場監かん督とく」


　頷くフレッド。


　彼の隣となりにはエリックの姿と──そしてカペルテータの姿も在った。


　シェリング邸ていの居間での事である。


　フレッドとエリックが先日の事で話が在るとナレアに電話で告げてきたのが今朝だ。ナレアはシェリング邸に出向いてカペルテータと会う予定だった為、少年達もシェリング邸まで集まってきたのである。


　バリーもエレナも少年少女達が来るのはむしろ歓かん迎げいしている様で、実を言えば今日ナレアがカペルテータに会いにきたのもシェリング夫妻の要よう請せいによる。珍しくレイオットと行動を共にしていないカペルテータが寂さみしがっているのではないかと気を回したらしい。ちなみにノーラは像の制作が大おお詰づめとかで、ガレージにこもりきりである。


　それはさておき……


「あの後、セイモアさんの財布に入ってた免めん許きよ証しようと就労証で分かったんだけど。設備工事専門の、小さな会社の社員みたいだね」


「まあそこまでは別に驚く様な事じゃないんだけどね」


　エリックが物もの憂うげな口調で続けた。


「ちょっと気になる事が在って」


「気になる事？」


「この会社の担当してる建物が、役所通りに在るんだけど。僕等、その前を通ってて──その時に、建物に機材を運び込むトラックを見てるんだよ。この間、此こ処こに来た時の帰りなんだけど」


「あ……あの時の」


　ネリンが二人を役所通りの近くで車から降ろした時の事だろう。


「それで？」


「その時、魔法機材が運び込まれるのを、エリックが見てる」


　とフレッド。


「ところが、調べてみると、この会社──魔法士ソーサリストが居ないんだ」


　建設会社にも色々在るが、中には専属の魔法士を抱かかえている会社も存在する。


　特とく殊しゆな建物の解体、あるいは建築材の下地処理や、非破は壊かい検査など……何かと応用の利く魔法は、建築現場でも様々な用よう途とに用いられる。特に、新規の建築はともかく、既すでに何らかの形で稼か働どう中の建物の修復や改築となると、重機を使いにくい分、魔法士を使っての作業の方が遥はるかに安く、確実な結果を残せる。


　故に専門の魔法機器──正確にはモールドのオプション扱あつかいというか、極論してしまえば据すえ置おき式の大型スタッフな訳だが──も存在するし、社員として魔法士が登録されている会社も少なからず存在する。


　魔法機器の所有は許認可制である。


　魔法士やその装備と同様に、全て魔法管理局が数と状態を把は握あくしなければならないからだ。当然に現場で使われる魔法機器は魔法管理局の許認可番号が与えられ、許認可を受けた事を示すプレートがよく見える所に取り付けられる。


　何ど処この会社が魔法士を抱えているかは、調べようと思えば誰にでも調べられる。


　魔法管理局に出向いて登録一覧を見れば良いだけの話だ。


「魔法士が居ないのに魔法機器を現場に運び込む会社……これって変だよね」


「外部の魔法士を一時的に呼び込んでって可能性は？」


　とナレア。


　魔法士は総じて高給取りなので、社員として抱えるよりも、その都度、外注要員として一時的に雇やとった方が金が掛からない場合もある。


「その場合でも、当然、魔法管理局に申しん請せいが出てないとおかしいし、現場にもその旨むねを記したプレートが置かれる筈はずだよ」


　とナレアの疑問にエリックが答える。


「それが無いの？」


「少なくとも僕達が昨日見に行った時点では無かったね」


　とエリック。


「現場だけじゃなくて、シモンズさん──お姉さんに参考書を返しに行った時に、ついでに魔法管理局の申請一覧も見てきたけれど。それも無し」


「…………どういう事？」


　ナレアが眉を顰ひそめて尋たずねる。


「申請の出ていない魔法機器」


　エリックが人差し指を立てて言う。


「殺された現場監督」


　二本目──中指が立つ。


「そして、モールドも無く魔法を使う、謎なぞの怪かい人じん」


　三本目──薬指が立つ。


「どう考えても何かあるよ。さすがに僕等じゃどうしようもない。お姉さんに相談したほうが良いかもしれない。手て遅おくれになる前に」


「…………」


　実の処、ナレアは未だ先日の一件をネリンに話していなかった。


　さすがに信じて貰もらえるかどうかも分からなかったからだ。何しろ人の姿をした魔族など、常識から考えれば在り得ない。正直言って、自分の眼か頭を疑う方が未だ整合性がとれる位だ。


　だが──


「…………」


　戸と惑まどいの表情で視線を彷徨さまよわせていたナレアは──ふと視線を傍そばにいたカペルテータの所で止めた。


「カペル？」


　ＣＳＡの少女の顔はいつもと同じ無表情だ。


　少なくともフレッドやエリックにはそう見えた。


　しかし──


「どうかした──いえ、何か知ってるの？」


「…………」


　問われて……カペルテータは束の間、考え込んでいたが。


「それは恐おそらく」


　淡たん々たんとした口調で彼女はそう言った。


「〈資格者〉と名乗る、特殊な──魔族です」
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　鈍い駆く動どう音と共に機体後部のハッチが開放されてゆく。


　気圧の変化によって機内に風が荒あれ狂くるい、固定されていない微び細さいなゴミを──主にそれぞれが焼き捨てた作戦行動詳しよう細さい書類の灰を舞まい上げて、虚こ空くうへと飛散させてゆく。


『後部貨物カーゴハッチ解放終しゆう了りよう』


　副操縦士の声がヘッドセットを通じて聞こえてくる。


『〈ピジョン・ブラッド〉固定装置──二番から六番まで解除』


　言うまでも無く〈ピジョン・ブラッド〉はこの輸送機が積み込んでいる燃料気化爆ばく弾だんの暗号名である。国によっては戦略兵器にも分類される、この強力な大量殺さつ戮りく──否、完全殲せん滅めつ兵器に極めて高価な宝石の名を冠かんするのは、ある種、皮肉なのか、それとも洒落しやれなのか。


『投下秒読みカウントダウン開始』


　轟ごう々ごうと唸うなる大気の中で淡々とした声が数字を刻む。


『十。九。八。七。六。五。四。三。二。一……』


　がちん、と音をたてて最後の金具が──固定装置の一番が外れる。


『……投下』


　レールに沿ってゆっくりと滑すべる灰色のドラム缶かん。


　街を一つ完かん膚ぷ無なきまでに滅ほろぼし得る破壊の種は、次の瞬しゆん間かん、呆あつ気けなく虚空へとまろび出ていた。


『総員、衝しよう撃げきに備えろ』


　燃料気化爆弾。


　これは元々は油田火災等に生じる偶ぐう発はつ的な災害──沸騰ボイリング・液体リキツド・蒸気エクスパンデイング・拡散ヴエイパー・爆発エクスプロージヨンを応用したものだ。急激に気化させた燃料を空中散布、燃料によるある種の『雲』を形成した瞬間を狙ねらって、着火──自由空間蒸気雲爆発を誘ゆう発はつさせる破壊兵器である。


　この爆弾の特とく徴ちようとして、あくまで超ちよう高熱の爆ばく風ふうと衝しよう撃げき波はを、通常の個体爆ばく薬やくに比べて長時間、全方位に放ち続けるというものがある。


　小規模な個体爆薬の爆弾の場合、爆発の熱風そのものはすぐに拡散してしまい、直接的な破壊力には繫つながりにくい。実際にはその破壊力──否、殺傷力の大半は熱風や衝撃波ではなく、それに乗って飛んでくる金属片が引き起こすのだ。殺傷の原理としては散さん弾だん銃じゆうの類と大差無い。


　ところが……燃料気化爆弾は違ちがう。


　その爆発は純じゆん粋すいに熱風と衝撃波で対象を破壊し、更さらに急激な酸欠状態をも引き起こす。たとえ直接的に熱や衝撃波での死亡を回かい避ひできても、急激な気圧変化により、効果範はん囲い内の人間は内ない臓ぞう破は裂れつや肺充じゆう血けつといった症しよう状じようを生じる事になる。


　当然、気密性の高い防ぼう御ぎよ方法によって守られていない限り、効果範囲内の生きとし生けるものは死し滅めつする。


　殲滅兵器と呼ばれる所以ゆえんだ。


　だが──


（これで〈資格者〉を殲滅出来るかどうか、だが）


　落ちてゆく灰色のドラム缶を眺ながめながらレイオットは考える。


　かつて──確かに〈イエルネフェルト事変〉の際には、この手の大規模破壊用の爆弾を集中投下する事によって、魔族を駆く逐ちくした。特に燃料気化爆弾の様な、全方位から一定時間、破壊的な熱風が吹ふき付つける兵器は、魔族を足止めし、その魔力圏ドメインの処理許容量を超こえて本体を灼やき滅ぼす事が出来た。


　だがそれは……魔族が、知性の存在も怪あやしい狂きよう気きの怪かい物ぶつだったからだ。


　燃料気化爆弾の性質を知っていれば、直接的に魔力圏で自らを防御せず、むしろ物理的防御を自分の周りに構築して気密性を確保する事も出来る。ある程度の物質操作は魔力圏で行える以上、周囲の土砂を使って即そく席せきの塹ざん壕ごうを造る事は可能だろう。


　少なくともレイオットが〈資格者〉であればそうする。


　半ば不死身であるからこそ、自分達を滅ぼし得る数少ない例外的な武器や兵器については研究し、対策を講じるだろう。


　勿もち論ろん、マックスもその程度の事は理解している筈だ。


　だからこその奇き襲しゆう作戦であり、だからこその残存兵力掃そう討とう部隊──レイオット達である。


　とはいえ──


『──なんだ、あれは!?』


　不意に。


「……!?」


　ヘッドセットから操縦士達の動どう揺ようしきった声が聞こえてきた。


　反射的にレイオットは閉じかけていたハッチに眼を向けるが、勿論、そこから見えるのは機体後方に広がる空ばかりで、操縦士達が見ているものが見える筈も無い。


「──レイ」


　フィリシスが自分とレイオットの間に在る小さな──辛かろうじて人間の顔程の大きさの窓を指差す。輸送機が大きく旋せん回かいしている為ためか、二重の強化硝子ガラスの向こう側、辛うじて視界の端はしに落ちてゆく燃料気化爆弾が見えた。


　恐らくもう気化させた燃料を撒まき終わり、今にも点火する直前だ。


　そして──


「──！」


　その真下。


　悠ゆう然ぜんと立つ──人影。


　いや。それは……


「なんだ？　どうした!?」


　反対側の席に座っているマックス達には見えないのだろう。ヘッドセットに怒ど鳴なっている声が、機内に満ちる轟ごう音おんを越こえて、直接耳にも入ってくる。


「…………」


「…………」


　顔を見合わせるレイオットとフィリシス。


　次の瞬間、二人はほぼ同時に自分の身体からだを座席に固定しているベルトを外すと、機体中央部に固定されているモールドの移送用架か台だいに飛び込んだ。この辺りは以前、組んで仕事をしていた関係で綺き麗れいに息が合っている。


「おい、何をしている!?」


　レイオット達の行動を見て兵士の一人がそう叫ぶ。


　一方で──コンコーネ兄妹きようだいは、すぐに何かを悟さとったらしい。彼等もシートベルトを外すと、素早く自分に宛あてがわれた〈ホイール・マニア[image: ]〉に歩み寄り、自らのモールドをフレームに固定し始めた。


「魔法士共！　一体何を──」


「敵だ！」


　次々と閉じてゆく拘モ束ー装ル甲ドの隙すき間まからレイオットは叫んだ。


　だが細かい事を説明している暇ひまなど無い。まして『あれ』の恐ろしさは、実際に相対した人間でないと言葉をいくら重ねても分かるまい。


「多分──爆弾は無効化される！」


「……なに!?」


「この機体もいつ撃げき墜ついされるかわからん！　用意しろ！」


　そう叫びながらレイオットはモールドの装着を終え、そのまま〈ホイール・マニア[image: ]〉に駆かけ寄よった。恐らく意味は分からずともレイオット達の切せつ迫ぱくした様子で何かを察したのだろう──一部の兵士達が、席を立ってＦＡＶに駆け寄った。それらには既すでに基本的な装備と降下用の落下傘パラシユートが備わっていた。


「だから何が──」


「全員──降下用意！　急げ！」


　マックスの判断は速かった。


　未だ混乱している警官達の異論を抑おさえ込む様に怒鳴ると、自らも〈サンダーボルト〉を抱かかえ、足下に在った背はい囊のうを背負って機体後部に走る。彼の動きに触しよく発はつされたか、警官達も一いつ旦たん、疑問を棚たな上あげして同様に装備を確認して立ち上がる。


　だが──


「──！」


　最初に見えたのは──白く細い線だった。


　そして次に、霧きりの様に広がる──赤。


「……え」


　兵士の一人が間の抜ぬけた声を漏もらす。


　彼の上半身が、斜ななめに──左ひだり肩かたから右腰こしに通った赤い線に沿って、ずるりと滑り落ちたのは次の瞬間だった。


「……〈ハック〉！」


　それは極限まで薄うすく形成された力場平面で、対象物を切断する魔法。


　勿論、それはレイオットが撃うった訳でも、フィリシスやコンコーネ兄妹が撃った訳でもない。内側ではなく外部から、機体を切断せんと振ふるわれたその不可視の刃はに、たまたまその兵士が巻き込まれただけだ。


「……う……げ」


　断だん末まつ魔まというにはあまりに間の抜けた声を残して、びしゃりと機内の床ゆかに落ちる兵士の上半身。残った下半身も後を追う様にして倒たおれ、切断面から大量の血をこぼしてゆく。


「え？　え!?」


　傍かたわらの兵士達が戸と惑まどうのも無理は無い。


　勿論、通常の〈ハック〉は空を飛ぶ航空機になど届かない。


　その威い力りよくの大きさや効果の多た彩さいさ故に、しばしば魔法は究極かつ万能の攻こう撃げき方法だと想われがちだが──勿論そんな事は無い。


　例えば銃じゆう器きに比べると著しく射程が短い。いや。正確には魔法を魔法として制せい御ぎよ出来る範囲が限られるのだ。増ぞう幅ふく系の補助呪文ブースター・スペルを重ね掛がけしながらの発動にしても、拘束度デユラビツド数に限界が在る以上、高度百メルトルを越える高空を往く飛行機に届く筈はずが無い。理論上は可能でも大量に拘束度数を消費する上、スタッフが巨大になりすぎて全く実用的ではないのだ。


　だが──


「──！」


　白く細い線は更に開いて帯となり、空くう隙げきとなった。


　機体が──切られた部分から開いているのだ。


　白く見えていたものは、薄うす暗ぐらい機内に差し込んできた外部の光である。


　つまり……


「落下傘パラシユートを──」


　最後までマックスは言葉を発し切れなかった。


　機体が異音を発しながらくしゃりと潰つぶれて分解──次の瞬間、機内に居た全員が空中に投げ出されたからだ。一見、頑がん丈じような様に見えても、航空機というものは重量軽減の為に機体の外がい壁へきは薄い。想定外の力が加わればすぐにひしゃげてしまうのだ。


「くっ──」


　轟ごう々ごうと音を立てて大気が上方にすっ飛んでいく。


　何一つ頼たよるべきものの無い虚こ空くうで、重力に引かれ〈ホイール・マニア[image: ]〉と共に自由落下しながら──レイオットは見た。


　廃はい墟きよの街に悠然と立つ幾いくつもの人影。


　いや。違う。


　それは人間ではない。


　人の形に似てはいても──半ば崩くずれた建物の群れの中とはいえ、百メルトルを超える高度からはっきり視認出来るそれらは、断じて人間の大きさではない。


（なるほど──試作品だった訳か！）


　巨大な鋼鉄の人型。


　そう。あのアルフレッドが使った〈エレンディラ〉と同じ技術で造られた事は間ま違ちがいない。周りの建物と比べてみた場合、大きさとしては一回りか二回り〈エレンディラ〉よりも小さく、形状もやや単純になっているが──間違いない。


　巨大モールドだ。


　勿論……やや小型とはいっても人力でどうこうできる大きさではなし、通常の機械装置で姿勢制御出来る代物でもあるまい。まず間違いなく〈黒騎士〉の〈アルカトラ〉やアルフレッドの〈エレンディラ〉と同じ随ずい意い領域によって動かされている筈だ。


　となれば……あの『生いけ贄にえ』システムも搭とう載さいされているのだろう。


　さもなくば、とてもではないが〈ハック〉を飛行中の航空機に届かせる事など出来ない。


　しかもそれが──


（十五……十六……十七……十八……十九……！）


　およそ二十体。


　そしてそれらの頭上──空中に灰色の円えん筒とうが静止していた。


（……完全に情報漏れか）


　投下された燃料気化爆弾だ。


　恐おそらく──〈スタグナント〉か何かの魔法で爆発プロセスそのものを抑え込んでいるのだろう。あるいは単に力場で圧縮密みつ封ぷうして燃焼自体を止めているのか。『生贄』システムを積んだ巨大モールド複数体ならば、どちらでも可能だろう。


　何にしても燃料気化爆弾は既にただのガラクタだ。


　ならば──


「……!!」


　巨大モールドの一体が、そのスタッフを上空に──レイオット達に向ける。


　自由落下状態では完全に良い的だ。


　だが落下傘を開いても細かい動きが出来なければ意味はない。相手は空を飛ぶ航空機を墜おとす攻撃力と射程を持っているのだから。


（──まずい）


　戦せん慄りつがレイオットの背を這はい上がる。


　次の瞬しゆん間かん──


「……くっ！」




[image: ]


　──空中に巨大な爆発の花が咲いた。





　　　　●　　●　　●





　物音に振り返ると……そこには一人の男性が立っていた。


　猛もう獣じゆうを想わせる大おお柄がらな体たい軀くでありながら、おそろしくしなやかで、静かな身のこなしである。物音にしても彼に気付かせる為に、ノック代わりでわざわざ立てたのだろう。


「貴方あなたは──」


　彼は強張っていた表情を崩して笑った。


　この一ヶ月余り生きた心ここ地ちがしなかった。更さらにこの一週間は自分でも馬ば鹿か馬ば鹿かしいと想う位に神経質になっていた。


　当たり前だ。


　自分の未来が決まろうという時である。


　まして彼は裏切った──仲間を、仕事を、国家を、何もかもを。


　矜きよう恃じも信頼も友情も常識も何もかもを投げ打って、情報を流したのだ。


　実の処──これは別に珍しい話ではない。潜入諜ス報パ員イがいつの間にか敵側に寝返って、機密情報を駄だ々だ流しにしていたなどという話は。元より常識とその埒らち外がいの境界線を綱つな渡わたりする職業である。信義や忠誠というものがどれだけ脆もろいのかという事を実例として知っている以上──彼等もまた、それらに重きを感じる事は無い。


　ましてや代だい償しようが、常識を超ちよう越えつする程に魅み惑わく的ならば。


「そろそろ時間ですよね」


「……そうだな」


　時計も見ずにその偉い丈じよう夫ふは頷うなずいた。


「そろそろ問題の輸送機が撃墜されている頃だ」


「ではこれで──私も」


　溢あふれ出る喜き悦えつを隠そうともせず、彼はすがる様な眼で偉丈夫を見つめた。


「私も〈資格者クオリフアイア〉に……！」


「…………うむ」


　偉丈夫はまた頷く。


「なれない」


「──え？」


「ロミリオが何と言ったかは知らんが。貴様は〈資格者〉にはなれない」


「なっ──」


　表情が強こわ張ばる。


　彼は想わず椅い子すから立ち上がって叫さけんだ。


「や、約束が、違ちがう！」


　究極的存在──〈資格者〉。


　死なず。滅ほろびず。無限とも言うべき魔ま法ほうの力を行使する超存在。その前では既存のありとあらゆる価値観が無意味に堕だする。道徳も。常識も。条理も。全ては脆ぜい弱じやくな人間が身を寄せ合って生きていく為ために生み出した言い訳に過ぎない。


〈資格者〉になれるならもう何も必要が無い。


　国家も。組織も。仲間も。友人も。恋人も。家族も。


　そんなもので自分の脆弱さや不完全さを補う必要も無い。


　そう想ったからこそ土ど壇たん場ばで部下を売り上司を売った。


　今回の作戦を命じる責任者の一人でありながら、偵てい察さつ部隊の情報を流し、攻撃部隊の情報を流し、燃料気化爆弾の仕様も伝えて──〈結社〉の者達に利する様にと尽つくしてきた。何もかもを振り捨ててでもそれは手にする価値が在ると信じたからだ。


　だが──


「約束が違う……そう。その通りだ。だがそもそも無理な相談だった」


　半ば錯さく乱らん気味に表情を歪ゆがめて叫ぶ彼に、その偉丈夫──〈結社〉からの使者ゼマティスは巌いわおの様な無表情で応じる。


「元より資質の無い者はなれない。それ故の〈資格者〉」


「……ばっ……」


「だが老いも病も無い世界には送ってやれよう」


　ゼマティスはそう言って右手を掲かかげる。


　外見に比して意外に綺き麗れいな──節くれ立ってもいなければ、傷も無い──五指が、まるで獲え物ものを捕とらえる蜘く蛛もの如ごとく彼の顔に触ふれる。


　その瞬間、彼の表情が消えた。


「…………」


　音を立てて──先程まで座っていた椅子を巻き込んで、彼が転てん倒とう。


　そしてそのまま彼は起き上がる事も無く、虚うつろな眼で床ゆかを見つめるばかりの状態となった。締しまりを失って半開きになった唇くちびるからは涎よだれが垂れている。


　恐らくこの後──彼を発見して病院に担ぎ込んだ人間は、驚おどろく事だろう。


　大脳の大半、特に前頭葉が、激しく破は壊かいされているのだという事を知って。


　言うまでも無く、〈資格者〉ゼマティスが己の魔力圏ドメインによって干かん渉しようしたのだ。


　殺さなかったのは、むしろ生かしておく方が関係者を振ふり回しやすいからである。死者はただ埋うめられ忘れ去られるだけだが、被ひ害がい者しやが生きていれば、何とか原因を探ろうと躍やつ起きになるのが人間というものだ。それだけ余計に手て間ま暇ひまを喰くう。


「さて……」


　ゼマティスは何の感かん慨がいも示さずに、己が壊こわした相手に背を向けると、悠ゆう然ぜんと歩き出す。


「他の『露つゆ払はらい』共は上手くやったか否か」





　　　　●　　●　　●





　まるで──五感の何ど処こかが狂くるったのかと錯さつ覚かくしそうな光景だった。


　ひどく現実味を欠いたそれは……事前の知識が無ければ、あるいは幻げん覚かくの類を見ているとでも勘かん違ちがいをしたかもしれない。視覚と。聴ちよう覚かくと。触しよつ覚かくと。本来は相そう互ごに不可分である筈はずのそれらが全く嚙かみ合っていないのだった。


　鋼鉄の脚あしが地面を打つ。


　決して幻げん影えいでも蜃しん気き楼ろうでもない存在感を伴ともなった金属の塊かたまりが──しかしひどくささやかな足音しか発しない。当然に伝わって来るであろう震しん動どうも殆ほとんど無い。その一方で金属部品同士が擦すれ合い、打ち合う音だけは、明めい瞭りように伝わってくるのだ。


　まるでその存在が幻まぼろしであるかの様に。


〈鉄巨人〉──その恐らくは量産機体。


　巨人と端たん的てきに表現すればその動作は──ゾウやサイといった大おお型がた獣じゆうの様に──自然と緩ゆるやかなものを表現しがちだ。だがその量産型〈鉄巨人〉達は全く違う。遠近感が狂ったのかと思える程に素早く、普通の人間と同じか、場合によってはそれ以上に軽快な動きで歩いていくのだ。


（……やはりアル坊ぼうやのアレと同じか）


　崩れかけた建物の陰かげに潜ひそみ、手にした小さな鏡で壁かべの向こう側を反射して眺ながめながらレイオットは考える。


（そのデカブツぶりに比べてあまりにも音が小さいのも、震動が来ないのも、魔力圏ドメイン──いや随ずい意い領域であの筐きよう体たいを動かしているからだな）


　つまりは魔族と同じ原理──巨大な恒常魔力圏コンスタント・ドメインを展開して自重を支え、人型筐体を意志にそのまま反応させる形で動かしているのだ。恐らくあの巨きよ体たいそのものには駆く動どう系けいは存在しまい。言ってみれば巨大な操り人形である。


（アル坊やのアレよりも小さいのは効率を考えての事か……？）


　アルフレッドの〈鉄巨人〉は殆ど無音だったが、この量産型の〈鉄巨人〉はあくまで音が半減している程度だ。完全に無音にする事や、これ以上の巨体を動かす事は、随意領域に負担が大きくて無む駄だなのだろう。


（アル坊やは単独で活動していたが、こいつらは徒党を組んでるしな）


　絶対的な威い力りよくがなくても充じゆう分ぶんに集団の利点で補い合える。


　しかも──


（むしろこの場では厄やつ介かいだな）


　アルフレッドの〈鉄巨人〉程の大きさであれば──それこそ周囲の一いつ般ぱん家屋を睥へい睨げいする程の身みの丈たけであれば、たとえ音が無くとも、近付いてくれば嫌いやでも目立つ。


　だがこの量産型の〈鉄巨人〉達は周囲に建ち並ぶ廃はい墟きよと同じか……やや小さい位だ。それはつまり角度によっては廃墟の陰に隠れて見えなくなると言う事である。迂う闊かつに移動していると、予想だにしない場所で正面から遭そう遇ぐうしてしまう可能性も在るという事だ。


（『生いけ贄にえ』は……）


　アルフレッドは──おぞましい話だが──単なる他人ではなく自分の血を継ついだ胎たい児じを〈鉄巨人〉稼か働どうの為の『生贄』として使っていた。この量産型の〈鉄巨人〉も胎児を使っているのだろうか。それとも──


（あの背中のアレがそうか）


　量産型〈鉄巨人〉の背中には背囊バツクパツクらしきものが装着されている。そしてそこにまるで自動拳けん銃じゆうの弾だん倉そうの様な形で筒つつ状じようの部品が幾いくつも収まっていた。直径は半メルトル程度、長さも一メルトル強といった所か。大の大人が収納出来る様な大きさではないが──


（出来れば『生贄』は助けてやりたいが……）


　勿もち論ろんレイオットには『生贄』を助けねばならない義理など無い。またマックスの言葉を借りれば『此こ処こには人間など居ない』筈だが──


（あのデカブツの脚を止めて、『生贄』システムの部分だけをピンポイントで破壊……まではまあいいとして。助け出している暇が在るかどうか）


　レイオットはそっと溜ため息いきをつく。


　もしあの円えん筒とうの中に入っているのが胎児かそれに類する状態の存在なら、結局、助ける事は出来ないだろう。まさか十人も二十人も赤ん坊を抱かかえて戦せん闘とうをする訳にはいくまいし、預けて脱だつ出しゆつさせる仲間もいない。


（やはり分散させられたのは痛いか……）


　レイオットの脳裏をおよそ十分前の光景が過よぎった。


　輸送機ＡＣ─66〈フライホエール〉は撃げき墜ついされた。


　切断の魔法〈ハック〉によって輪切りにされた輸送機は空中分解。当然ながら中に乗っていたレイオット達は空中に投げ出される事になった。


　不幸中の幸いは、元々、空挺作戦エアボーン・オペレーシヨンを想定していた事だ。


　ほぼ全員が落らつ下か傘さんを装備しており、〈ホイール・マニア[image: ]〉やＦＡＶにも専用の落下傘が取り付けられていた為、墜つい落らく死を免れる事は出来た。


　だがそれでも翼つばさも無く空中を漂う相手など、〈鉄巨人〉達にとっては狙ねらいやすい的に過ぎなかったろう。自らの動力で空気を搔かいて空を飛ぶ輸送機に比べれば、基本的に下降するだけの落下傘など止まっているも同然だ。


　そのままであれば、全員が二度と地を踏む事も無く空中で紅い花に化けていた筈だ。


　レイオット達が今現在生きているのは、コンコーネ兄妹きようだいの機転のお陰かげだ。


　彼等は……胴どう体たいを切断されてきりもみ状態になっていた輸送機を、落下しながら攻こう撃げきしたのだ。魔法ではなく〈ホイール・マニア[image: ]〉に彼等が装備していた迫はく撃げき砲ほうによって。


　兄妹一発ずつ──合計二発撃うち出された榴りゆう弾だんは、狙い違たがわず輸送機の翼の下に吊つり下さげられていたエンジンの吸気口に飛び込み、爆発。残っていた航空燃料に引火して、上空に巨大な炎ほのおの花を咲かせた。


　これが目め眩くらましとなって巨人達の動きを数秒だが止めたのだ。


　常に二人一組で行動するというコンコーネ兄妹の連れん携けいと状じよう況きよう対処能力は驚きよう異い的だった。空中に投げ出されるという極限状じよう況きよう下か、咄とつ嗟さに最善手をひねり出し──二人同時に全く同じ結論に達して瞬しゆん時じに実行、それも別々のエンジンを狙うなど……普通の人間に出来る事ではない。


（……さて）


　今のレイオットには味方が何人残っているのかも分からない。


　落下傘降下に関しては、文字通りに付つけ焼やき刃ばの簡易訓練しか受けていないレイオットが降下位置を微び調ちよう整せい出来る筈も無い。空挺経験の在る兵士達はまだしも……警官達も同様だろう。互たがいの位置を確認しようにも自分が何処に居るのかすら分からない。


　お陰で完全に孤こ立りつ無む援えんである。


　無線の電源は入れたままだが、先程から耳障りな空電雑音しか聞こえない。あるいは〈鉄巨人〉達が何らかの通信妨ぼう害がい手段を講じているのかもしれなかった。


（とはいえ……）


　このまま潜んでいても状況は打開出来まい。


　その気になれば巨人達には建物ごと疑わしい区画を吹き飛ばすという方法もとれる筈だし──あるいは空中で捕つかまえた燃料気化爆ばく弾だんを改めて爆発させるという方法もある。防ぼう御ぎよに特化した魔法を使えばこの〈鉄巨人〉達なら耐えられる可能性が在った。そうなれば……レイオット達には襲おそい来る殺人的な熱風を防ぐ方法が無い。


　そんなレイオットの想像を裏打ちするかの様に──


「…………！」


　轟ごう音おんが響ひびいた。


　明らかに魔法の攻撃──〈ブラスト〉系の炸さく裂れつ音だ。


　それも距きよ離りが離はなれているにも関わらず、ここまではっきりと届くという事は〈マグナ・ブラスト〉の音である可能性が高い。使ったのが戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達か、それとも〈鉄巨人〉の方なのかは分からないが。


　何にしても──


「…………」


　レイオットの側を歩いていた〈鉄巨人〉が悠然と爆音の方を振り返る。


〈鉄巨人〉が見せる──人型故の、あからさまな隙すき。


　これを逃にがす手はあるまい。


　レイオットは〈ホイール・マニア[image: ]〉のエンジンに火を入れた。


　咳せき込む様な音と共に震ふるえるエンジン。勿論、レイオットは間かん髪はつ入れずに〈ホイール・マニア〉のフレームに装着されたスタッフの装桿を操作して無音詠唱ダムキヤスト。


　選せん択たく呪じゆ文もんは──〈ブラスト〉。


「…………」


　さすがに足下で響くエンジン音に気付いたのだろう。


〈鉄巨人〉が振り返りながらその右みぎ腕うでを振り向むけてくる。どうやらあの細い腕うではスタッフそのものであるらしい。がちんと音を立てて肩かたの部分の金属部品が回転し、同時に放射状に開かれた三本の指のすぐ先に紅い魔法陣エイリアスが浮うかび上がり回転する──が。


「イグジスト！」


　レイオットの撃発音声の方が早い。


　しかも……〈黒騎士〉事件の際に手に入れた『剣』を組み込んだレイオットのスタッフは異常な増ぞう幅ふく率を示す。基き礎そ級の攻こう撃げき魔ま法ほうを──単なる〈ブラスト〉の威力をより上位の〈マグナ・ブラスト〉に匹ひつ敵てきする程まで引ひき揚あげるのだ。


　爆音と共に閃せん光こうが花開く。


　強きよう烈れつな……装そう甲こう車両をも破は壊かいし得る、文字通りの大火力に顔面を直ちよく撃げきされ、〈鉄巨人〉はぐらりとよろめいた。


　しかも──


「……ッ!!」


　その顔面は大きく削けずり取られ、大きく歪ゆがんだ胸元には──装甲板の隙すき間まには、驚きよう愕がくの表情を浮かべている男の姿が映っていた。レイオットはこの一いち撃げきで相手を行動不能にする積もりだったのだが──彼の想像よりも〈鉄巨人〉の装甲は厚いのかもしれない。


「……!!」


〈鉄巨人〉の胸元で魔法士が表情を怒いかりに引き攣らせる。


　恐おそらくレイオット達など鼻歌交じりに縊くびり殺せるとでも想っていたのだろう。徹てつ底てい的てきに舐なめきっていた相手から、予想外の痛つう撃げきを喰くらって頭に血が上っているのだ。


〈鉄巨人〉の腕が旋せん回かいしてレイオットを──


「──よせ！」


　レイオットは怒ど鳴なった。


「その状態で改めて魔法を撃てば、何が起こるかわからん！」


　これは半ばハッタリだ。


　だが半分は──


「魔族化するぞ！」


　巨人の被害状態は──通常のモールドならば、次に魔法を撃てば即そく座ざに魔族化が始まる程のものだ。だがそもそもこれは『生贄』システムを積んだ代物、多少の無茶をしても魔族化という危険は全て『生贄』に押しつけられてしまうのかもしれない。


　だが同時に……魔法は行使主体とその魔力回路を接続する。


　つまり『生贄』と巨人の魔法士は魔法回路で繫つながっている筈はずなのだ。細かい設計はレイオットには分からないが、最悪の場合、破損した回路を呪じゆ素そが逆流して魔族化が始まる可能性も無くはない。そうでなくても、未だ検証実験もろくに済んでいないであろう代しろ物ものである──何が原因で不ふ慮りよの事故が生じるか分からない。


　しかし……


「この野や郎ろうっ……！」


　理り不ふ尽じんな怒りに支えられた〈鉄巨人〉の魔法士は、レイオットの忠告になど耳を貸さなかった。


「イグジスト!!」


　巨大なスタッフから拘束度デユラビツト数をも気にせず放たれる──魔法。


　恐らくは追加呪じゆ文もんも最初から呪ス文ペ書ル式タ板グに組み込んであるのだろう。詠唱の声も無く瞬時に展開した巨大魔法陣エイリアスが回転し──





　爆音。





　耳を聾ろうする程の轟音が廃はい墟きよの街を揺さぶる。


　顕けん現げんした〈マグナ・ブラスト〉が、爆光と共に地面を大きく抉えぐり取り、近くに在った建物がその衝しよう撃げきの余波で今いま更さらながらに崩くずれてゆく。もうもうと砂さ塵じんが舞い上がり、レイオットの姿を覆おおい隠かくした。


「はは、はぁ！　見たか！」


　勝かち誇ほこって笑う魔法士。


　同時に──拘束度を一人分使い果たしたのだろう、がろんがろんと音を立てながら巨人の背中の装置から円筒が一つ排はい出しゆつされ、地面に激げき突とつした。


　次の瞬しゆん間かん、内にこもった鈍にぶい爆音を立てて、円筒が一回り大きく膨ふくれあがる。


　恐らくは中の『生いけ贄にえ』が魔族化する前に処分したのだろう。用済みの『出で涸がらし』になれば排出すると同時に、内向きに仕し掛かけた爆ばく薬やくが作動、魔族になって勝手な行動に出る前に殺してしまうという寸法らしい。


　内圧に耐えかねて避さけた円筒の端はしから、どろりと赤黒いものがこぼれ落ちた。


「生意気に逆らいやがって──は！　粉こな微み塵じんになりやがった！」


　直撃を喰らえば戦車をも粉ふん砕さい破は壊かいされる威い力りよくの前には、たとえ拘モ束ー装ル甲ドを帯びていても人間など血の詰つまった革かわ袋ぶくろに過ぎない。


　直撃すればまさしく必殺。


　重傷などという中ちゆう途と半はん端ぱな結果など存在し得ない。


　そう。命中──すれば。


「──！」


　辺りに立ちこめる爆ばく煙えんを突つき破やぶって黒い塊かたまりが飛び出してきたのは、次の瞬間だった。


〈ホイール・マニア[image: ]〉とレイオットのモールド──〈スフォルテンド〉である。


「貴様ッ──イグジスト！」


「イグジスト！」


　レイオットの放った〈ブラスト〉と、相手の〈デフィレイド〉が激突する。


　共に基礎級魔法の域を超こえて増幅された盾たてと矛ほこ。


　空中に閃光が溢あふれ……しかしそれはまるで見えない硝子ガラスに遮さえぎられたかの様に一定平面を越こえては巨人に届かない。


　しかし──


「ははっ、無む駄だな──」


　せせら笑う魔法士の声を、銃じゆう声せいが吹き飛とばした。


「──！」


「使いこなしが未まだ未まだだな」


　レイオットは眼を細めて言った。


　元より巨人はその巨きよ体たいを動かす事そのものに魔法を使っている。更さらに〈マグナ・ブラスト〉相当の攻撃を防ぐ程の強力な〈デフィレイド〉を展開した直後となれば、高負荷の魔法を重複展開している事になり──どれだけ増幅効率が良かろうと、処理限界を超える可能性が高い。


　これはアルフレッドとの戦いで分かっていた事だ。


　故に魔法を打った直後には当然に隙が──それも魔力圏ドメインそのものに──生じる。動きがひどく鈍にぶっている上に装甲に隙間が出来た戦車など、脅きよう威いでも何でもないのと同じだ。その隙間に銃じゆう弾だんの一発でも撃うち込めば充じゆう分ぶんに威力を発揮出来る。


「隙だらけだ」


　レイオットは〈ホイール・マニア[image: ]〉の武装制御桿アーム・ステイツクを操作、全フ自ル動オ射ー撃ト状態の〈ライトニング・ボルト〉から追い打ちの様に十発の銃弾が降り注ぐ。


　集中して撃ち込まれた高速弾だんは、巨人の股こ間かんの関節部に集中した。


〈ライトニング・ボルト〉に装そう塡てんされているのは貫かん通つう力の低い対生物用の弾だん頭とうだが、高い初速は着ちやく弾だん時に衝撃となって対象に叩たたき込まれる。元より耐たい久きゆう性せいの低い可動部ならば、弾たまを集中させる事で破壊出来るとレイオットは踏ふんでいたのだ。


　そしてそれはどうやら正解であるらしい。


「ぐおっ……!?」


　鋼鉄の巨体がぐらりと傾かたむいた。


　股こ関かん節せつからばらばらと破断した部品がこぼれ落ちる。随ずい意い領域で支えているとはいえ、人型の重心点である腰こしを破壊されれば、当然に体勢は崩れざるを得ない。


「くそが──ッ！」


〈鉄巨人〉が片手を傍かたわらのビルの壁かべについて、自身を支える。


　同時に甲かん高だかい金切り声の様な音が響ひびき──恐らくは魔族の〈謡シうンもガのー〉に相当する機構なのだろう──新たに展開し直された魔力圏ドメインが巨体を包む。一人分の生命を丸ごと使ったのか、再び背中から円えん筒とうが排出され、鈍い炸さく裂れつ音と共に膨れあがった。


「なめやがっ──………………れら？」


　魔法士ソーサリストは最後まで台詞せりふを言えなかった。


　口の中から二本目の、それも牛のそれの様に太い舌がうねくり出てきたからだろう。


「らっ！　るおらっ!?　らあ!?」


　魔族化だ。


　やはり呪素が逆流したらしい。二度の強力な魔法行使に加え、股関節を破壊されて姿勢を崩した事で、巨体に掛かかる負荷が何ど処こかに集中し、魔法回路が壊こわれたのだろう。


「らるろろろろろれれれれれれれれら──っ!?」


　ぐるぐると眼を回しながら魔法士が叫さけぶ。


　恐らく恐きよう怖ふに駆かられての、半ば反射的な行動なのだろう──巨人が腕を振ふり上げる。変形、いや変態していく自分の頭部を、反射的に、文字通り押さえ込もうとした魔法士の意識が、そのまま巨人の動きに反映しているのだ。


　だが──勿もち論ろん巨人の腕は魔法士の腕そのものではなく。


　当然に魔法士の頭は巨人の頭そのものでもない。


　つまり……


「るろろろろろろろろろおおおおおおおッ!!」


　悲鳴とも喜き悦えつの叫びともつかぬ声が迸ほとばしる。


　そして──次の瞬間。


「おおおおおああああああ──……ぢゅッ!!」


　異形の腕が魔法士を左右から挟はさんで押おし潰つぶしていた。


　びしゃりと巨大な掌てのひらと掌の間から血が迸り──そこで巨人は動きを止めた。


　随意領域も完全消しよう滅めつし、破壊された股関節が更に音をたててひしゃげ、そこで何か偶ぐう然ぜんに均きん衡こうがとれたのか……がくんと巨体が転てん倒とう直前の体勢で固まった。


「…………言わんこっちゃない」


　レイオットは呟つぶやく。


「すぐに此こ処こを離はなれないとまずいんだろうが──」


〈ホイール・マニア[image: ]〉を操縦して巨人の背後に回り込む。


　その背の『生贄』システムらしき装置には未だ二基の円筒が装塡されていた。


　中の人間を守り連れて行くのは無理としても、『生贄』システムから外しておく位の事は出来ないかと考えたのだ。何処かの建物の中にでも隠しておけば、未だ生き残る率は高くなるだろう。


「とりあえず……」


　と──言いかけて。


　レイオットは〈ホイール・マニア[image: ]〉の操そう縦じゆう桿かんを叩き付ける様に操作。急激な運動に車輪と、フレームと、そしてサスペンションが悲鳴を上げつつも、彼の操作に従い、〈ホイール・マニア[image: ]〉は半回転した。


　フレームに固定された〈ライトニング・ボルト〉と〈リバース・ペット〉の銃じゆう口こうがぴたりと据すえられる。


　一人の娘むすめに。


「…………」


　娘は──眼を丸くして何度か瞬き。


　まるで自分の方を向いているそれが、何なのか、まるで分かっていないかの様に、銃口を不思議そうに眺めてから──言った。


「びっくり」


「俺もだよ」


　レイオットは呻うめく様に言った。


　この娘はいつの間に近付いてきたのか？


　少なくともレイオットは数秒前まで全くこの娘の存在に気付いていなかった。


　いや。それは単に彼の失ミ敗スとしても、普通の女がこんな場所に居て──なおかつ、のこのこと戦闘現場に近付いてくるとも思えない。


　ならば……


「──〈資格者クオリフアイア〉か」


「うん？」


　女は首を傾かしげる。


　改めて見直してみると──益々この場には違い和わ感かんが強い。


　ジーンズにシャツ。更にその上からジャケット。履はいているのは革のブーツ。


　普通の街中を歩くかの様な格好である。


　美人だが、色気だの何だのよりも先に、闊かつ達たつな雰ふん囲い気きがまず印象に残る。まるで子供の様に無む邪じや気きで率直な……悪く言えば頭の中身が何の斟しん酌しやくも経ずにそのまま顔に出ているかの様な感じだった。


　表情に取とり繕つくろった所が全くない。


　透とう明めいなのだ。


　まるで──未だ言葉も知らぬ赤ん坊のそれにも似て。


　いや、そもそもこの娘は幾いくつなのか。


　見た目では全く年齢が分からない。


　若い様に見えるが……大まかに『若い』印象が在るだけで、具体的な数字の連想に繫つながらない。十代なのか二十代なのか。それすらも……判然としないのだ。見方によっては三十代にも見えるかもしれない。


「〈資格者クオリフアイア〉──ああ。〈資格者〉」


　娘は思い出したという風に何度か頷うなずいて見せる。


　その様子に殺気の類は全く感じられない。だが──油断は出来ない。そもそも〈資格者〉ならば、殺気など微み塵じんも漏もらさずに相手を殺す事も可能かもしれないからだ。


「そんな風に言ってるのね、あの子ら」


「…………あんた」


　レイオットはモールドの仮面の下で眉まゆをひそめる。


　記き憶おくの隅すみで何かが引っかかるのだ。


「何処かで……？」


「ところで、君、何するつもりだったのかしら？」


「あ？　あ──」


　レイオットは擱かく座ざした〈鉄巨人〉を振り返る。


「ひょっとしてあの大きな缶の中の人を助けようとか思ってたの？」


「…………」


「無理よ。もう」


　ぱちんと女が指を鳴らす。


　次の瞬しゆん間かん、〈鉄巨人〉の背に残っていた二つの円筒ががろんがろんと音を立てて落下、そのままレイオット達の所まで転がってきて──二つに裂さけた。


　どういう力が作用したのかまるで分からない。


　これも魔法なのか。そしてこの娘はやはり〈資格者〉なのか。


　だが──レイオットの思考はそれを斟酌する余よ裕ゆうなど無くなっていた。


「これ……は」


　二つに裂けた円筒の中身。


　それは……


「惨むごい事するわね」


　と娘は、台詞とは裏腹に平然とした口調で言った。


　それは両手両足を切り落とされた人間だった。


　死んではいない。


　恐おそらくは誰だれもが死んだ方がマシと言うであろう状態で──恐ろしい事に生かされている。


　腕と脚あしを切り落とされた肩かたや腰の断面部は止血処置がしてあるし、針金で縫ぬい付けられてろくに開かない口の代わりに、喉のどに管が差し込まれている。恐らく呼吸と──そして食事の為ためだろう。両方の瞼まぶたも、耳みみ朶たぶも同様に針金で縫われ、ただそこに転がる以外の如い何かなる行こう為いも出来ない状態にされていた。


　人間の尊厳を徹てつ底てい的てきに無視した『モノ』扱あつかいだ。


　だがそれよりも何よりもおぞましいのは……額の皮ひ膚ふと頭ず蓋がい骨こつが一部切除され、半ば剝むき出だしになった脳に、何か針の様なものが数本打ち込まれているという事だった。明らかにそれは前頭葉を貫通し脳幹に達している様にも見えるが、胸がわずかに呼吸で上下している所を見ると、致ち命めい傷しようにはなっていないらしい。


　しかし……


「拘束度デユラビツト数──だっけ？　その消費を他人に肩かた代がわりさせる装置みたいだけど。この場合あくまでその他人っていうのは死体でなければ良い訳だから、要らない部分はそぎ落として、なおかつ勝手に舌した嚙かんで死んだりしない様にしましたって感じよね」


「…………」


　さすがのレイオットも言葉が出てこない。


　胎たい児じを『弾たま』代わりに使っていたアルフレッドも大たい概がい、人非人だが……こちらも残ざん酷こくという意味では同じかそれ以上だ。普通の人間の発想ではない。発想出来ても実行しない。


「……意識はある……のか……？」


「意識の定義にもよるけど」


　娘は耳を澄すますかの様に少し頭を傾かたむけて言った。


「まあ辞書的な意味での意識はもう無いね。脳組織の何割かは機能しているけれど、知的活動はもう不可能」


「…………」


「だから──」


　娘は平然と言った。


「殺すわね」


　そっと手を『生いけ贄にえ』の頭に添そえる。


　次の瞬間、哀あわれな犠ぎ牲せい者しやはその輪りん郭かくを失い、ざらりと粉末状になって地面にこぼれた。


「……〈ドライ・キル〉！」


「うん。確かそういう術式だったね」


　娘は事も無げにそう言った。


「あまり大きな干かん渉しようはこっちもしっぺ返しを喰くらうからね。大技は使えないけど、これくらいなら──何とか」


「……何物だ？」


　レイオットはちらりと遥はるか彼方かなたを振ふり返る。


　どうやら仲間が倒たおされたのに気付いたらしい──二体の〈鉄巨人〉が急速に近付いてくる。はっきりと視認される前に一いつ旦たん、身を隠かくさねば間ま違ちがいなく大出力の魔ま法ほうで吹ふき飛とばされて終わりだ。いくら特製のスタッフがあるとはいえ、支し援えんも無しに〈鉄巨人〉複数と真正面から魔法を撃うち合う程、レイオットも無む謀ぼうではない。


　だが……それと分かっていてもレイオットは迂う闊かつに動けなかった。


　目の前の女の正体が分からないからだ。


　間違いなくこの娘は魔ま法ほう使つかいだ。


　だが〈資格者クオリフアイア〉か──それとも源流魔法使ルート・ソーサリアンか、分からない。


　そもそも両者に何か実質的な区別が在るのかどうかすら判然としないのだが。何にしてもこの娘は、敵なのか、そうでないのか……


「ちょっと話がしたくって」


　言いながら娘も〈鉄巨人〉の方を振り返る。


「君と……ね。ドーベルンの養い子」


「──！　あんた──」


　そこでようやくレイオットは気付いた。


　あの──写真だ。


　かつてケルビーニの村で、カペルテータと出会ったあの事件で、カペルテータの父親やロンやドーベルンが一いつ緒しよに写っていたあの写真。


　あそこに写っていた四人目の人物。


　確かそれが──目の前にいる女にそっくりだ。


　だが……


「うん。そう」


　レイオットの想像を見み透すかすかの様に女は笑った。


「私はドーベルンの姉あね弟で子しだった者よ」


「…………分かった、とりあえず移動するぞ、あの巨人共に追いつかれたら面めん倒どう──」


　そこまで言って。


「……!?」


　レイオットは凍こおり付いた。


　音も無く。光も無く。


　ただ粛しゆく々しゆくと女の足下から広がる──影かげ。


　まるでぶちまけられた塗と料りようの様に、広がるそれが周りの風景を駆く逐ちくしてゆく。廃はい墟きよの街も。近付いてくる巨人も。全てが曖あい昧まいな闇やみの色に塗ぬり潰つぶされて消えていく。


「何を──」


「ちょっと君を取り込んでみたの。私の中に」


　やはりその口調は気軽で何の気負いも無い。


「……なんだって？」


「あそこじゃろくに話も出来ないしね」


「…………」


　それはつまり『此こ処こ』ならば安全という事か。


　だが一体──何が起こっているのかすらレイオットには分からない。単に防ぼう御ぎよ力場の様なものを展開してその内側に立て籠こもっているだけなのか。それとも……


（空間転移？　いや──）


　理論的には可能として、かつて研究された事の在る魔法と聞いている。


　もっとも現在は、あまりに拘束度数を大量消費するという事と、周囲への影えい響きようが大きすぎる為、現実的ではないとされていて魔法士達の間では『机上の空論』の代名詞の様に言われる魔法術式だ。


「レイオット・スタインバーグ。だっけかな」


　いつの間にか娘むすめは闇の中に座っていた。




[image: ]


　椅い子すも無く。机も無く。だが虚こ空くうにそのまま腰こし掛かける様にして。虚空に肘ひじをついて。姿勢だけ見ていると、街角のカフェか何かで誰かと話をしている姿にも見える。


「私は──リマ・メイヴィス。まあ今となっては、名前にあまり意味はないけどね」


　そう言って女はのんびりと笑って見せた。





　　　　●　　●　　●





　コンコーネ兄妹きようだい。


　非合法の世界に生きている者ならば誰もが一度は名前を聞いた事が在る『有名人』であろう。レイオット・スタインバーグやアルフレッド・スタインウェイなどと並んで、世の中の『裏』側に脚を踏ふみ入れた戦術魔法士としては屈くつ指しの実力を持っていると言われる。


　兄のブランカン・コンコーネ。


　妹のリリテシア・コンコーネ。


　常に二人一組で行動している為に、単に『コンコーネ兄妹きようだい』と呼ばれる事が多く、彼等の名は有名でも、個別の名前を知っている者は──勿もち論ろん、偽ぎ名めいなのだろうが──ごく少数だろう。


　まして彼等の素顔を知っている者となると更さらに少ない──というより皆かい無むに近い。


　依い頼らいやその他のやり取りは基本的に代理人か電話を介かいして行われる上に、現場には必ずモールドを着装した状態で彼等は現れるからである。


　これは勿論、コンコーネ兄妹がそれだけ用心深いという事の顕あらわれだ。


　顔を隠したり偽名を使ったりするのは、違い法ほうな仕事をこなす戦術魔法士達にはそう珍めずらしい事ではない。しかし──コンコーネ兄妹の場合、その徹てつ底ていぶりに呆あきれる者が多く、冗じよう談だん交じりに『実は中身なんか無いんじゃないか』などと言う者も居る。魔族化し果てた魔法士の妄もう念ねんが、空っぽのモールドを動かしているのではないかと。


　だが……


「……ふん」


　瓦が礫れきと瓦礫の間を縫う様にして移動する大小二つの影。


「──他の連中が上手く引きつけてくれている様だな」


　廃墟の陰かげから陰へと移動しつつ黒と灰色の都市迷めい彩さいに塗られた大きな拘モ束ー装ル甲ドが言う。


　そのすぐ背後には同じく都市迷彩で塗と装そうされた細身のモールドも当然の様に居る。


　どちらがどちらかというのは体型を見てもすぐに分かるが、今は共に視界を確保する為、モールドの仮面部分を一時的に庇ひさしの様に撥はね上げ──素顔を外に晒さらしていた。


「精々派手に戦ってくれればいい」


「その為にわざわざ機体を爆ばく破はしたんだものね」


　ちなみに……モールドは一度装着して仮想魔法回路を確立すると、『部分的に脱ぬぐ』という事は出来なくなる。モールドは全体で一つの魔法回路を構成する為、ある種の『断線』状態になってしまい、これは全体を一度除装、再装着するまで回復しない。


　ただし頭部は状じよう況きように応じて酸素呼吸器を取り付けたり、赤外線暗視装置を取り付けたりする事が在る為、また股こ関かん節せつ部分は生理的欲よつ求きゆうを解消する為、バイパス回路を用いて一時的に拘束装甲を外す事が出来る様になっている。勿論、この状態で魔法を撃つ事は出来ないのだが。


「あの巨きよ人じん共は恐らく素人しろうとばかりだな」


「だね。力は大きいけど、脇わきが甘すぎるっていうか。戦い方が大おお雑ざつ把ぱ過ぎる。それでも充じゆう分ぶんに危ないけどね」


　コンコーネ兄妹は早々に〈ホイール・マニア[image: ]〉を破は棄きしていた。


　確かに武装増強、機動力強化という意味では非常に便利な代物だが……この状じよう況きよう下かではむしろ自分の居場所を敵に報せる短所デメリツトの方が大きいと彼等は判断したのだ。〈鉄巨人〉達は他の者達に任せておいて、自分達はあくまで『頭』を叩たたく──コンコーネ兄妹はそう決めていた。


「他の連中はわからんが、キントにしろ……スタインバーグやムーグにしろ、そう簡単に殺されたりはせんだろう」


「そうだね」


　低い声で言うリリテシアに頷うなずくブランカン。


　……そう。


　言葉面だけを見ていれば──いや声を聞いていてさえ、誤解を招きそうだが、掠かすれた声で何ど処こか堅かたく突つき放はなした物言いをしているのが、妹のリリテシアで、逆に甲かん高だかい声で子供の様な物言いをしているのが兄のブランカンなのである。


　更に言えば大おお柄がらな方のモールドの頭部に塡はまり込んでいるのは女性の顔で、細身のモールドの頭部に塡り込んでいるのが、少女と見紛うかの様な──しかし男性の顔だった。


　男女がまるで逆だ。


　リリテシアは猛もう獣じゆうを連想させる顔立ちで……美人か醜しこ女めかと問われれば間違いなく前者だが、その器量の良さよりも、獰どう猛もうな印象の方が目立つ感じだ。目付きは鋭するどく、眉まゆ毛げも太く、唇くちびるはやや厚く──笑えば牙きばでもその隙すき間まから見えそうな雰ふん囲い気きである。


　一方、ブランカンはといえば、見るからに繊せん細さいそうな線で構成されたその容よう貌ぼうは、まるで少女人形の様な可か憐れんさである。モールドの開放部が喉のど元もとまで在るので、辛かろうじて喉のどで男性と分かるが、男を感じさせる要素と言えば殆ほとんどそこだけだ。数十キログロムのモールドを着けて不自由なく動いている事を思えば、体たい軀くの方はそれなりに筋肉がついている筈はずだが、顔立ちだけみていれば、女性だと言われても信じてしまう者が居るかもしれない。


「さっさと済ませるぞ、兄様」


「うん。さすがに半日以上モールドを着けたままだと疲つかれるしね」


　リリテシアの言葉に頷くブランカン。


　彼は屈くつ託たくの無い笑顔で続けた。


「早く帰ってリリを犯したいよ」


　少女の様な容姿のブランカンが無む邪じや気きな笑顔で言うその台詞せりふは……何かがぐにゃりと捻ねじれていく様な違い和わ感かんが在る。


「疲れているのではないのか？」


「それは別なの！」


「そうか」


　無邪気に笑うブランカンに、獰猛な笑顔を返すリリテシア。


　近きん親しん相そう姦かんを含ふくめて、兄のいびつな性的欲求については今いま更さらの様に何も言げん及きゆうしない。彼等にとってはそれが日常だという事なのだろう。


「僕は右から」


「私は左から」


　そう言い合って左右に分かれるコンコーネ兄妹。


　彼等の前──距きよ離りにしておよそ二十メルトル先には、巨大な宗教建築が建っている。


〈聖アルベニス大聖堂〉。


　ホルスト教においては〈聖シューマン大聖堂〉と並んで有名な──有名だった建築物である。全盛期には万にも達しようかという信者であふれかえったと言うが、今はその頑がん強きようさが災いし、時の流れの中にすら取り残され、延々と骸むくろを晒し続ける廃墟に過ぎない。


『結社』の者達の本ほん拠きよと目されている場所だ。


　彼等の盟主は此処に居るという。マックス達の派は遣けんした偵てい察さつ部隊はおよそ半時間前まで〈聖アルベニス大聖堂〉を監かん視ししていたが──彼等からの情報によると、盟主を含め、多くの〈資格者〉達が此処に集っているという。


「…………」


「…………」


　共にモールドを着けているとは思えない程に素早い動きで、物もの陰かげから物陰を伝い、およそ十秒余りで二十メルトルを走破。


　勿論、正面口から馬ば鹿か正直に突とつ入にゆうする愚ぐは犯さず、リリテシアが右側の割れ残った窓の脇に、ブランカンが左側の壁かべに大きく走る亀き裂れつの脇に一旦身を潜ひそめる。


　二人は揃そろってモールドの顔面装そう甲こうを閉じた。


　次いでリリテシアが小さな鏡を持った左手を掲かかげる。


　窓から中の様子を探ろうというのだろう。


「…………」


　頷くリリテシア。


　さすがに兄妹、それ以上は特に細かな打ち合わせをする事も無く──揃ってモールドの腰こしポーチから何やら加工前の腸詰めソーセージを想わせる黒く長いものをひきずり出すと、これを輪状にして壁に貼はり付つける。


　小型の指向性炸さく薬やく。


　直接的な攻こう撃げき兵器ではない。特とく殊しゆ部隊等が出入り口以外から突入する際、壁に望んだ大きさと形の孔あなを開ける為ためのものだ。


「…………」


「…………」


　互たがいに声は出さず、しかしブランカンが五指を伸のばした掌てのひらをリリテシアに向けた。


　親指をまず折り曲げる。次に人差し指。次に中指。


　五。四。三。二。一……


　無言の秒読みが行われ、そして。


　思いの外、軽い爆ばく音おんと共に、ブランカンの脇では楕だ円えん状にくりぬかれた壁が建物内側へ倒たおれ込み、リリテシアの脇では窓ごと円状にくりぬかれた壁が、同じく建物内側へと落下した。


　壁が床ゆかに当たって砕くだけ、あるいは窓が砕けるその瞬しゆん間かんには、もうコンコーネ兄妹は大聖堂の中に飛び込んでいる。高い練度を持つ特殊部隊員は、窓を突き破やぶって突入する際に、己の脚あしが床につくまでの極めて短い時間で、個別に二人までの対象を射殺出来ると言うが……彼等もそれに近い技能を備えているのだろう。共に一回転して起き上がった際には、既すでにスタッフの操桿は操作され、基礎級魔法が無音詠唱ダムキヤストされた状態──のみならず、ブランカンは片手で短機関銃を、リリテシアは小型迫はく撃げき砲ほうを構えていた。


　勿論、共に敵を前にして躊ちゆう躇ちよや容よう赦しやを思い出す様な人間ではない。


　目標を射程内に捕とらえれば、問答無用で魔法なり銃じゆう弾だんなり榴りゆう弾だんなりが即そく座ざに撃うち出される──筈だった。


　だが──


「……リリ？」


「馬鹿な、確かに今……」


　リリテシアが呻うめく様に言う。


　聖堂の中は空っぽだった。


　誰だれも──いない。


　ただ中央部に意味深な円えん卓たくと椅い子すが置かれているが、その周囲に人ひと影かげは無い。勿論、何本も建ち並ぶ太い柱の陰かげに誰か隠かくれているという事は在り得るが──


「居た筈だ、五人ばかり、人影が──」


「まやかしだ」


　熱の無い物もの憂うげな声がリリテシアの声を遮さえぎる。


「──！」


　いちいち振ふり返かえる愚を彼女は犯さなかった。


　まるで腕うでだけが別の生き物であるかの様に跳ね上がり、迫撃砲が榴弾を撃ち出す。直径四十ミリメルトルの金属円えん筒とう一いつ杯ぱいに炸薬を詰つめ込んだ破は壊かい兵器が彼女の頭上へと真っ直ぐに飛んでいき──


「…………」


　止まった。


　爆ばく発はつする事無く……白い手がそれを摑つかんで止めたのだ。


　まるでその辺に置いてある瓶びんを手に取るかの様な気軽さで。正面から受け止めたのではなく、横から摑んでいる為に先せん端たん部の信管は作動しない。


　リリテシアの頭上。


　彼女が、突とつ入にゆう孔こうを穿うがった壁の更さらに数メルトル上、垂直に聳そびえるその聖堂の壁へき面めんに、女が立っていた。


　物憂げな表情の、平へい凡ぼんな容姿の女が一人。


　殊こと更さらに感情を示すのさえ面めん倒どうだと言わんばかりに、曖あい昧まいに溶とけた表情の真ん中で、硝子ガラス玉の様な双そう眸ぼうがリリテシアを見下ろしている。


　まるで重力が狂くるっているかの様な光景である。


　あるいはこうして相対しているのがコンコーネ兄妹きようだいではなく、レイオットであったなら、ほんのわずかだけでも素早く反応する事が出来たかもしれない。彼はかつて同じ様に壁に立つ敵と戦った経験が在るからだ。


「──ッ！」


　無論……コンコーネ兄妹も呆ぼう然ぜんと固まっていた訳ではない。


　榴弾が摑まれてから、時間にすれば一秒にも満たないだろう。


　ブランカンの短機関銃が吼ほえ、壁に斜ななめの断線を刻む。一秒間に十五発。猛もう烈れつな密度で放たれた銃弾の一発が、摑まれたままの榴弾に命中する。


　爆音。


　熱風が四方八方に広がり、破は裂れつと同時に細かく破は砕さいされた榴弾の弾たま殻がらが──無数の金属片が壁や床や天てん井じように突き刺ささる。爆ばく煙えんと、そして堆たい積せきしていた床の埃ほこりが激しく舞まい上がり、壁に立つ女の姿を覆おおい隠した。


　だが──


「イグジスト！」


　それで気を抜ぬいて安心する様なコンコーネ兄妹ではない。


「イグジスト！」


　撃発音声はほぼ同時。


　爆煙を押おし潰つぶすかの様に空中に浮うかび上がった赤い魔法陣エイリアスが瞬間的に収縮。


　次の瞬間、煙塊は内側から発生した更なる──しかも強きよう烈れつな爆発によって四方八方に吹ふき散ちらされていた。〈ブラスト〉どころではない。明らかに〈マグナ・ブラスト〉級の破壊力だ。現に女の立っていた壁は直径五メルトル程にもわたって粉々に破砕され、その周囲にも数倍に渡わたって亀裂が刻まれていたからである。





　──ちぃぃん。





　それぞれの胸の拘束度デユラビツト端子が弾はじけて落ちる音もほぼ同時。


　更にもう一度、装桿を前後させて次の魔法を無音詠唱ダム・キヤストするのも同時。


　この──異様な程に息のあった連れん携けいがコンコーネ兄妹の強さの一いつ端たんである。


　兄が増ぞう幅ふく魔ま法ほうを。妹が攻こう撃げき魔ま法ほうを。


　あるいはその逆を。


　兄妹が同時に、同対象に向けて仕し掛かける事で、長々と追加呪文詠唱をする事も無しに、〈マグナ・ブラスト〉並の大破壊力を引き出すのだ。しかも、一人で追加呪文詠唱をしての〈マグナ・ブラスト〉を実行すれば、どうしても処理すべき魔法回路が肥大化し、効率が下がって余計に拘束度デユラビツト端子を消費する。


　だが兄と妹がそれぞれに基礎級魔法を撃つだけならば、拘束度数はそれぞれ一を消費するだけである。問題は魔法の顕けん現げん・作用点を精密に重ねなければならない点だが──この兄妹にとってそれは、さしたる問題ではない様だった。


　息が合っていると言うより、殆ほとんど二人で一いつ匹ぴきの獣けものの様な連携である。


　しかも……


「イグジスト！」


「イグジスト！」


　油断も無い。


　相手は理性在る魔族メレヴエレント──〈資格者クオリフアイア〉だ。まともに魔法を撃ち合う様になれば間ま違ちがいなく相手の方が有利である。ならば相手に攻撃の隙すきを与あたえずに確実に葬ほうむるのが必ひつ須す。


　耳を劈つんざく様な異音と共に回転する力場が絞しぼり込まれてゆく。


〈ヴォルテックス〉だ。


　たとえあの一いつ瞬しゆんで作用点から身を躱かわし、分厚い装甲か何かを瞬しゆん時じに用意して〈マグナ・ブラスト〉の破壊力を防いだとしても、周囲から渦うずを巻いて相手を絡からめ取り粉ふん砕さいするこの魔法では、同じ方法で逃にげる事は出来ない。


　新たに生じた爆煙が収まりきる前に発動した魔法は、煙ごと一定空間を無限に絞り込んで行き、そして──





　爆音。





　最後に収縮から解放された領域が爆ばく発はつ的てきに復元する際、対象を粉こな微み塵じんに磨すり潰し飛散させる。その威い力りよくは文字通りに必殺。いかな魔族であってもこの攻撃を受けて生き残る事は出来ない。


　出来ない──筈はずだった。


「……それで？」


　女はやはり物憂げな表情で立っていた。


　ブランカンの背後に。


　残像も残さぬ超ちよう高こう速そく移動？


　だがそんな真ま似ねをすれば何らかの痕こん跡せきが残る筈──


「兄様ッ!!」


　リリテシアがスタッフの尖せん端たんをブランカンの方に旋せん回かいさせる。


　同時にブランカンはリリテシアの攻撃に巻き込まれぬ様、横手に身を投げ出して──


「──え？」


　ブランカンの間の抜けた声が床の上に這はった。


　彼は──床の上に倒れていた。


　いや。その事は別に驚おどろくに値しない。自ら身を投げ出したのだから。


　問題は彼が……丸まる裸はだかだという事だった。


　比ひ喩ゆでも何でもない。


　素す肌はだが外気に晒さらされてしまっている。彼を守り、縛しばり、そして人間に留め置く為の拘モ束ー装ル甲ドは──一瞬前まで確かに彼をがっちりと包み込んでいたそれは、死んだ貝の様にぱっくりとその装そう甲こうの全てを開き、身を投げ出す直前の姿で彼の二メルトルばかり後ろに固まっていた。


「な……!?」


「兄様ッ!!」


　ここで──リリテシアは失策を犯した。


　彼女は兄に構わず問題の女を攻こう撃げきすべきだった。


　だが彼女はそうせずに駆かけ出だした。恐おそらくは兄を庇かばおうとしたのだろう。尋じん常じような価値観の持ち主ではない彼等であるが──いや彼等だからこそ、互たがいを唯ゆい一いつ無二の伴はん侶りよと認め、自らの命をも省みずに相手を守ろうとしたのだ。


　だが……


「そう。それが人間」


　つまらなさそうに女が呟つぶやく。


　無論、そんな台詞せりふになど耳を貸さず、リリテシアは女の前を横切る様にして──


「──っ!?」


　つんのめる様にして彼女は立ち止まった。


　兄の様な醜しゆう態たいをさらさなかったのは──頭の何ど処こかで予想していたのかもしれない。


「貴様ッ……！」


　振り返るリリテシアもまた全ぜん裸らになっていた。


　彼女を包み込んでいた筈のモールドは、丁度、女の前の位置で──まるで彫ちよう像ぞうか何かの様に、リリテシアが必死に走る姿をそのままそこに刻んで、止まっていた。


　女の指先がモールドの肩かたに触ふれている。


　ただそれだけの事で……彼等の鎧よろいは、その場に固められ、主人を守る事を放ほう棄きしたのだ。


「くっ…………」


　獣じみていようと、男も顔負けの筋肉質な体たい軀くだろうと、やはり女──全裸を晒すのには抵てい抗こうがあるのか、リリテシアは自分の身体からだを抱だく様にして後じさる。


　だが──


「…………なるほど」


　女はわずかに眼を細めて言った。


「人間ではなく出来損ないであったか」


「……黙だまれッ！」


　叫さけんだのは──ブランカンだった。


　彼は立ち上がりながら、その少女の様な顔に狂きよう気きにも似た憤ふん怒ぬを滾たぎらせて怒ど鳴なった。


「僕達は──出来損ないなんかじゃない！」


　そう叫ぶ彼の左ひだり脇わき腹ばらから股こ間かんにかけて……奇き妙みような一線が走っていた。


　いや。違ちがう。


　その線を境に色が違うのだ。左脇腹から股間への一線より下、左足一本とその付け根より上の一定範はん囲い。その部分の表皮そのものが──違う。


　彼の左下半身は鱗うろこに覆われていた。


「貴様こそ──人間のふりをしているだけの化け物の癖くせにッ！」


　更さらに言えば鱗は、その配列に乱れている部分が幾いくつも在る。


　それは彼の親の……そしてブランカン自身の運命に対する『抵抗』の証であった。


　傷きず痕あとだ。自分の皮ひ膚ふを剝はがそうとして刃は物ものを入れた際の。


　同様にリリテシアの身体にも異常が在った。


　彼女の場合は……右みぎ腕うで、それも肩かた口ぐちにまで広がっている。


　灰色の、獣じゆう毛もうが。


　いくら己の身を抱いて隠かくそうと、意味はあまり無かった。その右腕そのものが、獣のそれの様に毛むくじゃらで、しかも爪つめは黒く分厚い。あるいは……ブランカンもリリテシアも、レントゲンを撮とれば骨格から変異が生じているかもしれなかった。


　ＣＳＡ──先天性コンジエネタル・魔法中毒ソーサリイ・患者アデイクト。


　魔族に強ごう姦かんされた哀あわれな女が産み落とす、呪のろわれた私生児。


　受精卵が細さい胞ぼう分ぶん裂れつを始めたその瞬しゆん間かんから、彼等は魔族の魔力圏ドメインに触れて急速に成長する。それ故に魔族の狂気をそのまま己の身体に刻んで生まれてくるのだ。場合によっては人型すらしておらず、生まれた途と端たんに死んでしまう者も居るし、長生きできない者も多いが、その一方で生き延びて、『保護観察』という名の監かん獄ごくから逃げ延のびる者も居る。


　コンコーネ兄妹きようだいもそうしたＣＳＡの、しかも双ふた子ごなのだった。


　彼等が他者の前に常にモールドを着て現れるのも道理なら、無資格・非合法の戦術魔法士であるのもまた道理──ＣＳＡならばまともな仕事に就ける筈も無く、人間としては当然与えられるべき幾つかの権利さえ制限を受ける。法の下の平等は彼等に無く、自らの意志でこの世界を歩まんと欲ほつするならば、その法の埒らち外がいを行くしか無いのだ。


　彼等にとって頼たよる事が出来るのは己自身と──そして文字通りに血肉を分けた片割れのみ。性的欲よつ求きゆうを満たせるのも……その素肌をさらせるのもまたお互いのみだ。


「人間のふり……」


　女はまるで寝ね言ごとの様に気の抜ぬけた口調で呟く。


「ああ。確かに──ここは人間の形をしているな。ロミリオ達が何かとこだわるのでとりあえず人間の形にしてあるのだが」


　そして女は言った。


「まあ形などその程度のものだ」


　声は頭上から聞こえた。


「……!?」


　いつの間に移動したのか。


　女はまるで蝙こう蝠もりの様に、コンコーネ兄妹の頭上からぶら下がっている。天てん井じように両足をつき、まるでそちら側が本当の床ゆかなのだと言うかの様に。


　いや──それどころか。


「げ……幻げん覚かく!?」


　コンコーネ兄妹のモールドを剝いだ女も変わらずそこに居る。


　更に──


「いいや。幻覚ではない。まやかしではあるが」


　壁かべから。床から。柱から。天井から。


　何人もの女の姿が生えてくる。


「くっ──」


　リリテシアが己のモールドに飛びつき、腰こしのホルスターに入っていた大型拳けん銃じゆうを抜き放はなつ。そのまま彼女は相変わらず何をするでもなく立ち尽つくしている手近な女の顔に、殴なぐりつける様な動作でその銃じゆう口こうを突つき付け、いや押し付けて──





　銃声。





　──撃うった。


「この魔族がッ！」


　避さけられる様な距きよ離りではない。


　事実、女の顔は熟れすぎた果実の様に爆はぜ割れて、血や、そして肉片や骨片を後方にばらまいた。どうやら実体ではある様だった。


　人間ならば勿もち論ろん即そく死しだ。魔族であっても頭部に脳が収まっていれば、やはり死なざるを得ない。


　だが──


「対魔族戦闘の基本」


　つまらない記事を朗読するかの様な口調で女が──女達が合唱した。


「脳の五割を破壊する事」


　頭部を破壊された女の顔が、まるでフィルムの逆回しを見ているかの様に復元されてゆく。間ま違ちがいない。魔族の自己復元能力だ。


　だが──


「逆に言えば指先一つを削けずり取った位で魔族は死なない」


「指先……!?」


　呻うめく様に呟いてから、愕がく然ぜんとリリテシアが周囲を見回し──そして最後に、目の前の女の足下に視線を落とした。


　その足下から陰かげが伸のびている。


　元々この建物の中には幾つもの暗がりが在るが──


「こいつ……！」


　繫つながる影かげと影。


　闇やみと溶とけ合あう女の身体。


　まやかし。


『形などその程度のものだ』


『指先一つ』


　つまり──


「兄様ッ！」


　リリテシアは叫びながらブランカンの腕うでをとった。


「逃げるぞッ！」


　その時にはブランカンも気付いていた。


　彼等が相手にしていた女は、まさしく指先に過ぎない。


　魔族は自分の肉体を復元し、変形し得る。通常──魔族は狂気に冒おかされ、理性が殆ほとんど働いていない為ために、その事実を利用するという考えが無い。


　だが逆に言えば、理性を持った魔族は、人間の姿を意識的にとり、同時にそれを止める事も出来る。勿もち論ろん、敢あえて人間の姿をした『一部分』をさらして見せて、それが『全部』だと思わせるという芸当もまた可能だ。


　彼等はまさしく変へん幻げん自じ在ざい。


　女の本体は──この聖堂の中に横たわる闇そのものだ。


　人間の形をしている女達は、魔族の本体が戯たわむれに造って動かしている、肉人形に過ぎないのだ。つまり今……コンコーネ兄妹は魔族の腹の中に居るのに等しい。


「逃げる？」


　女の口が──いや闇そのものが震ふるえて言った。


「何処に？」


　世界がぐにゃりと歪ゆがむ。


「なっ!?」


　二人の目の前に合った聖堂の壁の大穴が──その向こうの景色すら、まるで水をぶちまけられた水すい彩さい画がの如ごとく歪んで、緩ゆるんで、色しき彩さいが溶け合って、そして黒に染まる。


　更に次の瞬間には、彼等の足の裏に存在していた床の──地面の感かん触しよくすらもが消え失せ、二人はまるで水中に投げ出されたかの様に無様に藻も搔がいた。


　だがここは水の中ではない。


　いかに脚あしを搔かこうが腕を振ふろうが、何処にも行けない。


「元より逃げ場ばなど無い」


　闇そのものが告げる。


「最初に私の内に飛び込んできたその瞬間から」


　自分達を取り囲む無限の深しん淵えんを前にして──コンコーネ兄妹は恐きよう怖ふの絶ぜつ叫きようを放った。





　　　　●　　●　　●





「もう名前なんて無意味だけどね」


　とリマ・メイヴィスと名乗った娘は言った。


　無辺の闇のその真ん中で。


　周囲には何も無い。完全な虚きよ無むが広がっているだけだ。レイオットとそのリマ以外には人の姿どころか形在るものが一切存在しない。比ひ較かく対象する物体が存在しない為に、距きよ離り感かんや方向すら曖あい昧まいになってくる。


（長時間こんな所に居たら……大たい抵ていの人間は狂くるうだろうな）


　ぼんやりとレイオットは頭の片かた隅すみでそんな事を考える。


　人間は人間自身で自己を認識する事も出来なければ、肯こう定ていする事も出来ない。


　他者との関わりの中で出来上がる『人間の形』の中に──人間という形式の器の中に自己という中身を注ぎ続けて、人間足り得る。人間とはつまりは周囲の環かん境きようから造られる状態に過ぎず、注ぎ続けられた中身が完成の形を得るのは、おそらく今際いまわの際きわ──つまりは死の瞬間だろう。その時、初めて、人間は巨きよ大だいな『人生』という作品の一断面として、完成しきる──


（……ノーラの影えい響きようか）


　そんな事を考える自分に苦笑するレイオット。


　そんな彼を眺ながめながら──


「無意味とはどういう意味だ？」


「こういう意味よ」


　ひょいと肩かたを竦すくめるリマ。


　一いつ瞬しゆん、その輪りん郭かくが曖昧になったかと想うと、次の瞬しゆん間かんそこにはレイオットもよく見知った人物の姿が現れていた。


　ドーベルン・スタインバーグ。


　彼の養父にして師し匠しようにして──罪の象しよう徴ちよう。


　懐なつかしくも痛い記き憶おくを呼び覚ます姿を前にして……レイオットは呟つぶやく様に言った。


「…………変幻自在、なのか」


「そう」


　頷うなずいたドーベルンの姿がまた緩む。


　次の瞬間にはリマはロン・コルグの姿をとり、更さらに次の瞬間にはレイオット自身の姿をとり、そして最後に元の若い娘の姿に戻もどっていた。


「まあ、あくまで余所様の家に入る時は、けじめっていうか、境界面が必要だからね。とりあえず昔の格好をして礼を尽くしてる訳」


「……何を言ってるのかよくわからん」


「ああ。ごめんね。誰だれかと話をするのも随ずい分ぶんと久しぶりだからさ。正直、声の出し方とかどうするんだっけと想っちゃったよ」


「…………」


　それは一体どういう意味か。


　誰も来ない離り島とうや山奥にでもこもっていたという事か……？


「とりあえず最初に確認したいんだがな」


　レイオットは妙みような疲ひ労ろう感かんを覚えながら言った。


　あまりに相手が飄ひよう々ひようとしていて手応えが無いというか、身構えているこちらが無意味な真ま似ねをしている様な気がしてくる。フィリシスにもそういう感じを覚える事が在ったが、このリマという女性はそれ以上だ。


　魔法はさておき──何が普通の人間と違うのかはよく分からない。


　ただ何か違うのは分かる。


「あんたは〈資格者クオリフアイア〉なのか？」


　先程の言い方では、ロミリオ達一派とは異なる存在の様ではあるが。


「それとも源流魔法使ルート・ソーサリアンなのか？」


「源流魔法使……！」


　ぱん、と両手を打ち合わせて嬉うれしそうにリマは言った。


「懐かしいわね、その言い方！　そうね、どちらかというとそっち側かもね、私は。もう源流魔法使でもないけれど」


「…………」


　眉まゆをひそめるレイオット。


　話が進まない事夥おびただしい。本人には悪気は無い様だが……


「でも〈資格者〉──〈資格者〉ね。うん。言葉って便利ね。名前を付けただけで自らも欺あざむける」


「……なんだって？」


「私に言わせれば彼等も立派に無資格よ。オッフェルトリウムも含ふくめて」


　リマは肩を竦めて言う。


「オッフェルトリウムってのは──確か」


「〈資格者〉を名乗る者達の、党首というか盟主というか。もっと言えばお山の大将」


「…………」


　ひどく気易い物言いである。


「彼等もやっぱり不完全。まったくもう呆あきれて笑っちゃうわ。現世支配だなんて。不完全だからそんな事しなきゃならない。現世への執しゆう着ちやくを捨てきれない。自己完結出来ない。まあ私も偉えらそうな事は言えないのだけれどね」


　何がおかしいのかくすくすと笑いながらリマは言った。


「『縁えん』があったなんて曖昧な理由で還かえってきちゃうなんてね」


「……一体何を言っている？」


　仮面の下で眉をひそめながらレイオットは問うた。


　恐おそらくこのリマは──今回の事件や〈資格者〉や『結社』のみならず、何かもっと深い、根源的な所に在る事実を知っている。それが一体何なのかレイオットには未だ分からないのだが──


「ドーベルンは何も教えてなかったのね。源流魔法使ルート・ソーサリアンたる存在の究極を」


「なんだって？」


「魔力圏ドメインって何だと想う？」


「……あ？」


　唐とう突とつな問い掛けに混乱するレイオット。


　だがこのリマという娘を相手に意い思し疎そ通つうを図ろうと想えば、こちらが根気良く合わせていくしかないのだろう。あまり気は進まなかったが、レイオットは数秒考えて、教科書的な答えを返した。


「魔力を行使して自分の意志を物理現象として反映させる──支配領域だろう」


「うん。そう。そうだね。じゃあ」


　リマはにこにこと笑いながら言った。


「どうしてそんなものが必要なんだろう？」


「……どうして？」


　意味や理由が在るのか。


　それは『どうして鳥は空を飛べる羽根を持っているのだろう』とか『どうして人間は二本脚で歩けるのだろう』と問うている様なものだ。勿論、生物進化の必然とか、そういった方面の答えを出す事は出来るが──どうもリマはそういう問いをしているのではないという事はレイオットにも朧おぼろ気げながら理解出来た。


「うーん。違うかな。分かりにくいかな。じゃあね。なんて言えばいいのかな。人はどうして誰かを好きになったり、誰かを憎にくんだりするんだろう？」


「…………」


　いきなり叙じよ情じよう的な問いである。


　だが──


「人間は」


　何故かレイオットの口からは殆ど意識する事も無く答えが出ていた。


「あまりに脆ぜい弱じやくで矛む盾じゆんだらけで不完全だからだ」


　レイオットの脳裏を一人の少女の姿が過ぎる。


　紅い眼の──


「そう。正解」


　リマは出来の良い生徒を前にした教師の様に、満足げにうなずいた。


「ではもし、その全てを克こく服ふくするとしたら、どんな方法がある？」


「不可能だ」


　即そく答とうするレイオット。


　だが──


「思考停止は可能性の放ほう棄きだよ」


　と──首を傾かしげてリマは言う。


　どうやらこの答えは気に入らなかったらしい。


「……『どうして』……」


　呟くレイオット。


　どうして人間は誰かを好きになるのか。


　どうして人間は誰かを憎んだりするのか。


　例えば愛情にしても憎ぞう悪おにしても生物学的に、遺伝学的に考えれば一つの答えが出てくる。それは人間という種が存在し、存続し続ける為ための、戦略の一いつ端たんだ。


　不完全で脆弱であるからこそ、人間はその欠点を集団化する事で補う。


　より多くの可能性を試し行こう錯さく誤ごする為に遺伝子の攪拌が必要であり、だからこそ人間に限らず多くの生物は、有性生せい殖しよくで増える。単性生殖──いわゆる自己の複製を増やすだけなら、進化の可能性は無く、それは単なる停てい滞たいとして、一つの環境変化によって絶ぜつ滅めつしてしまう危険性を常に孕はらむからだ。


　こうした生存戦略上の行為を円えん滑かつに行う為に、人間の基本的な感情は機能する。


　一人で寂さびしいと感じるのは──誰かを好きになって一緒に居たいと思うのは、『単体ではあまりに脆弱で不完全な人間』が集団を形成する為に、そういう衝しよう動どうを持つ方が円滑に事が運ぶからである。


　同時に誰かを憎み、誰かに怒るのは、自分がその生存戦略上必ひつ須すの集団に参加する際、障害になる対象や、非効率化の原因となる対象を、排はい除じよする衝動を、基本行動の中に組み込む為だ。


　より確実に。より効率良く。


　人間は生存し種としての存続を図る──その為の喜き怒ど哀あい楽らくだ。


　では……もし。


　その不完全性を完全に克服できるとしたら？


　その時、喜怒哀楽はどうなる？


　例えば如い何かなる外的要因をも脅きよう威いとしないだけの生存能力がもし人間に備わったら──


「──まさか」


「うん。そう」


　レイオットの考えを見み透すかしたかの様にリマは頷いた。


「それが一つの答え」


「…………」


「卵が先か、ニワトリが先か、それは分からないけれど。ありとあらゆる感情を捨て去って、ありとあらゆる妄もう執しゆうを捨て去って、徹てつ底てい的てきに自らを生存機械として純化した──揺ゆらぐ事の無い完全な生物。それを実現する為の絶対的な力。それを目指したのが源流魔法使と呼ばれる人々。感情も妄執も全て捨て去れば、魔法の力に振ふり回されて自己が制せい御ぎよ出来なくなる事も無い。同時に魔法の力で自らを不老不死に出来れば、そもそも集団で居る必要がなくて、喜怒哀楽も必要ない」


「…………それが、理性在る魔族か？」


　レイオットは眉を顰ひそめて言った。


「だが──正直、俺が見た〈資格者クオリフアイア〉、いや〈完全体パーフエクタント〉は……」


　普通に感情を備えていた。


　ルチエラ。あの──決して成就せぬ想いに殉じた少女。


「まあそういうのも居る」


　レイオットの内心を見透かしたかの様にあっさりリマは頷うなずいた。


「元々何かが大きく欠落していて、そもそも感情が綺き麗れいに働いていない人々がね。悲しみとか。怒いかりとか。喜びとか。あるいはその大半とか。意志の力で捨てるのではなくて──たまたまそういう風に生まれてしまった人々」


　そもそも欠落しているからまともに動かない。


　まともに動かないから、そもそも改めて壊こわれる事も、磨すり減へる事も無い。


「だから彼等は魔法の力に感情を振り回されて、自己認識が崩くずれてしまう事も無く、自分という存在を保てた訳。むしろ魔族になる方が、人間としてはずっと正常」


「…………」


　だからといって魔族化した者達が喜ぶ訳でも救われる訳でもあるまいが。


「とにかく。源流魔法使は自分の中からそういった感情とか妄執とか、そういう夾きよう雑ざつ物ぶつを綺麗さっぱり取り除いて、空くう虚きよにしてしまう事で、揺らがない様にしようとした訳ね」


「…………理り屈くつとしては、まあ、分かるが」


「逆に〈資格者〉と名乗ってる彼等は……まあ程度差ではあるんだけど……空っぽではなくて、こう、上手く感情が働いてないだけで、変な形に固まってるのね。だから、世界征せい服ふくだとか絶対支配とかそういうものを求めちゃう。でも、そもそも他者を支配する必要そのものが無いのよ。もし自分を完全に支配出来ていれば」


　確かに支配構造、権力構造といったものも、突つき詰つめていけば自己生存の為の装置に過ぎない。確実に、効率的に、自分が生き残れる様にと、環かん境きようを整えているに過ぎない。


　しかし不老不死なら。あるいは全知全能なら。


　そもそも支配構造など必要ない。


　ただ存在するだけで存在し続けられる──絶対無限。


　それはまるで、その者自体が一つの世界であるかの様に…………


「そうか」


　レイオットの脳裏に閃ひらめくものがある。


「魔力圏ドメインというのは……」


「そう。とっても小さな小さな、世界」


　リマは謡うたう様に言った。


「魔力圏を統すべるのは、孤こ独どくな神様。でもその範はん囲い内ならば彼は絶対にして無限。全知にして全能。神様だものね」


「…………」


　個人の喜怒哀楽がそのまま世界の現象として存在する領域。


　個人と世界の直結。


　それは確かに──神になるという事だろう。


　しかし……


「でも魔族は──大たい抵ていの人は、神様になるには準備不足だから。感情とか妄執とかを持ったまま無理矢理神様になっちゃったら、もう、友達とか恋人とか、そんなの要らない筈はずなのに、それを欲しがって、外部と関わろうとする」


「それがあの魔族の──凶きよう行こうか」


　だとすればなんと……救われない話か。


　暴れる魔族のあの姿は、暗くら闇やみに取り残され、孤独に泣き叫ぶ幼児と同じという事になる。


「…………で」


　レイオットは改めてリマの姿を見直しながら言った。


「あんたは──源流魔法使ルート・ソーサリアンの究極だと？」


「まあ概がい念ねん的にはね。実際になってみると御ご覧らんの通り、究極でも何でもない訳だけれども。どうしても感情の影かげというか痕こん跡せきみたいなのは残っちゃうみたいだし。それとも私も未だ修行が足りないのかな？」


「…………」


　レイオットから見ればむしろ、このリマという娘は感情豊かにも見える。


　普段、感情が溶とけて流れてしまった様なカペルテータと暮らしているから余計に対比でそう感じるだけかもしれないが。


　あるいは──このリマの闊かつ達たつさも、レイオットと会話する為にわざわざ一度捨てたものを仮面として被かぶり直しているだけなのかもしれない。


「本当はね」


　まるでちょっと内ない緒しよの話でもするかの様に声を顰めてリマは言った。


「帰って来ちゃいけないのよね」


「帰る？」


「こっちの世界に。ほら、もう私自身が一つの世界な訳でしょう。だからなんて言うのかな──そうそう、抗こう原げん抗こう体たい反応っていうか、まあそういうものが働いちゃうのね」


「……病びよう原げん菌きん扱あつかいか」


「まあ異物には違いないものね、この世界にとって」


　確かに世界の中に別の世界が存在するというのは不都合なのかもしれない。


　それは言ってみれば、幾いくつもの違う物理法則が同じ空間に併へい存ぞんする様なものだ。


「だからまあ、ちょくちょく顔出す訳にもいかないし、時間制限も在るんだけどね」


「神も、同じ神相手だと万能ではないという事か」


「そうそう」


　満足げに頷くリマ。


「他ひ人と様さまの家で、あまり干かん渉しようすると、時間制限がすごく縮まっちゃうし。あんまりやり過ぎるとこっちの世界も私も壊れちゃうから、神様っていっても、此こ処こじゃ万能じゃないんだけどね。でも、そもそも私はあのオッフェルトリウムの…………」


　そこまで言って。


「…………」


　何やら彼女は黙だまり込む。


　それまでの開けっぴろげな表情が一いつ瞬しゆんにして払ふつ拭しよくされ、まるで人形の様な、あるいは死体の様な、冷たい無表情がその顔を覆おおう。


　彼女は半眼になってただそうしていたが──


「レイオット・スタインバーグ」


「なんだ」


「ちょっと制限時間がきたみたい」


　すぐに朗らかな表情を取とり戻もどしてリマは言った。


「時計くらい持っておいたらどうだ、神様」


　顔をしかめて言うレイオット。


　神といえども全知全能でないのは良いとしても──あまりにもいきなり過ぎる。


「何度か力を使ったのが影えい響きようしてるのかな。相そう互ご干かん渉しようが収まるまで待って、また顔出す様にするけど。ちょっとこちらの時間でどれ位かかるかわからない」


「いい加減な……」


「それまでに一つ頼たのんでおきたい事があるんだけど」


　腰こしを屈かがめ──仮面越ごしにレイオットの顔を覗のぞき込む様にしてリマが言う。


「なんだ？　引き受けるとは限らないが」


「オッフェルトリウムを殺して」


「それは、〈資格者クオリフアイア〉の──」


「そう」


　リマは頷く。


「彼女は殆ほとんどもう『究極』に近い所に居る。彼女自身が小さな一つの世界の萌ほう芽がなの。その癖くせ、この世界に留とどまって干渉を続けているのよ。世界征服だの何だのの是ぜ非ひはさておいても、このままじゃ──この世界そのものが何ど処こかで大きく破は綻たんする」


「世界が、破綻する？」


　レイオットは仮面の下で眉まゆを顰ひそめる。


　大まかな理屈は分からないでもないが、具体的にどういう事態が生じるのかまるで想像がつかない。


　そもそもこのリマの話が本当だという証しよう拠こは何処にも無い。


　頭のおかしい〈資格者〉が好き勝手に妄もう想そうを語っているだけとも限らない訳で──そんな相手の要望を受け入れていれば、どんなややこしい事態になるか分かったものではない。


　とはいえ……


　元々レイオット達の目的はオッフェルトリウムとその配下の〈資格者〉達を葬ほうむり去さる事にある。リマの抽ちゆう象しよう的な世界論はさておいても、この、今ある世界──レイオットが生きてきたこの社会を根ね刮こそぎひっくり返そうという〈資格者〉達の思おも惑わくを阻そ止しする事に異論はない。そして〈資格者〉を監かん獄ごくに放り込む事も出来ない以上──出来るのは彼等の抹まつ殺さつだけである。


「じゃあよろしく頼むね」


「…………」


　どう応じたものか、一瞬レイオットが悩なやんでいる間に──リマはそう言い残して色を失い、形を失い、暗闇そのものに溶けて消えた。


　炎ほのおの光に灼やかれるかの様にして、暗闇に穿うがたれる幾つもの白い孔あな。


　それらは急速に成長し互たがいに繫つながって……闇やみと入いれ替かわる様に風景を組み立てていく。


　やがてレイオットの視界に入ってきたのは──


「──っ!?」


　空から地へと打ち込まれ、景色を左右に分断する黒い鋼鉄。


　それが──目の前に踏ふみ降ろされた〈鉄巨人〉の脚あしなのだと気付いた瞬しゆん間かん、レイオットは〈ホイール・マニア[image: ]〉の操そう縦じゆう桿かんを倒たおした。


　身体からだ全体が随ずい意い領域に引っ張られる違い和わ感かん。


　〈ホイール・マニア[image: ]〉は〈鉄巨人〉の脚に接せつ触しよくして火花を散らしながらも、その足下を駆かけ抜ぬけた。


「──いきなりかっ！」


　叫びながらもレイオットは無音詠唱ダムキヤスト。歯ギ車アが嚙かみ合い、エンジンからの動力の一部を分け与あたえられた自動装置がスタッフの装桿を前後スライドさせた。


　レイオットにとって幸いだったのは、この唐とう突とつな遭そう遇ぐうが、相手にとっても同じであったという事であろう。


〈鉄巨人〉も愕がく然ぜんとした動きで後方に跳とび下がり、そこで廃はい墟きよの一つに引っかかって姿勢を崩くずしていた。


　アルフレッドの〈鉄巨人〉と異なり、この量産型は随意領域の支配力が低い分、同じ拘束度デユラビツト数消費でもより長時間の稼か働どうが可能となる様だが──周囲の物理的な影響を多分に受けやすいらしい。つまりは『躓つまずいて転てん倒とうする』という事も在り得るのだ。


　お互い驚きよう愕がくによって生じた隙すきは一秒余りであったろう。


　だが姿勢を崩し──反射的に両手を伸のばして傍かたわらの建物を摑つかもうとした〈鉄巨人〉はレイオットを攻こう撃げき出来る態勢に無かった。〈鉄巨人〉が態勢を立て直してその右手をレイオットに向けようと旋せん回かいさせるその瞬間──


「イグジスト！」


〈ホイール・マニア[image: ]〉を高速後退させながらレイオットの放った〈ブラスト〉が、巨人の左足に炸さく裂れつした。





　　　　●　　●　　●





　光球が膨ふくれあがり──破は裂れつする。


　撒まき散ちらされる火か炎えんと轟ごう音おんと衝しよう撃げき。舞まい上げられた無数の瓦が礫れきが散さん弾だんと化して襲おそいかかり、壊こわれた人形の様な格好で死体が熱風に吹ふき飛とばされる。僅わずか一いち撃げきで建物が崩れ、地面には直径十メルトルを越こえる擂すり鉢ばち状の孔が穿たれ、一つの街区を丸ごと破は壊かいしてそこに居る者を残らず死し滅めつさせる。


　圧あつ倒とう的てきだった。


　かつてトリスタンを襲った〈鉄巨人〉に比べれば遥はるかに小さく、また、その一撃の威い力りよくも劣おとるが──それでも生身の人間からすれば強大に過ぎる力だ。


　まして奇き襲しゆうする積もりが逆に待まち伏ぶせされていたとあっては、最早、作戦も何もあったものではない。最初の輸送機撃げき墜ついの時点で全ぜん滅めつしなかっただけでも望外の幸運だったと言うべきだろう。


　だが──それだけだ。


〈鉄巨人〉達はすぐにマックス達を燻いぶり出しに掛かかった。


　圧倒的な攻こう撃げき魔ま法ほうの力で街区ごと吹き飛ばすという乱暴な方法である。だが実際にそれは効果的であった。建物の陰かげから陰へと移動するマックス達を、巨人の目線ではいちいち確認して個別に狙ねらうのはむしろ難しい。


　そして──


「……点呼ッ!!」


　崩れ残っていた、一際大きく頑がん強きようそうな建物──恐おそらくは中世時代から残っている倉庫の類なのだろう、壁かべは耐たい火か煉れん瓦がを積み上げて作られていた──の中に転がり込んでから数秒後、息を整えたマックスは無線機に向かって叫さけんだ。


「生き残っているのは誰だれだ!?　答えろ！」


　──答えは無い。


　聞こえてくるのは空電雑音ノイズばかりだ。


「……くそ」


　遮しや蔽へい物が多すぎて無線が通りにくいのか、それとも無線そのものが何らかの手段で妨ぼう害がいされているのか。


「なんて事だ……」


　大量の内通者を発見した時点で〈結社〉の影響力の大きさは充じゆう分ぶんに分かっていた。


　だがその一方で〈資格者〉達の情報管理の杜ず撰さんさも浮うき彫ぼりになった。


　大量の内通者が居るという事は、逆に言えば遡さかのぼって辿たどるべき経路が大量に存在するという事であり、情報が漏ろう洩えいする可能性もそれだけ増えるという事だ。通常は途と中ちゆうで何らかの手段でこれを防ぐものだが──例えば間に事情を全く知らない媒ばい介かい者を置く等──そうした対策が一切講じられていなかったのだ。


　故にマックス達は比ひ較かく的てき早期に〈結社〉の本ほん拠きよと思しき場所を特定出来た。


　内通者を尋じん問もんする事で〈結社〉の目的も早々に判明した。盟主と思しき者の名も分かった。〈資格者〉が実は二十名足らずである事も。〈結社〉に協力すれば〈資格者〉になれるという甘言で以て内通者を増やしていた事も。


　マックスや彼の上司達は〈資格者〉達が情報戦の素人しろうとだと判断した。


　ならば勝機は充分にある。


　無制限に魔ま法ほうを使えるといっても、それならば恐るるに足りない。所しよ詮せんは魔族の力を手に入れただけの素人。確固たる戦術を以もつてあたれば斃たおせない相手ではない筈はずだ。


　そうマックス達は考えていた。


　そう──舐なめていたのだ。


　だが実際にはこの在り様である。


　これだけの〈鉄巨人〉が配置されていて、偵てい察さつ部隊が気付かない筈が無い。偵察部隊が裏切っていたのか、それとも間に入っていた人間が裏切っていたのか、あるいはもっと別の方法で偵察部隊の眼を欺あざむいてきたのか。


　何にしてもマックス達が得た情報の何割か──あるいは全てが〈結社〉の制せい御ぎよ下に在ったのだろう。最初から内通者は割り出される事を想定してあったのだ。完全に情報を与えないのではなく、敢あえて少しずつ情報を漏もらす事で、相手を誘ゆう導どうする──情報戦の基本に何な故ぜ気付かなかったのかと臍ほぞを嚙かんでももう遅おそい。


　恐らく〈結社〉の者達は同じ〈資格者〉以外を仲間などとは思っていまい。


〈資格者〉という餌えさを前に尻尾しつぽを振ふる人間達は、彼等にとって使い捨ての消しよう耗もう品ひんでしかなかったのだろう。


　事実──


「人間と人間を潰つぶし合わせる積もりか……！」


　迎げい撃げきに出てきたのは〈鉄巨人〉ばかりで〈資格者〉は未だその姿を現さない。


　まさか無制限に魔法を使える〈資格者〉が、いくら強力とはいえモールドを装備して攻撃はしてこないだろう。恐らく巨人の操縦者は〈資格者〉の甘言に踊おどらされた愚おろかな人間達に過ぎない。


「完全に……失敗か……」


　恐らく戦力は当初の半分も残っていまい。


　マックスにしたところで、今まで出来たのは〈サンダー・ボルト〉を抱かかえて逃にげ回る事だけだった。一発の弾だん丸がんも発射していない。そんな余よ裕ゆうすら無かった。


　ましてや相手は魔族ではない。


　装そう甲こうを帯びている上に、伯爵カウント級以上の中級魔族と同様の、恒常魔力圏コンスタント・ドメインらしきものまで纏まとっているのだ。トリスタンの〈鉄巨人事件〉において、〈サンダー・ボルト〉が殆ど対象に効果を発揮出来なかったという報告書はマックスも読んだ。装甲の防ぼう御ぎよ力に加え、巨きよ体たいを動かす為ための魔力圏がある種の偏へん向こう力場を形成している為、弾だん道どうがねじ曲げられてしまうのだそうだ。


　これではいくら〈サンダー・ボルト〉でも本来の威力を発揮出来ない。


「……連射して弾道修正をしながら関節部を狙えばあるいは……」


　呟つぶやくマックス。


　だがそれには狙そ撃げきの為に優位な場所を確保せねばならない。


　今の状態でそれをしている余裕が果たしてあるかどうか。迂う闊かつに顔を出しただけでその周辺区域ごと吹き飛ばされてしまう可能性が高かった。


　今はもう逃げるしかない。


　いっそ〈サンダー・ボルト〉を捨てて、弾だん薬やくの類も捨てて、可能な限りに身軽になって逃げた方が生存率は高いかもしれない。


「…………おおよそ三時間後か」


　迎むかえの大型ヘリコプターが来るのは──である。


　とりあえず行きは輸送機を使ったが、この街には滑かつ走そう路ろが無い為、マックス達の回収は三機の大型ヘリコプターによって行われる手て筈はずになっていた。それまで持ちこたえて、逃げ延のびなければならない。


　だが──


「いや……しかしこのままでは」


　迎えのヘリコプターも恐らく巨人達によって撃墜されてしまうだろう。


　やはりただ逃げる訳にもいくまい。どうしてもというのならば徒歩になるが──それはあまりに絶望的な選せん択たくだった。トリスタンよりは小規模とはいえ此こ処こは街だ。徒歩で逃げ出すにはあまりに大きく──最短距きよ離りを移動していては見つかる危険性も高い。


「頼たのみの綱つなは……最早……戦術魔法士達のみか……」


　ぎり……とマックスの口の中で嚙み合わされた歯が軋きしんだ。


　不本意だった。どうしようもなく不本意だった。


（魔法など……！）


　それは魔族を──災さい厄やくを生み出す原因でしかない。


　そんな力と人類は決別しなければならない。


　魔法などという力を手にしてしまった事から人類の歴史は歪ゆがんだ。長い歳月を掛けて積み上げられてきた既き存そんの技術が幾いくつも喪うしなわれ──〈イエルネフェルト事変〉を筆頭に無数の『局地災害』によって甚じん大だいなる被ひ害がいを被こうむってきた。


　なのに未だに人類は魔法を手放す事が出来ない。


　便利だから。


　そんな…………子供じみた理由で。


（毒で毒を中和する様なものだ……それが何故わからん!?）


　魔法が在る限り魔族は生まれ続ける。


　挙げ句の果てには〈資格者クオリフアイア〉などという化け物まで生まれてくる始末だ。


（滅ほろぼさねば……絶対に滅ぼし尽つくさねば）


　万が一──〈資格者〉が社会の表おもて舞ぶ台たいに出てしまえばどうなるか。


　わざわざ武力征せい服ふくする必要さえ無い。


　どうしようもない程の絶対的能力差はその存在自体が確実に社会に格差を生じさせる。明確な階級制度ヒエラルキーが復活し、支配する者とされる者を峻しゆん別べつする。恐らく多くの人間は〈資格者〉に憧あこがれるだろう。失敗を覚かく悟ごで魔族化する者は後を絶たなくなり、これまで以上に魔族事件は頻ひん発ぱつする。


　同時に人類の文化も衰すい退たいするだろう。


　かつて魔法の陰で幾つもの技術が喪われていった様に……〈資格者〉の存在の前では努力も修練も無価値な愚ぐ行こうに堕だする。


　大衆は常に楽な方へと転がり落ちるものだ。


　指先一つで流血を止める能力を持つ者を前にして誰が包帯の巻き方を覚えるだろう？　誰が止血剤ざいを研究するだろう？　〈資格者〉に媚こびへつらう方が遥かに早くて確実だ。ならば誰だってそうするに違ちがいない。


　科学無き混迷の時代──かつて人が神という迷信に縋すがった様に。


　そうして技術は喪われる。尊厳も喪われる。


　人間は万ばん物ぶつの霊れい長ちようという座を追われて哀あわれな動物の一種に成り下がる。


　そう──それは餌を貰もらう事に慣れて獲え物ものの取り方を忘れてしまった動物と同じだ。


「くそ……」


　狙撃手特有の冷静沈ちん着ちやくぶりを以てＡＴＡＳＡ内でも昇しよう進しんしてきたマックスであるが──普段ならば誰にも見せる事の無い焦しよう燥そうと憤ふん慨がいを露あらわにして彼は呻うめいた。


　そんな彼の周囲が──


「──！」


　不意に陰った。


　無論──倉庫内は元から暗いが、幾つか開いた窓や、壁の崩くずれた部分、開け放しの扉とびらなどから外の光は入ってくる。それらは白と黒の奇き妙みような斑まだら模様を倉庫の中に描えがき出しているのだった。


　そして……その内の一つが不意に消えた。


　白い部分が闇やみに塗ぬり潰された。


　それはつまり──


「…………くそっ！」


　天てん井じよう近くに設けられた窓から見える──巨大な『顔』。


　磨みがき上げられた骸がい骨こつの様なその白い頭部は間ま違ちがいなくあの〈鉄巨人〉のものだった。


〈サンダー・ボルト〉を抱えてマックスが駆かけだしたその瞬しゆん間かん、巨大な腕うでが壁を突つき破やぶり、無数の煉れん瓦がや、歪んだ鉄片を降らせながら、倉庫の中に侵しん入にゆうしてきた。


「ちいっ……！」


　振り向むきざまに〈サンダー・ボルト〉を撃うつマックス。


　立て続けに引き金を引き、超ちよう音おん速そく弾だんを連続して送り出す。


　だが……


「ははは！　無む駄だだ無駄！」


〈鉄巨人〉の中に乗っている魔法士の声だろう。倉庫の崩れる轟ごう音おんや銃じゆう声せいに混じって、たっぷりと嘲あざけりを含ふくんだ哄こう笑しようが響ひびき渡わたる。


　確かに銃じゆう弾だんは相手の随ずい意い領域に絡からめ取られて直進できない。狙ねらった場所に着ちやく弾だんしない銃じゆう器きなど棍こん棒ぼう程の役にも立つまい。


　だが……


（それは計算の内だ……！）


　光学照準器スコープではなく肉眼と補助照準器により決められた狙撃点。実際に巨人の表皮装甲に咲さく火花の位置。二つのズレを頭の中で修正してゆく。


　右に一メルトルずれるなら最初から左に一メルトルずらして撃てばいい。


　ひどく大おお雑ざつ把ぱではあるが弾道の歪わい曲きよくを計算に入れながらマックスは銃じゆう口こうを滑すべらせた。


　補助照準器は〈鉄巨人〉の右みぎ肩かたの上──何も無い空間を狙う。


「──ッ!!」


　まるで剣けんを振り下ろす武術家の如ごとく裂れつ帛ぱくの気合いと共に銃弾を放つマックス。


　それは一種の祈いのりでもあった。


「当たれッ!!」


　当然の如くに歪む弾道。


　だが……本来ならば虚こ空くうに飛び去る筈はずの銃弾はむしろ引き寄せられる様にして空中で緩ゆるやかな弧こを描き、マックスを睨ねめ付つけていた〈鉄巨人〉の顔面に着弾した。


　その──左側の『眼』に。


　きらりと輝かがやくものが煙けむりの様に舞まい散ちる。


（……いける！）


　マックスは確信した。


　眼の様に見えるあれは、狙そ撃げき銃じゆうの光学照準器スコープなどと同じく、レンズや鏡を応用した光学観測装置なのだろう。つまり装甲に守られている魔法士ソーサリストが外部を認識する為の潜望鏡ペリスコープという訳だ。


　これを二つ共に破壊すれば、少なくとも相手はマックスを追ってこれまい。今一つ破壊しただけでも距きよ離り感かんが狂くるっている筈だ。あるいは二つ共に『眼』が潰つぶれてしまえば、中の魔法士は肉眼で外を見るために、装甲を開くかもしれない。


　ならばその時こそ確実に相手を葬ほうむれる。


「貴様ッ……！」


〈鉄巨人〉が吼ほえる。


　随意領域で拡大されたその声は、爆ばく音おんの如き威い嚇かくたっぷりのものだったが、勿もち論ろん、マックスはそんなものには怯ひるまない。意識を切きり替かえて狙撃態勢に入った彼は一種の機械だ。的を狙い撃つ──その為だけに思考し、その為だけに呼吸しその為だけに存在する。怯んだり恐おそれたりする様な余計な機能は備わっていない。


　彼は立て続けに銃弾を放ち、それらの着弾位置から、二秒後には右目を狙う為の照準調整を頭の中で終えていた。


　銃声と共に〈鉄巨人〉の右目が撃ち抜かれる。


「ぬあっ……！」


　視界を閉ざされた事に驚いたのだろう。〈鉄巨人〉の魔法士が呻く。


　マックスは素早く空になった弾だん倉そうを捨て、予備弾倉をポーチから引ひき抜いて装そう塡てん。


　装塡桿解放ボルトリリースボタンを押して初しよ弾だんを薬室に送り込む。


　だが──


「小こ賢ざかしい！　この小虫が！」


〈鉄巨人〉が吼える。


　その両の掌てのひらが胸の前で何かを包む様に合わされたのは次の瞬間だった。


　掌と掌の間で紅い魔法陣エイリアスが展開し──回転。


〈鉄巨人〉の腕がスタッフの機能を持っているのはもうマックスも理解している。だがその掌を何ど処こに向けるでもなく、照準の為ための装置も無い状態で一体何をする積もりなのか。


「……！」


　マックスは〈鉄巨人〉に背を向けて走り出す。


　そもそも相手はいちいち狙う必要すら無い。随意領域で自分を守りながら辺り一帯を吹ふき飛ばせば自然とマックスは駆く逐ちくされるだろう。


　走るマックスの背後で〈鉄巨人〉が叫さけぶ。


「イグジスト！」


　瞬間的に膨ふくれあがる火球。


　次の瞬間──衝しよう撃げきと熱風がマックスの背を叩たたき、彼を木の葉の様に軽々と吹き飛とばした。





　　　　●　　●　　●





　俗ぞくに『張り子』と称しようされる工芸品が在る。


　元々は東方国家群の中の一つ──ヤマガで出来た人形の工法である。


　人形の型に糊のりを付けた紙を幾いく重えにも重ねて乾かわかし、乾ききった所で中に在る人形の型を──『芯しん』抜き去さってしまうと、輪りん郭かくだけを寸分狂いも無くなぞり、しかし中身は空っぽの人形が出来上がる。


　これが張り子だ。


　見た目に比して軽く、また設備投資も必要無く、手軽に量産が利くという事で、古くから用いられてきた造形手法だ。ヤマガの民にとっては何処の家庭でも見られる馴な染じみの品である。


　故にヤマガからの移民が昔、モールドを見て『鋼鉄の張り子』と評した事も在るという。


　確かに何かの形をそのままなぞっているが、その実、中身は空っぽ、という意味では確かにモールドは張り子の一種とも言える。


　その意味では……これもまた張り子であるのかもしれなかった。


「──さて」


　それはコンクリートと鉄骨で造られていた。


　恐らく外側から見ればそれは、きちんとした建物に──四階建てのビルに見えるのだろう。数少ない窓には、敢あえて透とう明めい度の低い濁にごった硝子ガラスが塡はめ込まれ、その表面には内外から保護用の紙も貼はり付けられたままなので、外部からの視線がビルの内側に及およぶ事は無い。外から見れば恐らくごく普ふ通つうの建物にしか見えないだろう。


　だが外見に反し……その本来の中身は全く存在しない。


　縦長の箱を逆さまにして置いただけの様な──中には四階層分の床ゆかも無ければ、部屋を仕切る為の壁かべも無い。いやそれどころか柱すら無い状態だった。完全に四面の外がい壁へきが、五面目の屋上を支えているだけの、単純極まり無い構造──それが内側の空間を広くとる事だけを目的としているのは明らかだった。


　ビルを装った箱が確保する、直方体の空間。


　そこには本来の中身の代わりに奇妙なものがそびえていた。


　機械の大柱。


　端たん的てきに言えば、それはそんな印象の代物だ。


　直径はおよそ二メルトル。高さはおよそ十メルトル。塔とうと呼んでしまうにはやや小さいが、それが丸々一つの装置だとすると、異様な大きさと言える。表面にはパイプやボルトやリベットが幾いくつも見えて、明らかにモーターで回転すると思しき部品も見える。


　知識の無い者が見れば、ひたすらスクラップ置き場のガラクタを集めてきて、円柱状に組んだだけの様にも見えるだろう。


　だが……逆に知識の在る者が見れば間違いなく眉まゆを顰ひそめる筈だった。


　この柱には魔法機器特有の設計パターンが何カ所か透すけて見えるからである。


「そろそろ痴しれ者もの共は全ぜん滅めつした頃ころ合あいですかね」


　腰こしに両手を当てて柱を見上げているのは、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの伊だ達て男おとこであった。


　ロミリオ・ポロ・プロフェット男だん爵しやくである。彼は愉たのしそうにその魔法機器の柱を眺ながめながら晴れやかな笑顔を浮うかべた。


「色々と下準備に手間取りましたが、ようやくここまで。感無量です」


「未だ気を抜くのは早い」


　ロミリオの背後の闇から一つの人ひと影かげが悠ゆう然ぜんと分ぶん離りする。


　筋きん骨こつ逞たくましいその姿は──〈資格者〉ゼマティスであった。


「イゾルデに残してきた方の〈ポストルード〉部隊から連れん絡らくが入った。半減はした様だが、未だ連中は存命中だ」


「……あれだけの戦力を与あたえられているのに、一体何をしているのだか」


　ロミリオは芝しば居いがかった仕草で溜ため息いきをついてみせる。


　危険と思われる勢力を敢えて一カ所に集めて一気に叩く。これはロミリオの提案した作戦であった。大量の協力者を確保したとはいえ〈資格者〉そのものの数は圧あつ倒とう的てき少数──敵性存在を個別に叩いていては時間が掛かかりすぎる。それよりは撒まき餌えを使って敵を自ら罠わなに飛び込む様、誘ゆう導どうした方が遥はるかに効率が良い。


「大きな力を与えられているからこそ慢まん心しんする。人間の常だ」


「まあその通りですね」


　ロミリオはあっさりと頷うなずく。


「だからこそ共とも倒だおれになってくれるのが一番理想的ですが」


「やはり元々連中を〈資格者〉に引き上げる気など無いか」


「当たり前です」


　ゼマティスの言葉にロミリオはようやく背後を振ふり返かえって言った。


「元よりそんな事は出来ない」


「源流魔法使達の技術を使えば……あるいはレオンハルトの研究資料を紐ひも解とけば真ま似ね事ごと位は出来るかもしれんがな」


「それはもう〈資格者〉じゃあありません」


　ロミリオは笑った。


「〈資格者〉の紛まがい物ものだ。人は水中移動の能力が無いからこそ、泳ぎという技術を造ってそれを補う。〈資格者〉の資格とは生まれついてのもの。わざわざ泳ぎを覚える魚などが存在しないのと同じく」


「……ふむ」


　肯こう定ていも否定もせずゼマティスは指先で己の顎あごをさすっていた。


「何はともあれ彼等がイゾルデから出る事は無いでしょう。〈ポストルード〉はさておき、あそこは我等が盟主のおわす所。盟主がその気になられれば、人間など何十人何百人で徒党を組んでも、死体すら残らない」


「そうだな」


　ゼマティスは頷く。


「他の者達は？」


「半数は呪じゆ文もん書式の最終点検を行っている。半数は貴様と同じく〈要柱ステム〉の確認と調整だ」


「なるほど」


「明日あしたの朝には全て終わる」


　淡たん々たんと──さしたる感かん慨がいも示さずゼマティスは言う。


　だが彼の言う『全て』とは一体どこまでを指すのか。


　トリスタン市の事か。


　アルマデウス帝てい国こくの事か。


　あるいは──


「後は実行するのみ」


「前祝いでもしますか？　それともお別れ会でも？」


　おどけた口調で言うロミリオにゼマティスは首を振った。


「つまらん感傷だ。プロフェット男爵──お前は人間だった頃ころの癖くせを引きずり過ぎる。それはあまり良い傾けい向こうではない」


「ですかね」


　ロミリオは軽けい薄はくな口調でそう言って──肩かたを竦すくめた。





　　　　●　　●　　●





「イグジスト」


　撃発音声と共に炸さく裂れつする強力な衝しよう撃げき波は。


　攻撃魔法〈アサルト〉。


　それは今しも右みぎ腕うでを掲かかげて魔法を撃うとうとしていた〈鉄巨きよ人じん〉の下腹部に命中した。


　もし〈ブラスト〉系の攻撃魔法であれば閃せん光こうと爆ばく煙えんに紛まぎれて目視出来なかったであろうが──まるで波は紋もんに映った虚きよ像ぞうの如ごとく〈鉄巨人〉の姿が、〈アサルト〉の命中した部分を中心として幾重もの同心円を描えがいて歪ゆがんでいた。


〈鉄巨人〉の随ずい意い領域が〈アサルト〉の着ちやく弾だんの衝撃と放出された魔ま力りよくによって一時的に歪んでいるのだ。同時に自らの巨きよ体たいを一時的に制せい御ぎよしきれなくなった〈鉄巨人〉はたたらを踏ふむ様に態勢を崩くずす。


　そこへ──


「撃ッ!!」


　三挺ちようの〈ライトニング・ボルト〉と一いつ挺ちようの突とつ撃げき小しよう銃じゆうが銃じゆう撃げきを加える。


　突撃小銃の銃じゆう弾だんは随意領域によって弾はじかれたものの、〈ライトニング・ボルト〉の超ちよう高こう速そく弾だんは随意領域の歪みから──その効果が薄うすれた部分から貫かん通つう、〈鉄巨人〉の装そう甲こうに火花を散らす。


　無論、元々対生物用という事で敢えて貫通力の低い軟弾頭弾ソフト・ポイントを使用する〈ライトニング・ボルト〉では〈鉄巨人〉の装甲を貫通する事は出来ない。しかし元々随意領域の干かん渉しよう能力が低い〈鉄巨人〉は複数方向からの銃撃を無効化する事によって処理容量の殆ほとんどを使い果たし、身動きが取れなくなってしまう。


　そこに──


「イグジスト」


　改めて撃ち込まれた〈アサルト〉が直ちよく撃げきした。


　今度こそ装甲表面に届いた〈アサルト〉はその衝撃波を直接〈鉄巨人〉の内部へと浸しん透とうさせる。胸元の装甲が音を立てて大きく凹へこみ、次の瞬しゆん間かん、装甲の隙すき間まと隙間の間から赤黒い霧きりの様なものが噴ふき出した。


　恐おそらく中で魔法士が圧死したのだろう。


〈鉄巨人〉ががくんがくんと痙けい攣れんする様に奇き妙みような動きを示して──それから仰あお向むけに倒たおれる。背中に背負っていた円えん筒とうが〈鉄巨人〉の自重で潰つぶれ、そこからも大量の血が噴き出していた。


「よし──移動するぞ！」


　兵士達四人は〈鉄巨人〉が倒れるや否や、全力で走り出す。うかうかしていると別の〈鉄巨人〉がやってくるからだ。イゾルデには未だ数多くの廃はい墟きよが残っている為ため、路面を走る兵士達の目から見れば辺りを見通す事は難しい。


　とはいえ倒した〈鉄巨人〉は今ので三体目である。


　兵士達の表情には多少の落ち着きが戻もどってきていた。


　そして──


「そこ入って！」


〈ホイール・マニア[image: ]〉を駆って彼等を先導するのはフィリシスである。


　彼女が指し示した廃墟に兵士達は揃って駆け込み、最後にフィリシスが〈ホイール・マニア[image: ]〉ごとその中に入る。一人が崩れかけの窓に張り付いて歩ほ哨しよう役を務め──残り三人が短い安あん堵どの溜め息をついた。


「一時はどうなる事かと思ったが」


「だがこれなら何とか……」


「さすがに名高い戦術魔法士だけある」


　感かん嘆たんの表情で口々にそう言ってくる兵士達。


　彼等にまとめて〈鉄巨人〉の攻こう略りやく法を示したのはフィリシスである。彼女はレイオットと一いつ緒しよにトリスタン市の〈鉄巨人〉事件の現場に居た。そして実際にその〈鉄巨人〉──〈エレンディラ〉の攻略に参加している。


　その時の経験から彼女はすぐにこの量産型〈鉄巨人〉の攻略法をも編み出したのだ。


　この量産型〈鉄巨人〉は〈エレンディラ〉と異なり、自重でそのまま潰れてしまう程の巨体ではない。手足は細いが、鋼鉄製という事から、身長六メルトルという大きさを支えられない程ではないのだ。〈ジャミング〉による随意領域の相そう殺さいだけでは斃せない事はすぐに分かった。


　だが逆に量産型〈鉄巨人〉の随意領域の処理容量は小さい。この為どうしても大威い力りよくの魔ま法ほう攻こう撃げきを受けた瞬間には動きが止まり、随意領域が揺らぐ。この瞬間を狙ねらって銃じゆう器きで攻撃、可能であれば関節部や装甲の薄い部分を狙って部分破壊、足止めをしている間に改めて魔法で止とどめの一いち撃げき──これがフィリシスの提案した戦術だった。


　だが……


「でも作戦自体は完全に失敗」


　フィリシスは言った。


「これ以上無い位にね」


「…………」


　兵士達が顔を見合わせる。


　確かに奇き襲しゆう作戦を実行すべき部隊が待ち伏せされていたという段階で既すでに作戦は破は綻たんしている。〈結社〉の〈資格者〉達が集まっている場所を急きゆう襲しゆうしてこれをまとめて葬ほうむり去さるのが今回の作戦の目的だった訳だが──


「情報が漏もれていた様だが」


「だが──偵察部隊ドラゴンフライからは異状なしと」


「偵察部隊の連中まで裏切った？」


「いやしかし偵察部隊には俺の同期が居た。あいつはそんな……」


「我々の想像以上に──〈結社〉の連中はしたたかだったという事だろう」


「我々が潰してきた〈結社〉の内通者は単なる囮おとりだったのかもしれん」


　敢あえて分かり易い裏切り者を置いて見せ、それを潰させる事で、マックス達を安心させ……油断している隙すきに『本命』が情報を流し、あるいは間ま違ちがった情報を得て誘導する。


　使い古された手ではあるが、それだけに成功すれば効果は大きい。


　相手を舐なめきった敵対勢力は、自分達が偽いつわりの情報に踊おどらされているとも知らずに、得意満面で罠に飛び込むという事だ。


「まあ情報が何ど処こかから漏れて、私達が哀あわれな兎うさぎよろしく、口を開いていた罠に真っ正面から飛び込んでしまった事は認めるとして」


　疑ぎ心しん暗あん鬼きに歪む兵士達の顔を見回してから──フィリシスは人差し指を額に添そえて首を傾かしげた。


「〈資格者〉達が居ないのはどういう事？」


「……え？」


　兵士達が顔を見合わせる。


「確実を期すならば、〈資格者〉達も残って私達を殲せん滅めつにかかるべきでしょう」


「いや……むしろ安全を考えて逃にげたとは考えられないか？」


「あるいは逆にそんな必要も無いと判断して高みの見物か……」


　もし〈資格者〉達が〈鉄巨人〉と共に襲おそってきていれば、さすがにさばききれなかった筈はずだ。とっくの昔にフィリシス達も全ぜん滅めつしていた事だろう。


「──例えばだけどね」


　フィリシスがモールドに覆おおわれた右手の人差し指を立てて言った。


「連中の目的が何か具体的なものがあってさ。その為の作業に忙ぼう殺さつされてて、邪じや魔ま者ものは手下に任せます──みたいな状じよう況きようって事は考えられないかな」


「……つまり」


「その場合、我々は──」


　呻うめく様に言う兵士達。


　彼等もフィリシスの言いたい事が理解出来たのだろう。


「帝てい都と、もしくはトリスタンから敢えて引ひき離はなされた」


「……くそっ!?」


　兵士の一人が拳こぶしで床ゆかを叩たたく。


　その様子を眺ながめながらフィリシスは窓の方を振ふり返かえって呟つぶやく様に言った。


「恐らく、現在、どちらかで本命の計画が進行中──」


「その通りだ」


　──その声は。


「なっ……!?」


　何の前兆も無くフィリシス達の側に湧わいた。


　まるで──最初からそこに居たかの様に。


「貴様ッ!?」


　愕がく然ぜんと飛び退く兵士達の視線が集中するそこ。


　窓際で外を見張っていた兵士のすぐ後ろに……一人の女が立っていた。


「貴様はッ!!」


　兵士達は──そしてフィリシスもその女の顔を知っていた。


　今回の作戦において最重要抹まつ殺さつ目標とされていた存在。


『結社』の盟主。


　即すなわち──


「ヘレナ・オッフェルトリウム……!!」


「…………私を」


　熱の無い双そう眸ぼうが兵士達を見つめる。


「知っているか」


「──ッ!!」


　兵士達は即そく座ざに銃じゆうの安全装置を外した。


　風の無い屋内。しかも五メルトルと離れていない至し近きん距きよ離り。


　銃じゆう口こうが女の方を向ききった瞬間に兵士達は躊ちゆう躇ちよ無く引き金を引いた。ろくに構えず腰こしだめの射しや撃げきだったが、この条件ならば外しようが無い。


　狭きよう隘あいな空間の中で大型銃器の強きよう烈れつな銃じゆう声せいが、軽い衝撃波となって一同の顔を叩く。


　同時に発射された三発の超ちよう高こう速そく弾だん頭とうが、魔族の魔力圏ドメインが反応するよりも遥はるかに早く──速くオッフェルトリウムの顔面に命中。ぽつんと右目と額と左頰ほおに孔あなを穿うがたれ、後頭部から大量の血を噴き出しつつ、『結社』の盟主は後方に倒れた。


　だが──


「油断するな！」


　兵士達は互たがいに叫さけび合う。


「魔法士、肉体を完全破壊しろ！」


　魔族の脳が頭部にあるとは限らない。


　これは今回の作戦前に何度も何度も強調して叩き込まれた基本であった。フィリシスも即座に〈ホイール・マニア[image: ]〉のエンジンを始動、フレームに取り付けられたスタッフをオッフェルトリウムに向けて無音詠唱ダムキヤスト。屋内という事を考こう慮りよして選せん択たく呪じゆ文もんは切断系の攻こう撃げき魔法──〈ハック〉である。


　しかし──


「無理だ」


　耳元で囁ささやかれたフィリシスは愕然と振り返った。


　彼女のすぐ横にオッフェルトリウムが平然と立っていたからである。


　だが同時に──今射殺されたばかりのオッフェルトリウムの身体からだも確かにそこに残っている。残っているが──


「その程度の武器で私を殺すのは」


　着ちやく弾だんの衝しよう撃げきで後頭部をごっそり抉えぐられた、その状態で彼女は悠ゆう然ぜんと身を起こした。


「……ッ！」


　フィリシスは咄とつ嗟さに〈ホイール・マニア[image: ]〉の操そう縦じゆう桿かんを操作。ギアを左右逆に繫つながれた二基のエンジンが強力な回転を〈ホイール・マニア[image: ]〉に与あたえ、長い〈ライトニング・ボルト〉の銃じゆう身しんと、同じく長いスタッフが、旋せん回かいして横よこ薙なぎにオッフェルトリウムを打った。


　吹ふっ飛とぶオッフェルトリウム。


　壁かべに叩き付けられた彼女の頭部に、兵士達の銃じゆう撃げきが集中した。


　それも連射だ。早計十発の銃じゆう弾だんがオッフェルトリウムの頭部を──下あごから上を完全に吹き飛ばし、壁にびしゃりと血や脳のう漿しようや骨片がぶちまけられる。人間ならば即そく死し、魔族であっても再生には一定時間を要する為、その間は動きが止まる──筈だった。


　しかし……


「無理だと言ったぞ」


　オッフェルトリウムが言った。


　右で。左で。前で。後ろで。


「──ッ!!」


　オッフェルトリウム達がそこに居た。


　同じ顔の──寸分狂くるわぬ姿のオッフェルトリウムが部屋のあちこちに立ってフィリシス達を取り囲んでいるのだ。


「分身？　幻げん影えい？　いや──」


「一部だ」


　動どう揺ようする兵士達に向けてつまらなさそうにオッフェルトリウムが言う。


　次の瞬しゆん間かん──


「イグジストッ!!」


　フィリシスの撃発音声と共に〈ハック〉が発動。


　彼女の正面に居たオッフェルトリウム数人が、一いつ斉せいにそろってずるりと横に──上半身が下半身からずれた。


　間かん髪はつ入れずに〈ホイール・マニア[image: ]〉に装備されていた〈ライトニング・ボルト〉が全自動連射モードで吼ほえる。着弾の衝撃でオッフェルトリウムの上半身が血を撒まき散ちらしながら転げ落ち、下半身も倒たおれてゆく。




[image: ]


「今の内に逃げ──」


「魔法でも無理だな」


　フィリシスの言葉に被かぶせる様にして背後のオッフェルトリウム達が言う。


「その程度では」


「くそっ！」


　兵士の一人がフィリシスの後方に〈サンダー・ボルト〉を向ける。


　だが……


「なっ──」


　その動きが途と中ちゆうで止まった。


「なん………があ!?」


　悲鳴と共に異音が響ひびいた。


　めりめりと何かを引き裂さいて潰つぶすかの様な生々しい音が。


「げっ……あっ……!?」


　兵士の足首が捻ねじれた。


　爪つま先さきが百八十度回転して──更さらに回転する。まるで雑ぞう巾きんを絞しぼる様に螺ら旋せん状のねじれが兵士のブーツの足首から戦せん闘とう服の膝ひざへ、膝から太ふと股ももへと這はい上がっていく。同時に戦闘服には赤黒く大量の血が滲しみ、更に裂けた縫ぬい目めから次々と糸の様な血が噴ふき出てきた。


「ぎ……があああああああ!?」


　ばきばきと音を立てながら……見えない手によって兵士がねじられていく。


　呆ぼう然ぜんとする兵士達の前で破は壊かいされた肉と骨と血の混合物がぼとぼととこぼれ落ちた。


　あまりの凄せい惨さんさに目を奪うばわれ──兵士達は気付いていなかっただろう。足首が捻ひねられる直前、兵士の脚あしもとで彼自身の影かげが揺ゆらいだ事に。


（……影！）


　フィリシスは気付いた。


　影が兵士を引きずり込んでその身を捻っているのだと。


「……つまらん」


　愕然としている一同の前で、瞬またたく間まに兵士の下半身は破は砕さいされ、赤い汚お泥でいとなって床にわだかまる。兵士の身体は身の毛もよだつ様な湿しめった音を立てて床に転がった。


「つまらん。本当につまらん」


　やはり呟く様にオッフェルトリウム達が口々に言う。


「つまらん」「つまらん」「つまらん」「つまらん」「つまらん」「つまらん」「つまらん」「つまらん」「つまらん」「つまらん」「つまらん」「つまらん」「つまらん」「つまらん」「つまらん」……


　彼女達はフィリシスを改めて振り返って言った。


「……お前達の想像は正しい」


「というと……？」


　仮面の下で頰から滑すべり落ちてきた自らの汗あせを舌で舐なめながらフィリシスは問うた。


　この魔族は──今まで自分が相手にしてきた連中とは桁けたが違ちがう。


　フィリシスの経験と才能が告げている。勝てない。少なくとも今の状態では絶対に勝てない。確実に殺される。それはもう細かい理り屈くつなどとは全く別次元の確信だった。蟻ありが象を前にした絶望感に似ている。


　それでもフィリシスが戦意を喪そう失しつしていないのは彼女の性せい癖へき故の事だった。


　楽しい。面白い。


　絶対に勝てない相手と相対してこそ、自分の限界が浮うき彫ぼりになる。その限界を見ても尚なおその向こうに挑いどもうとする行こう為いに彼女は自分の生を感じる。限界に触ふれてそこで止まるのならば機械と同じだ。自分は──自分自身のその先を見たい。


　そんなフィリシスの内面を知ってか知らずにか……


「私は囮おとりだ。殆ほとんどの者達はトリスタンで本当の計画の準備をしている」


　オッフェルトリウム達は物もの憂うげに言った。


「ば……馬ば鹿かな」


　兵士の一人が呻うめく様に言う。


「首領を……囮にするだと？」


「首領。盟主…………くだらない。まあいい。頼たのまれた。だからやる。その程度の事に過ぎない」


　ぶつぶつと自分の思考を確かめるかの様に呟つぶやくオッフェルトリウム達。


　次の瞬間、彼女等の輪りん郭かくがぐにゃりと潰れたかと思うと、部屋の中の暗がりにて、それぞれに蠢うごめいていた影が寄り集まって一体に戻もどった。


「では殺す」


　宣言するオッフェルトリウム。


　フィリシスは咄嗟に無音詠唱ダムキヤスト。選択呪文は〈ブラスト〉。室内だからと躊躇ためらっている場合ではない。恐おそらく微み塵じんに粉ふん砕さいしなければ時じ間かん稼かせぎにすらならない。


　兵士達も銃を構える。


　そして──


「──ん」


　オッフェルトリウムがふと視線を足下に降ろす。


　そこには──


「ふむ……」


　先程下半身を絞り潰された兵士が、両手に手しゆ榴りゆう弾だんを握にぎってオッフェルトリウムの脚にしがみついていた。軽い金属音と共に床ゆかに跳はねる──安全ピン。


「──つかまってッ!!」


　叫びながらフィリシスは銃撃をしつつ全力後退。同時に選択呪文を変へん更こう。


　残る三名の兵士達も咄嗟に〈ホイール・マニア[image: ]〉のフレームにしがみつく。


　オッフェルトリウムは両りよう膝ひざを撃うたれて仰あお向むけに倒れ──


「──イグジストッ！」


〈デフィレイド〉発動。


　まるでその瞬間を待っていたかの様に、兵士の手榴弾が一斉に爆ばく裂れつした。
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「──不正な魔法機器？」


　眉まゆを顰ひそめて言うのは──髭ひげ面づらの見るからにいかつい中年男である。


　およそ優美とか華か麗れいなどという言葉とは縁えんの無さそうな雰ふん囲い気きだが、これでも一応は貴族の出だ。もっともこのアルマデウス帝てい国こくにおいて、貴族としての名前が意味を持っていた時代は随ずい分ぶんと前に終わっているが。


　ブライアン・メノ・モデラート警視。


　トリスタン第一分署に勤務する警官で、トリスタン市警の対魔族特とく殊しゆ部隊ＳＳＳの隊長をも務める人物だ。頑がん固こで生き真ま面じ目め、だが部下の信任も篤あつく、第一分署内外からは苦笑混じりに〈第一分署の騎士〉と呼ばれている人物だった。


「妹達が気付いたらしいんですけど」


　第一分署の廊ろう下かを歩きながらそう告げるのはネリンである。


　何やらあちこち散らかった雰囲気で──廊下に木箱や段ボール箱が積まれ、連絡用のボードは、大量に張られたメモ用紙のお陰かげで、ボードそれそのものが埋うもれて見えなくなっている──人々も忙いそがしげに歩き回り、騒そう然ぜんとした気配が漂ただよっている。


　恐らく破壊された本署の機能を肩かた代がわりしているせいだろう。


　そんな中でわざわざ忙しいブライアンを喚び出すのは気が引けたが──


「確かにその補修中のビルに関しては、魔法機器使用の許認可申しん請せいが出ていません」


「実際にそのビルの中に魔法機器は在ったのか？」


「いえ、立ち入り禁止になっていて。かなり厳重になってます。さすがに私も立ち入り禁止を掲かかげる私有地に、勝手に入り込む権限はありませんし……鍵かぎも掛かっていて」


　魔法機器の存在が確認出来たなら、無論、ネリンも自らの職権で立ち入り検査をする事が出来る。


　しかし──


「根こん拠きよが弱いな」


「そうなんです」


　ブライアンの言葉にネリンは頷うなずいた。


　そもそも魔法機器の存在も、そしてその事実を調べる事になった殺人事件も、何ら物証が無く、未成年の少年少女による非公式な証言が在るだけだ。


　特に殺人事件に関しては死体すら存在せず、挙げ句には『人間の姿をした魔族』まで出てくるとあっては、あまりに非常識──普通の人間なら『寝ね惚ぼけるのも大たい概がいにしろ』と一笑に付すところだろう。まして彼等がその事件を目もく撃げきしたのが、未成年ながら酒を出すバーに出入りした後ともなると、『慣れない酒に酔よって夢でも見たんだろう』と結論するのはむしろ当然である。


　ネリンがそうしなかったのは、純然とその三人の少年少女の性格──というより為人ひととなりを知っているからだ。


　妹のナレアは勿もち論ろんだが、エリックもフレッドも、悪ふざけでこんな話をする人間ではない。三人共、バーに出入りはした訳だが、酒は殆ど飲んでいなかったと主張しているし、たとえ飲酒していたにしても、三人が三人揃そろって全く同じ幻げん覚かくを見るとも思えない。


　そして──


（……ＧＧ）


　ネリンは胸中で呟く。


　二十日ばかり前、ネリンはかつて自分が担当し、その後行方ゆくえ不明になったある魔法士と再会している。彼は『人間の姿と理性を保ったままの魔族』の存在を示し唆さして去った。


　彼の目的が何ど処こに在ったのかは分からない。


　彼自身がその『人間の姿と理性を保ったままの魔族』になっていた様だったが、彼はそうした連中の動きに注意する様にとネリンに促うながしていた。


「物証は無い、死体も無い、しかも目もく撃げき記き憶おくだけ、更には殺人事件の方はバーから出た後……いくら君の妹さんとその友達が真面目で噓うそをつく様な人間ではないとしても、それで役所や警察が動く訳にはいかないだろうな」


「……はい」


　ネリンは頷く。


「そもそも『人間の姿と理性を保ったままの魔族』──ね。何処からそんな発想が出てきたのやら」


　とブライアンは苦笑する。


　しかし──


「実はそうした魔族の存在は、私も以前、とある筋から示唆されていて」


「…………」


　ブライアンは立ち止まり、まじまじとネリンの顔を眺ながめた。


「シモンズ監督官？」


「はい」


「君も酒は大概にしておいた方が──」


「違いますよ」


　顔をしかめてネリンは言った。


「お酒は飲みますけど、その話を聞いたのは素面しらふの時です！」


「とある筋とは？」


「…………」


　ネリンは言葉に詰つまる。


　ＧＧの話をするのは簡単だが──実際の所、それはエリックの魔法機器搬はん入にゆうの目撃証言と同じで、物証も無ければ記録も無い。これもまた『夢でも観たのだろう』と言われれば反論する術すべが無い。


「ちょっとあのレイオット・スタインバーグに毒されすぎではないか？」


　どうもブライアンは、その『とある筋』というのをレイオット方面だと考えているらしい。まあ確かにきちんとした役所関連の経路で入ってきた情報ならば、それが公開されているか否かに関わらず、ブライアンの耳にも入っているべきだろう。


「奴やつが単なるゴロツキではないというのは、私も認めるが──」


「いえ。その、スタインバーグさんからの情報でもないし、ジャック・ローランドさんからの情報でも無いですけど……」


「では誰から？」


「…………」


　黙だまり込むネリン。


　そんな彼女を束の間眺めて──


「まあ百ひやつ歩ぽ譲ゆずってそれを信じたとして」


　溜ため息いき混じりにブライアンは言った。


「私にどうしろと？」


「それは──」


　現状では、捜そう査さ令状もとれない様な、曖あい昧まいな情報しか無い訳で。これでは、いくら警官でも現場に踏ふみ込む事は出来ない。


「出来ればそのビルの周辺の巡視パトロールを強化していただければ、と」


「まあその位しか出来んな──実際の所」


　ブライアンは肩かたを竦すくめて言った。


「……お願いします」


　頭を下げるネリン。


　だが──


（ＧＧの言う通り何かが動いてる？　でも一体何が……？）


　ネリンの立場と権限と能力ではそれを窺うかがい知しる事も出来ない。


　精々がこうして周囲の人間に警けい戒かいを促す程度の事しか出来ないのが、ひどくもどかしい。


　そういえばレイオットにもその話の相談をしたいと思って連絡をしたのだが──行方不明だ。しかもあろう事か、彼はカペルテータを置き去りにしている。


　今まではどんな現場にも彼女を伴ともなって現れ、散々ＣＳＡの少女を愛人にしているだの、何だのと言われても、気にも留めなかった彼が──だ。


　一体何があったのか。


　カペルテータに問うても『答えられません』と言うばかり。


　しかもフィリシスまで行方不明となると──


（…………この胸むな騒さわぎが、単なる杞き憂ゆうに終われば良いのだけれど）


　ネリンは仕事に戻もどるブライアンに一礼してから短く溜め息をついた。
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　吹ふっ飛とぶ様にして周囲の光景が流れてゆく。


　時に上下に激しく揺ゆれながらも、時に左右にもぶれながらも、廃はい墟きよの街が遥はるか後方に飛び去っていく。アクセルは開きっ放し。元よりそう強力なエンジンではないが、むしろそれが幸いしていたかもしれない。車体重量との均きん衡こうがとれているのだ。エンジン出力が強すぎれば、それこそ、何か大きめの瓦が礫れきを踏んだ途と端たんに、空中に飛び出していたかもしれない。


「──今いま更さらだがいい腕うでしてるよ」


　レイオットは呟つぶやいた。


　ジャックの事であり──彼の整備した〈ホイール・マニア[image: ]〉の事だ。


　これまでレイオットが運用してきた初代、二代目から得られた諸々の経験を元に、ジャックの〈ホイール・マニア[image: ]〉は、モールド用高速移動装置としては、完成の域に達していた。


　基本的なフレームに大きな変へん更こうは無い。


　だがサスペンションの強化、エンジン出力の調整、各種固定金具ハードポイントの位置調整、操作系の見直し──ありとあらゆる所に手を入れられた結果として、〈ホイール・マニア[image: ]〉は既すでに初代とは別の代物になっている。


　元より市街地での使用が多いレイオットは、道路を高速装そう甲こうする事は勿論だが、階段を無理矢理登ったり、屋内に突つっ込こんだりする事も──そういう無茶な使い方をする事も多い。その際に一番問題となるのは、転てん倒とうだ。


　特にバイクの類と違ちがい、〈ホイール・マニア〉はモールドをそのままフレームに固定する為ため、転倒してしまえば、抜ぬけ出して体勢を立て直すのにやたら手て間ま暇ひまがかかる。戦せん闘とう中ならそれは、明らかに致ち命めい的てきな隙すきとなる。


　この事を考こう慮りよして、ジャックはとにかく『転倒しない』事を重視した再設計を行い、車体の重量配分を変更、均衡バランスを調整したのは勿論だが、オフロード・バイクやバギーに用いられる様な大型のサスペンションを組み込み、走破性を上げた。


　更さらには重量の中心──即すなわち、モールドを着た戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストを常に重量の中心とすべく、固定金具に自由度を持たせ、更にはジャイロ・バランサーを搭とう載さい、車体が多少傾かたむいても、常に戦術魔法士とそれに直結する操作系だけは、水平を保てる様になっているのだ。


　お陰かげで瓦礫が散乱するこのイゾルデの街を高速走行し、時には車体が瓦礫を踏んで跳はねる様な事があっても、転倒する事は無い。この走行性能のお陰で、レイオットは巨きよ人じん達に捕つかまる事無く──むしろ翻ほん弄ろうしている状態だった。


　とはいえ──


「──ッ！」


　建物の影から巨人が現れる。


　既に基礎級魔法は無音詠唱ダムキヤスト済みだ。


「イグジスト！」


〈デフィレイド〉──強化された遮しや蔽へい力場の盾たてが展開し、ほぼ同時に炸さく裂れつした巨人の〈ブラスト〉を辛かろうじて食い止めると同時に、レイオットは敢あえて操そう縦じゆう桿かんを操作、〈ホイール・マニア[image: ]〉を横よこ滑すべりさせる。


　相手は一いつ瞬しゆん、こちらが何をしたのか分からなかっただろう。


　まさか魔法の撃うち合いで、『受け流す』などという真ま似ねをしてくる者が居るとは思うまい。レイオットは敢えて斜ななめに構かまえ、遮蔽力場を展開しながら進む事で、破は壊かい力を真正面から受け止めるのではなく、横に受け流したのだ。


　勿論、巨人の強化された〈ブラスト〉を受け流せるのは、〈ホイール・マニア[image: ]〉の速度があっての事だが──速度の遅おそい徒歩でやっていては、輻ふく射しや熱ねつにやられる可能性もある──これは以前、遥はるかに規模は小さいが、似た様な事をフィリシスがしていたのを覚えていたのである。


　巨人の動きが僅わずかに鈍にぶる。


「……アル坊ぼうやの方が上だな」


　呟きながらレイオットは巨人の脚あしの間を通り過ぎてその背後に出るや否や、〈ホイール・マニア[image: ]〉を半回転、既にその時には次の無音詠唱ダムキヤストを終えている。


「イグジスト！」


　巨人の腰こしに〈ブラスト〉が炸裂し、両足を付け根から吹き飛ばす。


　自分自身が立って動くためにも魔力圏ドメイン──随ずい意い領域を使っている巨人は、どうしても魔法を撃ったには魔法回路の処理が追いつかなくなり、動きが鈍る。出力そのものは巨きよ大だいなスタッフで強化する事が出来ても、中の魔法回路中ちゆう枢すう──即ち魔法士の魔法処理能力そのものは変わらない。多重起動や高速連続起動には限界が在るのだ。


　ならばこそ、レイオットは『後の先』をとる形で敢えて相手にまず攻こう撃げきをさせ、その直後に出来た隙を狙ねらう様にしていた。


　轟ごう音おんと共に巨人が前のめりに倒たおれる。


「……五体目」


　レイオットは呟く。


　彼が倒した巨人の数である。


「拘束度デユラビツト数がきついが……」


　既にレイオットは半分以上──つまりは十三在る拘束度数の内の七を消費している。


　弾だん薬やくも同じで〈リバース・ペット〉と〈ライトニング・ボルト〉の予マ備ガ弾ジ倉ンもそれぞれ三本と四本──共に百発と残っていない。


　しかし──


「何とかなるか……？」


　巨人の魔法士達は、戦闘に関しては二流だった。


　さすがに素性までは確かめていないが、あるいは、戦術魔法士ですらないのかもしれない。かつてレイオットは即そく席せきに大量生産された下級魔族の群れと戦った事があるが、あの時の感覚に近い。


　大きな力を持っているが、それを完全に扱あつかい切れていない印象だ。


　先にアルフレッドと戦った経験の在るレイオットにしてみれば、決して容易くはないが、斃せない相手とも思えなかった。そしてスタッフの優位性を差し引いても、レイオットに可能という事は、フィリシスにも可能という事だ。無論、〈サンダー・ボルト〉が主武装であるマックス達には天敵にも等しかろうが……


「……無事ならあそこに向かってる筈はずだが」


　崩くずれ残った建物と建物の間から、『殺さつ菌きん』と二十年以上もの歳月を経ても尚なお、傲ごう然ぜんと建ち続けている大だい伽が藍らんをレイオットは眺ながめた。


　今回の作戦で最終的に目指すのは『結社』の盟主が居るとされるホルスト教の大聖堂だった。分断されたとはいえ、未だ作戦を遂すい行こうする積もりがあるのならば、あそこに向かっているだろう。


　既に撤てつ退たいを考えている場合にも、方角的には同じだ。


　大聖堂の向こう側、イゾルデの郊こう外がいに在る広場に迎むかえのヘリが来る予定である。


　どちらにせよ──


「行くしかないか」


　レイオットは呟いて──更にアクセルを踏み込んだ。


　しかし……


「──!?」


　彼の斜め前方で崩れかけの建物が火を噴ふいたのは次の瞬しゆん間かんであった。
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「正直言って気が進まないんだよね」


　ジャックは戸と惑まどいの表情を隠かくしもせずに言った。


「確かに用意は出来たけど──ね」


「ありがとうございます」


　そう言ってカペルテータは頭を下げた。


　ＪＲ総合機器研究所の中である。


　カペルテータの背後……少し離はなれた入り口近くには、ノーラの姿も在る。ＣＳＡであるカペルテータが一人で出歩くのは何かと揉め事トラブルの元だという事で、エレナが一緒について行くようにと勧すすめたのである。ノーラは初めて見るＪＲ総合機器研究所の内観が面白いのか、嬉うれしげな表情であっちこっちをきょろきょろと見回していた。


「でもどうして？」


　作業台に肘ひじをついてジャックはカペルテータを見つめる。


　いつもの通りの無表情。


　良くも悪くも透明な彼女の貌は──それだけに他人にとってはつかみ所が無く、説得する為の取とっ掛かかりすら見当たらない。誰だれかに考えを変えさせようと思えば、恐怖か欲望に訴うつたえるのが一番早い訳だが、恐怖も、喜き悦えつも、この少女の表面には見当たらない。一度彼女がこうと決めた事を、他人が変えさせる事は極めて難しいだろう。


「それも──今更」


「…………」


　カペルテータはしばし考える様に──自分の中で言葉を整理するかの様に俯うつむいて黙だまり込んだが。


「私はもう傍ぼう観かん者ではありません」


　やがて呟く様にそう言った。


「当事者です」


「カペちゃん……」


「誰かに生きて帰れと求める以上、それは自らも、生きて迎える責務を負うと考えます」


　喜悦も無く。悲ひ嘆たんも無く。感かん慨がいすら無く。


　まるで当然の計算結果を読み上げるかの様に──揺ゆらぎ無く。


　少女は言った。


「それが理由です。足りませんか？」


「それは…………」


　呻うめく様に言うジャック。


　相変わらずの無表情で小こ柄がらな少女。ＣＳＡとしての異形を除けば──いやそれが在ってさえ、彼女は可か憐れんで、見るからにか弱い存在に見える。


　なのに今は自分がカペルテータに圧あつ倒とうされている様な気がした。


「何か、在ったのか？」


「はい」


　カペルテータは頷うなずいた。


「勿もち論ろん、杞き憂ゆうに過ぎない可能性も──ありますが」





　　　　●　　●　　●





　夕暮れの街を見下ろしながら──笑う。


　無数に蠢うごめく人、人、人。


　少し多すぎる。


〈資格者〉の数がわずかに二十数名、支配者の数が決まっていれば、その下に仕える者達の数も自ずと限られてくる。無意味に下僕が多くても、むしろそれは反はん抗こう勢力の温おん床しようとなってしまう。歴史が示す通り。


　だから整理する。


　同時に仲間になれそうな者達も全て見つけ出す。


　その為ためには──


「さて。そろそろ人類社会は終わりです」


　ロミリオは時計塔とうの上からトリスタン全土を見下ろしながら笑った。


「貴方あなた達の手で自ら幕を引くのですよ──ははは、このプリン共めッ！」




[image: ]


　きゅっと唇くちびるの両りよう端はしを釣つり上げて、その両眼を血走らせて、ロミリオは──普ふ段だんの物静かな青年貴族の仮面を脱ぬぎ捨すてて、げらげらと笑いながら言った。


「ここから！　人類社会の終わりを告げる鐘かねが鳴る！　は！　自我の薄はく弱じやくな、己が何者かも自己定義出来ない、柔やわらかで脆もろいプリン達！　鋳い型がたが無ければすぐに崩れて壊こわれてしまうひ弱なプリン！　はは！　ぷるぷるプリン！　てめーらが一いつ斉せいにべちゃっと潰つぶれる様は、きっと派手派手でおもしれーなぁ！　さあ、プリン共！　プリン共！　社会も！　国家も！　常識も！　道理も！　今からお前達の鋳型はぜえんぶ無くなるよぉ!!」


　反っくり返って笑いながらロミリオは叫さけぶ。


「ショ──ウタアアアアアアイム!!」


　彼の叫びに呼応するかの様に。


　トリスタンのあちこちで──炎ほのおの柱が立ち上った。





　　　　●　　●　　●





　反射的に〈ホイール・マニア[image: ]〉の操縦桿を操作。


　爆ばく風ふうを噴き出した建物から大きく迂う回かいする様に移動しつつ──〈ホイール・マニア[image: ]〉は横滑りを起こしながら、装備しているスタッフや銃じゆう火か器きの尖せん端たんを、膨ふくれあがる塵煙に向けた。


「なんだ!?」


　レイオットはスタッフを無音詠唱ダムキヤスト。


　選せん択たく呪じゆ文もんは使い慣れた〈ブラスト〉である。


　だが──


「──！」


　煙けむりを突つき破やぶって飛び出してくる物体に反応してレイオットは撃発音声トリガー・ヴオイスを唱え──


「なに!?」


「──レイ!?」


　唱える直前で踏ふみとどまったレイオットの真横を、後ろ向きに走り抜ぬける同じ〈ホイール・マニア[image: ]〉。その馬ば蹄てい型フレームの真ん中に収まっているモールドには、勿論レイオットは見覚えが在った。


「フィリシス!?」


「レイ、逃にげなさい！」


〈ホイール・マニア[image: ]〉で兵士三名を引きずりながらフィリシスが叫んだ。


「…………!?」


　レイオットが咄とつ嗟さに反応出来たのはそれがフィリシスの声とは思えない程に切せつ迫ぱくしたものだったからだ。いつも何ど処こかに含ふくまれていた余よ裕ゆうの響ひびきが微み塵じんも無い。異様な状じよう況きようだと瞬しゆん時じに判断した時点で、レイオットの反射神経は状況を把は握あく出来るだけの距きよ離りを爆ばく発はつからとる事を選せん択たくしていた。


　操そう縦じゆう桿かんを倒たおして加速。


　そして──


「……なに!?」


　レイオットの〈ホイール・マニア[image: ]〉に搭とう載さいされていた〈ライトニング・ボルト〉の銃じゆう身しんがいきなり消しよう滅めつした。


　いや違ちがう。切り飛ばされたのだ。


　もし反応が遅おくれていたら切断されていたのはレイオット自身だったろう。


　だが一体何に？


〈ハック〉の様な、魔ま法ほうで造られた極ごく薄うすの力場平面なのか。


　それとも……


「これは──」


　鞭むちの様にしなる黒い線が空中を舞まう。


　厳然とそこに存在しながらひどく希き薄はくな印象を伴ともなうそれ──


「リマ!?　いや──」


　先程出会った奇き妙みような〈資格者〉の操る『闇やみ』に似ている。


　空間の様でいて空間でなく、物質の様でいて物質でなく。


　その中間の如ごとき奇妙な──


「そいつが！」


　フィリシスが叫ぶ。


「オッフェルトリウムよ！」


「……！」


　大きく弧こを描かきながら後退するフィリシスに並ぶレイオット。


　背後を振ふり返かえる彼は──見た。


　元より老ろう朽きゆう化かが進んでいたものが、爆発の衝しよう撃げきで決定的に均きん衡こうを失ったのだろう。フィリシス達が飛び出してきた建物は、轟ごう音おんを立てながら崩くずれていく。


　その中から……周囲の状況などまるで関係無いといった平然たる態度で歩み出る人ひと影かげ。


　いや違う。


　歩いていない。その脚あしは動いていない。


　代わりに動いているのは──恐おそろしい勢いで広がっているのは。


「──影かげ」


　呟つぶやくレイオット。


　地面を、廃はい墟きよを、瓦が礫れきを、覆おおいながら広がっていく黒い平面。


「いや……あれは」


　直感的にレイオットは悟さとっていた。


　平面などではない。


　影ではない。


　あくまでそれは──境界面に過ぎない。


　離れる事でようやく見えるものがある。


「あれは……！」


　人影を中心に膨れあがる何か。


　半はん透とう明めいの……わずかに光の透とう過か率が違うが故に、その存在を周囲と区別して視覚で察知し得る、巨きよ大だいな領域。近くに居ればその大きさと透とう明めい性せい故に、存在自体を把握出来なかったかもしれない。


　直径は恐らく五十メルトル以上。


　まるで膨ぼう大だいな量の水の塊かたまりの様にも見えるが──恐らくそんな常識的な代物ではないのだろう。


「……まさか」


　随ずい意い領域？　魔力圏ドメイン？


　それらに似て非なるもの。


　レイオットの脳裏にリマとの会話が過ぎる。


　オッフェルトリウム。


　世界の萌ほう芽が。


　つまりそれは、自らの支配する領域においては全知全能の──


「……『神』」


　レイオットは喘あえぐ様にそう呟いた。





　　　　●　　●　　●





　遠えん雷らいの様な轟音が街全体を揺さぶっていた。


　それも一つではない。


　幾いくつも。あちらこちらで。


　地じ震しんでもなく雷らい鳴めいでもなく。


　断続的で何処か機械的な──爆轟音の連れん鎖さ。


「なんだ!?」


　慌あわてて戸外に出たジャックは、そこで凍こおり付いた。


　彼の後から出てきたノーラとカペルテータも、その脇わきで動きを止める。


　それは……奇妙な光景だった。


「魔法機器!?　でも──」


　呻うめく様に呟くジャック。


　それは天に向けて聳そびえる巨大な柱だった。


　ジャック達の位置からは──ＪＲ総合機器研究所からは、百数十メルトル離はなれている様だが、それでもはっきりと分かる巨大さだった。


　恐らく高さは三十メルトルにも達するだろう。


　まるで地面に突き刺ささった針の様な──長さに比して直径がやたらに小さい輪りん郭かく。


「魔法機器って……あれが、ですか？」


　ノーラが驚おどろいて尋たずねてくる。


「所々に何か機械みたいなのがついてるだろ？　あの配置──多分」


　と柱を指差しながらジャックが答える。


「魔法機器は、構造設計に一定のパターンが必ず入るんだ」


「…………」


　改めてノーラはその巨大な柱を見つめる。


　それは、炎に包まれながら、緩ゆるやかに回転していた。


「──ッ！」


　ノーラが、表情を強張らせて後じさる。


「君……？」


　振り返ったジャックが見たものは、眼鏡めがねの奥の双そう眸ぼうを、恐きよう怖ふに揺ゆらしている彼女の姿だった。


「あれは──あれは」


　喘ぐ様に言ってふらりと倒れかかるノーラを、傍かたわらのカペルテータが手を伸のばして支える。ジャックも駆かけ寄よってそれを手伝いながら、改めて問うた。


「どうしたの？」


「あれは」


　ノーラが震ふるえる手で柱を指差しながら言った。


「あんな悪意の──形」


「……え？」


「世界を滅ほろぼす剣けんそのものです……」


　震える指先の遥はるか彼方かなたで──その柱は、一際激しく燃え盛る炎ほのおの衣をまとって、悠ゆう然ぜんとその存在を誇こ示じしていた。







（つづく）
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　あとがき







　デスベル。それはアメリカ発祥の音楽の一ジャンル。元来はキリスト教プロテスタント系の宗教音楽。英語で福ふく音いんおよび福音書の意。


　……それはゴスペル。





　デスベル。それは、魔法の効果をうち消してしまう術。魔法使いが身につけるべき大切な術であると同時に、比較的初歩の魔法。


　……それはディスペル。





　いかん。いまいちボケにキレがない。





　まあそういう訳でどうも、なんだかんだで順調に予定が遅延しまくり中の[image: ]さかきです。





　そういえばこの間、第一子（娘）が生まれた訳ですが。


　某所で『[image: ]は嫁の妊娠中にストジャ９巻みたいな内容を書いていたのか。正気か？』とか言われていましたが、別に嫁さんが妊娠したから思いついて胎児ネタ使ったんじゃありませんってば。あれは割と初期からの予定でした（具体的には３巻辺りやってた頃にもう決まってた）。嫁さんが妊娠しても予定も内容も変えないのが人間として問題なんだと言われればまあその通りなんですが。





　ともあれジタバタ予定に追われつつ何とか書き上げて、ストレイト・ジャケット10、『ニンゲンのオワリ』をお届けいたしまする。


　ちなみに当初は『ジンルイのオワリ』だったんですが、なんだか付けた途端に呑気なメロディラインで『今日初めて木星についた』などと誰かが脳内で歌い始めたので『ジンルイ』は止めました。さよならジンルイ。つかよく考えたらあんな内容の歌詞の歌がよくヒットしたよな。二酸化炭素とかピテカントロプスとか。





　ちなみに『ＤＥＡＴＨ　ＢＥＬＬ』というのは本来、『終しゆう焉えんの前兆』とか『弔とむらいの鐘』とかいう意味です。九人の戦鬼によく似合います。だが我々は愛の為とか戦い忘れた人の為とかに何かします。石ノ森先生ごめんなさい。でも私、あの歌の歌詞大好きでした。特に二番で「かねぇ～～～～！」と絶叫する所が。シングルレコード持ってました。多分、実家の何ど処こかで、聞いているだけで鬱病になりそうな『イデオン』のエンディングと共に、今でも眠っている事でしょう。傷をなめ合う道どう化け芝しば居い。





　いやそれはさておき（どうも疲れているらしい）。





　今回、お話を畳むにあたって、なんだか初期のキャラクターで「コイツ誰だっけ？」と作者も首を傾かしげるよーなのが出てきている為、思わず一巻から九巻、プラス短編集を机の上に並べて書いています。ついでに言うとたまに『トリスタン』を『トルバス』と書きそうになるのは御愛敬です。御愛敬なんだってば。


　……………そろそろ仕事減らさないとまずいんだけどな。マジで。





　ここからはネタバレ含むので、ご注意。





　さてまあ、今回、色々と９巻も掛けて引っ張ってきたネタをバラしまくってますが、実をいうと、この辺りの設定だけは最初から殆ど決まっていたんですよね。間の紆う余よ曲きよく折せつの方が後から出来たという。


　特にカペルテータに関して言えば、『全て確認、自分を納得させる為の行為』というのはずっと頭の中に在りました。なので、彼女に関して言えば、殆ど、語尾に『？』マークを付けた台詞が存在しない筈です。カペルテータにとってはありとあらゆる事象が、確認対象であって、疑問ではなかったという意味で。既刊読み返してみると、初期の頃、ごくたまに彼女の語尾に『？』が存在したりしますが、これは単に私のミスです。





　あと、レイオット達が空挺で敵地に向けて下りる、というシチュエーションも『機動戦士ガンダム08小隊』のＯＰ見た時に思いついたという。一体何年前の話なんだか。ちなみにあのＯＰが私は大好きです。本編は主人公の二枚舌っぷりをはじめ、色々ツッコミどころ満載でしたが、まあそれはさておき。





　魔族の究極ってのもそう。


　魔族は等級が上がる度に形状が単純化する傾向が在る、という設定を以前に書いていたと思いますが、これも当然で、思考が整理されて、より『世界そのもの』に近くなる為、球体に近くなっていくというイメージでした。


　まあ世界が球体というイメージは、多分、惑星がどうのというよりは『自己完結』という意味での『欠ける所の無い形状』ってイメージの方が強いんでしょうな、自分自身で改めて考えてみるに。


　そういえば精神分析で円盤＝欠ける所の無い人格とか、なんかそういう説を唱えてたのって誰でしたっけか。フロイト？　小難しい話は分からなければフロイトと言っておけば何とかなる気がします。ごめんユング。君の事を忘れた訳じゃないんだ……ってか幼児性欲の方がフロイトだったか。


　しかし昨今、迂う闊かつに「幼児性欲」なんて書こうものなら、その瞬間に有害図書指定されて「自称・有識者」の方々から、つるし上げ喰らいそうな風潮ですな。くわばらくわばら。一応学術用語ですよ、念のため。興味のある人は調べてみましょう。肛門とか男根とかいう単語が当然のよーに出てくる素敵な学問です＞物凄く誤解を誘発する物言い。





　いかん、話が脱線した。話を戻します。





　逆にノーラなどは前巻の冒頭に使った短編用に考えたキャラだったので、当初は影も形もありませんでしたが、結果的にカペルテータの背中を押すのにはいい感じに働いてくれました。私の悪い癖で、色々キャラクターも細かく設定して組む癖に、むしろそういうキャラよりも途中で思いついたキャラの方が存在感あったりします。


　ストジャでいえば、ノーラ、エリック、フレッド、なんかがそうですね。


　逆にナレアとかは最初から設定があった訳ですが。





　さて、ストレイト・ジャケットも残す処あと一巻と相成りました。





　当初は「折角ハートフル作家としての立ち位置を確保しようというのに！　何を血迷っているんだハートフル[image: ]！」とか「そんな背中が痒かゆくなる様な通称は嫌じゃあ！」とか、担当編集や編集長と揉めながら出した本シリーズですが。


　毎度言ってますが、ここまで来れたのは読者の方々のお陰。


　出来ますれば、最後までおつきあいくださいますよう。





　ではでは。また。本書の出版にご尽力いただいた諸氏に感謝しつつ。





　二〇〇九／一〇／一六


　ＭＡＣＨＩＮＥ：ショップブランド機（ＣＰＵ：CORE2Duo6700　2.67Ghz　Ram：2GB）


　ＢＧＭ：『風神雷神』（by Pia-no-jaC）
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ストレイト・ジャケット10


ニンゲンのオワリ


THE DEATH BELL 1st.HALF
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